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第４章 海外 4か国で収録された理科授業ビデオの国内における分析結果 

小倉 康 

 

第 1節 目的と方法 

海外 4 か国（オーストラリア，チェコ共和国，オランダ，アメリカ）で収録された理科授業ビデオについて，

理科授業ビデオ分析によって，海外の理科教師がどのような理科授業を実践しているかを調べ，それに

よって，わが国の理科授業を改善する際に参考となるような特徴や，共通の課題を明らかにすることを目

的とした。 

海外の理科授業ビデオは，プライバシーの保護のため，IEA/TIMSS の関連研究として，収録国側の承

諾を得て，アメリカの授業研究所（Lesson Lab Inc.）から借用したもので，本研究の終了と同時に，破棄す

るものである。直接，映像や音声を関係者以外が視聴することはできないことになっている。 

まず，各国について，約 100 時間分の授業ビデオから，無作為に 10 時間分を抽出し，アメリカ側から

授業ビデオの提供を受けた。各国 10 時間分の授業ビデオとした理由は，分析に必要となる費用を抑え

つつ，かつ，それぞれの国における理科授業の特徴をある程度捉えることができる事例数と考えたからで

ある。 

授業ビデオの評価者は，わが国の理科授業を評価したと同じ理科教師であり，海外の理科授業ビデオ

中のほとんどの音声情報の意味はわからない。そこで合計 40 時間分の授業ビデオの音声情報をすべて

日本語に翻訳した。 

次に，コンピュータ上で授業を視聴しながら，音声情報を日本語で同時に表示できるビデオを制作し

た。 

調査の方法は，第２章で述べたわが国の理科教師がわが国の理科授業ビデオを評価したのと同じ方

法を用いた。 

これによって，それぞれの国の理科授業について，評価カードと総合評価票による定量的，定性的評

価データが得られた。 

第２節では，合計 40 時間の海外 4 か国の理科授業の定量的評価データを整理した結果を報告する。 

第３節～第６節においては，それぞれオーストラリア，チェコ共和国，オランダ，アメリカの理科授業ビデ

オについて，定量的評価データの分析結果から，比較的低く評価された授業を３事例，比較的高く評価

された授業を３事例，それぞれ取り上げ，「総合評価票」における評価者の３種類のコメント「特に評価で

きる点」「改善が望まれる点」「全般的な印象」を掲載した。これによって，それぞれの国における理科授業

にどのような特徴や課題が見られるかの具体的内容を示した。 

 第７節においては，わが国を含めた 5 か国の理科授業について，定量的評価データを集約した結果に

基づいた相対比較に取り組んだ。 

 そして，第８節において，これらの分析結果を総合して，わが国の理科授業への示唆について考察し

た。 
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第２節 全体的な傾向 

本節では，海外 4 か国の理科授業に対するわが国の理科教師たちの評価の全体的な傾向として，評

価カードに基づく定量的な評価データを整理した結果を報告する。 

 

 オーストラリアの10時間の理科授業に対する評価者のコメントの傾向を評価カードの件数に基づいて整

理したものが表１である。全体の評価カードのうち，68％，1268 件が肯定的な評価コメントであった。Ⅰ～

Ⅳの４カテゴリーのいずれも肯定的な評価コメントの割合が 70％前後となっている。細かく評価コードを見

ると，「Ⅰ－２内容の取り扱いを工夫しているか」と「Ⅱ－１効果的な授業形態を採っているか」，「Ⅲ－３生

徒の学習時間を保障しているか」では，肯定的な評価コメントの割合がそれぞれ 41％，51％，48％と相対

的に低く，特に，「35 分-終わり」の授業時間帯で低くなっている。日本の理科教師たちは，これらの観点

以外では，オーストラリアの理科授業をおおむね高く評価したことがわかる。（個別の授業に対する評価

の傾向については，本節末に結果の表を掲載している。） 

 

表１ オーストラリアの 10 時間の理科授業に対する評価コメントの全体的な傾向 

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 66% 360 182 70% 221 93 71% 79 33 52% 60 56
I-1 65% 87 46 70% 59 25 73% 8 3 53% 20 18
I-2 41% 46 66 45% 24 29 48% 13 14 28% 9 23
I-3 73% 159 58 73% 80 30 78% 54 15 66% 25 13
I-4 85% 68 12 87% 58 9 80% 4 1 75% 6 2

II 66% 349 179 63% 161 95 77% 112 34 60% 76 50
II-1 51% 49 48 54% 21 18 58% 15 11 41% 13 19
II-2 61% 116 74 61% 67 42 66% 25 13 56% 24 19
II-3 76% 184 57 68% 73 35 88% 72 10 76% 39 12

III 69% 321 146 72% 132 51 78% 112 32 55% 77 63
III-1 72% 177 69 75% 80 26 78% 69 19 54% 28 24
III-2 77% 101 31 76% 37 12 82% 32 7 73% 32 12
III-3 48% 43 46 54% 15 13 65% 11 6 39% 17 27

IV 73% 238 86 75% 110 37 79% 53 14 68% 75 35
IV-1 78% 125 35 75% 55 18 91% 30 3 74% 40 14
IV-2 66% 78 40 74% 39 14 69% 20 9 53% 19 17
IV-3 76% 35 11 76% 16 5 60% 3 2 80% 16 4
全体 68% 1268 593 69% 624 276 76% 356 113 59% 288 204

オースト
ラリア

全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

 

 

 チェコ共和国の10時間の理科授業に対する評価者のコメントの傾向を評価カードの件数に基づいて整

理したものが表２である。全体の評価カードのうち，72％，1035 件が肯定的な評価コメントであった。特に

ⅠとⅣの２カテゴリーにおける肯定的な評価コメントの割合が 80％前後と高くなっている。Ⅲのカテゴリー

については，肯定的な評価コメントの割合が 60％と相対的に低い。細かく評価コードを見ると，「Ⅲ－３生

徒の学習時間を保障しているか」では，肯定的な評価コメントの割合が 45％と相対的に低く，特に，「0 分

-20 分」の授業時間帯で低くなっている。日本の理科教師たちは，この観点以外では，チェコ共和国の理

科授業をおおむね高く評価したことがわかる。とりわけ，「Ⅰ－４既習事項の定着を図っているか」と「Ⅳ－
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２学級づくりができているか」については，特に高い評価結果になっている。（個別の授業に対する評価の

傾向については，本節末に結果の表を掲載している。） 

 

表２ チェコ共和国の 10 時間の理科授業に対する評価コメントの全体的な傾向 

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 79% 311 85 83% 182 38 73% 71 26 73% 58 21
I-1 84% 86 16 84% 54 10 93% 14 1 78% 18 5
I-2 54% 59 51 56% 25 20 50% 19 19 56% 15 12
I-3 85% 60 11 88% 29 4 85% 22 4 75% 9 3
I-4 94% 106 7 95% 74 4 89% 16 2 94% 16 1

II 71% 288 118 66% 131 68 78% 82 23 74% 75 27
II-1 72% 78 31 69% 35 16 79% 19 5 71% 24 10
II-2 75% 132 45 71% 62 25 80% 37 9 75% 33 11
II-3 65% 78 42 56% 34 27 74% 26 9 75% 18 6

III 60% 225 147 63% 113 65 57% 67 50 58% 45 32
III-1 68% 137 64 71% 75 31 65% 41 22 66% 21 11
III-2 57% 50 37 61% 27 17 54% 13 11 53% 10 9
III-3 45% 38 46 39% 11 17 43% 13 17 54% 14 12

IV 82% 211 47 82% 116 26 75% 27 9 85% 68 12
IV-1 69% 81 36 67% 44 22 57% 8 6 78% 29 8
IV-2 94% 100 6 97% 59 2 93% 13 1 90% 28 3
IV-3 86% 30 5 87% 13 2 75% 6 2 92% 11 1
全体 72% 1035 397 73% 542 197 70% 247 108 73% 246 92

35分－終わりチェコ
共和国

全体 0－20分 20－35分

 

 

表３ オランダの 10 時間の理科授業に対する評価コメントの全体的な傾向 

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 45% 179 219 44% 115 144 47% 34 38 45% 30 37
I-1 44% 48 61 45% 30 37 38% 5 8 45% 13 16
I-2 34% 38 74 29% 20 50 52% 14 13 27% 4 11
I-3 49% 74 76 50% 49 49 45% 14 17 52% 11 10
I-4 70% 19 8 67% 16 8 100% 1 0 100% 2 0

II 71% 274 113 70% 137 58 73% 78 29 69% 59 26
II-1 42% 36 50 57% 26 20 25% 4 12 25% 6 18
II-2 72% 84 33 70% 52 22 78% 18 5 70% 14 6
II-3 84% 154 30 79% 59 16 82% 56 12 95% 39 2

III 66% 200 104 65% 76 41 73% 79 29 57% 45 34
III-1 71% 102 42 70% 43 18 77% 43 13 59% 16 11
III-2 63% 69 40 62% 24 15 64% 25 14 65% 20 11
III-3 57% 29 22 53% 9 8 85% 11 2 43% 9 12

IV 68% 217 103 66% 105 53 64% 48 27 74% 64 23
IV-1 79% 120 31 78% 59 17 73% 30 11 91% 31 3
IV-2 52% 65 60 51% 30 29 52% 15 14 54% 20 17
IV-3 73% 32 12 70% 16 7 60% 3 2 81% 13 3
全体 62% 870 539 59% 433 296 66% 239 123 62% 198 120

オランダ
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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 オランダの 10 時間の理科授業に対する評価者のコメントの傾向を評価カードの件数に基づいて整理し

たものが表３である。全体の評価カードのうち，62％，870 件が肯定的な評価コメントであった。Ⅰ～Ⅳの４

カテゴリーのうち，「Ⅰ教える事柄を工夫しているか」については，肯定的な評価コメントの割合が 45％と

相対的に低くなっている。細かく評価コードを見ると，「Ⅰ－１学習課題を明らかにしているか」「Ⅰ－２内

容の取り扱いを工夫しているか」「Ⅰ－３学習方法を的確に提示しているか」と「Ⅱ－１効果的な授業形態

を採っているか」では，肯定的な評価コメントの割合がそれぞれ 44％，34％，49％，42％と相対的に低く

なっている。日本の理科教師たちは，これらの観点以外では，オーストラリアの理科授業をおおむね高く

評価したことがわかる。（個別の授業に対する評価の傾向については，本節末に結果の表を掲載してい

る。） 

 アメリカの 10 時間の理科授業に対する評価者のコメントの傾向を評価カードの件数に基づいて整理し

たものが表４である。全体の評価カードのうち，78％，1170 件が肯定的な評価コメントであった。Ⅰ～Ⅳの

４カテゴリーのいずれも肯定的な評価コメントが 80％前後の高い割合となっている。細かく評価コードを見

ても，いずれのコードにおいても肯定的な評価コメントの割合が 60％を超えており，日本の理科教師たち

は，アメリカの理科授業を全般的に高く評価したことがわかる。とりわけ，「Ⅰ－４既習事項の定着を図って

いるか」と「Ⅳ－１生徒との信頼関係を築いているか」については，特に高い評価結果になっている。（個

別の授業に対する評価の傾向については，本節末に結果の表を掲載している。） 

 

表４ アメリカの 10 時間の理科授業に対する評価コメントの全体的な傾向 

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 77% 359 106 80% 214 53 74% 64 22 72% 81 31
I-1 74% 65 23 73% 41 15 81% 13 3 69% 11 5
I-2 62% 59 36 59% 24 17 68% 13 6 63% 22 13
I-3 78% 140 40 83% 81 17 70% 28 12 74% 31 11
I-4 93% 95 7 94% 68 4 91% 10 1 89% 17 2

II 80% 349 88 80% 171 44 79% 96 25 81% 82 19
II-1 66% 72 37 71% 48 20 52% 11 10 65% 13 7
II-2 83% 109 22 85% 64 11 77% 20 6 83% 25 5
II-3 85% 168 29 82% 59 13 88% 65 9 86% 44 7

III 75% 225 77 75% 111 37 84% 59 11 65% 55 29
III-1 78% 102 29 78% 60 17 89% 24 3 67% 18 9
III-2 76% 84 27 82% 37 8 77% 23 7 67% 24 12
III-3 65% 39 21 54% 14 12 92% 12 1 62% 13 8

IV 83% 237 50 79% 106 28 82% 60 13 89% 71 9
IV-1 87% 140 21 84% 56 11 84% 36 7 94% 48 3
IV-2 76% 73 23 69% 33 15 83% 19 4 84% 21 4
IV-3 80% 24 6 89% 17 2 71% 5 2 50% 2 2
全体 78% 1170 321 79% 602 162 80% 279 71 77% 289 88

35分－終わり
アメリカ

全体 0－20分 20－35分

 

 

以下に個別の授業に対する評価結果を掲載するが，この結果に基づいて，第３節～第６節で取り上げ

る各国の理科授業で比較的低く評価された授業（３事例）と，比較的高く評価された授業（３事例）を選択

した。 
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 77% 51 15 84% 26 5 89% 25 3 0% 0 7
I-1 50% 4 4 67% 4 2 0 0 0% 0 2
I-2 25% 1 3 50% 1 1 0% 0 1 0% 0 1
I-3 83% 38 8 87% 13 2 93% 25 2 0% 0 4
I-4 100% 8 0 100% 8 0 0 0 0 0

II 64% 35 20 48% 11 12 79% 23 6 33% 1 2
II-1 33% 1 2 0% 0 1 50% 1 1 0 0
II-2 42% 10 14 47% 8 9 33% 2 4 0% 0 1
II-3 86% 24 4 60% 3 2 95% 20 1 50% 1 1

III 57% 20 15 41% 7 10 90% 9 1 50% 4 4
III-1 62% 13 8 45% 5 6 88% 7 1 50% 1 1
III-2 57% 4 3 25% 1 3 100% 1 0 100% 2 0
III-3 43% 3 4 50% 1 1 100% 1 0 25% 1 3

IV 63% 17 10 73% 11 4 60% 3 2 43% 3 4
IV-1 80% 8 2 100% 5 0 100% 2 0 33% 1 2
IV-2 42% 5 7 50% 3 3 33% 1 2 33% 1 2
IV-3 80% 4 1 75% 3 1 0 0 100% 1 0
全体 67% 123 60 64% 55 31 83% 60 12 32% 8 17

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 60% 35 23 71% 22 9 54% 7 6 43% 6 8
I-1 48% 12 13 53% 8 7 0% 0 1 44% 4 5
I-2 71% 5 2 60% 3 2 100% 1 0 100% 1 0
I-3 56% 10 8 100% 3 0 55% 6 5 25% 1 3
I-4 100% 8 0 100% 8 0 0 0 0 0

II 66% 29 15 80% 20 5 71% 5 2 33% 4 8
II-1 44% 4 5 67% 2 1 50% 1 1 25% 1 3
II-2 79% 11 3 89% 8 1 100% 2 0 33% 1 2
II-3 67% 14 7 77% 10 3 67% 2 1 40% 2 3

III 56% 29 23 58% 14 10 82% 9 2 35% 6 11
III-1 52% 11 10 64% 7 4 100% 4 0 0% 0 6
III-2 67% 14 7 45% 5 6 100% 3 0 86% 6 1
III-3 40% 4 6 100% 2 0 50% 2 2 0% 0 4

IV 57% 21 16 72% 13 5 38% 3 5 45% 5 6
IV-1 60% 9 6 67% 6 3 100% 1 0 40% 2 3
IV-2 52% 11 10 78% 7 2 29% 2 5 40% 2 3
IV-3 100% 1 0 0 0 0 0 100% 1 0
全体 60% 114 77 70% 69 29 62% 24 15 39% 21 33

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 43% 29 39 52% 27 25 15% 2 11 0% 0 3
I-1 53% 9 8 62% 8 5 100% 1 0 0% 0 3
I-2 0% 0 13 0% 0 5 0% 0 8 0 0
I-3 47% 14 16 50% 13 13 25% 1 3 0 0
I-4 75% 6 2 75% 6 2 0 0 0 0

II 49% 26 27 48% 16 17 64% 9 5 17% 1 5
II-1 0% 0 5 0% 0 1 0 0 0% 0 4
II-2 50% 7 7 56% 5 4 33% 1 2 50% 1 1
II-3 56% 19 15 48% 11 12 73% 8 3 0 0

III 54% 14 12 70% 7 3 46% 6 7 33% 1 2
III-1 44% 7 9 75% 3 1 36% 4 7 0% 0 1
III-2 100% 5 0 100% 2 0 100% 2 0 100% 1 0
III-3 40% 2 3 50% 2 2 0 0 0% 0 1

IV 67% 24 12 65% 13 7 90% 9 1 33% 2 4
IV-1 78% 14 4 75% 6 2 100% 8 0 0% 0 2
IV-2 58% 7 5 71% 5 2 50% 1 1 33% 1 2
IV-3 50% 3 3 40% 2 3 0 0 100% 1 0
全体 51% 93 90 55% 63 52 52% 26 24 22% 4 14

［第３節　比較的低く評価された理科授業の例１］

［第３節　比較的低く評価された理科授業の例２］

35分－終わり
AU24

全体 0－20分 20－35分

35分－終わり

AU15
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

AU06
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 70% 32 14 61% 14 9 86% 6 1 75% 12 4
I-1 100% 11 0 100% 5 0 100% 1 0 100% 5 0
I-2 15% 2 11 13% 1 7 50% 1 1 0% 0 3
I-3 91% 10 1 0 0 100% 4 0 86% 6 1
I-4 82% 9 2 80% 8 2 0 0 100% 1 0

II 70% 35 15 64% 9 5 63% 10 6 80% 16 4
II-1 55% 6 5 67% 2 1 50% 3 3 50% 1 1
II-2 75% 21 7 60% 6 4 78% 7 2 89% 8 1
II-3 73% 8 3 100% 1 0 0% 0 1 78% 7 2

III 51% 19 18 69% 11 5 57% 4 3 29% 4 10
III-1 72% 13 5 80% 8 2 75% 3 1 50% 2 2
III-2 71% 5 2 67% 2 1 50% 1 1 100% 2 0
III-3 8% 1 11 33% 1 2 0% 0 1 0% 0 8

IV 81% 17 4 67% 6 3 100% 1 0 91% 10 1
IV-1 69% 9 4 63% 5 3 0 0 80% 4 1
IV-2 100% 4 0 0 0 100% 1 0 100% 3 0
IV-3 100% 4 0 100% 1 0 0 0 100% 3 0
全体 67% 103 51 65% 40 22 68% 21 10 69% 42 19

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 78% 56 16 80% 45 11 70% 7 3 67% 4 2
I-1 92% 11 1 90% 9 1 0 0 100% 2 0
I-2 79% 11 3 89% 8 1 75% 3 1 0% 0 1
I-3 71% 25 10 73% 19 7 67% 4 2 67% 2 1
I-4 82% 9 2 82% 9 2 0 0 0 0

II 79% 68 18 78% 35 10 84% 16 3 77% 17 5
II-1 70% 19 8 82% 9 2 50% 3 3 70% 7 3
II-2 74% 14 5 75% 12 4 0 0 67% 2 1
II-3 88% 35 5 78% 14 4 100% 13 0 89% 8 1

III 93% 51 4 93% 26 2 95% 20 1 83% 5 1
III-1 100% 33 0 100% 20 0 100% 12 0 100% 1 0
III-2 89% 8 1 80% 4 1 100% 4 0 0 0
III-3 77% 10 3 67% 2 1 80% 4 1 80% 4 1

IV 82% 46 10 75% 15 5 81% 13 3 90% 18 2
IV-1 74% 26 9 62% 8 5 80% 8 2 83% 10 2
IV-2 93% 14 1 100% 6 0 83% 5 1 100% 3 0
IV-3 100% 6 0 100% 1 0 0 0 100% 5 0
全体 82% 221 48 81% 121 28 85% 56 10 81% 44 10

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 78% 32 9 77% 24 7 80% 8 2
I-1 83% 10 2 100% 7 0 60% 3 2
I-2 67% 6 3 50% 3 3 100% 3 0
I-3 73% 11 4 69% 9 4 100% 2 0
I-4 100% 5 0 100% 5 0 0 0

II 46% 16 19 52% 13 12 30% 3 7
II-1 38% 3 5 40% 2 3 33% 1 2
II-2 36% 4 7 50% 3 3 20% 1 4
II-3 56% 9 7 57% 8 6 50% 1 1

III 67% 22 11 73% 16 6 55% 6 5
III-1 69% 11 5 67% 6 3 71% 5 2
III-2 67% 8 4 89% 8 1 0% 0 3
III-3 60% 3 2 50% 2 2 100% 1 0

IV 100% 9 0 100% 6 0 100% 3 0
IV-1 100% 5 0 100% 4 0 100% 1 0
IV-2 100% 3 0 100% 1 0 100% 2 0
IV-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0
全体 67% 79 39 70% 59 25 59% 20 14

［第３節　比較的高く評価された理科授業の例１］

35分－終わり

AU51
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

AU42
全体 0－20分 20－35分

AU33
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 25% 7 21 46% 6 7 0% 0 3 8% 1 11
I-1 45% 5 6 50% 4 4 0 0 33% 1 2
I-2 0% 0 11 0% 0 2 0% 0 2 0% 0 7
I-3 50% 2 2 100% 2 0 0% 0 1 0% 0 1
I-4 0% 0 2 0% 0 1 0 0 0% 0 1

II 43% 13 17 54% 7 6 100% 4 0 15% 2 11
II-1 33% 2 4 67% 2 1 0 0 0% 0 3
II-2 44% 7 9 67% 4 2 100% 2 0 13% 1 7
II-3 50% 4 4 25% 1 3 100% 2 0 50% 1 1

III 50% 11 11 58% 7 5 100% 1 0 33% 3 6
III-1 53% 8 7 70% 7 3 0 0 20% 1 4
III-2 100% 1 0 0 0 100% 1 0 0 0
III-3 33% 2 4 0% 0 2 0 0 50% 2 2

IV 52% 12 11 85% 11 2 0% 0 1 11% 1 8
IV-1 69% 9 4 100% 8 0 0% 0 1 25% 1 3
IV-2 30% 3 7 60% 3 2 0 0 0% 0 5
IV-3 0 0 0 0 0 0 0 0
全体 42% 43 60 61% 31 20 56% 5 4 16% 7 36

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 74% 35 12 77% 20 6 100% 3 0 67% 12 6
I-1 100% 6 0 100% 4 0 0 0 100% 2 0
I-2 47% 8 9 25% 1 3 0 0 54% 7 6
I-3 90% 18 2 86% 12 2 100% 3 0 100% 3 0
I-4 75% 3 1 75% 3 1 0 0 0 0

II 68% 44 21 54% 20 17 100% 17 0 64% 7 4
II-1 45% 5 6 0% 0 5 100% 3 0 67% 2 1
II-2 58% 19 14 52% 12 11 100% 2 0 63% 5 3
II-3 95% 20 1 89% 8 1 100% 12 0 0 0

III 73% 41 15 88% 7 1 100% 20 0 50% 14 14
III-1 78% 21 6 100% 2 0 100% 15 0 40% 4 6
III-2 75% 12 4 100% 5 0 100% 4 0 43% 3 4
III-3 62% 8 5 0% 0 1 100% 1 0 64% 7 4

IV 72% 26 10 65% 11 6 71% 5 2 83% 10 2
IV-1 75% 15 5 56% 5 4 100% 3 0 88% 7 1
IV-2 78% 7 2 75% 3 1 100% 2 0 67% 2 1
IV-3 57% 4 3 75% 3 1 0% 0 2 100% 1 0
全体 72% 146 58 66% 58 30 96% 45 2 62% 43 26

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 65% 35 19 69% 11 5 73% 8 3 59% 16 11
I-1 50% 10 10 50% 4 4 100% 2 0 40% 4 6
I-2 50% 5 5 100% 3 0 50% 1 1 20% 1 4
I-3 94% 15 1 100% 4 0 80% 4 1 100% 7 0
I-4 63% 5 3 0% 0 1 50% 1 1 80% 4 1

II 45% 14 17 53% 8 7 33% 2 4 40% 4 6
II-1 0% 0 5 0% 0 1 0 0 0% 0 4
II-2 50% 4 4 67% 2 1 50% 1 1 33% 1 2
II-3 56% 10 8 55% 6 5 25% 1 3 100% 3 0

III 74% 64 22 74% 26 9 69% 18 8 80% 20 5
III-1 65% 28 15 67% 14 7 54% 7 6 78% 7 2
III-2 92% 33 3 100% 10 0 85% 11 2 92% 12 1
III-3 43% 3 4 50% 2 2 0 0 33% 1 2

IV 77% 24 7 87% 13 2 100% 4 0 58% 7 5
IV-1 100% 16 0 100% 8 0 100% 2 0 100% 6 0
IV-2 57% 8 6 71% 5 2 100% 2 0 20% 1 4
IV-3 0% 0 1 0 0 0 0 0% 0 1
全体 68% 137 65 72% 58 23 68% 32 15 64% 47 27

［第３節　比較的高く評価された理科授業の例２］

［第３節　比較的低く評価された理科授業の例３］

35分－終わり
AU78

全体 0－20分 20－35分

35分－終わり

AU69
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

AU60
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 77% 48 14 74% 26 9 93% 13 1 69% 9 4
I-1 82% 9 2 75% 6 2 100% 1 0 100% 2 0
I-2 57% 8 6 44% 4 5 100% 4 0 0% 0 1
I-3 73% 16 6 71% 5 2 83% 5 1 67% 6 3
I-4 100% 15 0 100% 11 0 100% 3 0 100% 1 0

II 87% 68 10 78% 21 6 96% 23 1 89% 24 3
II-1 75% 9 3 67% 4 2 75% 3 1 100% 2 0
II-2 83% 19 4 70% 7 3 100% 7 0 83% 5 1
II-3 93% 40 3 91% 10 1 100% 13 0 89% 17 2

III 78% 49 14 100% 9 0 85% 23 4 63% 17 10
III-1 91% 31 3 100% 6 0 94% 15 1 83% 10 2
III-2 61% 11 7 0 0 83% 5 1 50% 6 6
III-3 64% 7 4 100% 3 0 60% 3 2 33% 1 2

IV 88% 42 6 79% 11 3 100% 12 0 86% 19 3
IV-1 93% 14 1 0% 0 1 100% 5 0 100% 9 0
IV-2 89% 16 2 75% 6 2 100% 4 0 100% 6 0
IV-3 80% 12 3 100% 5 0 100% 3 0 57% 4 3
全体 82% 207 44 79% 67 18 92% 71 6 78% 69 20

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 66% 360 182 70% 221 93 71% 79 33 52% 60 56
I-1 65% 87 46 70% 59 25 73% 8 3 53% 20 18
I-2 41% 46 66 45% 24 29 48% 13 14 28% 9 23
I-3 73% 159 58 73% 80 30 78% 54 15 66% 25 13
I-4 85% 68 12 87% 58 9 80% 4 1 75% 6 2

II 66% 349 179 63% 161 95 77% 112 34 60% 76 50
II-1 51% 49 48 54% 21 18 58% 15 11 41% 13 19
II-2 61% 116 74 61% 67 42 66% 25 13 56% 24 19
II-3 76% 184 57 68% 73 35 88% 72 10 76% 39 12

III 69% 321 146 72% 132 51 78% 112 32 55% 77 63
III-1 72% 177 69 75% 80 26 78% 69 19 54% 28 24
III-2 77% 101 31 76% 37 12 82% 32 7 73% 32 12
III-3 48% 43 46 54% 15 13 65% 11 6 39% 17 27

IV 73% 238 86 75% 110 37 79% 53 14 68% 75 35
IV-1 78% 125 35 75% 55 18 91% 30 3 74% 40 14
IV-2 66% 78 40 74% 39 14 69% 20 9 53% 19 17
IV-3 76% 35 11 76% 16 5 60% 3 2 80% 16 4
全体 68% 1268 593 69% 624 276 76% 356 113 59% 288 204

［第３節　比較的高く評価された理科授業の例３］

AU87
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

35分－終わり
AU

全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 76% 31 10 91% 21 2 63% 5 3 50% 5 5
I-1 82% 9 2 86% 6 1 0 0 75% 3 1
I-2 25% 1 3 50% 1 1 0% 0 1 0% 0 1
I-3 64% 7 4 100% 3 0 50% 2 2 50% 2 2
I-4 93% 14 1 100% 11 0 100% 3 0 0% 0 1

II 62% 23 14 46% 6 7 100% 8 0 56% 9 7
II-1 55% 6 5 25% 1 3 100% 1 0 67% 4 2
II-2 80% 12 3 63% 5 3 100% 4 0 100% 3 0
II-3 45% 5 6 0% 0 1 100% 3 0 29% 2 5

III 47% 23 26 63% 12 7 21% 4 15 64% 7 4
III-1 59% 16 11 75% 9 3 30% 3 7 80% 4 1
III-2 21% 3 11 40% 2 3 0% 0 6 33% 1 2
III-3 50% 4 4 50% 1 1 33% 1 2 67% 2 1

IV 83% 30 6 89% 16 2 67% 4 2 83% 10 2
IV-1 73% 8 3 71% 5 2 100% 1 0 67% 2 1
IV-2 100% 11 0 100% 7 0 100% 1 0 100% 3 0
IV-3 79% 11 3 100% 4 0 50% 2 2 83% 5 1
全体 66% 107 56 75% 55 18 51% 21 20 63% 31 18

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 65% 15 8 67% 12 6 75% 3 1 0% 0 1
I-1 100% 7 0 100% 7 0 0 0 0 0
I-2 13% 1 7 0% 0 5 50% 1 1 0% 0 1
I-3 67% 2 1 0% 0 1 100% 2 0 0 0
I-4 100% 5 0 100% 5 0 0 0 0 0

II 52% 16 15 67% 8 4 60% 6 4 22% 2 7
II-1 38% 3 5 100% 1 0 100% 1 0 17% 1 5
II-2 50% 7 7 50% 3 3 60% 3 2 33% 1 2
II-3 67% 6 3 80% 4 1 50% 2 2 0 0

III 63% 29 17 85% 17 3 56% 10 8 25% 2 6
III-1 76% 16 5 91% 10 1 60% 6 4 0 0
III-2 64% 7 4 75% 6 2 0 0 33% 1 2
III-3 43% 6 8 100% 1 0 50% 4 4 20% 1 4

IV 71% 22 9 73% 11 4 80% 4 1 64% 7 4
IV-1 44% 7 9 43% 3 4 50% 1 1 43% 3 4
IV-2 100% 12 0 100% 8 0 100% 1 0 100% 3 0
IV-3 100% 3 0 0 0 100% 2 0 100% 1 0
全体 63% 82 49 74% 48 17 62% 23 14 38% 11 18

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 65% 22 12 56% 9 7 83% 10 2 50% 3 3
I-1 67% 4 2 33% 1 2 100% 2 0 100% 1 0
I-2 50% 8 8 40% 2 3 71% 5 2 25% 1 3
I-3 50% 1 1 50% 1 1 0 0 0 0
I-4 90% 9 1 83% 5 1 100% 3 0 100% 1 0

II 28% 9 23 21% 4 15 25% 1 3 44% 4 5
II-1 14% 1 6 0% 0 3 0% 0 1 33% 1 2
II-2 20% 2 8 20% 1 4 0% 0 1 25% 1 3
II-3 40% 6 9 27% 3 8 50% 1 1 100% 2 0

III 57% 12 9 58% 7 5 50% 2 2 60% 3 2
III-1 54% 7 6 50% 4 4 50% 1 1 67% 2 1
III-2 75% 3 1 75% 3 1 0 0 0 0
III-3 50% 2 2 0 0 50% 1 1 50% 1 1

IV 88% 21 3 80% 12 3 100% 2 0 100% 7 0
IV-1 90% 9 1 80% 4 1 100% 1 0 100% 4 0
IV-2 91% 10 1 86% 6 1 100% 1 0 100% 3 0
IV-3 67% 2 1 67% 2 1 0 0 0 0
全体 58% 64 47 52% 32 30 68% 15 7 63% 17 10

［第４節　比較的低く評価された理科授業の例１］

［第４節　比較的低く評価された理科授業の例２］

35分－終わり

CZ16
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

CZ06
全体 0－20分 20－35分

35分－終わり
CZ26

全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 84% 46 9 95% 19 1 80% 20 5 70% 7 3
I-1 92% 11 1 100% 7 0 80% 4 1 0 0
I-2 58% 11 8 75% 3 1 50% 4 4 57% 4 3
I-3 100% 12 0 100% 3 0 100% 8 0 100% 1 0
I-4 100% 12 0 100% 6 0 100% 4 0 100% 2 0

II 90% 44 5 92% 12 1 91% 21 2 85% 11 2
II-1 88% 15 2 86% 6 1 100% 8 0 50% 1 1
II-2 94% 16 1 100% 5 0 100% 3 0 89% 8 1
II-3 87% 13 2 100% 1 0 83% 10 2 100% 2 0

III 80% 20 5 100% 11 0 50% 2 2 70% 7 3
III-1 93% 13 1 100% 8 0 100% 1 0 80% 4 1
III-2 60% 3 2 100% 1 0 0% 0 1 67% 2 1
III-3 67% 4 2 100% 2 0 50% 1 1 50% 1 1

IV 100% 18 0 100% 8 0 0 0 100% 10 0
IV-1 100% 6 0 100% 4 0 0 0 100% 2 0
IV-2 100% 8 0 100% 3 0 0 0 100% 5 0
IV-3 100% 4 0 100% 1 0 0 0 100% 3 0
全体 87% 128 19 96% 50 2 83% 43 9 81% 35 8

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 79% 27 7 73% 11 4 85% 11 2 83% 5 1
I-1 80% 12 3 71% 5 2 100% 2 0 83% 5 1
I-2 0% 0 2 0% 0 2 0 0 0 0
I-3 88% 7 1 0 0 88% 7 1 0 0
I-4 89% 8 1 100% 6 0 67% 2 1 0 0

II 57% 20 15 50% 12 12 73% 8 3 0 0
II-1 60% 3 2 67% 2 1 50% 1 1 0 0
II-2 68% 13 6 60% 9 6 100% 4 0 0 0
II-3 36% 4 7 17% 1 5 60% 3 2 0 0

III 38% 15 25 36% 9 16 27% 3 8 75% 3 1
III-1 57% 13 10 53% 9 8 33% 1 2 100% 3 0
III-2 0% 0 4 0% 0 3 0% 0 1 0 0
III-3 15% 2 11 0% 0 5 29% 2 5 0% 0 1

IV 67% 14 7 73% 11 4 40% 2 3 100% 1 0
IV-1 30% 3 7 43% 3 4 0% 0 3 0 0
IV-2 100% 9 0 100% 6 0 100% 2 0 100% 1 0
IV-3 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0
全体 58% 76 54 54% 43 36 60% 24 16 82% 9 2

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 82% 41 9 81% 25 6 100% 5 0 79% 11 3
I-1 79% 15 4 80% 12 3 100% 1 0 67% 2 1
I-2 58% 7 5 50% 3 3 100% 2 0 50% 2 2
I-3 100% 9 0 100% 4 0 100% 2 0 100% 3 0
I-4 100% 10 0 100% 6 0 0 0 100% 4 0

II 72% 21 8 73% 8 3 67% 4 2 75% 9 3
II-1 83% 5 1 0 0 50% 1 1 100% 4 0
II-2 50% 4 4 50% 1 1 100% 1 0 40% 2 3
II-3 80% 12 3 78% 7 2 67% 2 1 100% 3 0

III 97% 29 1 100% 4 0 94% 16 1 100% 9 0
III-1 94% 17 1 100% 2 0 91% 10 1 100% 5 0
III-2 100% 8 0 0 0 100% 5 0 100% 3 0
III-3 100% 4 0 100% 2 0 100% 1 0 100% 1 0

IV 73% 27 10 65% 13 7 100% 6 0 73% 8 3
IV-1 71% 20 8 59% 10 7 100% 4 0 86% 6 1
IV-2 78% 7 2 100% 3 0 100% 2 0 50% 2 2
IV-3 0 0 0 0 0 0 0 0
全体 81% 118 28 76% 50 16 91% 31 3 80% 37 9

［第４節　比較的高く評価された理科授業の例２］

［第４節　比較的低く評価された理科授業の例３］

［第４節　比較的高く評価された理科授業の例１］

CZ36
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

35分－終わり

CZ56
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

CZ46
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 78% 25 7 82% 18 4 50% 3 3 100% 4 0
I-1 100% 11 0 100% 6 0 100% 3 0 100% 2 0
I-2 63% 5 3 71% 5 2 0% 0 1 0 0
I-3 50% 2 2 67% 2 1 0% 0 1 0 0
I-4 78% 7 2 83% 5 1 0% 0 1 100% 2 0

II 68% 28 13 64% 16 9 57% 4 3 89% 8 1
II-1 50% 4 4 43% 3 4 100% 1 0 0 0
II-2 82% 14 3 88% 7 1 0% 0 1 88% 7 1
II-3 63% 10 6 60% 6 4 60% 3 2 100% 1 0

III 36% 9 16 13% 1 7 54% 7 6 25% 1 3
III-1 33% 6 12 0% 0 4 50% 5 5 25% 1 3
III-2 33% 1 2 0% 0 1 50% 1 1 0 0
III-3 50% 2 2 33% 1 2 100% 1 0 0 0

IV 78% 7 2 75% 6 2 0 0 100% 1 0
IV-1 67% 4 2 60% 3 2 0 0 100% 1 0
IV-2 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0
IV-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0
全体 64% 69 38 65% 41 22 54% 14 12 78% 14 4

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 75% 24 8 79% 15 4 33% 1 2 80% 8 2
I-1 50% 2 2 67% 2 1 0 0 0% 0 1
I-2 60% 6 4 50% 2 2 33% 1 2 100% 3 0
I-3 67% 2 1 0 0 0 0 67% 2 1
I-4 93% 14 1 92% 11 1 0 0 100% 3 0

II 73% 35 13 69% 18 8 50% 4 4 93% 13 1
II-1 68% 13 6 50% 4 4 50% 2 2 100% 7 0
II-2 78% 18 5 79% 11 3 67% 2 1 83% 5 1
II-3 67% 4 2 75% 3 1 0% 0 1 100% 1 0

III 32% 8 17 21% 3 11 0% 0 3 63% 5 3
III-1 29% 5 12 27% 3 8 0% 0 2 50% 2 2
III-2 0% 0 4 0% 0 3 0 0 0% 0 1
III-3 75% 3 1 0 0 0% 0 1 100% 3 0

IV 76% 13 4 89% 8 1 50% 2 2 75% 3 1
IV-1 50% 2 2 50% 1 1 0% 0 1 100% 1 0
IV-2 83% 10 2 100% 6 0 67% 2 1 67% 2 1
IV-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0
全体 66% 80 42 65% 44 24 39% 7 11 81% 29 7

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 78% 32 9 91% 21 2 40% 4 6 88% 7 1
I-1 71% 5 2 75% 3 1 0 0 67% 2 1
I-2 63% 12 7 86% 6 1 33% 3 6 100% 3 0
I-3 0 0 0 0 0 0 0 0
I-4 100% 15 0 100% 12 0 100% 1 0 100% 2 0

II 77% 34 10 73% 16 6 73% 8 3 91% 10 1
II-1 100% 3 0 0 0 100% 1 0 100% 2 0
II-2 80% 28 7 80% 16 4 70% 7 3 100% 5 0
II-3 50% 3 3 0% 0 2 0 0 75% 3 1

III 66% 40 21 74% 29 10 55% 6 5 45% 5 6
III-1 80% 20 5 84% 16 3 80% 4 1 0% 0 1
III-2 65% 11 6 91% 10 1 33% 1 2 0% 0 3
III-3 47% 9 10 33% 3 6 33% 1 2 71% 5 2

IV 92% 23 2 100% 13 0 100% 1 0 82% 9 2
IV-1 83% 10 2 100% 4 0 0 0 75% 6 2
IV-2 100% 11 0 100% 8 0 100% 1 0 100% 2 0
IV-3 100% 2 0 100% 1 0 0 0 100% 1 0
全体 75% 129 42 81% 79 18 58% 19 14 76% 31 10

35分－終わり

CZ76
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

CZ66
全体 0－20分 20－35分

35分－終わり
CZ86

全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 89% 48 6 94% 31 2 82% 9 2 80% 8 2
I-1 100% 10 0 100% 5 0 100% 2 0 100% 3 0
I-2 67% 8 4 100% 3 0 60% 3 2 50% 2 2
I-3 95% 18 1 94% 16 1 100% 1 0 100% 1 0
I-4 92% 12 1 88% 7 1 100% 3 0 100% 2 0

II 94% 59 4 94% 30 2 91% 20 2 100% 9 0
II-1 100% 25 0 100% 18 0 100% 3 0 100% 4 0
II-2 95% 18 1 100% 4 0 93% 13 1 100% 1 0
II-3 84% 16 3 80% 8 2 80% 4 1 100% 4 0

III 79% 38 10 75% 18 6 93% 14 1 67% 6 3
III-1 96% 22 1 100% 12 0 100% 7 0 75% 3 1
III-2 82% 14 3 63% 5 3 100% 6 0 100% 3 0
III-3 25% 2 6 25% 1 3 50% 1 1 0% 0 2

IV 90% 36 4 86% 18 3 86% 6 1 100% 12 0
IV-1 86% 12 2 88% 7 1 50% 1 1 100% 4 0
IV-2 95% 20 1 91% 10 1 100% 3 0 100% 7 0
IV-3 80% 4 1 50% 1 1 100% 2 0 100% 1 0
全体 88% 181 24 88% 97 13 89% 49 6 88% 35 5

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 79% 311 85 83% 182 38 73% 71 26 73% 58 21
I-1 84% 86 16 84% 54 10 93% 14 1 78% 18 5
I-2 54% 59 51 56% 25 20 50% 19 19 56% 15 12
I-3 85% 60 11 88% 29 4 85% 22 4 75% 9 3
I-4 94% 106 7 95% 74 4 89% 16 2 94% 16 1

II 71% 288 118 66% 131 68 78% 82 23 74% 75 27
II-1 72% 78 31 69% 35 16 79% 19 5 71% 24 10
II-2 75% 132 45 71% 62 25 80% 37 9 75% 33 11
II-3 65% 78 42 56% 34 27 74% 26 9 75% 18 6

III 60% 225 147 63% 113 65 57% 67 50 58% 45 32
III-1 68% 137 64 71% 75 31 65% 41 22 66% 21 11
III-2 57% 50 37 61% 27 17 54% 13 11 53% 10 9
III-3 45% 38 46 39% 11 17 43% 13 17 54% 14 12

IV 82% 211 47 82% 116 26 75% 27 9 85% 68 12
IV-1 69% 81 36 67% 44 22 57% 8 6 78% 29 8
IV-2 94% 100 6 97% 59 2 93% 13 1 90% 28 3
IV-3 86% 30 5 87% 13 2 75% 6 2 92% 11 1
全体 72% 1035 397 73% 542 197 70% 247 108 73% 246 92

［第４節　比較的高く評価された理科授業の例３］

CZ96
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

35分－終わり
CZ

全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 74% 23 8 83% 15 3 71% 5 2 50% 3 3
I-1 78% 7 2 83% 5 1 100% 1 0 50% 1 1
I-2 45% 5 6 33% 1 2 60% 3 2 33% 1 2
I-3 100% 9 0 100% 7 0 100% 1 0 100% 1 0
I-4 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0

II 83% 40 8 83% 25 5 71% 5 2 91% 10 1
II-1 65% 13 7 69% 9 4 50% 2 2 67% 2 1
II-2 100% 16 0 100% 8 0 100% 2 0 100% 6 0
II-3 92% 11 1 89% 8 1 100% 1 0 100% 2 0

III 69% 31 14 83% 10 2 62% 8 5 65% 13 7
III-1 78% 18 5 86% 6 1 88% 7 1 63% 5 3
III-2 56% 10 8 67% 2 1 20% 1 4 70% 7 3
III-3 75% 3 1 100% 2 0 0 0 50% 1 1

IV 83% 33 7 80% 12 3 79% 11 3 91% 10 1
IV-1 85% 17 3 78% 7 2 80% 4 1 100% 6 0
IV-2 83% 10 2 100% 2 0 78% 7 2 100% 1 0
IV-3 75% 6 2 75% 3 1 0 0 75% 3 1
全体 77% 127 37 83% 62 13 71% 29 12 75% 36 12

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 61% 36 23 63% 20 12 50% 6 6 67% 10 5
I-1 58% 14 10 62% 8 5 33% 1 2 63% 5 3
I-2 0% 0 4 0 0 0% 0 3 0% 0 1
I-3 73% 22 8 67% 12 6 83% 5 1 83% 5 1
I-4 0% 0 1 0% 0 1 0 0 0 0

II 81% 58 14 70% 26 11 92% 23 2 90% 9 1
II-1 55% 6 5 50% 5 5 0 0 100% 1 0
II-2 77% 10 3 71% 5 2 83% 5 1 0 0
II-3 88% 42 6 80% 16 4 95% 18 1 89% 8 1

III 78% 40 11 77% 10 3 83% 25 5 63% 5 3
III-1 82% 18 4 80% 4 1 80% 12 3 100% 2 0
III-2 88% 14 2 100% 3 0 82% 9 2 100% 2 0
III-3 62% 8 5 60% 3 2 100% 4 0 25% 1 3

IV 87% 34 5 83% 15 3 100% 6 0 87% 13 2
IV-1 95% 21 1 92% 12 1 100% 5 0 100% 4 0
IV-2 75% 9 3 60% 3 2 100% 1 0 83% 5 1
IV-3 80% 4 1 0 0 0 0 80% 4 1
全体 76% 168 53 71% 71 29 82% 60 13 77% 37 11

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 23% 8 27 28% 7 18 0% 0 4 17% 1 5
I-1 0% 0 9 0% 0 8 0 0 0% 0 1
I-2 11% 1 8 14% 1 6 0 0 0% 0 2
I-3 38% 6 10 56% 5 4 0% 0 4 33% 1 2
I-4 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0

II 64% 25 14 57% 13 10 78% 7 2 71% 5 2
II-1 38% 3 5 60% 3 2 0% 0 1 0% 0 2
II-2 57% 8 6 54% 7 6 0 0 100% 1 0
II-3 82% 14 3 60% 3 2 88% 7 1 100% 4 0

III 45% 9 11 40% 2 3 67% 4 2 33% 3 6
III-1 43% 3 4 0% 0 1 50% 1 1 50% 2 2
III-2 63% 5 3 100% 1 0 75% 3 1 33% 1 2
III-3 20% 1 4 33% 1 2 0 0 0% 0 2

IV 52% 24 22 60% 18 12 56% 5 4 14% 1 6
IV-1 58% 11 8 56% 5 4 56% 5 4 100% 1 0
IV-2 46% 12 14 60% 12 8 0 0 0% 0 6
IV-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0
全体 47% 66 74 48% 40 43 57% 16 12 34% 10 19

［第５節　比較的低く評価された理科授業の例１］

［第５節　比較的高く評価された理科授業の例１］

［第５節　比較的高く評価された理科授業の例２］

35分－終わり
NL22

全体 0－20分 20－35分

35分－終わり

NL14
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

NL06
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 47% 16 18 33% 7 14 75% 6 2 60% 3 2
I-1 100% 3 0 100% 1 0 100% 1 0 100% 1 0
I-2 36% 10 18 18% 3 14 71% 5 2 50% 2 2
I-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0
I-4 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0

II 71% 24 10 67% 6 3 60% 3 2 75% 15 5
II-1 40% 2 3 0 0 33% 1 2 50% 1 1
II-2 71% 10 4 71% 5 2 100% 1 0 67% 4 2
II-3 80% 12 3 50% 1 1 100% 1 0 83% 10 2

III 88% 15 2 90% 9 1 75% 3 1 100% 3 0
III-1 93% 13 1 90% 9 1 100% 3 0 100% 1 0
III-2 50% 1 1 0 0 0% 0 1 100% 1 0
III-3 100% 1 0 0 0 0 0 100% 1 0

IV 57% 8 6 60% 3 2 0% 0 1 63% 5 3
IV-1 67% 4 2 75% 3 1 0 0 50% 1 1
IV-2 40% 2 3 0% 0 1 0% 0 1 67% 2 1
IV-3 67% 2 1 0 0 0 0 67% 2 1
全体 64% 63 36 56% 25 20 67% 12 6 72% 26 10

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 16% 5 27 13% 3 20 25% 2 6 0% 0 1
I-1 8% 1 12 10% 1 9 0% 0 2 0% 0 1
I-2 0% 0 1 0 0 0% 0 1 0 0
I-3 29% 4 10 22% 2 7 40% 2 3 0 0
I-4 0% 0 4 0% 0 4 0 0 0 0

II 73% 16 6 67% 8 4 78% 7 2 100% 1 0
II-1 50% 1 1 0% 0 1 0 0 100% 1 0
II-2 67% 2 1 50% 1 1 100% 1 0 0 0
II-3 76% 13 4 78% 7 2 75% 6 2 0 0

III 50% 22 22 37% 7 12 57% 12 9 75% 3 1
III-1 53% 10 9 29% 2 5 64% 7 4 100% 1 0
III-2 52% 12 11 45% 5 6 56% 5 4 67% 2 1
III-3 0% 0 2 0% 0 1 0% 0 1 0 0

IV 54% 15 13 50% 10 10 0% 0 2 83% 5 1
IV-1 30% 3 7 43% 3 4 0% 0 2 0% 0 1
IV-2 63% 10 6 45% 5 6 0 0 100% 5 0
IV-3 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0
全体 46% 58 68 38% 28 46 53% 21 19 75% 9 3

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 45% 24 29 41% 16 23 67% 8 4 0% 0 2
I-1 47% 7 8 55% 6 5 25% 1 3 0 0
I-2 38% 11 18 27% 6 16 100% 5 0 0% 0 2
I-3 50% 2 2 50% 1 1 50% 1 1 0 0
I-4 80% 4 1 75% 3 1 100% 1 0 0 0

II 63% 20 12 61% 11 7 100% 8 0 17% 1 5
II-1 25% 3 9 43% 3 4 0 0 0% 0 5
II-2 89% 8 1 86% 6 1 100% 2 0 0 0
II-3 82% 9 2 50% 2 2 100% 6 0 100% 1 0

III 87% 26 4 80% 16 4 100% 10 0 0 0
III-1 88% 15 2 82% 9 2 100% 6 0 0 0
III-2 100% 6 0 100% 5 0 100% 1 0 0 0
III-3 71% 5 2 50% 2 2 100% 3 0 0 0

IV 73% 16 6 73% 11 4 67% 4 2 100% 1 0
IV-1 78% 14 4 82% 9 2 67% 4 2 100% 1 0
IV-2 33% 1 2 33% 1 2 0 0 0 0
IV-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0
全体 63% 86 51 59% 54 38 83% 30 6 22% 2 7

［第５節　比較的低く評価された理科授業の例２］

35分－終わり

NL56
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

NL38
全体 0－20分 20－35分

NL30
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 19% 11 48 20% 9 37 20% 2 8 0% 0 3
I-1 11% 1 8 17% 1 5 0% 0 1 0% 0 2
I-2 0% 0 9 0% 0 7 0% 0 2 0 0
I-3 26% 10 29 26% 8 23 29% 2 5 0% 0 1
I-4 0% 0 2 0% 0 2 0 0 0 0

II 44% 12 15 78% 7 2 44% 4 5 11% 1 8
II-1 10% 1 9 100% 1 0 0% 0 1 0% 0 8
II-2 25% 1 3 0% 0 1 0% 0 2 100% 1 0
II-3 77% 10 3 86% 6 1 67% 4 2 0 0

III 35% 7 13 45% 5 6 50% 1 1 14% 1 6
III-1 44% 4 5 43% 3 4 0 0 50% 1 1
III-2 43% 3 4 50% 2 2 50% 1 1 0% 0 1
III-3 0% 0 4 0 0 0 0 0% 0 4

IV 51% 20 19 58% 14 10 45% 5 6 25% 1 3
IV-1 67% 6 3 80% 4 1 50% 1 1 50% 1 1
IV-2 33% 5 10 38% 3 5 40% 2 3 0% 0 2
IV-3 60% 9 6 64% 7 4 50% 2 2 0 0
全体 34% 50 95 39% 35 55 38% 12 20 13% 3 20

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 54% 14 12 62% 8 5 40% 2 3 50% 4 4
I-1 50% 5 5 50% 2 2 100% 1 0 40% 2 3
I-2 22% 2 7 40% 2 3 0% 0 3 0% 0 1
I-3 100% 3 0 100% 1 0 100% 1 0 100% 1 0
I-4 100% 4 0 100% 3 0 0 0 100% 1 0

II 78% 38 11 88% 23 3 54% 7 6 80% 8 2
II-1 44% 4 5 67% 2 1 25% 1 3 50% 1 1
II-2 84% 16 3 83% 10 2 100% 4 0 67% 2 1
II-3 86% 18 3 100% 11 0 40% 2 3 100% 5 0

III 77% 20 6 85% 11 2 75% 3 1 67% 6 3
III-1 83% 10 2 100% 7 0 50% 1 1 67% 2 1
III-2 60% 6 4 67% 4 2 100% 1 0 33% 1 2
III-3 100% 4 0 0 0 100% 1 0 100% 3 0

IV 100% 26 0 100% 11 0 100% 5 0 100% 10 0
IV-1 100% 20 0 100% 9 0 100% 3 0 100% 8 0
IV-2 100% 5 0 100% 2 0 100% 2 0 100% 1 0
IV-3 100% 1 0 0 0 0 0 100% 1 0
全体 77% 98 29 84% 53 10 63% 17 10 76% 28 9

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 74% 26 9 95% 19 1 50% 3 3 44% 4 5
I-1 75% 6 2 100% 6 0 0 0 0% 0 2
I-2 88% 7 1 86% 6 1 100% 1 0 0 0
I-3 54% 7 6 100% 2 0 40% 2 3 50% 3 3
I-4 100% 6 0 100% 5 0 0 0 100% 1 0

II 66% 23 12 54% 7 6 71% 10 4 75% 6 2
II-1 25% 1 3 33% 1 2 0% 0 1 0 0
II-2 64% 9 5 75% 6 2 75% 3 1 0% 0 2
II-3 76% 13 4 0% 0 2 78% 7 2 100% 6 0

III 68% 27 13 30% 3 7 86% 12 2 75% 12 4
III-1 63% 10 6 33% 1 2 83% 5 1 57% 4 3
III-2 67% 10 5 20% 1 4 80% 4 1 100% 5 0
III-3 78% 7 2 50% 1 1 100% 3 0 75% 3 1

IV 70% 26 11 75% 6 2 55% 6 5 78% 14 4
IV-1 93% 13 1 80% 4 1 100% 3 0 100% 6 0
IV-2 50% 10 10 50% 1 1 38% 3 5 60% 6 4
IV-3 100% 3 0 100% 1 0 0 0 100% 2 0
全体 69% 102 45 69% 35 16 69% 31 14 71% 36 15

［第５節　比較的高く評価された理科授業の例３］

［第５節　比較的低く評価された理科授業の例３］

35分－終わり

NL74
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

NL62
全体 0－20分 20－35分

35分－終わり
NL78

全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 47% 16 18 50% 11 11 0 0 42% 5 7
I-1 44% 4 5 0% 0 2 0 0 57% 4 3
I-2 50% 2 2 50% 1 1 0 0 50% 1 1
I-3 48% 10 11 56% 10 8 0 0 0% 0 3
I-4 0 0 0 0 0 0 0 0

II 50% 15 15 50% 9 9 38% 3 5 75% 3 1
II-1 40% 2 3 67% 2 1 0% 0 2 0 0
II-2 36% 4 7 44% 4 5 0% 0 1 0% 0 1
II-3 64% 9 5 50% 3 3 60% 3 2 100% 3 0

III 36% 4 7 67% 2 1 33% 1 2 20% 1 4
III-1 40% 2 3 50% 1 1 50% 1 1 0% 0 1
III-2 50% 2 2 100% 1 0 0 0 33% 1 2
III-3 0% 0 2 0 0 0% 0 1 0% 0 1

IV 52% 15 14 42% 5 7 60% 6 4 57% 4 3
IV-1 85% 11 2 75% 3 1 83% 5 1 100% 3 0
IV-2 9% 1 10 20% 1 4 0% 0 3 0% 0 3
IV-3 60% 3 2 33% 1 2 100% 1 0 100% 1 0
全体 48% 50 54 49% 27 28 48% 10 11 46% 13 15

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 45% 179 219 44% 115 144 47% 34 38 45% 30 37
I-1 44% 48 61 45% 30 37 38% 5 8 45% 13 16
I-2 34% 38 74 29% 20 50 52% 14 13 27% 4 11
I-3 49% 74 76 50% 49 49 45% 14 17 52% 11 10
I-4 70% 19 8 67% 16 8 100% 1 0 100% 2 0

II 71% 274 113 70% 137 58 73% 78 29 69% 59 26
II-1 42% 36 50 57% 26 20 25% 4 12 25% 6 18
II-2 72% 84 33 70% 52 22 78% 18 5 70% 14 6
II-3 84% 154 30 79% 59 16 82% 56 12 95% 39 2

III 66% 200 104 65% 76 41 73% 79 29 57% 45 34
III-1 71% 102 42 70% 43 18 77% 43 13 59% 16 11
III-2 63% 69 40 62% 24 15 64% 25 14 65% 20 11
III-3 57% 29 22 53% 9 8 85% 11 2 43% 9 12

IV 68% 217 103 66% 105 53 64% 48 27 74% 64 23
IV-1 79% 120 31 78% 59 17 73% 30 11 91% 31 3
IV-2 52% 65 60 51% 30 29 52% 15 14 54% 20 17
IV-3 73% 32 12 70% 16 7 60% 3 2 81% 13 3
全体 62% 870 539 59% 433 296 66% 239 123 62% 198 120

35分－終わり
NL

全体 0－20分 20－35分

NL82
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 40% 8 12 33% 5 10 100% 1 0 50% 2 2
I-1 25% 2 6 29% 2 5 0 0 0% 0 1
I-2 50% 1 1 0% 0 1 0 0 100% 1 0
I-3 50% 4 4 40% 2 3 100% 1 0 50% 1 1
I-4 50% 1 1 50% 1 1 0 0 0 0

II 79% 34 9 92% 24 2 50% 6 6 80% 4 1
II-1 91% 10 1 100% 8 0 50% 1 1 100% 1 0
II-2 82% 9 2 100% 6 0 50% 1 1 67% 2 1
II-3 71% 15 6 83% 10 2 50% 4 4 100% 1 0

III 69% 31 14 95% 20 1 64% 9 5 20% 2 8
III-1 79% 11 3 100% 9 0 50% 1 1 33% 1 2
III-2 60% 12 8 89% 8 1 50% 4 4 0% 0 3
III-3 73% 8 3 100% 3 0 100% 4 0 25% 1 3

IV 89% 31 4 94% 16 1 73% 8 3 100% 7 0
IV-1 100% 21 0 100% 11 0 100% 6 0 100% 4 0
IV-2 56% 5 4 67% 2 1 25% 1 3 100% 2 0
IV-3 100% 5 0 100% 3 0 100% 1 0 100% 1 0
全体 73% 104 39 82% 65 14 63% 24 14 58% 15 11

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 82% 60 13 91% 41 4 60% 9 6 77% 10 3
I-1 100% 10 0 100% 10 0 0 0 0 0
I-2 50% 3 3 50% 2 2 0% 0 1 100% 1 0
I-3 73% 22 8 91% 10 1 56% 5 4 70% 7 3
I-4 93% 25 2 95% 19 1 80% 4 1 100% 2 0

II 83% 38 8 80% 16 4 86% 12 2 83% 10 2
II-1 67% 4 2 75% 3 1 0% 0 1 100% 1 0
II-2 75% 6 2 86% 6 1 0 0 0% 0 1
II-3 88% 28 4 78% 7 2 92% 12 1 90% 9 1

III 82% 28 6 71% 15 6 100% 6 0 100% 7 0
III-1 77% 17 5 58% 7 5 100% 5 0 100% 5 0
III-2 83% 5 1 80% 4 1 0 0 100% 1 0
III-3 100% 6 0 100% 4 0 100% 1 0 100% 1 0

IV 97% 37 1 100% 10 0 100% 14 0 93% 13 1
IV-1 100% 25 0 100% 5 0 100% 11 0 100% 9 0
IV-2 90% 9 1 100% 2 0 100% 3 0 80% 4 1
IV-3 100% 3 0 100% 3 0 0 0 0 0
全体 85% 163 28 85% 82 14 84% 41 8 87% 40 6

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 83% 55 11 87% 34 5 68% 13 6 100% 8 0
I-1 73% 11 4 67% 6 3 83% 5 1 0 0
I-2 79% 11 3 78% 7 2 50% 1 1 100% 3 0
I-3 83% 19 4 100% 9 0 64% 7 4 100% 3 0
I-4 100% 14 0 100% 12 0 0 0 100% 2 0

II 84% 46 9 89% 16 2 71% 12 5 90% 18 2
II-1 57% 8 6 100% 2 0 43% 3 4 60% 3 2
II-2 100% 19 0 100% 11 0 100% 2 0 100% 6 0
II-3 86% 19 3 60% 3 2 88% 7 1 100% 9 0

III 83% 33 7 91% 10 1 75% 3 1 80% 20 5
III-1 100% 13 0 100% 7 0 100% 1 0 100% 5 0
III-2 75% 15 5 100% 2 0 67% 2 1 73% 11 4
III-3 71% 5 2 50% 1 1 0 0 80% 4 1

IV 93% 27 2 87% 13 2 100% 4 0 100% 10 0
IV-1 91% 10 1 50% 1 1 100% 2 0 100% 7 0
IV-2 92% 11 1 88% 7 1 100% 1 0 100% 3 0
IV-3 100% 6 0 100% 5 0 100% 1 0 0 0
全体 85% 161 29 88% 73 10 73% 32 12 89% 56 7

［第６節　比較的低く評価された理科授業の例１］

［第６節　比較的高く評価された理科授業の例１］

［第６節　比較的高く評価された理科授業の例２］

35分－終わり
US24

全体 0－20分 20－35分

35分－終わり

US15
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

US06
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 70% 16 7 100% 6 0 33% 2 4 73% 8 3
I-1 100% 1 0 0 0 0 0 100% 1 0
I-2 44% 4 5 100% 1 0 33% 1 2 40% 2 3
I-3 80% 8 2 100% 4 0 33% 1 2 100% 3 0
I-4 100% 3 0 100% 1 0 0 0 100% 2 0

II 83% 29 6 95% 18 1 71% 5 2 67% 6 3
II-1 43% 3 4 75% 3 1 0% 0 2 0% 0 1
II-2 100% 13 0 100% 7 0 100% 1 0 100% 5 0
II-3 87% 13 2 100% 8 0 100% 4 0 33% 1 2

III 92% 12 1 100% 4 0 100% 5 0 75% 3 1
III-1 75% 3 1 100% 2 0 100% 1 0 0% 0 1
III-2 100% 8 0 100% 1 0 100% 4 0 100% 3 0
III-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0

IV 90% 18 2 100% 4 0 86% 6 1 89% 8 1
IV-1 92% 11 1 100% 3 0 75% 3 1 100% 5 0
IV-2 86% 6 1 100% 1 0 100% 2 0 75% 3 1
IV-3 100% 1 0 0 0 100% 1 0 0 0
全体 82% 75 16 97% 32 1 72% 18 7 76% 25 8

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 85% 34 6 79% 23 6 100% 5 0 100% 6 0
I-1 70% 7 3 63% 5 3 0 0 100% 2 0
I-2 75% 3 1 67% 2 1 100% 1 0 0 0
I-3 82% 9 2 71% 5 2 100% 2 0 100% 2 0
I-4 100% 15 0 100% 11 0 100% 2 0 100% 2 0

II 82% 23 5 86% 19 3 67% 4 2 0 0
II-1 90% 9 1 89% 8 1 100% 1 0 0 0
II-2 89% 8 1 100% 5 0 75% 3 1 0 0
II-3 67% 6 3 75% 6 2 0% 0 1 0 0

III 80% 37 9 73% 22 8 93% 14 1 100% 1 0
III-1 82% 18 4 69% 9 4 100% 8 0 100% 1 0
III-2 80% 12 3 82% 9 2 75% 3 1 0 0
III-3 78% 7 2 67% 4 2 100% 3 0 0 0

IV 90% 18 2 86% 12 2 100% 3 0 100% 3 0
IV-1 88% 7 1 80% 4 1 0 0 100% 3 0
IV-2 90% 9 1 86% 6 1 100% 3 0 0 0
IV-3 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0
全体 84% 112 22 80% 76 19 90% 26 3 100% 10 0

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 77% 47 14 87% 27 4 80% 8 2 60% 12 8
I-1 78% 7 2 100% 4 0 67% 2 1 50% 1 1
I-2 70% 14 6 71% 5 2 80% 4 1 63% 5 3
I-3 76% 19 6 88% 14 2 100% 2 0 43% 3 4
I-4 100% 7 0 100% 4 0 0 0 100% 3 0

II 78% 25 7 85% 11 2 78% 7 2 70% 7 3
II-1 83% 10 2 83% 5 1 100% 3 0 67% 2 1
II-2 63% 5 3 80% 4 1 0% 0 1 50% 1 1
II-3 83% 10 2 100% 2 0 80% 4 1 80% 4 1

III 91% 20 2 100% 12 0 100% 1 0 78% 7 2
III-1 92% 11 1 100% 7 0 0 0 80% 4 1
III-2 89% 8 1 100% 4 0 100% 1 0 75% 3 1
III-3 100% 1 0 100% 1 0 0 0 0 0

IV 76% 19 6 60% 9 6 100% 7 0 100% 3 0
IV-1 87% 13 2 78% 7 2 100% 4 0 100% 2 0
IV-2 63% 5 3 40% 2 3 100% 2 0 100% 1 0
IV-3 50% 1 1 0% 0 1 100% 1 0 0 0
全体 79% 111 29 83% 59 12 85% 23 4 69% 29 13

［第６節　比較的高く評価された理科授業の例３］

35分－終わり

US51
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

US42
全体 0－20分 20－35分

US33
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 83% 33 7 78% 21 6 100% 9 0 75% 3 1
I-1 78% 7 2 67% 4 2 100% 3 0 0 0
I-2 63% 5 3 25% 1 3 100% 2 0 100% 2 0
I-3 100% 13 0 100% 8 0 100% 4 0 100% 1 0
I-4 80% 8 2 89% 8 1 0 0 0% 0 1

II 79% 34 9 67% 14 7 89% 16 2 100% 4 0
II-1 50% 1 1 0% 0 1 0 0 100% 1 0
II-2 69% 11 5 57% 4 3 78% 7 2 0 0
II-3 88% 22 3 77% 10 3 100% 9 0 100% 3 0

III 53% 9 8 50% 7 7 67% 2 1 0 0
III-1 78% 7 2 83% 5 1 67% 2 1 0 0
III-2 40% 2 3 40% 2 3 0 0 0 0
III-3 0% 0 3 0% 0 3 0 0 0 0

IV 95% 20 1 93% 14 1 100% 5 0 100% 1 0
IV-1 100% 16 0 100% 12 0 100% 3 0 100% 1 0
IV-2 80% 4 1 67% 2 1 100% 2 0 0 0
IV-3 0 0 0 0 0 0 0 0
全体 79% 96 25 73% 56 21 91% 32 3 89% 8 1

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 81% 30 7 64% 7 4 89% 8 1 88% 15 2
I-1 73% 8 3 75% 3 1 67% 2 1 75% 3 1
I-2 73% 11 4 0% 0 3 100% 3 0 89% 8 1
I-3 100% 3 0 100% 3 0 0 0 0 0
I-4 100% 8 0 100% 1 0 100% 3 0 100% 4 0

II 68% 30 14 60% 12 8 100% 5 0 68% 13 6
II-1 50% 5 5 40% 2 3 0 0 60% 3 2
II-2 68% 13 6 58% 7 5 100% 3 0 75% 3 1
II-3 80% 12 3 100% 3 0 100% 2 0 70% 7 3

III 31% 8 18 31% 4 9 50% 1 1 27% 3 8
III-1 38% 5 8 43% 3 4 100% 1 0 20% 1 4
III-2 40% 2 3 50% 1 1 0 0 33% 1 2
III-3 13% 1 7 0% 0 4 0% 0 1 33% 1 2

IV 72% 13 5 50% 3 3 100% 1 0 82% 9 2
IV-1 91% 10 1 100% 3 0 100% 1 0 86% 6 1
IV-2 33% 2 4 0% 0 3 0 0 67% 2 1
IV-3 100% 1 0 0 0 0 0 100% 1 0
全体 65% 81 44 52% 26 24 88% 15 2 69% 40 18

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 81% 42 10 83% 24 5 100% 6 0 71% 12 5
I-1 88% 7 1 100% 4 0 0 0 75% 3 1
I-2 60% 3 2 67% 2 1 100% 1 0 0% 0 1
I-3 83% 25 5 81% 13 3 100% 5 0 78% 7 2
I-4 78% 7 2 83% 5 1 0 0 67% 2 1

II 85% 45 8 80% 24 6 100% 9 0 86% 12 2
II-1 69% 9 4 75% 9 3 0 0 0% 0 1
II-2 89% 16 2 89% 8 1 0 0 89% 8 1
II-3 91% 20 2 78% 7 2 100% 9 0 100% 4 0

III 74% 26 9 73% 8 3 90% 9 1 64% 9 5
III-1 73% 8 3 67% 4 2 100% 2 0 67% 2 1
III-2 73% 8 3 100% 4 0 75% 3 1 33% 1 2
III-3 77% 10 3 0% 0 1 100% 4 0 75% 6 2

IV 79% 23 6 80% 8 2 56% 5 4 100% 10 0
IV-1 73% 11 4 100% 3 0 43% 3 4 100% 5 0
IV-2 83% 10 2 60% 3 2 100% 2 0 100% 5 0
IV-3 100% 2 0 100% 2 0 0 0 0 0
全体 80% 136 33 80% 64 16 85% 29 5 78% 43 12

［第６節　比較的低く評価された理科授業の例２］

35分－終わり
US80

全体 0－20分 20－35分

35分－終わり

US69
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

US60
全体 0－20分 20－35分
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+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 64% 34 19 74% 26 9 50% 3 3 42% 5 7
I-1 71% 5 2 75% 3 1 100% 1 0 50% 1 1
I-2 33% 4 8 67% 4 2 0% 0 1 0% 0 5
I-3 67% 18 9 68% 13 6 33% 1 2 80% 4 1
I-4 100% 7 0 100% 6 0 100% 1 0 0 0

II 74% 46 16 59% 17 12 88% 21 3 89% 8 1
II-1 54% 13 11 47% 8 9 60% 3 2 100% 2 0
II-2 90% 9 1 100% 6 0 75% 3 1 0 0
II-3 86% 24 4 50% 3 3 100% 15 0 86% 6 1

III 88% 21 3 78% 7 2 90% 9 1 100% 5 0
III-1 82% 9 2 83% 5 1 75% 3 1 100% 1 0
III-2 100% 12 0 100% 2 0 100% 6 0 100% 4 0
III-3 0% 0 1 0% 0 1 0 0 0 0

IV 60% 31 21 61% 17 11 58% 7 5 58% 7 5
IV-1 59% 16 11 50% 7 7 60% 3 2 75% 6 2
IV-2 71% 12 5 73% 8 3 75% 3 1 50% 1 1
IV-3 38% 3 5 67% 2 1 33% 1 2 0% 0 2
全体 69% 132 59 66% 67 34 77% 40 12 66% 25 13

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価
I 77% 359 106 80% 214 53 74% 64 22 72% 81 31
I-1 74% 65 23 73% 41 15 81% 13 3 69% 11 5
I-2 62% 59 36 59% 24 17 68% 13 6 63% 22 13
I-3 78% 140 40 83% 81 17 70% 28 12 74% 31 11
I-4 93% 95 7 94% 68 4 91% 10 1 89% 17 2

II 80% 349 88 80% 171 44 79% 96 25 81% 82 19
II-1 66% 72 37 71% 48 20 52% 11 10 65% 13 7
II-2 83% 109 22 85% 64 11 77% 20 6 83% 25 5
II-3 85% 168 29 82% 59 13 88% 65 9 86% 44 7

III 75% 225 77 75% 111 37 84% 59 11 65% 55 29
III-1 78% 102 29 78% 60 17 89% 24 3 67% 18 9
III-2 76% 84 27 82% 37 8 77% 23 7 67% 24 12
III-3 65% 39 21 54% 14 12 92% 12 1 62% 13 8

IV 83% 237 50 79% 106 28 82% 60 13 89% 71 9
IV-1 87% 140 21 84% 56 11 84% 36 7 94% 48 3
IV-2 76% 73 23 69% 33 15 83% 19 4 84% 21 4
IV-3 80% 24 6 89% 17 2 71% 5 2 50% 2 2
全体 78% 1170 321 79% 602 162 80% 279 71 77% 289 88

［第６節　比較的低く評価された理科授業の例３］

US88

US
全体 0－20分 20－35分 35分－終わり

全体 0－20分 20－35分 35分－終わり
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第３節 オーストラリアの理科授業に対する評価 

 

比較的低く評価された理科授業の例１：授業 AU15 

単元 

動くこと・止まること（「科学の探究」第二版中の章） 

授業目標 

課題を解くのに摩擦の知識を適用すること   

モデルを構成して，最大静止摩擦力を示すこと 

コメント A：特に評価できる点 

 子供たちが、創意工夫をして実験できるようにホバークラフトのいろいろな材料を準備し、子供のやる

気をひき出すためにホバークラフト大会の場を設定された点。  

 1 つ 1 つのグループをまわり班や個の学習状況に応じた助言や支援をしてみえたこと。 

 先生が一生懸命教えようとしている 

 ホバークラフト作りという活動を仕組み、それを通して摩擦を理解させようとしていた。 

 ものづくりの活動が取り入れられているところ。 

 ホバークラフトづくりという題材は興味のもてるものだと思う 

 子供に製作の工夫をさせている点 

 ホバークラフトでまさつについて学習しようとした点 

 うまくできた子に対して認めはげましの言葉がかけられている点 

 グループ別実験によって、少人数で取り組ませた点。また、競わせることによって、生徒の意欲をか

き立てた点 

コメント B：改善が望まれる点 

 本時のねらいとこのホバークラフトの工作とはズレが大きくある。もっとねらいに直結した事象を実験

することができる教材の開発が必要 実験後のまとめや考察が全くない 動かなかったのは、どこに

原因があるのかよく動いたのはどこがよかったのかそこを考えることこそが大切ではないか。 

 ホバークラフト作りと摩擦との関連を十分に思考させていないので、なすことで学ぶといった感じが強
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い。限られた時間であることを考えるともっと関連を意識させたい 

 授業のねらいとものづくりの活動とのつながりを工夫する必要があり 

 ねらいがしぼりきれていないもっとまさつにしぼる工夫がほしい 

 生活指導が矢継ぎ早にされている点が気になります教科の学習と分けて指導しないと、テンポが同

じなので、いつもしかられている気になります。 

 子供にさらに学習したことを全体の場で話させるとよい。 

 できるなら、個別実験で行いたい 

 授業の流れに一貫性がなく、実験が、どのように課題につながるのかが不明確である。もう少し、発

問を少なくしてもよいのではないか。 

コメント C：全般的な印象 

 生活科動くおもちゃの授業を見ているようでした。活動はしているが、その背景にあるものが全くない。

指導援助でも、子ともたちがホバークラフトを動かしている時に、どこにまさつが生じるのか、どこに力

が加わるのかどう点できちんと指導・援助すべき。 

 先生が全て準備し、確認し、それにそって、生徒は動くだけといった感じが強い。学び合うといった

自分のもつ、理科授業とは、ちょっとイメージがちがっていた。 

 日本語への訳し方にもよるが、話の中の言葉が難しいと思われる。流体摩擦という事柄を教えようと

していたが、ホバークラフトを作ることと、流体摩擦の概念を理解することが結びついていくのだろう

か。宿題での扱いをみると、身のまわりのどんなところに見られるのかがわかればよいのだろうか。テ

ンポはよいなぁと思ったが、落ち着かない雰囲気も感じる。話を聞くときと、作業するときではテーブ

ルが別なのはよいなと思ったし、理科室自体が広くてよい。 

 もっと子供に発言させ、もっとじっくり落ちついて考える時間を与えた方がよい。先生が主導で授業を

ひっぱっているだけのような気がする。宿題に出した内容も授業内でおさえるべきことだと考えられ

る。 

 海外の授業を初めて見せて頂きました。学習内容につきましては、それほど日本の授業と違いが無

いように感じましたが、文化の違いでしょうか…授業の雰囲気には、多少、違和感を覚えました。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 2：授業 AU24 

単元 
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化学反応 

授業目標 

温度が反応率に影響を及ぼすかどうか観察してみよう。 

 

コメント A：特に評価できる点 

 安全指導に対して細かく丁寧であった。 

 生徒が先生の話をきくことにこだわっている 

 1 人 1 人の生徒に個別指導を行っている。 

 実験をとおして反応速度に温度が関係していることを見つけさせている。 

 生徒が、いつでも質問できる雰囲気と意欲がある。また、教師は、常に反応をしている。 

 画面からだけの判断になるが、グループ毎に分けられていたが、1 人 1 人が実験を行っていたように

見うけられた。 

 本時の課題や、その時々の目標をはっきりさせて生徒に目的がわかり易く授業を行っている 

 こまめに、生徒に目を向け、指示通りに、作業が、行われているか確認し、助言していく姿勢は比較

的高く評価できる。また、そのことが、生徒の教師に対する信頼につながる部分もある。さらに、一人

になってしまう生徒に対しても、細めに相手をし、その自主性を重んじるやり方には、敬服する。 

 20 名程度の生徒に対する指導。うらやましい限り。 

 

コメント B：改善が望まれる点 

 事象提示をして、導入を工夫したい。 

 本時の課題を明確にして、黒板に板書するなどして、生徒に意識付けさせたい 

 見通し（予想など）を持つ場をつくりたい 

 実験結果、考察を自分のノートにしっかりとまとめさせたい 

 自分の考察などを全体で交流する場をもちたい 

 板書にまとめをかくなどして工夫したい 
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 授業の流れ（学習の仕方）を生徒に教えていきたい。 

 課題を板書した方がよい。 

 生徒どうしの交流がない 

 生徒の発言で進める学習過程がとられていない 

 授業の目標が何なのかを明確にし、実験と後半の問題が結びつくようにするべき（生徒が戸惑って

いる） 

 実験の方法の工夫をした方がよい（湯浴で加熱するとか） 

 実験の目的方法、結果のまとめなどをしっかり書かせた方がよい。 

 実験終了後の片付けを確認し、全て終った後に、全員で、まとめの授業に移った方が良いと思う。

（日本的？） 

 自由、自発的が、勝手に、イダズラ、等に流れているように感じる 

 言葉が、多すぎるため、何が、大切なのかを生徒側が、把握できていない。板書をし、はっきりと示す

必要がある。また、話が、一方的であり、主役が、生徒でなく、教師になってしまっている。もっと、自

発的な作業を重んじて、見守ることで、落ち着かない生徒（目立ちがり屋はそれ以上に）も、卒先して

やるようになる。課題の提示の方法を工夫し、生徒に、学習意欲を、持たせてほしい。個人個人への

指導だけで、複数の意見を出し合い、共有する場がまったくない。実験結果についても、不明確なま

ま、進んでしまっている。ひとつひとつを押さえながら、進めることが、必要である。 

 授業中の生活指導に費やした時間の多さ。学習に集中できるような、興味関心がもてるような指導計

画がほしい。実験に対して事前に行った試験管の液の加熱の仕方、防護用メガネの使用などの指

導（演示）と、この学習のまとめが一致していない。「化学反応の速さと熱」の学習だったのが、その明

確なまとめがない。指導計画に改善が望まれる。 

コメント C：全般的な印象 

 生徒は、実験をすることに対して、とても意欲的であった。しかし、それは、理科の課題を追究したい

という学ぶ意欲とは違う印象を最終的に強く感じた。実験後の生徒の姿をみて、明らかにそれが分か

る。根本的に教師の授業の組み立て方が、全くだめであるということ。実験の目的が理解されないま

ま、ただ教科書に書いてある実験を教師が言ったように行うだけの授業であった。生徒の思考の流

れ、意識を無視した授業で、とても失望感を感じる。このような授業をしていたら生徒は荒れると思う。

私のイメージしている日本の理科授業と比べて、大変レベルは低いと思う。 

 課題設定にいたるまでの過程の工夫がとぼしい 
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 課題（予想）→実験→結果→考察→まとめという学習の流れがはっきりしていない 

 実験と、その後の問題（？）の関連がはっきりとしない。 

 前半の実験と後半の問題演習が結びつかずに生徒がかなり戸惑っているように思えました。また、

実験もブンゼンバーナーで直接加熱するようなことをせず湯浴にするとか工夫すれば試験管内の反

応の違いをさらにじっくり観察できるのではないかと思います。45 分間が少しもったいないという印象

を受けました。（もう少し計画的に使えると思います） 

 生徒にも先生にも緊張感があまりないように見える。（良くも悪くも） 

 自由闊達な雰囲気があり、それが、自由な質問や、1人 1人が積極的に実験を行うことに繋がってい

る反面、まとめ等も1人1人に任せて、全体でまとめるということがない。しかし、教師が常に机間支援

を行い、適宜指導している。この点は、見習うべきかもしれない。 

 生徒が、実験室に移動してきて行う方法は、日本と同じであるが、課題の提示が、教科書にあるから

やるという雰囲気が、前面に出すぎている。壁ぎわのテーブルで実験を行う方法は、日本でも行えな

いわけでもないが、やはり、2人グループまでで、4人グループだと、協力して実験する内容について

は、不向きではないか、協力して行うには、やりにくい形態である。 

 先生の言葉にありがとうの一言が、言える子供が、少なくなってきている今日（本校では多い）学習の

雰囲気として学ぶ点もある。 

 教室内の掲示物としては、トピックス的なものが少ない、もっと、外国では、生徒の作品等が、見られ

るのかと思っていた。 

 「教科書を教えている」という指導。教科書を教材のひとつとして使っている指導ではない。生徒に考

えさせ、発表をうながすというような、生徒の活動場面がみられなかった。オーストラリアではこれが公

立学校（？）の一般的学習形態なのだろうか？ 

 

比較的低く評価された理科授業の例 3：授業 AU60 

単元 

電気回路 

授業目標 

電気器具とは何か。電気器具の部品。授業にでてくる内容。 日常生活の中の電気器具。 

コメント A：特に評価できる点 
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 個別に指導している場面が多くみられた 

 1．生徒の質問、発言には、ていねいに答えている。2．注意は数多いが、口で注意するだけである。

3．自信をもって授業を進めているように見える。4．一人一人の子どものことをよく理解している様子

がわかる。5．どの子にも声をかけている。" 

 なし 

 生徒が落ち着いて取り組めるよう、再三再四呼びかけていること。 

 一人ひとりの表れによく対応しようとしている。 

 学習態度が良好でなく、集中力を欠く者へのはっきりした指導。 

コメント B：改善が望まれる点 

 日本と比較することに無理があると考えるが、生徒の学習意欲、集中力を日頃からもっと指導する必

要がありはしないか。 

 1．授業の体制づくり。2．1 つ 1 つの事柄（ex．電流、回路 etc）の理解の確認。→まとめ 

 ①教師が話し続けて、生徒にじっくり考える時間を与える 

 ②生徒の授業を受ける姿勢を正す。 

 ③授業のねらいを明確にする。（内容のしぼり込み） 

 ④ワークシートの内容の工夫（生徒の能力が低いと考えられるため） 

 理科の魅力によって、自然と生徒が学習に引き込まれるような工夫をしたい。生徒が思考するのに

十分な間をもたせたい。 

 学習内容に集中できるようにするための教材提示など導入の工夫。 

 ビデオの内容についての補足等がもう少し必要ではないかと思う。 

コメント C：全般的な印象 

 1 単位時間は何分なのか？授業終了まで 60 分以上。電化製品の電気回路（？）を調べさせようとし

ているが、高度に過ぎないだろうか、どの場面で何のためにどんな教材を生徒に与えるのか、目的が

はっきりしない。日本の授業とは相当違う印象を受けた。 

 1．教師の認耐力に感心。（発話内容 61’1”の教師のボヤキは、よくわかる。）2．予備テスト→話し合

い（発表）→まとめ、という流れは分かるが、つっこみが少ない上に、まとめが不明確なのが気にな

る。 
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 ①本日の授業のねらいが、生徒に理解されていない。②授業にのぞむ生徒の態度や意識が低い。

③教師と生徒の信頼関係ができていない。 

 生徒指導に終始し、授業になっていない。荒れた学校の様子が伺える。 

 学習内容に充分集中できていないで、学習態度に問題がある生徒がかなり見られ、授業者が苦労し

ている様子がうかがえる。 

 ビデオ教材電気器具の分解など、学習材を工夫しているが、その効果が充分発揮されていないの

が惜しいと思う。 

 分析に苦しむ授業でした。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 1：授業 AU42 

単元 

パッケージにある単元の概略を見よ：機械の目的；簡単な機械；てこ－１時・２時；斜面；車輪／車軸，

ギア，滑車 

授業目標 

考え方を使って道具／機械をデザインすると課題をうまく解決できること。 

コメント A：特に評価できる点 

 実験の内容目的などがプリントなどを通して、具体的に示されたり、子供に考えさせたりしている。 

 子供が集中するための工夫（リトルティティーチャーなど）。 

 個人に合った実験プログラムが用意されていた。 

 個人に合った発問で理解を深めている。 

 おくれている生徒へも配慮が大きい。 

 生徒の考えを大切にしている。 

 生徒のまちがいを気づかせる工夫がしてある。 

 レゴブロックを用いて、生徒に組立てをさせながら、3 つのパターンの関係を理解させた。 

 座学での講義で十分動機づけから予測をさせ、実験は異なる場所であらかじめ準備をした、行って

いたこと。 
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 会話を多くとりいれている点 

 ひとりひとりの生徒にていねいに接している点。 

 生徒の考えや定着内容を確認しながら授業を進めている点。 

 生徒が積極的に発言したり実験に取り組んだりしている点。 

 計画的にきちんとプログラムされた内容である。 

 レゴを用いての興味を引く学習。 

 日常のものとよく結びつけて、考えさせようとしている。 

 2 人に 1 つ実験用具があること 

コメント B：改善が望まれる点 

 できれば、学習課題が、それ以前の学習における子供の疑問や気づきであるように、学習過程を組

むとより良くなるだろう。 

 時間配分（特に前時の復習） 

 前時の復習や実験の説明には、OHP など視覚に訴える機器を利用すると良い。 

 「てこ」は「日常生活を楽にする」ことを理解することをねらったが、本当に力が楽だったかどうかを感

覚的にしかとらえられなかったので、何か負荷になる物がほしかった。 

 説明が単調になりがちで授業の後半には、あきてくる生徒がみられた。 

 板書が少ない点。 

 あきる生徒が出ないように、実験内容の工夫が必要。 

 生徒に指示する回数が多い。まとめて出すと良い。 

 学習内容が難しい。実験しても感覚的にしか結果をまとめられないのでは生徒にはわかりづらい。 

 実験器具をもう少し大きいものにし、数値で測れるようにするとか、感覚的にも違いが感じ取れるよう

に工夫すると良いのでは。レゴは自分で組み立て、作りかえが容易にできる点は良いが、てこの力の

違いをとらえるのには不向きと思う。小さすぎてその違いに気づくことは難しいのでは。1 校時前の授

業で、いろいろな種類のてこの説明の道具としてレゴを使えば有効なのではないか。本時でそれを

確認する実験を他の道具を使って行えば良いのではないか。 

 生徒の自由度が少ない。 

274 / 504



 

 

 てこのおさえるべきポイントを生徒全員にていねいに確認してから実験に入るほうがよいと思う。 

 全体への指示と個別への指示が区別されていないので（連続している）生徒の動きがはっきりしない

点。 

コメント C：全般的な印象 

 よく準備され、きちんと計画された授業であると思う。教師の力量も充分にあり、自信を感じる。生徒

の信頼も得ているようだ。 

 教育システムのちがいがあるにしても、個々に細かく配慮された授業であった。（人数も、20 人以下

であり、よく目がとどきやすい。） 

 理論をきく机、実験をする机、整備された器具など、すばらしい設備であった。 

 自由な雰囲気の中で生徒が熱心に活動していた。教師の助言が生徒の興味が高まるよう工夫され

ていた。 

 起点しないで任意の生徒にどんどん発言させるなど、日本の授業とは、異なる点が多くみられた。し

かし、発表を、板書させていない。配布物を配るのに手間どるなど、改善点も多く見受けられた。特

に、授業の途中でいなくなった生徒に気づかないことなどは改善すべきだと感じた。 

 理科室の机の配置が 2 つに分かれており、考察と実験に分けて授業を進める一つの工夫だと感じ

た。 

 よくプログラムされ、きちんと準備された授業である。生徒がいろいろ工夫する部分は、少ないように

感じた。日常生活とよく結びつけようとしているのがよくわかった。教師と生徒の信頼関係ができてい

ると感じた。生徒がよく発言すること、教師は生徒に答を言わせようとしていること（教師が言ってしま

あない。）教師の「ありがとう」という言葉が印象的だった。 

 生徒が実験によって、見つける「てこ」の重要なポイントがあまりはっきりわからなかったこと。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 2：授業 AU69 

単元 

流体（液体）における質量，重さ，力，圧力 

授業目標 

圧力は全方向に伝わって広がる。流体中の圧力は深さに依存する。 

コメント A：特に評価できる点 
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 生徒の扱いやすい実験器具を使っている。 

 学習内容を身のまわりの生活にあるものと結びつけようとしている。 

 復習―演示―操作―考察、メリハリがついていた。生徒も教師の話をよくきいていた。 

 教師の力量が高いのではないか 

 かならず、実験の結果をもとに、見る点を統一して同じ方向に、生徒をもっていく。 

 準備が、きちんとしている 

 日常生活との関連に触れ、その意義を具体的に例を挙げて説明していた点 

 実験操作についての説明と机間巡視がていねいに行なわれていた点 

 教師の力量が高いので、効果的な授業技術を用いて授業展開している。 

 実験中に、各班の状況を確認している。生徒と対話しながら、観察から考えさせている。（ちょっと教

えすぎ） 

コメント B：改善が望まれる点 

 やや扱う内容が多いのではないだろうか。圧力の方向性と圧力と深さの関係でも大変だと思うが、そ

こへ計算まで入ってくるともう、多すぎるのでは。 

 VTR だけでは、わからないが「教材等がない」という場面が結構あった点。 

 説明が多い時、要点をしぼって、あまり話をしない方がよい 

 目標の提示が弱い 

 現象を確認し、それについての説明を聞くというスタイル。教師の発問も穴うめ問題の印象だ。課題

を与え、じっくりと考えさせる場も大切にできないか 

 教師が授業を通して、常に話し続けている。授業のポイントがはっきりしない。 

 配布プリントの確認 

 教材準備をきちんとする。 

 実験前に、何を観察するのかの、ポイントの指示を十分にする。 

 説明が多く、生徒に考えさせている時間が少ない。 

 全ての生徒が理解しているかの確認がされていない。 
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 圧力と力をとり違えて教えている。 

コメント C：全般的な印象 

 教師の動きが良く感じられた。特に何気ない手の動きによる表現が、言葉による説明をかなり補って

いると思った。 

 H8年度に“文部省若手派遣”でイギリスに行かせていただいたことを思い出しました。“教室内には、

教師の許可がないと入れない”“デテンダント（居残り）”“理科室の構造”等、類似している点が、

他々ありました。教師には「教える、管理する」生徒には、「学ぶ」“責任”が強いのではないかと感じ

ました。その点で、日本は少し甘いかなあ。表面的な授業形態や、システムだけでなく、そのへんの

ところも、日本と日本人にあっていれば、とり入れることも必要だと感じます。 

 生徒が、実に静かに聞いて、反応する所はしているのでかなりレベルの高い学校の生徒ではないか

と思う。 

 ねらいの提示が弱いなか、与えられた実験の結果を確認し、その説明を聞くという印象。ペットボトル

やエアキャップなどを活用すれば、もっと手軽でわかりやすい教材になりそうだ。その分、生徒がじっ

くり考え、具体的に書く時間も確保できるのではないか考えてわかる喜びを生徒に感じさせたい。 

 授業参加生徒数（授業選択者数）が少ないので、より効果的な理科実験、授業が展開されている。 

 教えすぎなのでは、発見の実験ではなく、理論を教えこむ為の実験になっていて、内容も多く、生徒

が理解しているのか疑問である。パスカルを科学史的に入れたり、実生活の油圧ブレーキの説明を

入れたり、日常とのつながりを持っているのは良い。授業の構成は良いが、教師中心で、説明しすぎ

では最後は混乱していた。板書の内容がはっきり見えない。ノートの内容がはっきり見えない。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 3：授業 AU87 

授業目標 

化学反応を同定できること 

コメント A：特に評価できる点 

 実験教材が豊富であり工夫もされている。 

 学習のポイントを時間内で反復して、定着を図っている。 

 机間指導がていねいである。 

 この授業で、生徒が獲得する情報は、「化学反応」という言葉と、化学反応が 4 つの条件にあてはま
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る、ということだけである。多くの実験を行うことで、「化学反応とは何か」という学習内容を獲得できる

ように工夫されている。生徒の定着は、かなり望めると考える。（日本の場合は、教科書に載った選ば

れた反応のみで、事象を一般化させなくてはならない。生徒は、実験の薬品や、手順などを暗記す

ることに、とらわれやすくなってしまう） 

 生徒に対する支援が非常に丁寧。 

 いろいろな現象を提示しながら授業を進めている プリントや板書を、そして、机間支援を行いつつ、

理解を深めている 

 子供一人一人が活動できる授業内容であった 

 実験時間を多くとり十分に子供が活動できる余裕があった 

 演示と生徒実験を効果的に、配置して、とても計画的に授業が組織されている。 

 机間指導をとてもていねいに行い、個々の生徒の状況をよくつかんで、アドバイスをしている。 

 授業の構成がしっかりしている。 

 指導がきめ細かく、できている。 

 爆発実験を入れて興味を持たせている。 

 演示実験→記録のとり方の指導及び何をやるかの指導→生徒実験と、「まねるから学ぶ」になってい

る。 

 生徒に「見つけるや考える指導」の姿勢である。 

 1．説明を聞く場面、演示を見る場面、場面ノートにまとめる実験を行う場面が、しっかりと区切られて

いて、メリハリのある授業であった。教師の指示も徹底していたと思う。2．化学変化の現象の説明を

充分に行い、さらに演示も行ってから、実験を行わせるという展開であり、生徒は見通しを持って、実

験を行うことができたと思う。3．薬品等の準備がよくできていた。 

コメント B：改善が望まれる点 

 コメントの量を工夫によって少なくしたい。 

 記録することに時間をとりすぎている。 

 とにかく教師の話が多すぎる。 

 授業中、しつこいくらい教師が注意をしなければ、この形で授業は成立しにくいと思う。もっと生徒同

士のかかわりがあっていいのではないか！ 
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 課題解決型の授業ではなく、教師の課題に生徒が従う形で進んでおり、あまり生徒の思考に即して

いるとはいえない。 

 教師主学が多くあり、説明しすぎている感がある。もっと、事象提示から考えさせる場（特に導入）が

ほしい 集中させる時間としては、長すぎるのではないか？ 

 座ったままの実験では危険である。イスは机の下に入れて実験したい。 

 危険な薬品についての取扱いには十分話をしてほしい。 

 学習課題がより生徒のものになるような工夫があればさらにすばらしいと思う。 

 1．演示で生徒の興味、関心を高められたが、実験中にもそれを継続できるような工夫が必要である。

集中力を欠いている生徒も数人見られた。2．化学反応については、ある程度理解できたと思うが、

ほとんど教師の指示によって授業が進んでいき、生徒の発想や主体的な活動は見られなかった。そ

れらをもう少し取り入れたい。 

コメント C：全般的な印象 

 インパクトのある実験によって生徒の関心を高め、量質ともに豊富な実験を個別にさせている。その

中で化学反応である条件をしっかりと定着させており、授業構成として素晴しい。 

 この授業がオーストラリアで一般的なのかが知りたい。全くの印象であるが、昔の日本の授業を想起

する。（伝授型一斉授業）この形式が、一般的なのか、それとも、この授業者に特有なのか、あるいは

指導要項のようなものがあり、それによるものなのかが疑問に残った。評価カードには＋項目が多く

なってしまったが、個人的には、好印象を持てなかった。 

 全体として、T と P が、よい人間関係にある。講義的ではあるが、きちんと学習内容をおさえつつ、進

めている。ゆったりとした部屋空間の中で、ゆったりとした学習を進めている。化学反応の是非を、事

象提示から（言葉、会話だけでなく）現象を基にして進めてほしい。 

 全体の流れとして、教師の演示→生徒による実験ということで、見通しを持った学習ができるようにし

てあった。とてもすばらしいことである。特に実験設備が整っている環境であるのですばらしい。また

教師が子供一人一人について、ていねいに実験を進めている点はよかったと思う。今までに見たビ

デオの中で、一番よい授業であったと思う。 

 よく整備された学習環境下で、とてもよく準備され、すべての生徒が、合理的に学習できるように構成

された授業であると思う。 

 大変に授業構成がしっかりしていて、発言の内容やタイミングも良い。興味を持ち考える流れになっ

ている。また、その流れを作るため、各班や各自にきめ細かい指導助言がなされている。教材も、生

徒の興味を考え又、くり返すなど生徒の思考や行動の把握もしっかりできて、指導がなされている。
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時間配分も良い。 

 教師が、落ちついて、適確な指示を出してメリハリのある授業を行っていた。導入段階での演示も、

ダイナミックであり、生徒の興味を引けたと思う。ただ、授業に、もう少し生徒の考え、を取り入れられ

るとよかった。 
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第４節 チェコ共和国の理科授業に対する評価 

 

比較的低く評価された理科授業の例 1：授業 CZ16 

単元 

エネルギー源 

授業目標 

核エネルギー 

コメント A：特に評価できる点 

 生徒の授業態度 

 生徒が調べまとめた結果を発表させていくことで関心意欲を高めることができる。 

 教師は、教える点はきちんと教え込み（良い意味で）考えを深める点は、教師と生徒の会話のキャッ

チボールによって授業が進められている。（楽しい授業になっていると思う） 

 生徒の調べ学習の発表等がもとになり、生徒が積極的に授業を作っていくような型になっている。 

 生徒が調べて発表している点。 

 生徒の調べ学習の成果を全体で発表させていること。 

 単なる科学的な知識にとどまらず、自国の状況や世界の状況にも目を向けさせていること。 

 原子力エネルギーの利点と欠点を追求しようとしている 

 プリントの設問が工夫されている（考えたり、追求したりする） 

 教室の掲示物が良い。 

コメント B：改善が望まれる点 

 授業の構成をきちんとすべき。（時間、流れ、内容、方法） 

 教師の一方的な授業で、生徒の想いや、疑問が全くいかされていない。 

 難しい内容なのでもっと、精選できないのだろうか？もしくは、学習のポイントを明示すべきではない

だろうか？ 

 評価を他の生徒と比較しながら発表していくのはどうか。 
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 生徒の発表にも OHP などを使わせるとさらにわかりやすい。 

 蒸留や化学変化等については、実験等をもとに体験にもとづいて復習させるような方法の方がきち

んと定着すると思う。 

 授業を 5 分遅く始めたから 5 分延ばす、それが教師の特権という発想がある意味教師の地位の高さ

を思って羨ましくもあります。でも、子供の感情はそんなに違わないと思うので、時間は大切にすべき

と考えます。内容柄どうしても講義中心になると思いますが、生徒の発表以外にも何か生徒の動きを

つくりたいものです。 

 内容的に、実験は難しいテーマだが、モデルなど活用する工夫が欲しい。 

 せっかく、生徒が調べたことを発表したのだから、発表後に生徒間で質擬応答の場合をとれるとよか

った。 

 知識に偏よりがちである。 

 おさえておかなければならないところを、きちんとおさえる必要あり 

 文字に頼りすぎている。 

 生徒の発表の仕方の工夫 

コメント C：全般的な印象 

 日本でも、この形態の授業は過去に多く見うけられた。内容が高度なこともあるが、あの授業で、どの

程度まで生徒の学習が定着したのか疑問である。 

 内容は高度であり言葉の上での学習が中心なので、生徒はどの程度理解したのか、あるいはしなけ

ればいけないのか難しい面があるように思われる。 

 生徒の発言によって授業が進み、生徒の学習状況や、思考を重視しながら課題を解決させていく方

法で、生徒は、教師を信頼して授業を受けているように感じた。 

 教師がしゃべり続けている印象が強いです。オーストラリアの時にも書かせてもらったのですが、どこ

の国でも子供は好奇心が旺盛で中学生の年齢は自分でやってみたい意欲が強いときです。とても

落ち着いている雰囲気を感じましたので、教師が努力すれば何かもっと得られる気がしました。チェ

コの理科教育は日本に比べて、特に新学習指導要領の内容に比べて高度な内容を扱うことを思い

ました。 

 授業で扱っている内容は年齢の割には大変高度である。 

 核エネルギーについて科学的な知識で終わらせるのではなく、核エネルギーの利用について、自国

や世界の状況を踏まえて問題点を明らかにするなど、生きた学習を実践している。 
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 授業の前後にきちんと挨拶をすること、発表者への評価を他の生徒の前で行うことなど社会主義国

ならではの厳しさ（？）を感じる場面もあった。 

 自由な発想や創造性をのばすことなどは、目的としていないように見える。 

 生徒の発表の場を多くとっている。 

 内容的には、大変高度であるが、どの子にも、答えられそうな、設問を設けて、基礎のレベルを上げ

ている 

 生徒の発表方法や、教師のまとめ方をもう少し工夫すると良い 

 視聴覚器具を使用すると良いのではないか。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 2：授業 CZ26 

単元 

仕事，仕事量，エネルギー 

授業目標 

考えられる全ての仕事量の計算 

コメント A：特に評価できる点 

 生徒の集中力がすばらしい。私語をせずにしっかりと授業内容を聞いていた。 

 教師の説明だけで生徒が理解できている。 

 子供たちが、自分で学ぼうと、ノートをしっかりとっている。 

 少人数。 

 生徒が、たいへん真剣に学習を行うような雰囲気がつくられている。 

 始業の鐘ですぐに授業がスタートした。 

 たびたび既習事項の復習をしている。 

 実験の観察ノートを用いて個々の状況を把握している。 

 何を学習するかハッキリ示そうとしている。 

 一人一人に対し、その都度、評価することは、わかりやすく、納得できるもの。前に出て説明したり解
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答した生徒は、十分、本時の目標が達成できたのではないか。 

 単位の取りあつかいを大切にしている点 

 表現が正確で緻密であること。 

コメント B：改善が望まれる点 

 計算から入るのではなく、実験結果を計算することにより、物理量の具体的なイメージがつかめるよう

な構成の方がよいと思う。 

 一方的な講議形式の授業であり、どれだけの生徒が理解しているのか疑問でに思います。問題を解

く時間を確保し、教師が理解の度合をたしかめる必要があると思います。 

 OHP や具体的な物を使わずに黒板だけを使っている。 

 個人を指名して答えさせることが多く、全員を対象としてできたかどうかを確認すことが少ない。 

 全員で意見を出しながら問題を考えていく場面がなかった。 

 前に出た生徒は、集中して、教師とのやり取りができたが、他の生徒は、この状態ではいけないので

はないか。よく 50 分間、座っていられると感心した。公式を使って計算するのは、説明調になってし

まうことはわかるが、このやり方では十分な定着は望めないと思う。 

 全体の生徒の理解度の把握 

 式や数値の持つ意味、実感を伴う例示等 

コメント C：全般的な印象 

 よい講義だと思う。生徒を活動させることも大切だが、静かに頭を使いながら、講議が聞ける生徒を

育てることも今の日本には大切なのではと思う。お国柄がちがうといえばそれまでだが、この授業で

は、先生と生徒の間にしっかりした区別があり、いい意味での上下関係が在存し、統一のとれた集団

になっていた。 

 これが中学校の授業とすると、ちょっとカルチャーショック。具体物がなく、黒板だけでの講議。それ

でも子供が学ぼうとしている。（高校、大学の授業なら日本でも考えられるが。）公式や理論を学んだ

あと検証という指導計画でも子供がついてくるということが、理解できない。本当に中学生？ 

 中学校では、あまり行われないタイプの授業だと思います。生徒は、がんばって話を聞いているな…

と感心しました。 

 個々の生徒の状態の把握は常にしようとしている。質問をして答えからすぐに「B マイナス」と評価を

行っている。そこのところは評価できる一方、教師対個の生徒という図式をくずさないため深まりが得
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られない。教師主導でなく皆で考え、意見を出し合って考えを深めるような方がよかったと思う。 

 一人の生徒に対する執要な質問は、よくないと考える。もっと全体の子ども達に配慮した授業にでき

ないか。他の多くの生徒は、良く耐えていたと思う。学年、学級の実態にもよるだろうが、授業が成立

しなくなっていくタイプと見受けた。 

 計算の仕方を重視している。内容的には緻密で正確だが、仕事、仕事率が何であるか、数値がどの

ようなスケールを持ったものなのかという実感を伴った講議がなかったのがもの足りない。ただスキル

をみがくだけに見える。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 3：授業 CZ46 

単元 

チェコ共和国の地方 

授業目標 

ボヘミア中部－歴史的モニュメント，地方都市以外の産業：ボヘミア南部－地方都市- 産業，その地

方にちなんだ特産物 

コメント A：特に評価できる点 

 生徒の積極性 

 ビデオ、OHP などの活用 

 教師生徒間の信頼関係が良好である 

 学習に対する姿勢の良さ 

 一単位時間の中で、生徒の発言を、より多く出させ、できるだけ全員に発言させたいという姿勢が見

られる。丁寧に指導している点 

 OHP、プリント、ビデオなどを使って、教える方法を工夫している。 

コメント B：改善が望まれる点 

 知識伝達型授業なのでもう少し話し合い活動等入れたらどうか。 

 生徒の主体的な活動があるとよい 

 OHP や VTR を使い、単に話を聞くだけでは、わかりにくい部分をわかりやすくしようとする姿勢は見

られるが、それぞれが、授業の中で生かしきれていない。ひとつひとつの良さを、もっとしっかりと活
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用していくとよい。 

 全体的に教師の話の占める割合が多すぎる。また、話の区切りが、明確でないため、聞き手として、

最後まで聞いていなければならず、メモをとるだけで精一杯で、まとめる予裕すらない。もっと、間をと

り、考えらせる時は、考えらせる時間を作る。 

 ビデオからのみ情報を得るのはむずかしい。調べ学習の時間をつくり、主体的に学ぶ環境がほし

い。 

 机間支援（巡視）に 1人 1人のすすみ具合をみたい 

 次々質問し進めていく場と質問し、考えさせ間をあける場のちがいを区別した方がより効果的である 

 子どもからの考えを取り入れたい 

コメント C：全般的な印象 

 いわゆる知識伝達型あるいは知識理解型授業の典型だと思います。しかし、ここまで徹底していると

新鮮な印象すら受けます。子どもたちの真剣さが伝わってくるようでした。学習塾等の進め方に通じ

るものも感じました。学力というものの捉え方について深く考えさせられました。 

 日本の教科にあてはめると、社会科の地理の内容を扱っているようである。 

 教師の話す速さがとても速いのだが、それに反応して挙手し答えている生徒には驚かされる。速く反

応できることがこの国では、価値の高いことなのだろうか。 

 このスタイルのほうが、知識の量は多く身に付いていくだろうと思われる。 

 礼に始まり、礼に終わるなど、日本でよく行われている授業形態である。生徒も、集中して学習に臨

み、ただひたすら、記録をとり、早いテンポで進む授業に、ただひたすらついていこうとする姿は、学

習環境としては、整っているようにも見えるが、本時の主体は教師であり、生徒主体という視点から見

ると感心できない。ビデオだけが、情報源として活用されていたが、観る前に、もっと、ビデオを観る

ための基本的なおさえ（基礎知識）がないと、言葉の解釈だけで、本当に、生徒に身につく内容とは

言えないのではないか。学習環境が、物的にも人的にも整っているだけに、もっと、生徒の自由な動

き（生徒の個性に合った学習スタイルなど）が、あってもよかったと思う。 

 社会科の授業ではないのか？理科との関連を探したが見いだせなかった 

 ①生徒は 45 分間集中している。②プリントのくわしい内容はわからないが、プリント、OHP、ビデオの

内容がよくねられていると思われた。 

 知識の習得という観点ならば、このような方法も有効なのだろうが、授業のすべてをこれで行うとする

と、つまらない気がする。1 時間のうちのある部分とか、単元のまとまりの最後とかでならいいと思うが。
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そして、これのどこが理科なのかがわからなかった。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 1：授業 CZ36 

単元 

回路中の電流の原理 

授業目標 

電圧 

コメント A：特に評価できる点 

 視聴員機器や、モデルや図表を用いて、わかりやすく説明している 

 テキストを読み進めると、そのまま授業ができるように段階的に問題が並べてある。 

 電流計、電圧計の目盛りの読み方 

 単位の換算 

 1000 倍、1000 分の 1、1000，000 倍の定着 

 板書がOHP 

 生徒をよくコントロールしている普段からの学習規律がよくできている。細かな確かめ、みとりができて

いる 

 教師と生徒が信頼関係で結ばれている。 

 学習の流れが、きちんと確立されており、的確な指示や説明によって、学習内容がおさえられている。

教室の環境もとてもよく教材教具もよく整備されている。また生徒の姿勢もよく、集中して学習に取り

組んでいる。 

コメント B：改善が望まれる点 

 挙手している生徒を指名して授業が進められていたが、ボルトやアンペアのミリやキロの変換など、

理解できていない生徒は救われていないような気がした。 

 生徒は問題を解くだけで活動が少ない点。 

 電圧のイメージが生徒にわきにくかった点。 

 生徒が工夫する点がほとんどない。 
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 生徒実験の時間が少ない 

 電圧の既念は生徒の実験から導き出す方がよいと考える。電気量からの計算からはイメージしづら

いであろう。 

 授業が始まるまでに 5分以上かかっている 

 前時の電流の復習に 27 分もかかっている。 

 電流電圧の定義に時間をかけず、あまり意味のない、単位の大きさに時間をかけている。 

 授業が表面的で、深みがない。生徒が思考するように授業を工夫していない。 

 生徒の自由な発想やそれによる学習活動、生徒同士の意見交換の場がほとんどないように思う。 

コメント C：全般的な印象 

 教師の態度がきぜんとしていて、言葉にめりはりがあるため、わかりやすい。そのせいか、生徒もよく

聞いていて、よい学習習慣が身についていると思う。 

 きちんとしたけじめのある授業である。生徒はよく指示に従い、活発に発言していた。テキストは、段

階的に問題を並べてあり、これに従って授業が進めやすそうである。しかし、生徒の活動が少なく、

自由度も小さい。ただ、この単元の最後に「実験作業」とあるので、ここで、生徒の活動工夫の場面が

まとめてあるのかもしれないと思った。 

 教師の一方的な発問→生徒解答、による教師主導型の授業 

 教師の声だけしかわからない授業であった。教師主導で生徒の発見が無い 

 授業者は、本時のテーマが電圧であると考えて、いるようであるが、このビデオからは、何がテーマな

のか分からない。 

 とても、しっかりした学習…という感じがする。やや教師の一方的な、流れにすぎているかもしれな

い。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 2：授業 CZ56 

単元 

物質の状態変化 

授業目標 

物質の融解のプロセスを理解すること 
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コメント A：特に評価できる点 

 実験の手順と測定するもの、計算のしかたなどを練習問題で確認しながらていねいに指導している。

テストをまめに行いながら、知識の定着を図ろうとしている。 

 実験を次回の授業でやるために、今回の授業で演示している点。（2 人の生徒にやらせていたこと） 

 生徒実験に先立って、代表者に、前時に予備的に実験させたこと。 

 生徒に演習の形式で黒板前に出させて計算をすすめていったところ。 

 演示実験に生徒を加えて十分な時間をとって実施している。教師の説明も明瞭で生徒にとっても理

解しやすいと思う。生徒の学習態度意欲もよい。 

 生徒の授業態度はとてもよい。 

コメント B：改善が望まれる点 

 実験の結果から考えられること、（考察）を重視した展開も、できるのでは？この方法は、確認のため

の実験となっている。 

 前回のテストの採点ミスがいくつかみつかり、それを訂正する時間があったため、余分な時間となっ

た。テストの採点ミスをなくすように改善すべきである。 

 1．日本とのちがいであろうが、テストの点数を全体に公表することはどうか。2．これも日本とのちがい

だろうが、授業に導入らしいところがなくいつのまにか実験の説明に入り、明確な次時の予告なく終

了しているところ 

 「テスト」という言葉で表わされていたが、前時の学習内容の確認復習定着化を図る目的の「テスト」

だったと思うが、教師側の得点に誤りを可能な限り少なくする努力が望まれる。 

 1．氷の融解熱を求めるのに、ずい分、まわりくどい方法をとっている。授業の組み立てを再検討する

方がよい。2．生徒に考えさせているようでありながら、その実、生徒の考えを引き出すような発問、説

明がなく、一方的に授業を進めている。3．小数点以下4桁まで計算していながら、誤差を無視したり、

ずい分、乱暴なところがある。 

コメント C：全般的な印象 

 測定や測定値を用いた計算、単位を重視している。 

 演示実験のデータを、公式にあてはめて計算させているが、文字式を使うことで高度な印象を受け

る。 

 教師主導で、しっかりと生徒を問題解決の方向に導びいている。 
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 前回のテストの点を授業で生徒全員分を発表していて、チェコというお国柄が反映されていたような

気がした。 

 評価 4 とも関連するが授業のすすめ方のちがいが、日本とくらべて大きい。それでいて、生徒が要

所々々で発言したり、教師の問いに答えているのは、生徒がもつ学習レディネスのちがいだろうか？

（日本ではこのような場合、そこまで授業についてくることは少ないだろう）。学校制度の中で、生徒が

授業に対しての態度がつくられているのかと思う。 

 日本では測定値の処理がこのように円滑に行えるか？数値の処理、計算にさほど抵抗を感じていな

いチェコのこの学校の生徒から、算数数学の基礎基本がかなり定着しているように、このビデオ記録

からは感じられた。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 3：授業 CZ96 

単元 

骨格 ：筋肉 

授業目標 

脊索動物 と脊椎動物の違い：内部骨格：骨の構造と配置 

コメント A：特に評価できる点 

 学習規律 

 学習課題の明確な提示 

 相互評価 

 既習事項の定着のための用語カードが準備されているところ 

 子どもたちの活動と評価が常に一体となっている。 

 アシスタントを上手に使い無駄が少ない。 

 皆の前で説明させる（発表）活動を多く取り入れて、知識の定着や表現力の向上を高めている。 

 標本をうまく使ってわかりやすくすすめている。 

 生徒主体で活動の場が多い 

 実物（骨）に触れながら進めている 
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 自分の体で骨や軟骨を確かめている 

 有機物と無機物とのとらえ方が具体的。 

 復習をするときも、実物で示しながら 

 次時までに、定着すべき内容を指示している。 

 生物関係の教室であるらしく、骨格の模型がたくさんあり生徒がグループごとに手にとって学習する

ことができた。 

 審査員（アシスタント）がいるので効果が上がっている。グループごとにポイントを競わせているので

意欲的に学習できる。 

 ゲーム感覚で班対抗の競争を授業に取り入れ、しかも 2 名の生徒を審査員としたこと。＝生徒どうし

のやりとりで授業が進められていた。 

 1．実験観察もとり入れ生徒に発表させる機会も多い。2．非常に効率的に進めている。 

コメント B：改善が望まれる点 

 生徒の主体的な活動 

 生徒の応答に対する適切な評価情報の出し方 

 この授業で学ぶ内容が多かったので少なくする。 

 生徒にじっくり標本を観察させて発表させる時間をもっと多くとり、生物の進化の不思議さにふれさせ

てほしかった。 

 クイズでの復習をわかりやすくまとめたものを掲示できると良い 

 前回の復習から、本時の「骨」の内容、そしてまとめへの関連が弱く、それぞれに断片的であった。 

 特になし 

 生徒の主体的な発想、疑問の提示などを誘うことが少なすぎる。又、それに対する生徒の考えの発

表の場もないところを工夫して欲しい。 

コメント C：全般的な印象 

 日本の授業に近い展開でした。内容も多く数十年前の日本の授業を思い出しました。現在の日本で

はこの形態、内容量では生徒が耐えられないかもしれませんが、知識、理解を重視しているチェコの

子どもに比較して日本の子どものどこが優位なのか考えさせられました。 

 テンポよく授業がすすみ、教師のねらいも知識としてはよく達成されたと思います。生徒をよく授業に
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集中させあきさせず、力量のある教師だと思います。時間に追われているので仕方ない面もあります

が、じっくりと何かを味わって驚いたり、感動したりする活動をどこかに入れてほしかったと思います。 

 生徒主体で、発表する場を多くもった授業である。 

 教師主導型で授業が進んでいたにもかかわらず、生徒が、よく反応し、積極的に学習していた。どの

生徒も真剣に学習する習慣がついていた。 

 大変コントロールの効いた、授業で、教師の計画通りスムーズに授業がすすめられていた。最初にゲ

ーム感覚で授業をはじめ、展開していく中で生徒に指名し、テンポよくねらい通りの授業をすすめる

ことができていた。 

 1．計画が綿密であるだけに、全体に授業を急ぎすぎていて、生徒に考える時間、相談する時間がな

いのではないか。2．やや知識過多ではないか。 
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第５節 オランダの理科授業に対する評価 

 

比較的低く評価された理科授業の例 1：授業 NL22 

単元 

実験をして問題解決する 

授業目標 

測定して，図表を使ってデータを処理すること。 

コメント A：特に評価できる点 

 ティームティーチングで、効果的に一人一人に対応して指導しようとしている。 

 ティームティーチングを行っていて、黒板で説明をしている教師の説明のわからない所を、他の教師

が生徒の質問に答えながら進めているので、その点が評価できる。コメントも、ていねいで、わかりや

すい。また、主な説明をしている教師の発言もウィットがあって、おもしろかった。 

 実験の時間を十分にとっている 

 実験中の生徒の質問に対して、たいへん丁寧に答えている。 

 全体を通して生徒に対して暖かい態度で接している。 

 個別に丁寧に適切に指導していた。 

 机間支援で個別に指導していたが、全体指導が通らないような事態なので、良い判断だと言える。 

 教師 1の机間指導はていねいであった。 

コメント B：改善が望まれる点 

 何を学ぶのかという課題がはっきりしていないため、何をやっているのか分からない生徒が多くいた。

何を追求していくのかということを子供にきちんと分からせてから実験に臨ませたい 

 グラフをマス目のないノートに軸から描かせるのは、生徒にとってむずかしいのでは。グラフの比較を

させるのなら、ワークシートを準備して時間短縮をはかり、実験時間を多くとれるようにして行った方

がよいと思う。 

 生徒の授業に向かう姿勢について、あまり意欲が感じられない 

 実験方法や、まとめ方について、実験前に、もっと指導すべきだったと思います。 
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 教師の話を集中して聞く態度が身についていないところ。 

 事前に表やグラフを教師がプリントして用意しないで、生徒にノートに書かせたので時間が無駄にな

ったところ。 

 教師 2 の発言は、生徒指導的な配慮に欠け、不適当。人権問題に発展しても不思議ではない。学

習規律、教師と生徒の間のルール、ラポートづくりなど教科指導の前に、やらなければならないこと

がある。 

 何をする時間なのか、大きな目標を示した上で詳細な説明に入ればよい。 

 まず表を書く指導に重点をおくべき。いっぺんにいろいろしゃべりすぎ、結局、子どもはよく理解して

いない。ティームティーチングなのだから、その後は生徒の速度にあわせ、個別に対応できるのでは

ないか。 

コメント C：全般的な印象 

 雑然とした授業で、ビデオを見ることがつらかった。（ビデオが動きすぎていることも要因かとも思う。 

 絶縁体というとらえが、電気だった自分にとって、断熱体としての絶縁体。というとらえが、日本と違う

んだなあと思った。 

 日本で行われている一斉授業のパターンに似ていると思った。生徒にいかにわかるように説明を行う

かということは、やはり難しい問題であり、自分の授業でも、実験内容の説明が正確に生徒に伝わっ

ているのかと、再考する機会となった。 

 活気があって、生徒が自由に質問できる雰囲気があります。ただ、それが、しまりの無さにつながって

いるような気がします。生徒が、実験を目的を持って行えるような導入の仕方などがあると良かったの

かな、と思います。この VTR を含め、海外の理科授業では、前向きに座って授業をうけたり、実験を

したりすることが多いのでしょうか？日本では、実験机を囲んで授業をうけるのが一般的だと思うので、

何か不思議に感じます。 

 とても活動的な子どもたちに終始親切に暖かい態度で接していてホッとする授業だった。子どもたち

の集中力が低く授業の目標の達成度は高いとは言えない。この子どもたちに対しては説明は簡単に

短かくするなどの工夫が必要だろうと思う。日本の荒れた学校のような深刻さがないのが良かった。 

 温度測定からグラフ化までのデータ処理の学習の 1 コマととらえ、VTR を見た。教材性としては、変

化を追いやすく、適切な方法と言えるが、学級づくりとか、生徒指導面で、適正な授業だったとは、評

価できないという感想をもった。 

 全体的な目標が、あいまいなままスタートしてしまった。 

 個別のスキルをしっかり教えるとともに、その作業がどのような意味をもつのか、どのような原則にもと
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づくのかをしっかりと教えていかないと一般化しない 

 

比較的低く評価された理科授業の例 2：授業 NL38 

単元 

氷水と塩水 

授業目標 

//実践スキル//氷のある間は温度が一定に保たれること//塩を加えると温度が下がる//塩を加える

と沸点が上昇する 

コメント A：特に評価できる点 

 学習プリントの活用 

 器具等の準備が整っていた 

 ペア実験を行っていること 

 実験中の個別指導がよく行われていること。その中で適切な教師の問いかけがみられた。 

 実験の個別化をはかり、一人一実験を前提に行われている。 

 個々の生徒の実験の進行状況に対して、しっかりと目を向けている。 

 実験後の片付けが、きちんと行われている。 

 特になし。 

 個々に、たいへんよく対応している点がよい 

 実験道具、器具などたいへんよく用意してある 

 プリントをよんでやれば、個々できるようになっている。（プリントなどよく考えられているようだ） 

 個別に活動を見ていること。 

コメント B：改善が望まれる点 

 きちんとした学習課題の提示 

 板書等の工夫 

 教育機器（OHP 等の）活用 
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 生徒指導面における的確な支援、指示指導 

 実験の方法に関わることで一斉に指導できることは指導しておくとよい。 

 実験方法や結果をしっかりと確認できるようにするだけでなく、生徒の話を発展させたり、基礎基本と

しての学習方法の定義をはかるなど、ていねいに、生徒の反応をみて、思考を深めていく手立てが

必要である。 

 一方的な話だけの説明では、生徒も、わかりにくい。わかりやすくすることで、もっと、生徒が、主体的

に取り組める学習が、できるようになれば、生徒も、集中して取り組めるようになる。 

 学習課題が、単なる提示となり、教科書、の内容の消化になってしまっている。 

 生徒とともに創り出す学習を心掛けてほしい。 

 教師の指示が、生徒に伝わらない。教師と生徒の人間関係に難ありかもしくは、この学級や学校が、

そういう状態なのか。 

 実験をはじめる前に、本日のねらいややり方、まちがいをおこしやすいところなどもうすこし、説明が

ほしい。 

 実験結果などかきこんだプリントをあつめたりして、点検しているのか？ 

 まちがった操作をしている生徒がいるかもしれないが、どう把握するのだろうか。 

 最初の課題を教師が提示するのはいいとしても経過の中で生じてきた疑問を取りあげないのは改め

たい。 

コメント C：全般的な印象 

 生徒が“なぜこの授業をうけている”のかわからないと、生徒は関心意欲がわかず態度も良くないと思

われます。全時間を通し“何が課題か”“何を解決したらいいのか”が見えにくい印象を持ちました。

それが生徒が落ち着かない理由となっているような気がします。 

 座席と実験するテーブルが別になっているところがよい 

 ペア実験に対応できるように投げ込み式ヒーターなど、数が用意されている。 

 一斉指導しておくとよいことがいくつかあったが、テキストを渡して、個別に指導していく方法のほうが

生徒の実態に合っているのだろうか。（入室の時の様子、実験後の座席での落ち着きのない様子で

は個別指導が適当か？） 

 多くのペアは、テキストを見ながら、いくつかの実験を進めていたので実験の技能は身に付いてきて

いると思われる 
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 実験の個別化をはかる点では、非常によい印象であったが、授業が、進む中で、生徒の手にゆだね

る部分が少なく、教師の監督の中で、言う通りにしなければ、いけないのだという雰囲気が、見られる

ようになり、生徒の発想も、生かされていかない状況にさみしさを覚えた。思考力を深めるためにも、

もっと生徒に情報を与え、その中で、子どもが、自由に、取り組める環境がなければ、せっかくの実験

の個別化も生かされない。 

 教師 1人に対して生徒が多く、教師の目がとどかない 

 個別の実験をよく準備していて、机間支援をたいへんよく行っている。 

 本日のねらい、本日のまとめを全体で、やりたい。 

 子どもが、この内容を行う必然性がないため、おもしろく感じていないよう。本時終了後の課題こそ、

みんなで話し合いたいところだと思う。「塩を入れると水の凝固点、沸点が変化する」ことはとても不思

議であり、その理由を考えることは有意義だと思われる。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 3：授業 NL62 

単元 

食べる・食べられるのつながり 

授業目標 

（種子）植物の器官に関する課題。 

コメント A：特に評価できる点 

 問答法的な授業。子どもに考えさせている。（しかし、深まりがない。） 

 多くの内容を 1時間で教えきるということ。見通しをもって教師が実験を準備していた。 

 事象提示がたくさんあり、生徒の興味を喚起させた。 

 実物の実験の事前準備がよい 

 常に比較させるという視点がよい。 

 生徒への接し方や言葉かけはとても好感がもてる。 

 教師の説明も生徒を引きつけながら分かりやすく上手であった。 

 根、茎、葉のはたらきや、つくりを観察を通して学習し、スケッチを描かせることにより細かい点まで観

察させようとしている。 
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 生徒の授業に対する姿勢が積極的な感じがする。 

 机間巡視をしながら、個別に丁寧にスケッチ等を指導している。 

 特になし 

 具体物を用意している。 

 生徒との人間関係が良い。 

コメント B：改善が望まれる点 

 学習課題が子どものものとなっていない。 

 植物のからだのつくりとヒトのからだのつくりを関連させるなど、子どもが科学的に考えたり、植物を生

き物としてとらえるような工夫がほしい。 

 指名での教師との一問一答形式であり、考える時間の保障をし、掌手によって発言交流をさせたい 

 観察の時間が少ない。 

 特になし 

 生徒の活動をもっと計画の中にとり入れるとよい。 

 生徒の植物観、素朴概念といったものをしっかりと踏まえて授業を組識する。 

 生徒の発想を生かした実験や観察を盛り込む。 

 教え込む講議式の授業ではなく問題解決的な学習にしたい。 

コメント C：全般的な印象 

 とにかく見ていてストレスを感じる流れでした。 

 教師が一方的にどんどん話して進めていく講議には、なじめなかった。日本とオランダでは、理科の

授業を通して身につけさせたい学習の力の中身が違うためだと思う。問題解決能力にも重点をおく

日本の理科授業を行う者としては、異質すぎて、何をコメントしてよいかが分からなかった。 

 生徒が、授業に対して、集中し、なおかつ楽しく学習する雰囲気が感じられた。それは、教師の教材

に対する姿勢の表れであると思う。実物提示、比較実験の準備など、生徒の意欲を高めるものが多く

あった。ただ、教師主導であるのが気になる。仲間同志の交流や教え合い、掌手での授業展開をす

れば、知識の定着率がもっと向上すると考えられる。しかし、最近分析したビデオの中では、とても良

い授業だと思った。 

 普段の理科の授業でも、生徒と先生の関係が良い関係なので今回の場面でも積極的協力的な生徒
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の雰囲気が出ていたのではないだろうか。また、授業に直接関係のないことを言ったり、やったりして

いる生徒もいたが、教師がうまく（人間関係の中で）対応していると思う。 

 オランダの生物内容の学習指導要領が不明のため、この授業の評価は難かしい。40～45 分の授業

時間で、教師の講議中心の教師の活動のみが目立った。学習塾的な指導か？ 

 昔の日本の授業のような印象をもった。今でも年輩の教師が行っているのを見かけたりするが、日本

ではだんだんと少なくなってきている。教え込み、知識注入型の授業と言える。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 1：授業 NL06 

単元 

エネルギーと燃焼 

授業目標 

教科書にある消火の３原則。自分達のたき火の経験をお互いに話し合う。 

コメント A：特に評価できる点 

 授業の展開にムダが見られず密度が高い。生徒の体験や、社会と科学現象を結びつけており、わか

りやすい構成となっている。（教科書が、その様になっている） 

 教師も落ち着きとキャリアが感じられ、生徒との間に信頼関係が伺えた。 

 教師の力量、おちついた口調と学識 

 生徒の喚起をよびおこす演示実験（爆発） 

 教師と生徒の信頼関係のすばらしさ。（よく、机間をまわる） 

 互いの話し合いをもとにした、消火体験の交流の工夫。 

 前時学習したことをふり返るために、はじめに簡単な演示と問題をやった点はすばらしい。（定着を

はかっているから。） 

 爆発の実験をとり入れるなど、興味をひく授業を工夫していた 

 体験談を語らせる点はよく話させるという点ではよい。 

 子どもたちの興味関心をひくための実験（爆発）など工夫している プリント学習の時間を保障してい

る。 
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 生徒との暖かい人間関係。 

 学習の流れがわかりやすくていねいに説明されている。 

 ビデオ、プリント、実験と授業技術が効果的である。 

 1 時間の授業構成が細かく適切に考えられ準備されていた。 

 演示実験を多く取り入れ、実際の現象から自分で考えるという手法を取り入れ、効果的だと思った。 

 自分の体験を科学的に考えたり、クラスの発表を科学的に説明したりして、学んだことと生活を結び

つける作業が細かくなされていた。 

 教科書をうまく活用し、知識を整理し理解を深めさせていた。 

 演示実験、個別思考、班での話し合い、発表、教科書を読むなど取り扱いに工夫が見られた。 

コメント B：改善が望まれる点 

 生徒の活動をもう少し増やせるはず。 

 生徒主導として、いかに消火の交流をするか、生徒が司会になり、交流すればよい 

 1 つの事象に対して、生徒同志の意見の練り上げ、つながりをいかにして進めていくか！！（教師と

生徒の 1対 1 の返答が多すぎる） 

 教師の演示が多すぎる。子供たちにもっと実際に触ってやらせる活動が必要ではないだろうか。後

半は子供たちはやりたそうな言動をくり返していた。 

 教師が話しすぎ。子供に学力が定着したかどうかが分からない。もっと子供たちに、分かったことをも

とにしゃべらせるべき。 

 授業の構成そのものがよくない体験談をもとにそのことを 3 つのことで分類し、それぞれに関わる実

験と演示でなく、子どもにさせたい 

 教師の話が多過ぎる。 

 指示のパターン化で生徒の自主的活動を促す工夫 

 次時へつなげる、授業の終わり方。（課題の確認を！） 

 演示実験から自分で考える場面があり、有効であると思ったが、正しく考えられているかを確認する

場面があってもよいと思った。 

 班での話し合いの時間がやや不足していたように思う。 
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コメント C：全般的な印象 

 授業の構成がしっかりとしている。（生徒にとってわかりやすいはずである。） 

 生徒が落ち着いている。 

 生徒が教師を信頼している。 

 講義的であるか、非常に「消火」に対しての理解を深める魅力的な授業である。その中に、体験の交

流や爆発実験などをおりこませていく教師の工夫がある。いや、教師に専門的な知識が、多くあるか

らこそ、こういうゆったりとした授業になっているのであろう。課題解決学習としては、展開がむずかし

いだろうか、日本の学校でも工夫して、実施させたい。 

 落ちついた雰囲気の中での授業は非常によかった。しかし、やはり実験を子供たち自身にやらせる

場面が欲しかった。立とうとしたり、何をしたらよいか分からない。と言うのは、子供たちが自分の手を

使って実験していないからである。もっと実験の面白さ、楽しさを味わわせてやりたい。 

 演示実験を見たり、体験談をグループで話し合ったりとしているが、教師主導の授業構成がはっきり

していない授業である 

 ベテランの教師で、生徒との信頼関係もよく出来ており、安心して見ていられる授業である。 

 授業の流れにメリハリや変化があり、充実した内容である。 

 安全指導も含めて、「ねらい」が明確になっており、ビデオの使用（前時）も適確であった。 

 発表の仕方に工夫が必要（単調なので。） 

 少人数で教師の目が行き届きやすい。授業展間が細かく計画され、次々に課題を解決する中で消

火について学んでいっている。時間も有効に使っている。実際の様子を観察して科学的に考えたり、

体験を科学的に検証したりと学習した内容を生活と結びつけ、科学的に考えられるよう工夫していた。

理科の学習でとても大切なことである。生徒に目を向けようとする姿勢が感じられた。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 2：授業 NL14 

単元 

自分で理論的な課題を考え，それをグループ内で交換する。 

授業目標 

グループで，教科書を読んで要約をつくることができる。グループで課題がたくさんできる。 
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コメント A：特に評価できる点 

 調べ学習で単調になりやすい内容を、ジグソー法を取り入れたり、調べる内容をわかりやすく要約で

きるように掲示していた。 

 生徒とのやり取りが丁寧で、個々に対応している。 

 肺と、喫煙を一緒に学んでいるところ。 

 グループ化を図り、調べ学習を行わせようとしている。 

 教師は、生徒に主体的に課題のまとめに取り組ませようとしている。 

 まとめるための観点として「要点」という名称で、キーワードを与えている。 

 生徒が自分で調べ、活動することが主であること。 

 タバコのニコチンやタールによる呼吸への影響など健康との関りをとり上げている点 

 個別に話をする機会を多くもっていること。 

 無作為的グループでの学習。 

 各自に与えられた課題をグループでまとめ上げる 

 教師が各グループ、個人を見回り、適切なアドバイス 

 科学的な思考を促すアドバイス 

 生徒自らが、自分自身のわからない点を考えさせ、語らせる 

コメント B：改善が望まれる点 

 課題が生徒のものになっているのかが疑問。 

 全体に指示や説明すべき事を、不明確なまま授業を進めており、生徒の学習時間がそのせいでか

なり制限されていた。個別指導も大切であるが、全体的にきちっとやるべき点はおさえるべき。 

 調べ学習を補助できるような教材を工夫できるとよい。（肺のモデルや喫煙の際の吸入される気体の

中に含まれるタールなどの具体物…） 

 グループに分けるいい方法（時間のかからない）があるとよい。 

 グループに分かれて、作業を始めることに生徒が慣れていないように見え、教師の意図と生徒の動

きがかみ合っていない。生徒が活動しやすい、やり方を考えなければならない。 

 生徒の学習の雰囲気が、全体的に目的を持って、意欲的に取り組む印象を受けなかった。意欲的
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に取り組むように育てることも重要と思う。 

 呼吸のしくみを生徒に説明する時に、横隔膜の働きを説明する模型等を利用した方が良いと思う。 

 学習したことの全体化がなされた方がいいと思います。 

 本時の学習課題を一人ひとりが認識させるための時間をとること。 

 教科書の内容を要約するだけでなく、そこから問題点を見出し、考えるという視点が欲しい。 

 生徒の発想や意見をとりあげられるような工夫が欲しい。 

 時間をかけてグループ分けしたのにグループ学習ができていない。 

 グループ分けの提示や、学習の手順を図に表すと良い。 

コメント C：全般的な印象 

 学習方法など、かなり工夫されているが、教師の流し方が不適切な点が目立った。（課題設定、方法

説明） 

 個々に対応していたが、学習のことでの対応よりも、学習方法に対する質問も多く、一斉授業とかわ

りがない印象を受けた。 

 調べ学習をさせようとする努力はいいと思うのですが、具体的な実験観察などができるように工夫し

ていくと生徒の理解は深まると思います。また時間がないと言いながら次時のことを長々と話している

のはどうかと思います。 

 グループ学習にしているが、最初のグループの構成者を、分けて別のグループを作らせ、そのグル

ープでまとめる学習を行わせて、最初のグループにもどりノートを写すというやり方の意図が理解でき

ない。 

 グループを組んで調べ合ってはいますが、お互いが意見をかわすなど自習ではできないことを取り

入れたいと感じました。 

 教科書を読んで要約するだけならグループ分けしないで一人ひとりの学習で成り立つ。何のために

グループ分けしたのかわからない。おそらくディスカッションすることをねらったのだろうが、学習課題

を生徒がとらえていないため、盛り上がらない。 

 教え込ませるのではなく、調べ、まとめさせている。 

 自分でやらないといけないという使命感と、同じ課題をもう一つのグループで、まとめ上げるというシ

ステムが、とてもすばらしい。 
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比較的高く評価された理科授業の例 3：授業 NL74 

単元 

力 

授業目標 

滑車のはたらき。（退屈な）・・の構成と物理概念について考える学習。 

コメント A：特に評価できる点 

 非常にていねいに机間指導を行っている 

 演示実験の準備も整っている。 

 事象をもとに課題把握から実験に至るまで、進めている 生徒のといかけ（質問）をレベルに応じて、

的確に説明している。さらに、生徒の思いを大切にしつつ、Q＆A を行っている。 

 大きな演示用装置が用意されている 

 2～3 人で実験が行われている 

 机間指導がよくされている。 

 ティームティーチングで実験の補助に入っているのがよい 

 実物を使い子供が活動できるようにしているからやる気が起きている（ねむくなる内容だが） 

 実物を使って説明していることや身近な活用法にふれて説明していること。 

 前半の部分で、前時からの復習をていねいにやられ、わかりやすい。 

 本時の課題と実験の演示がわかりやすく、明確。 

 一人ひとりに対しての個別対応もていねいである。 

コメント B：改善が望まれる点 

 教師のコメントが多すぎる。 

 ワークシートを作るべき。（能率が悪い） 

 生徒の思考プロセスを大切に。 

 本時の学習の考察やまとめまで全体で行っていくと、さらに一人一人の理解が深まっていくと思われ

る。（時間内に！！） 
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 生徒が実験で何をすればよいのかが十分に理解されるように、工夫すること。 

 子供一人一人をさらに細かく把握し、どういう思考をしているかをたどってもらいたい 

 もっとはっきりした課題があり、それに向けて子供が活動できるとよい。（作るだけにおわってしまって

いる子がいる） 

 実験の目的方法などを具体的に示しながら易から難へと段階を追って探求できるようにできるとよ

い。 

 実験中の途中でも一度、個から全体で集中させて、確認が必要。 

 後半のまとめについては生徒の結果や意見をとり上げで、本時のねらいにせまることが大切。 

 授業の流れを大切に次時への予告もしっかりと、つなぐとさらによい。 

コメント C：全般的な印象 

 生徒に教え込もうとする姿勢が伺えた。生徒の疑問や、ささやきを大切にしたい。 

 綿密なる計画に基づいた学習であり、プロの授業の感あり。非常に実験中は、よく生徒の間をまわり、

個に応じた支援を行っている。この支援の仕方のメリハリも非常に学ぶことができた。ただ、内容のレ

ベルが、全体に理解できているかは、少し不安である。 

 動滑車は、自分が授業を行っていても、始めは、よく理解されない、やっているうちに意味がわかっ

てくるようである。今回の授業でも演示が行われていたが、なかなか生徒には動滑車としての滑車の

扱い方は理解できていないようだった。 

 今回は理科室及び準備室の様子が映され、教室環境は良さそうに見られた。 

 はっきりとしなかったが今回はティームティーチングだったのか、もともとオランダでは、実験をサポー

トする人がいるのだろうか。" 

 ティームティーチング教師が一人いて補助に入れる体制がよい また分かりにくく退屈になりがちな

内容を、はじめは教師の演示→その後子供たちが実際に手にとって確かめるという分かりやすくする

工夫がされていた。また教師がすべて教えるのでなく、ある程度助言した後、子供に考えさせるよう

話しているところがよかった。よく考えられた学習がなされている。 

 何を確かめことが目的なのか、何を使ってどのように探求していけばよいのかが、明確になっていな

い生徒が多かったように思います。 

 おもりとつり合わせるよりもばねはかりでゆっくり引き上げるのに必要な力の大きさを測定する方がよ

いと思います。 
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 生徒との対応がうまく、机間指導も効果的である。 

 一斉→個←→一斉の流れを授業に毎時、取り入れると効果的→メリハリが生まれる。 

 約 40 分、正味の授業であったが、後かたづけまでしっかりやっていた。 
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第６節 アメリカの理科授業に対する評価 

 

比較的低く評価された理科授業の例 1：授業 US06 

単元 

宇宙の探究（単元）：星座／銀河群／ ビッグバン理論/ ヘルツシュプリング・ラッセル図／惑星の学

習 

授業目標 

星座が一年のいつ・どこに決まって見えるか。 

コメント A：特に評価できる点 

 非常にていねいに机間指導、支援をしている。生徒も気軽に質問できる雰囲気がある。 

 教師が、机間指導を終始行っている 

 教師に常に質問していける生徒、生徒のようすを常にチェックしていける教師の意欲と信頼関係があ

る 

 前半はOHP を使ったりして、思考が深まるように援助支援もしてよくやってみえた。 

 子供たちが生き生きと発言し、子供どうし交流している。教師とのコミュニケーションも明るくとれてい

る。 

 ていねいに子供たちに教えている。子供たちも自主的に行動している姿が多くの場面で見られた。 

 一人ひとりの生徒への声かけはていねいで積極的である。 

 信頼関係も良いが、おしゃべり等も多く、慣れ合いにならぬような注意もしている。 

 課題として、12 星座を強調しているが、プロセスの工夫が不足。 

 教師が生徒ひとりひとりに丁寧に指導助言をしていた。 

 12 セクションの分割方法や星座の見え方などを順を追って理由づけをしながら科学的に考えさせつ

つ説明していた。 

 席を移動させたり、教科書や文房具を貸したりと、生徒の学習環境を考え指示を出していた。 

 注意すべき行動を見た時、頭ごなしに怒るのではなく、冷静にきちんと説明し諭そうとしていた。 

コメント B：改善が望まれる点 
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 共通におさえるべき作業のポイントは、最初に一斉に説明した方が後の、指導も効率的になると思

う。 

 作業内容を説明し、時間を与えて作業するのみ、そのあとのまとめや交流が全くない。やはり、互い

の交流が大切（はげましも） 

 生徒が、自主的に作業できるための、はじめの方法説明や工夫が大切！！ 

 やや作業的なことが中心となって本当に思考を伴っていたかが疑問 ヒデオを見て検証したりとか、

天井にOHP で写すとかもっとダイナミックな宇宙の広がりを体感させながらわからせたい。 

 星座を書き写すだけの授業内容で果たしてよいのだろうか（日本だと、さらに多くの知識を教える授

業が必要になってくるところだと思うが…） 

 生徒の集中力が足りず、おしゃべりが多いのは、やり方の説明が理解されていないめ。 

 同じ質問、つまずきが見られた。 

 個→グループ→全体→個の流れを生かすとさらに良い。 

 まったく自由にやらせるより、ステップをふんで、ワークシート的なものが欲しい。 

 ビデオ収録の前に説明があったのかもしれないが、本時の作業内容と、星座の見え方について、の

関連性を生徒がどれほど理解しているか心配である。 

コメント C：全般的な印象 

 集中度が時間とともに下がっている。 

 作業させて、そのまとめがない。レポート学習であるが、個々の能力の高まりが、可能かどうか、非常

に疑問の残る学習形態である。次時への意欲も生まれてこないだろう。（互いの交流やよさのはげま

し…） 

 シンプルで星座を書く作業のみの学習であった科学的な思考が深まったり広がったりすることがなか

ったと思う 

 授業スタイルが個別＆グループ追究であったため、自分（子供）の思いを大切にした授業がなされて

いたと思う。先生のきめ細やかなアドバイスが子供の理解を助け、やる気を起こしていたと思う。活動

時間を十分にとり、一人一人の子供を大切にした授業展開であったので、非常に好印象であった。

とくに印象に残ったのは、子供が素直で意欲的だったこと。すばらしい授業だった。 

 星座を描く実習であるが、個々の進度に差がありそうで、グループ内でのワーク上のかかわりあい、

教え合いがあると教師も効率のよい授業が出来るだろう。（個々に振り回わされず、しっかりとポイント

を押さえた実習を！） 
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 なぜこうなのか、を結論だけ教えるのではなく、時間をかけ、丁寧に説明し、生徒にしっかり理解させ

ようとしている。そのためには労を惜しまず時間のゆるす限り、多くの生徒たちと個別にコミュニケー

ションをとり、学習状況を的確に把握し、支援指導助言をしていた。生徒の頑張る姿は生徒にもわか

っているようで、先生からの指示には素直に従う者ばかりであった。知識を単に伝える授業ではなく、

自らの手を動かしつつ考えさせる授業であった。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 2：授業 US69 

単元 

化学方程式，化学反応の種類, 化学反応エネルギー，化学反応率 

授業目標 

化学反応がわかり，化学方程式で表すことができること。 

コメント A：特に評価できる点 

 中学生にとって、かなり高度で密度の濃い内容であるが、テンポもよく、準備された授業であった。教

師の力量も感じる。 

 授業構成もしっかりとしており、既習事項をふり返りながら、おさえていた。 

 視聴覚教材や演示実験も効果的である。 

 子どもの理解がうまくいくように内容が構成されている。 

 生徒の進度をチェックしたり、生徒との対話を大切にしながら進展している 

 いくつかのレベルのちがうデモ実験により、生徒の思考を深めている 

 あのような授業でも、私語なく集中して授業を受けている生徒の質はよかった。 

 はじめに演示で質量保存を教え、左右（の原子の数）が均等になることを導き、このことを核として、

いろいろな化学反応式を学習していった。 

 「左右を均等にすること」にしぼって、本時の学習が展開された。 

 上皿天びんを使い、化学変化の前後で質量が保存されることを視覚にうったえている。 

 ビデオ、実演など具体物を使っている。 

コメント B：改善が望まれる点 
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 内容が盛りだくさんであったせいか、生徒にゆっくりと考えさせる場面が少なかった。化学反応式の

係数は、ゆっくりと理解させたい。 

 結果から結論（法則）を帰納できるような構成も必要。 

 演示実験は生徒実験へ、ビデオ視聴は実際の実験へ、それぞれ移行する努力をしてほしい。 

 デモとデモの間により定着のための時間をとってやりたい 次時に生徒の実験をやらせるのだがデ

モ数増やして、本時にも入れることが、大切では？ 

 単元の組み方が、生徒の思考の流れにあっていない。化学反応式の数字あわせについては、原子

や分子という概念をモデル化してからでないといけないと思う。また、質量保存の法則や、化合、分

解などすべて演示で行い、説明し、化学反応式まで説明するのは、生徒がついていけない。理科の

おもしろさ、実験をして、解明していくことをすべて、とりあげてしまっているようである。いったい次の

授業で、生徒はなんのために実験をするのだろうか？本時の確認の実験なら、意味がないと思う。 

 学習展開は化学反応について十分学習してから反応式に入るべきではないか。何ができているか

わからないのに教師が先に答えを教えている。 

 1 時間の学習内容が多すぎる。教師は教えたつもりでも生徒は本当に理解していない。 

コメント C：全般的な印象 

 日本の中学生（普通の）にとっては、非常に高度であると感じた。しかし、しっかりと基本を大切にして

いる点は素晴しい。 

 よく準備された授業である。 

 理解できなくても、今後できるようになる励ましは、私も見習いたい。 

 教師の力量にうら打ち（づけ）されたすばらしい授業である。ただ、デモの数が多すぎはしないか、す

べてが、一人一人の子供に定着できているかは不安。私（日本）であれば、半分にして、同じもしくは

似かよった実験を生徒にもグループごとでやらせたい。 

 説明が早く、教師のしゃべりが多い。生徒の中の優秀な生徒 4～5 人で授業をやっているようなもの

だった。もっとていねいに、一人一人を大切にした授業をしてもらいたいし、問題解決的な授業を仕

組み、生徒に理科の面白さを実感させてもらいたい。 

 授業は、教授型で、教師が一方的に知識を与え、練習問題で定着させるものだが、演示やビデオを

使い、わかりやすく構成されていた。「今、理解できなくても、やっていくうちに分かるようになる。」とい

うことを教師が何度も言って、生徒をはげましていたのが印象的だった。 

 日本でもよく見られる授業だと思う。教師が演示実験等で示し、解説をしていく講議型の授業である。
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生徒に追求の過程が見られない。生徒が深く思考していない。丸暗記せざるをえない。 

 

比較的低く評価された理科授業の例 3：授業 US88 

単元 

宇宙を探る：月に始まり，宇宙探査や宇宙ステーションは惑星の外側へ，恒星の果てへと進んでいる

こと 

授業目標 

(1)科学の方法を用いて分析する。考えられる全ての定数に気づき，それらをコントロールする。(2) 

分析結果に関して，別の実験を計画していくための知識 

コメント A：特に評価できる点 

 生徒の活動を重視しているところ、机間支援におけるアドバイスの適切さ。 

 工夫されたワークシートを使っている。（NASA に選ばれました） 

 グループ作りを生徒に任せてしまわずに指導している。 

 既習事項定着のために練習問題をさせている。 

 実験前に既習事項の確認をしている。 

 机間指導を丁寧にしている。 

 テーマの取り扱い方が良い。NASA、宇宙服、素材を試す。 

 ユーモアをまじえながら、生徒の自主的な実験法を大切にしている 

 希望選択して授業に来ているらしく、積極的に実験に取り組んでいた。 

 宇宙服開発の生地として、耐久性などを調べる会社の社員という課題設定が興味関心を高めやす

い。 

 科学の方法を身につけさせようとするねらいがはっきりしている授業である。 

 ケガのないように、ゴーグルをつける指導がしっかりできていた点 

 単元が「宇宙」「宇宙ステーション」とスケールが大きく、それを授業で実験にとり入れようとする発想

はすばらしい。 

コメント B：改善が望まれる点 
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 生徒との人間関係、板書、メディアの適切な活用、安全面への配慮 

 4 人のグループ作りについては事前に指導してすぐに授業が始まるようにした方がよい。 

 課題となっている実験の種類が多く、実験の方法も自分たちで考えてやらなければならないので、

実験を始める前にその方法について吟味したり、教師の指導を受けた方がよい。 

 グループづくり。 

 テストをやらず、本題に入って欲しい。 

 まとめ方や発表の仕方の多様性がみたい 

 実験するにあたっては、机がややせまい感じがした。 

 実験がはじまったのが、授業開始から 18 分後であり、充分な実験時間がとれなかった。 

 温度による耐久性。絶縁体として優れているか。生地の柔軟性と、調べる要素が多すぎて混乱する

ので、どれか 1つを選ばせてもよいと思う。 

 実験中、他のことをやっている生徒が見受けられた。測定方法を自由にやらせすぎていると思われる。

このような実態のクラスには、ある程度、あらかじめ実験方法を指示しておいた方がよい。 

 いつ授業がはじまり、いつ授業が終わったのかハッキリしない。 

 個々に説明していくのもよいが、全体に対して、「今日は～についてやります」「それには～と～をし

ます」というように仕切っていく方がよい。 

 1．授業準備（実験準備）を十分に行いたい。2．生徒に実験計画の検討時間を十分に与え、相談さ

せることの必要を感じる。 

コメント C：全般的な印象 

 全体を通して、この授業の目標が何かわかりませんでした。国による違いはあるにしても、授業 1 時

間は貴重な学習機会であることに変わりはないと思います。何を学ばせたいのかが明確でないと、何

を学ぶべきか、目標は何かが児童生徒に伝わらないと感じます。 

 たいへんよく準備された、とても興味深い実験課題だと思います。活動的な子どもたちに細かく粘り

強く指導していて暖かく対応していると思いました。時間があれば、実験計画書をもとにしてグルー

プごとに発表させて、変数や定数、実験方法について考えさせる場面を設定すれば、本時の目標が

もっと達成されたと思います。 

 興味あるテーマ、展開の仕方である。この人数と多様性ある実験ならは、ティームティーチングになる

と良いと思う。 
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 まとめ方の工夫があっても良いのではないか。 

 宇宙の研究をする科学者として必要な、科学的な分析の方法を選択制の授業スタイルの中で、効果

的に進めていた。 

 実験の手順やまとめ方などグループ内で独自に進めていけるように、教室の周囲に道具や器具など

が、置かれている環境がよいと思った。 

 生徒の実態が、全体的に落ちついていないように感ずる。石を落とすのはこのように測り、この高さか

らとこの高さから比べなさい」とか、「輪ゴムはこのように引っぱって、この距離とこの距離から比べなさ

い」などと、まず全体に細かく注意してから実験に入った方がよいクラスではなかったかと感じた。 

 授業がすべて選択制で生徒は各教室を“渡り歩く”様に思える。落着きがなく、座席に愛着も湧かな

いだろうと思える。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 1：授業 US15 

単元 

本時は，測定の単元の後半である。先週，体積のはかり方について学んでいる。次週， 質量と体積

に関するテストを行った後，密度の学習に入る。 

授業目標 

様々な物体の質量をはかってみること 

コメント A：特に評価できる点 

 学級作りがきちんとできており、生徒の学習に対する姿勢がすばらしい。 

 教師の生徒に対する温かい態度ときめの細かい支援がよい。 

 2 人一組で、実験に取り組んでおり、傍観者を出さない配慮が見られる。 

 プリント教材などを用いて学習課題の理解実験の方法等の明確化に努力している。 

 生徒が教室に入ってくるときに出入口に教師が立ち、1 人 1 人に声をかけている。信頼関係をつくる

のに良いことだと思う。 

 プリントをもとに丁寧に実験のやり方を説明している。 

 机間支援で実験のやり方等を的確に指示している。 

 生徒が意欲的に取組んでいるように見うけられる。 
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 落ち着いた雰囲気で学習し、教師が生徒の記録や単位にまできめ細かに指導している点。 

 机間を回って個別に指導している 

 プリントで学習のステップを示していること。 

 環境整備が良い 

 主体的に取り組む生徒が多い 

 個々へのていねいな指導 

 失敗しても、ケアーをしっかりしている 

コメント B：改善が望まれる点 

 教師が前面に出る場面が多すぎて、生徒の主体的な学習が、育ちにくいと思われる。 

 質量を計測するというスキルを身につける授業であるが、もう少し課題を解決していく内容や、生徒

の疑問を課題にしていく配慮が必要ではないか？ 

 実験操作が途中の班もあったため時間配分を考えた方がよい。 

 特になし 

 教師の話しが多い点。 

 実験の方法が指導されていない。（メスシリンダーを手で持ったまま計測しているなど） 

 生徒の発想や思考を取り上げる場面が少ない。 

 提示用機器の使い方の工夫 

 図を効果的に使うと生徒の理解に役立つ 

コメント C：全般的な印象 

 教師の力量は高いと感じ、授業に好印象を持った。しかし、一斉授業（教授）型で、教師の役割は、

知識の伝授と、生徒のモニターに終始してしまっている。課題の設定から生徒の思いを大切にし、ま

た、生徒同士が絡んでいくような、授業の構成づくりと、教師のコーディネーターとしての役割が必要

に感じた。 

 全体に説明すべき内容と個別に指導する内容が、しっかり分けられており、実験を取り入れたわかり

やすい授業という印象を受けた。 

 割合に落ついているクラスのように思われる。また、教室の環境も整っているように思われる。良い雰
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囲気で授業が進められているようだ。 

 授業の流れに抑揚が余りないと思います。国民性の違いがあるのでわかりませんが、強調の方法が

工夫されると更にいいと感じました。 

 学習のステップがプリントで指示されているので、画面から読み取れないが、細かくプログラムされて

いるようすが、うかがえる。 

 前々時に体積、前時に質量の計測法を学習しているので、本時では、物体（物質）そのものに注目

させて、生徒の発想で、体積、質量の計測をさせてみるともう少し生徒が主体的に学習にとりくめるの

では。画像で見る限り生徒が受身になってしまっている。 

 ポイントを押えて、ていねいに指導している。 

 子どもたちとの親頼感がとてもある" 

 

比較的高く評価された理科授業の例 2：授業 US24 

単元 

電気 

授業目標 

電気化学的な電池についての知識を実生活の場面に適用すること。 データを分析し，最も性能の

良い電池になる電極の組み合わせを決めること。 

コメント A：特に評価できる点 

 実験の指示や説明が明確でわかりやすい。生徒に問いかけながら、ポイントをおさえて進んでいくの

で、長時間の説明であっても、生徒がだれることなく聞くことができた。 

 子供が落ちついて学習に臨んでいる。学び方が定着している。（話す、聞く、実験を協力して行うな

ど） 

 実験方法の提示が、生徒にとって分かりやすいものになっている 

 生徒の興味に応えられる実験が準備されている（グレープフルーツや、ナシなど）。 

 実験道具やワークシートがとてもよく工夫されて準備されている。 

 導入時の練習問題と最後の出口チケットと呼ばれるシートは知識の定着に有効である。 

 化学エネルギーが電気エネルギーに転換されるというようなエネルギーの慨念を用いて説明してい
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る。 

 実験の目的や目標を徹底して確認している。 

 電極の一つに炭素（金属でない）を用いたところがすばらしい。 

 学習プリントや、出口プリントの準備、OHP の使用など、教育技術の高い授業だった。机間支援で実

験がきちんと、安全に行われていた。 

 目標を明確に示しており、その説明もていねいである 

 操作の確認もていねいである。 

 机間巡視がていねいにされており、遅い班もフォローされている。 

コメント B：改善が望まれる点 

 もう少し実験の説明が短くなり、2 種類の果物で、実験ができるとデータが豊富になり、考察する上で

も、おもしろかったのではと思う。 

 子供を引きつける事象提示 

 生徒の考えを、交流する場があまり無い 

 教師から、一方的に講議する形の授業であった 

 「実生活に生かす」という目的は、この実験の様子からは達成されていない 

 実験の前に材料のレモンや 4種の電極について考えさせる場面がほしかった。 

 実験の前に結果を自分なりに予想させる場面がなかった。 

 導入部での集金は、問題外。実験方法の説明は良好だといえるが、器具の説明が長すぎた。安全

性への配慮は十分だと思うが、生徒の活動時間をもう少し保障した方が良い。 

 探究的側面を強調したい立場から言えば、「正しい結果」「正しいデータ」という言葉にはややひっか

かるものがある。明らかな操作ミスは指導していくべきだが、データの解釈や適否は、もう少し子供の

側に投げてもよいのではないか 

コメント C：全般的な印象 

 アメリカの授業は、お互いにもって議論をすすめながら進んでいくという印象を持っていたが、教育

工学的知見がもり込まれたスマートな授業であったと思う。字幕をおいながらビデオを見ていたが、

わかりやすく、すんなりと授業の内容が頭に入ってきた。CBLを使ったりCUCCの手法を使ったりと、

日本の授業とは、すこし違うなという感があった。このビデオに出ていた生徒の学校はどのような環境
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でどのようなレベルの学校なのか興味を持った。 

 先生が、1 時間の流れをきちんと組み立て、的確に指導がなされている。 

 前時までの学習が定着して授業がなされているし、学んだことをいかして、子供たちが授業に臨んで

いる。 

 アメリカの授業は、ざっくばらんなものである、というイメージが強かったので、このような講議形式に

近い、割とかっちりした授業であると知って、少し驚きました。生徒の授業に対する姿勢もたいへん意

欲的でした。 

 電池には湿電池と乾電池があり、化学エネルギーを電気エネルギーに転換しているなどの説明をし

て日本ではあまり見られない進め方である。また、電極に金属でない炭素を用いたところも発展性が

あり研究者的な立場に立っている。出口チケットを提出してから部屋を出るというシステムは実験のま

とめや知識の定着に有効なシステムだと思った。電池の発展には歴史的に分極の克服（安定度の

向上）があったが炭素電極はそれを理解させるきっかけとして使用されたのだろう。 

 日本でも、良くあるタイプの授業だと思う。導入や説明がちょっと長すぎで、でも生徒実験をきちんと

やらせる。そのため、実験後のまとめの時間がやや不足してしまう‥‥。よくあるタイプ‥‥と言って

はいけないのかも知れないが、私のパターンでは“よくある”。反省しつつも、VTR にホッとした私で

す。 

 前時の確認→本時のねらい→実験の説明→実験→課題の確認→レポート という流れがつくられて

おり、オーソドックスだがていねいな授業であった。指導者の歯切れもよい。 

 

比較的高く評価された理科授業の例 3：授業 US42 

単元 

生態学 

授業目標 

食物網の事例に関連させて，生態系においてエネルギーがどのように流れているかを学ぶこと 

コメント A：特に評価できる点 

 授業の規律がよく整っている。 

 生徒が作業を通して、食物連鎖から食物網へと意識を深化させることができた。また、班内での話し

合い活動が、有好に伝われ、互いに刺激されながら、よりよい雰囲気をつくり出している。 
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 生徒の作業時間をできるだけ取り、また思考させる部分を決め、その部分は、十分時間を費やして

いる。生徒の意見が出るのを待つ。 

 作業をできるだけ個別化する試みとして、班活動と協同活動を重視している。 

 カードを使用して生徒の興味をひいている点 

 教科書を精議させた点 

 作業をとり入れ、食物連鎖や食物網を具体的に理解させるよう工夫されている。 

 食物連鎖を稲妻（エネルギー）でつなげている点 

 さらに、その連鎖が複数あって生態系ができていることを作業を通して確認しているところ。 

 つなぐ作業中の教師と生徒のやりとりがすばらしかった。 

コメント B：改善が望まれる点 

 評価を考慮した作業、実習結果の扱い方 

 カードを利用しているところはよいが、もう少し視覚的に全体指導でまとめて、グループごとの活動を

総括するとよい。 

 特定の生徒の発表、発言によって、授業が、進められる傾向にある。 

 なし 

 具体的な生物を、スライドなどで示すと、もっとわかりやすいと思われる 

 前半の一問一答の部分は時間的にもったいなかった。 

 生徒にとって必然性をもたせたかった。 

コメント C：全般的な印象 

 我が国の理科授業と共通する点が多く感じられた。生徒が積極的な点に驚きました。レポートの扱い

（作業結果）については保存する。比較するなど活用の余地があった点が少し残念でした。 

 特に印象に残る場面はないが、生徒の学習に対する意欲はあまり感じられないと思った。 

 カードを使って、自分の机上で、分類したり、本時のように食物連鎖をやることは、よくやられる方式

である。個別化することで、生徒の主体性が生まれ、意欲的に活動する姿が、多く見られるようになる。

本時も、その点、生徒の活動が、前面に出て、有意義な内容であった。 

 落ちついた雰囲気で授業が展開され、安心して VTR を見ることができた。 
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 作業のための準備をきちんとしている点、教師の取り組みへの姿勢を感じる。 

 内容的には普段の日本の授業に近いと感じた。15 枚のカードを「エネルギー」でつなぐというアイデ

アがよかった。また、つなぐ際、しっかり吟味していることがこの授業のもっともよいところだと思う。こ

の吟味の活動が科学になっていくと思う。 
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第７節 わが国を含む 5 か国の理科授業の結果比較 

（１）評価カードに基づく定量的分析結果の比較 

 表５は，わが国を含む 5 か国の理科授業に対して日本の理科教師たちがコメントした評価カードの件数

を比較できるように整理したものである。また，図１，図２は，授業評価カテゴリー別に各国別の肯定的な

評価コメントの割合を比較したグラフである。 

 

表５ 評価カード分析に基づく 5 か国の理科授業に対する評価結果の比較 

+割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価 +割合 +評価 -評価

I 49% 1901 2008 66% 360 182 79% 311 85 45% 179 219 77% 359 106

I-1 52% 469 433 65% 87 46 84% 86 16 44% 48 61 74% 65 23

I-2 27% 280 743 41% 46 66 54% 59 51 34% 38 74 62% 59 36

I-3 51% 708 689 73% 159 58 85% 60 11 49% 74 76 78% 140 40

I-4 76% 444 143 85% 68 12 94% 106 7 70% 19 8 93% 95 7

II 57% 2338 1775 66% 349 179 71% 288 118 71% 274 113 80% 349 88

II-1 41% 326 472 51% 49 48 72% 78 31 42% 36 50 66% 72 37

II-2 55% 958 797 61% 116 74 75% 132 45 72% 84 33 83% 109 22

II-3 68% 1054 506 76% 184 57 65% 78 42 84% 154 30 85% 168 29

III 47% 1465 1635 69% 321 146 60% 225 147 66% 200 104 75% 225 77

III-1 48% 736 798 72% 177 69 68% 137 64 71% 102 42 78% 102 29

III-2 43% 391 509 77% 101 31 57% 50 37 63% 69 40 76% 84 27

III-3 51% 338 328 48% 43 46 45% 38 46 57% 29 22 65% 39 21

IV 72% 1297 512 73% 238 86 82% 211 47 68% 217 103 83% 237 50

IV-1 73% 610 231 78% 125 35 69% 81 36 79% 120 31 87% 140 21

IV-2 72% 599 237 66% 78 40 94% 100 6 52% 65 60 76% 73 23

IV-3 67% 88 44 76% 35 11 86% 30 5 73% 32 12 80% 24 6

全体 54% 7001 5930 68% 1268 593 72% 1035 397 62% 870 539 78% 1170 321
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表５と図１，図２から，全般的に，アメリカの理科授業に対する評価が最も高い水準となっていることがわ

かる。次いで，チェコ共和国，オーストラリア，オランダと続き，わが国の理科授業に対する評価が最も低

い水準となっている。 

評価のカテゴリー別では，「Ⅰ教える事柄を工夫しているか」に対する肯定的な評価コメントの割合につ

いては，チェコ共和国とアメリカが 80％に近い高い割合であるのに対して，わが国とオランダが 40％台の

低い割合である。Ⅰの４つのサブカテゴリーについても，それぞれについて同様な状況である。 

「Ⅱ効果的な授業技術を用いているかどうか」については，アメリカが全体的に高く評価され，わが国が

低く評価されている。 
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（2）総合評価票に基づく定量的分析結果の比較 

 表６は，わが国を含む 5 か国の理科授業に対して日本の理科教師たちが総合評価票の以下の項目に

ついて評価した結果を比較できるように整理したものである。（数値化の際に，◎は１，○は２，△は３，×

は４として計算している。） 

評価１：この授業を以下の５つの観点で，総合的に評価した場合，それぞれ，次の４段階の尺度で，最も適当

と思われる記号を丸で囲んでください。 

 

◎ 特に評価できる， ○ 評価できる， △ やや評価できる， × 特には評価に当たらない 

 

１． 教える事柄を工夫しているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

２． 効果的な授業技術を用いているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

３． 生徒の活動を喚起するための工夫をしているかどうか  （◎  ○  △  ×） 

４． 良好な学習環境を築いているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

５． 教師の力量     （◎  ○  △  ×） 

 

評価２：この授業は，全体として，我が国でもよく行われているタイプの授業（一般的）と思いますか，あるいは，

ほとんど見かけられないタイプの授業（特殊）と思いますか。次の中から，最も適当と思われる数字に○をして

ください。 

    （１．一般的， ２．やや一般的， ３．やや特殊， ４．特殊） 

 

評価３：資料「授業の特徴」にある「この授業で，あなた（教師）が生徒に学んでほしい主な事柄」は，この授業

でどの程度，達成されたと思われますか。次の４段階の尺度で，最も適当と思われる記号を丸で囲んでくださ

い。 

 ◎ 大変よく達成されたと思われる，  ○ かなり達成されたと思われる 

 △ あまり達成されなかったと思われる， × 全く達成されなかったと思われる 

       （◎  ○  △  ×） 

 

 評価１の「１．教える事柄を工夫しているか」については，アメリカの理科授業が最も高い評価を受けて，

オーストラリア，チェコ共和国，日本，オランダの順で，評価が低くなっている。 

 「２．効果的な授業技術を用いているかどうか」についても，アメリカの理科授業が最も高い評価を受け

て，チェコ共和国，オーストラリア，日本，オランダの順で，評価が低くなっている。 

 「３．生徒の活動を喚起するための工夫をしているかどうか」についても，アメリカの理科授業が最も高い

評価を受けて，オーストラリア，日本，チェコ共和国，オランダの順で，評価が低くなっている。 

 「４．良好な学習環境を築いているかどうか」については，アメリカとチェコ共和国の理科授業がほぼ同じ

く高い評価を受けて，日本，オーストラリア，オランダの順で，評価が低くなっている。 

 「５．教師の力量」については，アメリカの理科授業が最も高い評価を受けて，チェコ共和国，オーストラ

リア，日本，オランダの順で，評価が低くなっている。 

 評価２の「我が国でもよく行われているタイプの授業（一般的）と思いますか」については，海外４か国で

は，オランダが最も一般的な授業に近いと評価され，チェコ共和国とオーストラリアが同程度で，最後にア

メリカの順で，より一般的でない授業になっている。 

 評価３の「授業目標の達成」については，アメリカとチェコ共和国がほぼ同程度に高く評価され，日本と

オーストラリアが同程度で，最後にオランダの順で，評価が低くなっている。 
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表６ 総合評価票の各評価項目別分析に基づく 5 か国の理科授業に対する評価結果の比較 

 
評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　特に評価できる 10 17% 5 8% 5 8% 4 7% 62 11%
２　評価できる 23 38% 23 39% 29 48% 18 31% 161 28%
３　やや評価できる 21 35% 21 36% 17 28% 22 37% 197 35%
４　特に評価に当たらない 6 10% 10 17% 10 16% 15 25% 151 26%

全体 60 100% 59 100% 61 100% 59 100% 571 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　特に評価できる 8 13% 5 8% 6 10% 2 3% 48 8%
２　評価できる 27 45% 22 37% 16 26% 11 19% 153 27%
３　やや評価できる 23 38% 23 39% 26 43% 27 46% 202 35%
４　特に評価に当たらない 2 3% 9 15% 13 21% 19 32% 168 29%

全体 60 100% 59 100% 61 100% 59 100% 571 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　特に評価できる 7 12% 3 5% 4 7% 2 3% 55 10%
２　評価できる 22 37% 15 26% 24 39% 10 17% 141 25%
３　やや評価できる 26 44% 25 43% 23 38% 25 42% 181 32%
４　特に評価に当たらない 4 7% 15 26% 10 16% 22 37% 190 34%

全体 59 100% 58 100% 61 100% 59 100% 567 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　特に評価できる 11 18% 11 19% 9 15% 5 8% 90 16%
２　評価できる 29 48% 28 48% 25 42% 17 29% 234 41%
３　やや評価できる 18 30% 16 28% 16 27% 26 44% 173 30%
４　特に評価に当たらない 2 3% 3 5% 10 17% 11 19% 74 13%

全体 60 100% 58 100% 60 100% 59 100% 571 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　特に評価できる 13 22% 8 14% 8 13% 5 9% 64 11%
２　評価できる 24 41% 29 50% 23 38% 13 22% 210 37%
３　やや評価できる 20 34% 16 28% 20 33% 31 53% 215 38%
４　特に評価に当たらない 2 3% 5 9% 10 16% 9 16% 77 14%

全体 59 100% 58 100% 61 100% 58 100% 566 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　一般的 10 17% 8 14% 11 18% 13 22% 309 54%
２　やや一般的 21 35% 25 42% 24 39% 22 37% 177 31%
３　やや特殊 23 38% 23 39% 19 31% 21 35% 69 12%
４　特殊 6 10% 3 5% 7 11% 4 7% 12 2%

全体 60 100% 59 100% 61 100% 60 100% 567 100%
評価平均

評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合 評価数 割合

１　大変よく達成された 9 16% 4 7% 2 3% 2 3% 46 8%
２　かなり達成された 27 47% 36 61% 27 44% 17 29% 226 40%
３　あまり達成されなかった 21 36% 19 32% 29 48% 39 66% 250 44%
４　全く達成されなかった 1 2% 0 0% 3 5% 1 2% 45 8%

全体 58 100% 59 100% 61 100% 59 100% 567 100%
評価平均

2.32 2.61 2.75 3.07

オーストラリア オランダ 日本

2.38 2.61 2.52 2.81

オーストラリア オランダ 日本

1.1 教える事柄を工夫

1.2 効果的な授業技術
アメリカ チェコ共和国

2.77

アメリカ チェコ共和国

2.89

1.3 生徒の活動を喚起する工夫
アメリカ チェコ共和国 オーストラリア

2.46 2.90 2.64 3.14

1.4 良好な学習環境 アメリカ チェコ共和国 オーストラリア

オランダ 日本1.5 教師の力量
アメリカ チェコ共和国 オーストラリア

オランダ 日本2. 一般的な授業
アメリカ チェコ共和国 オーストラリア

オランダ 日本3. 授業目標の達成 アメリカ チェコ共和国 オーストラリア

2.86

2.18 2.19 2.45 2.73 2.40

オランダ 日本

オランダ 日本

2.54

2.42 2.36 2.36 2.27 1.62

2.19 2.31 2.52 2.76

2.522.24 2.25 2.54 2.66
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 表７は，表６の結果のうち，「一般的な授業」に関する評価２を除く６つの評価項目の評価平均の結果を

まとめたものである。図３はそれをグラフ化したものである。全体的に，アメリカの授業に対する総合評価

は高く，評価項目によっては，チェコ共和国がそれと同程度に高く評価されている。オーストラリアも評価

項目によっては，チェコ共和国よりも高く評価されている。わが国は，比較的オーストラリアとオランダに対

する評価結果に近いか，それらの中間に位置することがわかる。 

 

表７ 5 か国のすべての授業に対する総合評価結果の比較 

 

 

 

 

 

 

図３　すべての授業に対する総合評価

1.52.02.53.03.5

1.1 教える事柄を工夫

1.2 効果的な授業技術

1.3 生徒の活動喚起

1.4 良好な学習環境

1.5 教師の力量

3. 授業目標の達成

低い評価　←　評価平均値　→　高い評価

アメリカ チェコ共和国 オーストラリア オランダ 日本
 

 

評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数

1.1 教える事柄を工夫 2.38 60 2.61 59 2.52 61 2.81 59 2.77 571
1.2 効果的な授業技術 2.32 60 2.61 59 2.75 61 3.07 59 2.86 571
1.3 生徒の活動を喚起する工夫 2.46 60 2.90 59 2.64 61 3.14 59 2.89 570
1.4 良好な学習環境 2.18 60 2.19 59 2.45 60 2.73 59 2.40 571
1.5 教師の力量 2.19 60 2.31 59 2.52 61 2.76 58 2.54 567
3. 授業目標の達成 2.24 60 2.25 59 2.54 61 2.66 59 2.52 570

オランダ 日本
すべての授業

アメリカ チェコ共和国 オーストラリア
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 理科授業を評価した評価者が，日本の理科教師であり，日本の理科授業に対してより厳しい捉え方をし

たか，あるいは，他の国の理科授業が目新しいためにより高く評価したといった，評価基準の不一致がこ

れらの結果を導いたのではないかという可能性を検討するために，「一般的な授業」かどうかに関する評

価２の結果を用いて，評価２に対する評価者の回答の平均が２以下の授業（平均的に「１．一般的」か「２．

やや一般的」と判断された授業）を「日本では一般的なタイプの授業」とし，それ以外を「日本では一般的

でないタイプの授業」として，各国の授業に対する総合評価結果をまとめたものが，表８と表９である。図４

と図５にそれぞれの結果をグラフ化して示した。 

 

表８ 日本では一般的なタイプの授業に対する総合評価結果の比較 

 

 

 

 

 

 

図４　日本では一般的なタイプの授業に対する総合評価

1.52.02.53.03.5

1.1 教える事柄を工夫

1.2 効果的な授業技術

1.3 生徒の活動喚起

1.4 良好な学習環境

1.5 教師の力量

3. 授業目標の達成

低い評価　←　評価平均値　→　高い評価

アメリカ チェコ共和国 オーストラリア オランダ 日本
 

 

評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数

1.1 教える事柄を工夫 2.08 12 2.67 6 2.33 12 2.73 11 2.73 439
1.2 効果的な授業技術 2.17 12 2.50 6 2.50 12 2.82 11 2.83 439
1.3 生徒の活動を喚起する工夫 2.00 12 2.83 6 2.67 12 2.91 11 2.88 439
1.4 良好な学習環境 2.00 12 1.67 6 2.00 12 2.46 11 2.39 439
1.5 教師の力量 2.17 12 1.83 6 2.50 12 2.36 11 2.52 438
3. 授業目標の達成 2.08 12 2.33 6 2.50 12 2.50 12 2.48 438

日本アメリカ チェコ共和国
日本では一般的なタイプの授業

オーストラリア オランダ
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表９ 日本では一般的でないタイプの授業に対する総合評価結果の比較 

 

 

 

 

 

 

図５　日本では一般的でないタイプの授業に対する総合評価

1.52.02.53.03.5

1.1 教える事柄を工夫

1.2 効果的な授業技術

1.3 生徒の活動喚起

1.4 良好な学習環境

1.5 教師の力量

3. 授業目標の達成

低い評価　←　評価平均値　→　高い評価

アメリカ チェコ共和国 オーストラリア オランダ 日本
 

 

 図４と図５を比較すると，一般的なタイプの授業に対する総合評価が，一般的でないタイプの授業に対

する総合評価よりも，全体的に高い傾向があることがわかる。どちらの図においても，アメリカの授業に対

する総合評価は高く，図３で示された５か国の順位性が大まかに共通したものであることがわかる。つまり，

評価者が日本の理科教師であることによって，日本の理科授業に対してより厳しい捉え方をしたか，ある

いは，他の国の理科授業が目新しいためにより高く評価したといった評価基準の偏りは，この分析からは

示されなかった。したがって，評価者は，より実質的に，アメリカの授業を全体的により高く評価したものと

考えられる。第３節～第６節で紹介された授業事例に対する評価者の評価コメントは，各国の理科授業の

長所と欠点を事例によって具体的に示すものであると考える。 

評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数 評価平均 評価数

1.1 教える事柄を工夫 2.46 48 2.60 53 2.57 49 2.83 48 2.87 132
1.2 効果的な授業技術 2.35 48 2.62 53 2.82 49 3.13 48 2.96 132
1.3 生徒の活動を喚起する工夫 2.57 48 2.90 53 2.63 49 3.19 48 2.94 131
1.4 良好な学習環境 2.23 48 2.25 53 2.56 48 2.79 48 2.45 132
1.5 教師の力量 2.20 48 2.37 53 2.53 49 2.85 47 2.60 129
3. 授業目標の達成 2.29 48 2.25 53 2.55 49 2.70 47 2.64 132

オランダ 日本
日本では一般的でないタイプの授業

アメリカ チェコ共和国 オーストラリア
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第８節 まとめと考察 

 本章では，日本の理科教師が評価者となって，海外４か国で収録された各国１０時間ずつの理科授業

を評価した結果を，定量的に，かつ，定性的に分析するとともに，わが国を含めた５か国の理科授業の質

について比較した。 

 定量的な分析の結果を比較して，海外４か国の理科授業の中では，アメリカの理科授業が全体として最

も高く評価され，一部の評価観点ではチェコ共和国やオーストラリアの理科授業も高く評価された。わが

国の理科授業は比較的低く評価されたが，おおむねオランダの理科授業よりは高く評価された。 

 定量的な分析における評価項目の内容に着目すると，評価結果の定性的な特徴が見えてくる。 

チェコ共和国の理科授業は，特に，良好な学習環境づくりや教える事柄の工夫，教師の力量の高さが

評価されている一方で，生徒の自主的な活動があまり喚起されないなど，いわゆる「教え込む」タイプの授

業の範疇で，より成功していると評価されたことがわかる。 

オーストラリアの理科授業では，特に一般的でないタイプの授業で生徒の自主的な活動がより喚起さ

れ，教える事柄もかなり工夫され，しかも，良好な学習環境が形成されていると評価された。 

各国の理科授業において，比較的高く評価された授業と低く評価された授業事例のそれぞれの特徴

を見ることで，定量的な分析結果による解釈を裏付けることができる。 

つまり，例えばアメリカの理科授業のどういった点が日本の理科教師たちによって，相対的に高く評価

されたのかをある程度把握できる。アメリカの授業事例 US15 では，工夫されたプリント教材を用い，少人

数による観察実験を行い，細かく個に対応した指導助言を行い，学級全体の学習の雰囲気がとてもよい

と評価され，教師の力量の高さがうかがえた。事例US24 では，教師の問いかけが効果的で，実験の目標

や課題を明確に意識させ，工夫されたプリント教材を用いわかりやすく実験を指導するなど教育技術が

高く，やはり学級全体の学習の雰囲気がとてもよいと評価された。この授業は，授業展開がしっかりしてお

り，アメリカの授業がざっくばらんなものであるといった先入観をもっていた評価者は，その指導力の高さ

に驚いていた。一方，日本でも良くあるタイプの授業という感想もあり，日本の教師の多くが良いと考えて

いるタイプの授業に近いことがわかる。事例 US42 においても，日本の授業に近いという感想があり，高く

評価されたアメリカの授業事例が，必ずしも日本にない特別なものというわけではないことがわかる。 

どの国の授業についても，「特に評価できる点」と「改善が望まれる点」が指摘されているが，全般的に

低く評価された授業が多かったオランダについては，特に厳しい指摘がなされている。授業事例 NL22 で

は，学習の目標が明確にされないまま，雑然と授業が展開し，生徒の意欲付けも不十分で，学習に集中

できていないと見られた。また，教師の教材準備や生徒との人間関係づくりにも問題が指摘された。 

チェコ共和国の授業事例では，教師主導の展開で生徒の主体的な活動が抑制されている反面，知識

伝達のための教授学習という点では，教師の力量は高く評価された。事例 CZ36 では，教師が毅然とした

態度でテキストにしたがって生徒と問答しながら授業を展開し，生徒も規律良く集中して学習に取り組ん

でいた。事例 CZ96 でも，生徒の学習規律が良好で，教師主導でやや過密な知識内容の教授に，生徒

が懸命に着いていく授業の様子が見られた。「日本の授業に近い展開でした。内容も多く数十年前の日

本の授業を思い出しました。」と評価者が述べているように，過去の日本では，より高度で過密な知識内

容を，教師主導で，学習規律の高い学級の雰囲気の中で指導する場面はよく見られた。現在の日本で
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は，理解しやすく量も少ない知識と観察実験の能力を，生徒が主体的に学習できるように課題と方法を明

確に意識させ，生徒や生徒間の思考活動を喚起させる場面設定を重視して，良好な学習環境の下で授

業を展開しようという方向に，目指す授業像が変容してきたと考えられる。しかし，高度な内容を懸命に学

ぼうとするチェコの生徒たちの様子に，感歎したり戸惑ったりしたコメントをした評価者も少なくない。 

 このように，授業事例によって，定量的分析による評価結果の傾向の解釈が容易になり，また，事例自

体から理科授業について学べることは数多いが，逆に，数少ない事例から各国の理科授業の一般的な

特徴を導き出すことはあまりに危険であり，そこに本研究の限界がある。 

 そこで，本研究がその実施と分析に協力してきた，国際教育到達度評価学会の第 3 回国際数学・理科

教育調査－第２段階調査の授業研究プロジェクト（IEA/TIMSS-R Classroom Videotape Study）の理科授

業研究の結果を第５章で報告する。これによって，各国で収録された授業ビデオから各国の理科授業の

一般的な特徴が明らかにされる。ただし，本研究と TIMSS-R Classroom Videotape Study とは，同じデー

タを用いつつも異なる目的に合わせて異なる分析方法を採ってきたため，分析結果を相互に取り入れる

といった結果の共通化や共有化は図っていない。そのため，相互の結果は必ずしも整合するものとは限

らない。両者の研究の結果で一致するものがあれば，それはそれぞれの研究結果の信頼性をより高める

が，矛盾するような結果があれば，それはそれぞれの研究が今後発展しうる新たな可能性を示唆するもの

となりうる。こうした双方の研究結果の検討は今後の課題となっている。 
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第５章 5 か国で収録された理科授業ビデオの 

TIMSS-R Classroom Videotape Study における分析結果 

小倉 康， 松原静郎 
 
第５章では，本研究がその実施と分析に協力してきた，国際教育到達度評価学会の第 3回国際数学・

理科教育調査－第２段階調査の授業研究プロジェクト（IEA/TIMSS-R Classroom Videotape Study）
の理科授業研究の結果を紹介する。これは，米国教育省が公開する”Teaching Science in Five 
Countries: Results From the TIMSS 1999 Video Study”の要約となっており，このプロジェクトに合
わせて設立されたカリフォルニア州サンタモニカ市にある授業研究所（Lesson Lab Inc.，代表 James 
Stigler氏，カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校（UCLA）教授）で，Kathleen Roth氏率いる理科授
業ビデオの分析チームが分析を行ってきた結果である。 
 
分析チームの主たるメンバーは以下の方々となっている。彼らと，各国の研究機関の担当者（わが国は

国立教育政策研究所の本研究グループ）とが協力してプロジェクトを進めてきた。 
Kathleen Roth ミシガン州立大学理科教育准教授兼 LessonLab社勤務。 
Stephen Druker カリフォルニア州立大学ドミンゲス校理科教育助教授。 
Takako Kawanaka LessonLab社の日本担当者。 
Yukari Okamoto カリフォルニア州立大学サンタバーバラ校准教授。 
Svetlana Trubacova LessonLab社のチェコ共和国担当者。 
Dagmar Warvi LessonLab社のオランダ担当者。 
David Rasmussen LessonLab社のオーストラリア担当者。 
Ronald Gallimore カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校心理学教授兼 LessonLab 社
TIMSS-R ビデオ研究准ディレクター。 
James Stigler カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校心理学教授兼 LessonLab 社
TIMSS-R ビデオ研究ディレクター。 

 
次頁から，彼らの分析結果の要約（原文英語）を翻訳し掲載する。 
なお，これまで，以下の報告書においてその分析方法を中心とした研究内容の紹介をしているので合わ

せて参照されたい。 
・ 松原静郎他『わが国の理科授業の国際的位置づけに関する研究』平成 11年度～13年度科研費研
究成果報告書（研究代表者：松原静郎，課題番号：12308007）, 2002.3. 
・ 松原静郎他『International Cooperative Study for Comparing Science Class』（英文報告書）平
成 11年度～13年度科研費研究成果報告書（別冊）（研究代表者：松原静郎，課題番号：12308007）, 
2002.3. 
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第 8学年の理科授業に関する 

TIMSS 1999 ビデオ調査の主要結果 

 
第 3回国際数学・理科教育調査（TIMSS）の 1999年ビデオ調査（TIMSS1999ビデオ調査）は，数学の
授業に関する TIMSS 1995ビデオ調査のフォローアップであり拡張版である。第 1回より規模を拡大し，
内容を掘り下げたTIMSS1999ビデオ調査では，数学とともに理科も調査対象となり，対象国の数が増え，
米国と比較して TIMSS 評価が相対的に高い国々がより多く含まれるようになっている。この調査結果の
数学に関する部分は他の場所でも発表されている（Hiebert et al. 2003）。TIMSS1995ビデオ調査の
結果に関する討論は，Stigler et al（1999）および Stigler and Hiebert （1999）に記載されている。こ
のレポートは，調査における理科の授業に的を絞っている。 
 
TIMSS 1999 ビデオ調査＜理科＞に参加した国々は，オーストラリア，チェコ共和国，日本，オランダ，
米国である。TIMSS 1995 および TIMSS1999 におけるこれらの国々の理科の平均点を表 1 に示す。
両方の評価において，米国の第８学年の生徒の得点は，平均して他の 4カ国の同年齢の生徒より大幅に
低かった。 
 
表 1.1 TIMSS 1999ビデオ調査＜理科＞に参加した国と，各国のTIMSS 1995およびTIMSS1999

における理科の得点 

 TIMSS 1995の理科の得点 TIMSS 1999の理科の得点 

国 平均点 標準誤差 平均点 標準誤差 

オーストラリア* 527 4.0 540 4.4 
チェコ共和国 555 4.5 539 4.2 
日本 554 1.8 550 2.2 
オランダ* 541 6.0 545 6.9 
米国 513 5.6 515 4.6 

* 1995年には国際サンプリングおよび/またはガイドラインを満たしていなかった国。詳細は Beaton et al 
（1996）を参照。 
注：再計算された TIMSS 1995の理科の得点はここに報告されている（Gonzales et al. 2000）。 
出典：Gonzales, P., Calsyn, C., Jocelyn, L., Mak, K., Kastberg, D., Arafeh, S., Williams, T., and 
Tsen, W. (2000). Pursuing Excellence: Comparisons of International Eighth-Grade 
Mathematics and Science Achievement from a US. Perspective, 1995 and 1999 (NCES 2001– 
028). US. Department of Education. Washington, DC: National Center for Education 
Statistics 
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TIMSS 1999ビデオ調査＜理科＞には，5つの参加国から集められた第８学年の 439の理科の授業が
含まれている。それぞれの国において，第８学年の理科の授業の全体像を代表するように無作為に授業

が選ばれた。それぞれの授業は，一人の教師が行う 1回の授業全体をビデオテープに撮影したものであ
る。それぞれの国において，当該学年の 1 年間を通じて行われた授業テーマや学習活動の範囲を把握
することを目的として，その学年全体にわたって授業ビデオが収集された。最後に，参加国間で信頼性の

高い比較が行えるよう，標本抽出の設計に合わせて適切な重み付けがなされた。標本抽出と実施率の解

説，およびその他の技術的な注意点は，この主要結果の出典元である報告書，「5 カ国における理科の
授業：TIMSS 1999ビデオ調査の結果」の付録に詳述されている（Roth et al., 2005）。調査の技法に関
する詳細な解説は，テクニカルレポートを参照のこと。 
 
文化を超えた授業のビデオ調査から何が判明したか？ 
 
教室での授業は，いずれの文化においても，生徒の学習支援を目的とした，共通ではあるが複雑なプロ

セスである。TIMSS 1999 ビデオ調査は，どのような学習指導が実際に行われているのかを学ぶ教育者
と研究者の数が増えるほど，生徒の学習機会を拡張させるとともにある程度は成績も向上させるための要

因を教育者がより効果的に特定できるという前提に立って行われている。ビデオ研究から明らかになった，

数学と理科の教室で実際に行われた内容を詳細に解析すれば，生徒の学習に最も影響を与える授業の

特徴の調査が進展することになるだろう。 
 
文化を超えた授業の比較には，このほかにも利点がある。 
 
・ 文化を超えて授業を比較することで，これまで知られていた異なった手法の可能性が広がり，教
育者は自分自身の教授方法を新鮮な観点で検証し，反省することができる。 

 
・ 文化を超えて授業を比較することで，別の方法が明らかになり，自国内で行われている選択肢に
関する議論が促される。ある文化を外から見ることは，慎重に策定されたフォローアップ調査と組

み合わされることで，自国で定義された学習目標を達成するための最善のアプローチに関する議

論を促す。 
 
授業の研究に自国のビデオ調査を使用することには特別な利点がある。 
 
・ ビデオは，教室での学習活動を保存して専門の異なる多くの人々がじっくりと繰り返し見ることを可
能にするとともに，複雑な学習活動を様々な観点から詳しく検証することを可能にする。 

 
・ 全国から無作為に標本を集めることで，例外的な体験だけでなく，幅広い状況におよぶ生徒の実
体験に関する情報が提供される。全国的な一般化が可能となることで，逸話を超えた方針の討論
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を進展させることができる。 
 
第８学年の理科授業に関する TIMSS 1999ビデオ調査の主要な知見は何か？ 
 
この調査のためにビデオ撮影された第８学年の理科の授業の解析と分析に基づいて，以下の点を明らか

にすることができる。 
 
第８学年の理科の授業には，成績のよい国と悪い国の両方を含むすべての参加国に共通の全般的特徴

がある。 
 
この調査により各国ごとの違いが明らかになったが，5 カ国すべてには，第８学年の理科の授業について
共通したいくつかの共通の特徴があった。すべての国に共通の特徴は，このレポート全体で解説される，

授業の構成，科学の内容，生徒の学習活動という 3 つの主要分野で見受けられた。これらの共通の特徴
にはすべての国のほとんどの授業に見られるものと，どの国でも見られる頻度の低いものがあった。 
 
授業の構成に関する共通性 
 
・ クラス全体での発表/討論時間は，すべての国において第８学年の理科授業の 98％で行われて
おり，95％以上の授業で，少なくともいくらかの時間が新しい理科授業内容への発展のために使
われていた。 

 
・ 何らかの形での観察実験活動（クラス全体に対象物を見せたり，実験やモデル作成作業に生徒
が個別に取り組むなど）は，それぞれの国によって 72％から 90％の授業で行われているが，これ
らの学習活動に費やされる時間は異なっていた。 

 
科学の内容に関する共通性 
 
・ すべての国において，第８学年の理科の授業の 84％以上が，科学の正統的知識，すなわち理科
の世界の共通認識である，一般的に受け入れられた事実，考え方，概念，および理論を取り扱っ

ている。 
 
・ 科学の本質に対する意識喚起（その価値，性質，プロセス，政治的背景，歴史など）およびメタ認
知（学習方略や学習プロセスの反省など）は，いずれに国においても全体対話時間の 1％以下に
過ぎなかった。 

 
生徒の学習活動に関する共通性 
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・ クラス全体のやり取りの中で，第８学年の理科の授業における生徒の能動的参加は，すべての国
において少なくとも 81％の授業で行われていた，何らかの形の討論を通じたものであった。 

 
・ 生徒による個別の観察実験活動に割り当てられる理科授業および指導の割合は参加国によって
異なっていたが，すべての国の生徒は，こうした学習活動中に，モデルの設計と作成，解剖や分

析作業，あるいは管理された実験よりも，現象の観察を頻繁に行っていた。 
 
・ 個別の観察実験活動中に 1 段落かそれ以上の長さの文章をノートに書いていたのは，信頼性あ
る評価のための十分な授業数が満たされたすべての国の生徒のわずか 11％であった。 

 
・ 個別の観察実験活動において，生徒が自分自身の研究課題を見つけ出し，その計画づくりに参
加した授業は，信頼性ある評価のための十分な授業数が満たされたすべての国で，わずか 10％
であった。 

 
それぞれの国には，理科の授業の代表的パターンがある 
 
各国には理科の授業に対する独自のアプローチがあるが，米国のパターンは 1 つの一貫した中心的指
導法ではなく，多種多様な教授法を使用するという点で，他の諸国とは異なっていた。このため，米国で

は，いくつかの異なった手法がある程度使用されるが，他の国と比較した場合，支配的なものとして突出

したものがほとんどない，パターン欠如型とみなされる。国ごとに理科の授業へのアプローチが異なって

いることは，生徒に提供される理科の学習機会がさまざまであるとともに，他の分野の授業と同様に理科

の授業も文化的活動であることを示唆している（Stigler and Hiebert 1999）。 
 
授業の構成，科学の内容，生徒の学習活動の点で授業がどのように違っているかを以下に説明する。こ

れらの報告に続き，各国の授業パターンの要約を示す。 
 
授業の構成 
 
・ 第８学年の理科の授業は，国によって異なった目的のために構成されていた。日本では，オースト
ラリアを除く他のすべての国に比べ，平均して新しい内容への発展に割り当てられる授業時間の

割合が高くなっていた（表 2）。対照的にチェコ共和国の授業は，信頼できる推定を行うには評価
の件数が不足しているオーストラリアを除くすべての国と比較して，見直しと評価に当てられる授

業時間の割合が平均して高かった。クラス全体で行う宿題の復習は，信頼できる推定のための十

分なデータが得られなかった日本を除く他のすべての国に比べ，オランダで授業時間に占める平

均的割合が多くなっていた。チェコ共和国と日本の授業は，他の 3カ国と比較して，学級経営など
の「その他の」目的に割り当てられる授業時間の平均割合が低くなっていた。 
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表 2. 様々な種類の授業目的に割り当てられる第８学年の授業時間の国別平均割合(%) 

 国 1 

AU CZ

 

JP NL 

 

US 

目的 授業時間の割合(%) 

新しい内容への発展 2 85 67 93 78 79
これまでの内容の見直し 3 8 19 3 1 8
宿題の復習 4 # 1 ‡ 12 3
生徒の学習の評価 5 ‡ 9 1 2 3
その他の目的 6 7 4 3 7 8

# 四捨五入の結果ゼロ。 
‡ 報告の基準に満たず。報告例が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2 新しい内容への進行：AU, JP, US>CZ; JP>NL, US 
3 これまでの内容の見直し：CZ>AU, JP, NL, US.; US>JP, NL 
4 宿題の復習：NL>AU,CZ, US 
5 生徒の学習の評価：CZ>JP, NL, US; NL>JP 
6 その他の目的：AU, NL, US>CZ, JP 
注：四捨五入と報告されないデータのために合計は 100 にならない場合がある。有意性の決定は，報告
された差に対する標準誤差を考慮に入れている。このため，2 つの国の平均の差に有意性がある場合も，
別の 2つの国の間の同じ差に有意性がない場合もある。 
 
授業は，人員構成と，生徒が観察実験（実習，実験室）あるいは非観察実験（読む，書く，話し合う）活動

に従事する機会の点でも編成が異なっている。 
 
・ チェコ共和国では，他のすべての国よりも多い，平均 81%の理科の授業がクラス全体の構成で行
われている（図 1）。 

 
・ クラス全体または個別の学習活動中に，対象物や現象を観察または操作する機会という点で，オ
ーストラリアと日本の授業は，他のすべての国よりこうした観察実験活動に割く授業時間の割合が

高かった。チェコ共和国の授業では，生徒による個別の観察実験活動が授業時間に占める割合

が，オランダを除く他の国に比べて低かった。オーストラリアと日本の生徒は，チェコ共和国および

オランダよりもより個別の観察実験活動に多くの授業時間を使っていた。 
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・ 読む，書くなどの，非観察実験的でない個別の学習作業に割り当てられる授業時間は，チェコ共
和国および日本に比べてオランダが多かった。 

 
図 1. 第８学年の理科の授業において，それぞれの理科学習および人員構成に割り当てられる理科
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5

1 

AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2 クラス全体での観察実験活動：AU, CZ, JP> US. 
3 クラス全体での非観察実験活動：CZ>AU, JP, NL, US.; US>AU 
4個別の観察実験活動：AU, JP, NL, US>CZ; AU, JP>NL 
5個別の非観察実験活動：NL>CZ, JP; US>CZ 
注：四捨五入と，「授業での分類された作業」として提示されないデータのために合計は 100 にならない
場合がある。分析は，授業のうち理科指導に的を絞ったこれらの部分に限定されている。詳細は，表 3.2
と図 3.2を参照のこと。 
 
科学の内容 
 
・ 科目：米国内では，地球科学，生命科学，物理，化学，あるいはその他の科目（科学の性質，テク
ノロジー，環境および資源問題，科学およびその他の原理）に割り当てられる第８学年の理科授
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業の割合に違いは見られなかった（図 2）。オーストラリアと日本では，地球科学と生命科学より，
物理に割り当てられる授業が多かった。オランダでは，化学より生命科学と物理に割り当てられる

授業が多く，地球科学の授業についてはデータが少なすぎるため信頼できる推定が行えなかった。

チェコ共和国では，理科の授業における生命科学，物理，化学の割り当てに差は見られなかっ

た。 
 
図 2. 第８学年の理科の授業における，生命科学，地球科学，物理，化学，およびその他の分野に割

り当てられる国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
注：四捨五入のために合計は 100にならない場合がある。その他の分野には，科学の相互作用，テクノロ
ジーと社会，科学的知識の性質，科学と数学がある。 
 
・ 知識の種類：チェコ共和国の第８学年の理科の授業は，他のすべての国よりも，平均して科学の
正統的知識（一般的に受け入れられている科学的事実，考え方，概念，および理論）を対象とす

るクラス全体での会話時間の割合が大きかった。日本の授業は，他のすべての国に比べ，クラス

全体で話をする際に手続きおよび実験的知識が占める平均割合が高かった。日本は，オーストラ

リアを除く他のすべての国よりも，科学関連の現実世界の問題（社会問題や生徒の個人的経験な

ど）をクラス全体で話し合う時間が少なかった。 
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図 3. 第８学年の理科の授業における，クラス全体の会話に占める正統的知識，手続きと実験的知識，
および現実世界の問題の国別平均割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2正統的知識：CZ>AU, JP, NL, US.; JP>US. 分析はクラス全体の会話時間に限定されている。 
3手続きと実験的知識： JP >AU, CZ, VL, US. 分析はクラス全体の会話時間に限定されている。 
4現実世界の問題：CZ, NL, US>JP 分析はクラス全体の会話時間に限定されている。 
注：四捨五入のために合計は 100にならない場合がある。その他の分野には，科学の相互作用，テクノロ
ジーと社会，科学的知識の性質，科学と数学がある。 
 
・ 科学の内容の難易度と密度：チェコ共和国の教師は，56％の授業で基本的内容と難易度の高い
内容を取り混ぜており，25％の授業でそのほとんどを難易度の高い内容に当てている。対照的に，
他の国々では 47％から 65％の授業が，基本的内容のみを取り扱っていた。チェコ共和国では，
日本（7％）に比べて，理科授業に占める一般的定理の密度が高くなっていた（26％）。チェコ共和
国の授業における科学の内容の難易度と密度がより高いレベルにあるという他の証拠としては，

他のすべての国に比べ，授業におけるクラス全体の会話中に，反復されない科学用語がより多く

使われること（1授業あたり平均56），および授業におけるクラス全体の会話中に，反復されない非
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常に技術的な科学用語がより多く使われること（1授業あたり平均33）などがある。さらに，チェコ共

和国では日本とオランダに比べ（それぞれ 15％と 19％）より多くの授業に理論的考え方（49%）が

含まれていた。 
 
・ 論理統一性：オーストラリアと日本の授業は，オランダと米国に比べ（それぞれ27％と30％），強い

概念的関連性によって統一されていた（それぞれ 58％と 70％）（図 4）。チェコ共和国の授業では，

その半分に理論と学習活動の間に強い概念的関連性が見られたのに対し，残りの半分の授業で

は，概念的関連性が弱いか全く見られなかった。米国の授業の 27％は，授業内容よりも活動に的

を絞っているため，理論と活動の間に概念的関連性は見られなかった。オランダと日本の授業は

こうした傾向は低く，チェコ共和国では授業数が不足していたため信頼性ある推定は行えなかっ

た。 
 
図 4. 第８学年の理科の授業における，概念的関連性のない活動中心のもの，概念的関連性が強い

授業内容中心のもの，概念的関連性が弱いか全くない授業内容中心のものの国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2概念的関連性のない，学習活動中心のもの：US>JP, NL 
3概念的関連性が弱いか全くない，授業内容中心のもの：CZ>JP; NL>AU, JP 
4概念的関連性が強い，授業内容中心のもの：AU, JP>NL, US; CZ>NL 
注：四捨五入と報告されないデータのために，合計は 100 にならない場合がある。 
 

・ 授業内容の構成：科目内容は，チェコ共和国とオランダよりもオーストラリアの授業において
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（58%），そしてオーストラリアを除く他のすべての国よりも日本の授業において（72％），概念，経
験，パターン，および説明の間に関連性を持たせることに的を絞る構成となっていた。対照的に，

チェコ共和国，オランダ，および米国における第８学年の理科の授業の内容は，事実，定義，また

はアルゴリズムの集合として（それぞれ 72，73，および 66％）主として構成される傾向が強い（図
5）。さらに分析した結果，オーストラリアと日本における授業を相互に関連付ける授業内容は，そ
れぞれ授業の 43％および 57％で，データを収集しその後新しい考え方を導き出す質問あるいは
機能的プロセスとして構成される場合が多かった。 

 
図 5. 関連性を持たせることと，事実，定義，アルゴリズムを習得することによって，主として理科の授

業内容を構成していく第８学年の理科の授業の国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2関連性を持たせる：AU, JP>CZ, NL; JP>US 
3事実，定義，アルゴリズムを習得する：CZ, NL>AU, JP; US> JP 
注：四捨五入のために，合計は 100にならない場合がある。 
 
・ 証拠に裏づけされた授業内容：オーストラリアと日本では他のすべての国に比べ，より多くの第８
学年の理科の授業が，複数の観察実験で得られたデータや複数の現象によって授業でのあらゆ

る主要な概念が裏付けられる内容となっていた（図 6）。チェコ共和国と日本では，オランダに比べ
より多くの授業で，あらゆる主要な概念を裏付けるために複数の視覚的プレゼンテーションが使用

されていた。さらに，日本の授業は，他のすべての国に比べより多くで，3 つの種類の証拠すべて
によってあらゆる主要な概念が裏付けられる内容となっていた。オーストラリアの授業は，オランダ

と米国の授業に比べ，あらゆる主要な概念を裏付けるために 3 つの種類の証拠のすべてを使用
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する頻度が高くなっていた。 
 
図 6. 複数の観察実験で得られたデータ，現象，および視覚的プレゼンテーションによって，あらゆる

主要な概念が裏付けられる第８学年の理科の授業の国別平均割合(%) 
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1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2複数の観察実験で得られたデータ：AU, JP>CZ, NL, US 
3複数の現象：AU, JP > CZ, NL, US 
4複数の視覚的プレゼンテーション：CZ, JP>NL  
 
・ 現実世界の問題：科学的概念は，オーストラリアを除く他のすべての国に比べチェコ共和国の第８
学年の理科の授業において，現実世界の問題や例を使って導き出される割合が高かった。オー

ストラリアの授業では，日本に比べてより多くの授業で科学的概念の理解を裏付けるために現実

世界の問題が使用されていた。米国では，科学的概念を導き出すために現実世界の問題を使用

するよりも，現実世界の問題をテーマに関連した興味深い補足事項として提示することに平均して

より多くの授業時間を費やしていた。その反対であったのがチェコ共和国であり，残りの国々には

差は見られなかった。 
 
生徒の学習活動 
 
生徒が行う能動的な理科学習活動の 3 つの種類としては，個別の観察実験活動（観察と対象物の操作），
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個別の非観察実験活動（読む，書く，少人数での討論），およびクラス全体での討論があった。 
 
・ 米国では，これらの 3 つの活動のそれぞれに生徒が費やす授業時間の割合に差は見られなかっ
たが，他のすべての国では，1 つの活動が他の活動より突出して行われる傾向が見られた（図 7）。
チェコ共和国の授業では，平均して，個別の観察実験活動および個別の非観察実験活動のいず

れよりも，クラス全体での討論に割り当てられる割合が多くなっていた。オーストラリアと日本では，

個別の観察実験活動を中心とした授業時間の平均割合が，他の 2 つの活動よりも高くなっていた。
日本とオランダでは，クラス全体での討論よりも個別の非観察実験活動を中心とした授業時間の

割合が平均して高くなっていた。 
 
図 7. 個別の観察実験活動，個別の非観察実験活動，およびクラス全体での討論に割り当てられる

第８学年の理科の授業の指導時間の国別割合(%) 

19 22
33 34

4
2328

151319 13 19
10

33

15
0

20

40

60

80

100

AU CZ JP NL US

国
1

授
業
の
割
合
(%
)

個別の観察実験活動

個別の非観察実験活動

クラス全体での討論

2

3

4

 
 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2個別の実際的活動：AU, JP, NL, US>CZ; AU, JP>NL 
3個別の非観察実験活動：NL>CZ, JP; US>CZ 
4クラス全体での討論：CZ>AU, JP, NL, US; AU, US>JP  
 
図 7 は，オーストラリアと日本の中心的指導アプローチは個別の実際的活動を中心としているのに対し，
チェコ共和国の授業はクラス全体での討論を中心としており，オランダの授業は生徒に個別の非観察実

験活動に取り組ませており，米国の授業は生徒に多様な種類の活動を提供していることを示している。以

下に示されている結果のサンプルは，生徒を理科的作業に取り組ませる各国の中心方略におけるこの他

の特徴を示している。 
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チェコ共和国の授業における生徒の学習活動 
 
・ チェコ共和国の生徒の理科学習活動は，クラス全体で行う内容が多い。たとえば，チェコ共和国
の第８学年の理科の授業では，他のすべての国に比べ，生徒がクラスの前に出てクラス全体に対

して理科的学習作業を行う機会が多い（授業の 75％）（図 8）。こうした学習作業の例としては，黒
板に問題の解決法を書く，黒板に化学公式を記述する，人骨標本の様々な部位の名前を言った

り指し示す，教師が口頭でクイズを出題する，補足的な実演を行う，などがある。チェコ共和国の

生徒は，19％の授業でクラスの前に立って口頭でクイズを出題されており，その成績は 37％の授
業でクラス全員に発表されていた。これは授業数が少なすぎるため信頼性の高い推定が行えなか

った日本を除く他のすべての国より高い割合である。さらに，チェコ共和国の生徒は，他の 3 つの
国のいずれよりも，5単語以上の内容をクラス全体に対して発言する割合が高くなっていた。 

 
図 8. クラス全体への成績公表，クラス全体での評価，およびクラス全体で行う生徒の学習作業を含

む第８学年の理科の授業の国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2クラス全体への成績発表： CZ>AU, NL, US 
3クラス全体での評価：差なし 
4クラス全体での作業：CZ>AU, JP, NL, US  
 
・ チェコ共和国の第８学年の理科の授業はオーストラリアと日本に比べ，生徒が個別の観察実験活
動を行い，これらの活動に基づくデータを解釈する授業の割合が低いが，クラス全体での観察実

験活動（演示実験など）を通じて収集されたデータの解釈を行う機会が，他のすべての国よりも多

い 33％の授業で見られた。 
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・ チェコ共和国の生徒は，他のすべての国の生徒よりも多くの授業で，構成が定められた理科ノート
を作成していた。 

 
オランダの授業における生徒の学習活動 
 
・ オランダの第８学年の理科の授業において，生徒は他のすべての国より多い 90％の授業で教科
書を使用していた（図 9）。教科書は，読み書きの学習教材として使用されることが多い。オランダ
の授業では，オーストラリア，チェコ共和国，日本の授業に比べ，生徒が補助テキスト（問題集以

外のもの）を読む割合が高い。オランダ（および米国）の第８学年の理科の授業では，生徒が答え

を書く割合が高く，個別の学習作業中に答えを選択するより（多岐選択，穴埋めなど），指導時間

に当てられる時間が平均して長くなっていた。オーストラリア，チェコ共和国，日本では差が見られ

なかった。 
 
図 9. 生徒が教科書および/またはワークブックを使用する，第８学年の理科の授業の国別割合(%) 
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1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
注：NL>AU, CZ, JP, US; CZ, JP>AU, US 
 
・ オランダの生徒は，チェコ共和国および日本の生徒に比べ，より多くの授業でクラス全体の討議
中に科学の内容の質問をすることによって自分の学習に責任を持っていた。 

 
・ 宿題は，オランダの第８学年の理科の授業における重要な特徴であった。オランダでは，チェコ共
和国や日本より宿題を出す授業が多かった。オランダでは，52％の授業で生徒が宿題を一緒に
検証する機会を持ち，これは信頼性のある評価が行えなかった日本を除く他のすべての国よりも
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高い割合であった（図 10）。チェコ共和国および日本の授業に比べオランダでは，割り当てられた
宿題に取り組む時間を生徒に与える授業も多かった。生徒は，オランダの 52％の授業において，
終えるのに数日あるいは数週間必要な長期の課題を与えられていた。オランダの生徒は，37％の
授業において，これらの長期に設定された課題を行いつつ自らの学習をチェックすることを求めら

れていた。こうした学習手法は，他の国々では例が少なすぎるため，こうした手法の信頼性ある推

定を行うことはできなかった。 
 
図 10. 長期にわたる課題への自発的ペース設定，宿題の見直し，授業中における宿題への取組みを

行う第８学年の理科の授業の国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2長期にわたる課題への自発的ペース設定：NL>AU 
3宿題の見直し：NL>AU, CZ, US; US>AU 
4授業中における宿題への取組み：AU, NL>CZ, JP; US>CZ  
5宿題の見直しと授業中における宿題への取組み：NL>US 
 
オーストラリアと日本の授業における生徒の学習活動 
 
・ 個別の観察実験活動の一環として，オーストラリアと日本では，チェコ共和国，オランダ，および米
国に比べ（それぞれ 8％，29％，および 31％），生徒は観察実験で得られたデータおよび現象の
観察の収集と記録を，より多くの第８学年の理科の授業で行っていた（それぞれ 62％と 59％）（図
11）。教師または教科書の指導により，生徒はチェコ共和国およびオランダの場合よりオーストラリ
アと日本の授業において，収集されたデータの整理や処理（グラフ，チャートなどの作成）を多く行

っていた。データの整理や処理のための方針を生徒が自分で考える授業の割合には，各国間の
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差が見られなかった（いずれの国においても 9％未満の授業，図 11）。 
 
図 11. 個別の観察実験活動から得られたデータを生徒が記録および操作する，第８学年の理科の授

業の国別割合(%) 
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‡ 報告の基準に満たず。報告数が不足。 
1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
2生徒がデータを収集，記録する：AU, JP, NL, US>CZ; AU, JP>NL, US 
3収集されたデータを生徒が自分で整理または処理：差が見られず 
4 教師または教科書の指導によって収集されたデータを生徒が整理または処理：AU, JP>CZ, NL; 
US>CZ 
注：収集されたデータを生徒が必ず処理するとは限らないため，生徒が処理したデータの合計は，生徒

が収集し記録したデータの合計にはならない。  
 
・ オーストラリアの第８学年の理科の授業の 56％（チェコ共和国とオランダを上回る）と，日本の授業
の 43％（チェコ共和国を上回る）で，個別の観察実験活動で収集されたデータの解釈を生徒が行
っていた。 

 
米国における生徒の学習活動 
 
・ 米国ではチェコ共和国，日本，オランダに比べ，より多くの第８学年の理科の授業で，関心を喚起
するための活動（ゲーム，パズル，劇的なプレゼンテーション，驚くような現象，教室以外への外出，

個人的な物語など）が行われており，平均して，指導時間のより多くの割合が授業以外の関心喚

起活動に割り当てられていた（図 12）。さらにオーストラリアを除く他のすべての国と比べ，米国の
授業では，科学への関心を生徒に持たせるために教師が 3 種類の活動（現実世界の問題，体験
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的な個別の観察実験活動，関心を喚起する活動）を使用していた。 
 
図 12. 少なくとも 1つの関心喚起活動を行う，第８学年の理科の授業の国別割合(%) 

63

2329
37

28

0

20

40

60

80

100

AU CZ JP NL US

国1

授
業
の
割
合
(%
)

 
 

1 AU＝オーストラリア，CZ＝チェコ共和国，JP＝日本，NL＝オランダ，US＝米国 
注：US>CZ, JP, NL  
 
・ 米国における第８学年の理科の授業は，26％が習慣的な授業開始活動で始まっていた。この習
慣には，授業を正式にはじめる前に，生徒が教室に入るとすぐに掲示されている課題に取り組み

始めることなどがある。この習慣は，日本では 5％の授業で行われており，他のすべての国では事
例が不足しているため信頼性のある評価は行えなかった。 

 
 
理科授業のパターンに関する要約 
 
チェコ共和国のパターン 
 
チェコ共和国の第８学年の理科の授業は，授業内容を正しく理解することに的を絞っていると思われる，

クラス全体の学習活動である。指導時間は，正統的な科学の知識の復習と評価と理解を重視している。

授業内容は，難易度と密度が高く，理論的で，概念的な関連性を持たせることよりは事実や定義を中心と

して構成されている。おそらく，概念の占める密度が高く，高い割合で授業が別個の情報の断片として構

成されているため，半数の授業で，概念を 1 つに結びつける概念的関連性が弱いか全く見られなかった。
その一方で，半数の授業は強い概念的関連性で結び付けられており，目標や要約の説明が頻繁になさ

れることも，授業内容の一貫性に貢献していると考えられる。主要な概念が観察実験のデータや現象によ
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って裏付けられる頻度は日本より低いが，主要な概念は視覚的なプレゼンテーションを使用して理解が

深められることが多い。事実，大半の授業においてすべての主要な概念は複数の視覚的プレゼンテーシ

ョンによって裏付けられている。生徒は，主として頻繁に行われるクラス全体の討論を通じて能動的に理

科の学習に取り組んでいた。この討論で，チェコ共和国の生徒は米国を除く他のすべての国の生徒よりも

5 語以上長い発言をクラス全体に対して行っていた。生徒はまた教室の前に出てクラス全体に対して学
習作業を行い，構成が定められた理科ノートに内容を書き写していた。 
 
オランダのパターン 
 
オランダの第８学年の理科の授業は，理科の授業内容を生徒が個別に学習することに的を絞っているよ

うに思われる。個別の非観察実験活動の中で，生徒は教科書を読み，質問への答えを記述していた（答

えを選択するだけでなく）。通常宿題が課され，授業の個別の学習作業（授業中に課題に取り組む）また

はクラス全体での学習作業（宿題を一緒に見直す）の焦点となっているように見受けられる場合が多かっ

た。生徒は授業中と授業外の両方で宿題に取り組んでいた。生徒は，課題の長期的スケジュールのペー

スを自分で設定すること，解答本で自分の作業をチェックすること，および理科ノートを整理してつけるこ

とを求められていた。オランダの理科の授業に個別の観察実験活動が含まれる場合（授業の 30%），活
動の前に手順のガイドラインが示されるのみで，活動後にはクラス全体で話し合いを行うことなく，ほとん

どの授業の場合，自分自身で取り組むように指示されていた。日本（事例数が少なすぎるために信頼性

のある推定を計算できない）を除く他のすべての国に比べて，オランダの授業でのクラス全体の時間には，

宿題を一緒に検討することが含まれている場合が多かった。オランダの生徒は，クラス全体での討論の際

に，授業内容に関連した自分自身の発言を行うことによって，独自の学習責任を果たしていた。 
 
日本のパターン 
 
日本の第８学年（中学２年）の理科の授業は，主要な概念や結論を導き出すためにデータを収集し解釈

する，質問重視の帰納的な手法を通じて概念と証拠を関連付けることにより，少数の概念を構築すること

を主眼としていた。日本の理科の授業は，データのパターンを特定し，概念と証拠を関連付けることを重

視した，概念的一貫性の高いものであると思われる。個別の観察実験活動は，主要な概念を導き出す上

で中心的役割を果たしていた。このような作業を行う前に，日本の第８学年の生徒は，通常の場合，探究

していくうちに遭遇するであろう疑問についての情報を与えられ，時には予測を求められることもある。観

察実験活動の間とその後に，日本の生徒は教師と教科書によって導かれながら，グラフやチャートへとデ

ータを整理，処理し，その後でデータを解釈する。個別の観察実験活動後の討論は，通常の場合，授業

の主眼となる概念である，1 つの主要な結論を導き出すことへとつながる。チェコ共和国の授業とは対照
的に，日本の理科の授業で正統的概念が提示されることは少なく，こうした概念は，難易度が高く理論的

であるとはみなされていなかった。しかし，日本の理科の授業におけるすべての概念は，データおよび/ま
たは現象を使用して導き出されていた。事実，すべての主要な概念は，複数のデータまたは複数の現象
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によってしばしば裏付けられていた。したがって，日本の理科の授業では導き出される概念の数は少ない

が，それぞれの概念が裏づけとなる複数の証拠によって，深く掘り下げられているようであった。 
 
オーストラリアのパターン 
 
日本の第８学年の理科の授業と同様，オーストラリアの授業は，概念と証拠を関連付けることによって，限

られた数の概念を導き出すことに的を絞る傾向があった。概念は，生徒が個別に行う観察実験活動にお

いてデータを収集するための質問，帰納的手法を通じて導き出される。観察実験活動の最中と後にオー

ストラリアの生徒がデータの整理と処理，およびデータの解釈を行う際，指導が与えられることが多い。結

果と結論に関する討論が，個別の観察実験活動の後に行われていた。オーストラリアの理科の授業にお

けるすべての主要な概念は，他のいくつかの国の授業よりも，データまたは現象によって裏付けられる頻

度が高かった。 
 
日本とは対照的に，オーストラリアの理科の授業では，現実世界の実例によって科学概念の導出を裏付

ける頻度は高いが，視覚的プレゼンテーションによって裏付ける頻度は低かった。さらに，生徒はより多く

の授業で，日本の授業では見受けられる頻度が低かったいくつかの学習活動（討論，質問，理科ノートを

つける，宿題）に参加していた。特に，オーストラリアの授業には，生徒が参加する頻度の高い，2 つ以上
の種類の活動（現実世界の問題，個別の観察実験活動，関心を高めるための学習活動）を含む割合が

高くなっている。従って，オーストラリアの授業は，質問/帰納的プロセスを通じて概念を導き出すことを強
く重要視しているように思われるが，現実世界の問題の例によって正統的概念を裏づけ，生徒の興味を

引き出すような複数の種類の学習活動を盛り込むことも重視している。 
 
米国のパターン 
 
データによると，米国の第８学年の理科の授業は，生徒に科学的学習作業への関心を持たせる様々な活

動によって特徴付けられており，これらの学習活動を科学の内容の概念の理解に関連付けることは，それ

程重要視されていないことが示唆された。生徒の学習活動という点で，米国の第８学年の理科の授業は，

個別の観察実験活動（観察実験学習，実験室など），個別の非観察実験活動（読む，書く，少人数での

討論），およびクラス全体での討論への生徒の参加をほぼ等しく重視することで，様々な活動によって生

徒を常に飽きさせないようにしている。さらに，米国の理科の教師は，現実世界の問題や関心を高める活

動（ゲーム，パズル，ロールプレイなど）を使用することで，生徒の興味と積極的な参加を促そうとしていた。

米国ではオーストラリアを除く他の国よりもより多くの指導時間が，関心を促すための活動のために行われ

ていた。 
 
理科の授業内容という分野において，米国の第８学年の理科の授業で生徒は様々な形態（データ，現象，

視覚的プレゼンテーション，現実世界の実例）で証拠に触れることと並んで，（日本の授業よりも高い頻度
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で）法則や理論という形で，いくつかの難易度の高い授業内容に触れる機会を得ていた。しかし授業では，

これらの様々な証拠の源を科学的概念と関連させて，科学の内容を一貫性と関連性を持たせて深く扱う

頻度は高くなかった。代りに，様々な断片的内容は，関連性のある概念のセットではなく，事実の情報や

問題解決のアルゴリズムの別々の部分として編成されるのが一般的であった。たとえば，米国の授業では，

現実世界の問題が，理科の授業内容の概念を導き出すための重要な部分として使用されるよりは，興味

を引く補足事項として言及されることが多い。授業の 44％が，概念的関連性が弱いか全く持たないものと
して特徴付けられ，一方で授業の 27％が理科の授業内容の概念をまったく導き出さずに学習活動の実
施に的を絞っていた。 
 
 
成績のよい 4つの国が，2つの共通点を共有 
 
成績のよい国々に共通の第 1 の点は，授業内容の水準および生徒の学習の期待値が高いことであった。
しかし，どのような学習内容が高い水準であるかについては，国によって定義が異なっている。成績のよ

い国々の生徒は，厳格な方法で理科の授業内容に取り組むことが求められていた。2 番目に，成績のよ
い各国における理科の授業では，生徒に様々な指導法や学習内容を経験させるのではなく，授業内容

に的を絞った共通の中心的指導法を実施していた。 
 
チェコ共和国では，授業内容の水準が，理科の授業内容の概念の密度と難易度，ならびに科学につい

てクラス全体で行われる討論に的を絞った中心的指導法の点で高くなっていた。オーストラリアと日本の

授業内容の水準は，観察実験で得られたデータおよび現象という形の証拠によって裏付けられた概念の

理解，および質問と帰納的プロセスによる概念とデータの関連付けに的を絞った中心的指導法の点で高

くなっていた。生徒は個別の観察実験活動によってデータを収集していた。また，オーストラリアの授業は

日本の授業よりも高い割合で，現実世界の問題の裏づけによって概念の理解をサポートしており，日本

の授業はオーストラリアよりも視覚的プレゼンテーションをより多く使って概念の理解をサポートしていた。

オランダでは，理科の授業内容の期待値が，生徒が自分自身の個別の学習に責任を持つという点にお

いて高く，中心的指導法は，教科書を中心とした読み書きを重視した，個別の非観察実験活動となって

いた。 
 
 
まとめ 
 
TIMSS 1999ビデオ調査＜理科＞の結果は，参加各国における第８学年の理科の授業における文化的
パターンを示し，成績のよかった国々における授業内容と中心的指導法の重要な役割を浮き彫りにして

いる。各国に共通する点もあるものの，成績のよかったすべての国を含むそれぞれの国は，理科の授業

に対して異なったアプローチを採用しており，生徒に対し，理科を学ぶ様々な機会と，理科を学習するこ
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との意味についての異なった展望を提供している。授業は，その構成上の特徴，内容的特徴，および生

徒が理科の活動に積極的に参加する方法において異なっていた。したがって，成績優秀なすべての国

が共有する 1 つの手法は存在しなかった。しかし，成績のよい国々の授業は，何らかの種類の高い授業
内容水準に生徒を保つ，一貫性のある指導および授業内容の編成方略を備えた中心的指導法を備えて

いるという特徴があった。米国における理科の授業にも中心的指導法はあるが，その手法は一貫性よりも

多様性を，すなわち編成構造的多様性，授業内容の多様性，活動の多様性を重視していた。 
 
この調査の結果をさらに詳しく知り，CD-ROM に収められたビデオクリップ事例を試聴するには，報告書

「5カ国における理科の授業：TIMSS 1999ビデオ調査の結果」を参照のこと。 
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第６章 理科授業ビデオの教師教育への活用 

 

 前章まで，わが国を含む５か国で収録された理科授業ビデオに関する分析と評価の基礎的な研

究成果を報告してきた。本章では，本研究の成果を今後の教師教育の発展に広く活用していただ

くために，本研究で開発した理科授業ビデオ分析法を用いた教師教育の効果について質問紙調

査によって評価した結果を報告するとともに，実際に収録された授業ビデオを教師教育に適用す

るために行った研究事例，さらには米国で数学授業ビデオをいかに教師教育に適用しているかに

関する調査結果を報告する。 

 
第１節 本研究に参加した理科教師による評価結果 

小倉 康 

第１項 授業者による評価 

 国内で収録された 95時間の理科授業ビデオに対して，それぞれ 6人（一部 7人）の評価者（理

科教師）が記した評価コメントを整理し，その結果を収録ビデオの授業者に提供した。その際，こう

した評価コメント情報が，授業者の研究・研修に役立つものか，問題点は何か，より役立つために

は何が必要か，等についての意見を収集するため，またそれによって授業者の立場から本研究の

取組みを評価するために，授業者へのアンケートを実施した。アンケートの項目ごとに，その結果

を報告する。なお，回答者数は，全授業者 95人中の 31人（回収率 33％）である（項目によって，

有効回答数は異なっている）。 

 

質問 1 

ご自身の授業に対する評価コメントは，先生ご自身の研究・研修に役立つと思われますか。次の

１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても役立つ ２．役立つ ３．あまり役立たない ４．全く役立たない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

結果 １．とても役立つ   10人 

２．役立つ   17人 

３．あまり役立たない   3人 

４．全く役立たない  1人 

「とても役立つ」と「役立つ」を加えた肯定的回答の割合 87％ 

 

理由 

「１．とても役立つ」の回答理由 

・ 研修する機会にほとんどめぐまれず、マンネリの授業が続く中で、6人もの評価者にいろいろな

気づきをコメントしてもらうことは大変有難く、ビデオを自分で見るだけでは、分からないところを

351 / 504



 

具体的にこと細かく時間（授業の流れにそって）にそって指導してもらい大変勉強になりまし

た。 

・ 個人的にはきびしい意見が述べられていたが、日常的に迷いながらいた部分が、ズバリと指摘

されていて、たいへんありがたい。役に立つものであつた。反省が多くあるが今後に生かしてい

きたい。 

・ 今までとちがった見方で評価していただき、今後に役に立てたい。 

・ 自分の指導のたりない部分を的確に評価をいただき、大変あいがたく読ませていただきまし

た。 

・ 自分の授業を振り返る機会になりました。他人の授業の様子を知ることができました。 

・ 自分の授業を振り返る機会を与えられ感謝しています。手厳しい評価に身が引き締まる思い

です。自分自身の研究研修不足を痛感させられました。 

・ 常日頃から自分なりに感じてはいたものの、初任研での研究授業以来、客観的に批評を頂く

機会が乏しかったため、大変新鮮にご意見を受け止めることができました。今後に役立てたい

と思います。 

・ 評価の内容が客観的で、評価者の個人的な考えが入っているといっても、結果的には、複数

のコメントが平行に入っているのは参考になります。 

・ 普段なかなかこのような細かな分析ができないので。 

・ 様々な視点から、詳細に授業についてコメントをいただける。評価者の考え方によって、いろい

ろな見方があることを知ることができ、授業を振り返るときの参考になる。 

「２．役立つ」の回答理由 

・ あくまでも評価者の個人的な考え方ということを理解した上で、自分自身の授業を客観的にと

らえることができる。 

・ もう一度ＶＴＲをみなおし、客観的に自分の授業をふりかえることができる。 

・ 観点の違いよって自分の平常の授業がどう様々に評価されるかというのがよく分かった。 

・ 具体的な項目についてのコメントがなされていて、役に立つと思った。 

・ 最近授業研の機会がないので 

・ 自分が考えて、そこまで思いが至らなかった点を指摘されている所が、何カ所かあり、新しい発

見があった。また、もっともだと思う所もあった。 

・ 自分では気づかない点を指摘していただける。自分の授業についてふりかえるきっかけとな

る。 

・ 自分の欠点が客観視されているから。 

・ 自分の授業を一時間を通してビデオを見ることは、あまりない機会であり、客観的に自らの授

業を見ることができた。 

・ 授業の悪い点については、自分自身で撮影したビデオである程度わかるものだが、逆に良さ

に気づくことは難しい。おかげで、自分の授業で大切にすべき点がわかった。 
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・ 詳細にコメントしていただき、本人が気付かずにいたことが多くわかり，役立っています。 

・ 生徒の実態、授業前後の扱い等、授業者でないと理解が得られない部分もあるが、自分の行

った授業を多面的に評価してもらうことで、不十分だった点が確認できる。 

・ 日頃、職務におわれて本校内の他の理科教員の授業でさえも、見学することもままならないの

が、実際のところですので、厳しい御意見をいただけるのは、これからの仕事に役立てていけ

ると思います。 

・ 評価はされないと思っていた。「ビデオをとるだけだから、普通にやっている授業でビデオをと

らせてほしい。」と言われたので、評価されてびっくりした。自分の授業をふりかえるという点で、

役立ったと思う。 

・ 普段、意識していない点を指摘し、堀り起こしていただいたものが少なからずありました。参考

になります。 

・ 率直な意見を聞く機会が最近は少なく、他の学校の理科の授業を見る機会もなく、少しずつマ

ンネリ化していく自分にとっては良い刺激となった。自分の「くせ」のような面も見えてきた。 

「３．あまり役立たない」の回答理由 

・ 評価者によってずい分差があるので、うーん・・・という感じです。 

・ 客観的事実が誤って、かってに解釈されているところが実に多いのが問題である。 

・ 毎時間、授業が勝負ということで取り組んでいることがある。それは授業の最後５分間に書かせ

る反省である。中でも情意面をいかにくみとれるかが、大切であると考えている。私の関心のあ

るテーマに対する意見が少なく、そのような意見もあるが、あまり参考にならないように感じまし

た。 

「４．全く役立たない」の回答理由 

・ 感情的になってしまう。 
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質問 2 

他の理科教師の授業ビデオを視聴し，かつ，それに対する評価コメントを見ることは，先生ご自

身の研究・研修に役立つと思われますか。次の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても役立つ ２．役立つ ３．あまり役立たない ４．全く役立たない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

 

結果 １．とても役立つ   7人 

２．役立つ   18人 

３．あまり役立たない   5人 

４．全く役立たない  0人 

「とても役立つ」と「役立つ」を加えた肯定的回答の割合 83％ 

 

理由 

「１．とても役立つ」の回答理由 

・ きびしい意見もあるが客観的に評価していただきありがたい。 

・ ちがった視点で自分の授業を振り返ることができるので。 

・ 授業を行う者にとって、授業中は閉ざされた空間で、自分本位に自己流で進めて自己満足し

てしまいがちです。他の理科教師の授業を見ることで、別の視点からのアイデアや、生徒のや

りとりの工夫など、勉強になることは多いと思います。 

・ 他の指導者の参考になる授業をビデオの形で（いつでも時間にとらわれず）見せていただける

のはうれしく思います。自分自身のこれからに、いかせることが多いと思いますが。 

・ 他の良さを吸収できるから。 

・ 多くの授業を見せていただくことで、自分にないものを取り入れることができると考えられるか

ら。 

・ ビデオを視聴することは、とても参考になるが、評価コメントは見たくないし、全く役立たない。 

「２．役立つ」の回答理由 

・ ビデオ視聴だと自分の日頃の見方、考え方でしか学べないと思うけど、評価コメントまであれば

参考にしながら授業のビデオを通して、自分が学べる部分が多いと思うので。 

・ 具体的内容で、授業に対する視点を振り返ったり、見出したりできるのでは 

・ 校内においても他の教論の授業を見る機会がほとんどないので 

・ 自分のくせや、話の組み立ての欠点がよくわかったから。ふだんと同じように授業をしてみたの

で、長、短所両面がずばりと出ている。死角の生徒への気配りの不足も、充分なつもりでいた

のがはずかしいくらいで、たいへん参考になった。 

・ 実験や声かけの工夫などが見られると思うので。 

・ 実際に他の教師の授業を見るのは研修授業等でしか見られないが、ビデオであれば、気軽に
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見て研修できる。 

・ 参考になる。 

・ 授業に対する評価が、評価者によって評価の観点がすごくちがうということが、コメントを読みよ

くわかった。生徒が興味を持ちよくわかる授業を自分なりに模索するにはいい機会である。 

・ 人のよいところが自分でもまねをしたい。 

・ 数多くの授業が見られるのは、よいことであり研修に役立つと思う。 

・ 他の先生方のよい所を吸収することができる。自分に足りないものが何であるか、知ることがで

きる。 

・ 多くの授業の様子を見ることで、そのよい部分を取り入れていくことができるのではないか。 

・ 同じ単元を扱った授業でも、今までに取り組んだことのない手法や構成を学ぶことができる。 

・ 特にすぐれていると思われる授業、または、評価の分かれる授業などを見せていただければ参

考になると思われます。 

・ 評価の高い先生の授業を見て参考にしたいと思います。 

・ 普段、管内のせまい地域での授業しか見ることがないので、広範囲の授業を参考にできてよい

と思う。 

・ 普段、自分の感性と知識、価値観でしか反省していないので。 

・ 利用すれば役立つと思うが、時間的な余裕があるかどうかが問題となる。 

「３．あまり役立たない」の回答理由 

・ あくまで、ビデオを視聴した先生自身が判断すべきことで、他のコメントを見ることは、役立たな

いと思います。 

・ 自分が見たい授業技術や知りたい方法などが、どのビデオに収録されているのか検索できれ

ば役立つと思うが、そうでない限り何本ものビデオが見てから初めて役立つかどうかわかること

になり、研修の能率としてはよくない。 

・ 授業のコメントのみでは、実際の授業がわからず、ビデオとともに見られるのであればよいと考

える。 

・ 対象としている生徒（不適切な言葉であるが能力を含めて）や学校の実態（設備や理科教育に

かけている学校予算を含めて）等が違うので、そう簡単には評価できないと考えている。評価を

正確に行うためにはもっと多くの客観的データ（情報）が必要である。 
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質問 3 

ご自身の授業の評価者となった教師たちと直接意見交換することは有意義と思われますか。次

の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても有意義 ２．有意義 ３．あまり有意義でない ４．全く有意義でない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

結果 １．とても有意義   4人 

２．有意義   13人 

３．あまり有意義でない  12人 

４．全く有意義でない  2人 

「とても有意義」と「有意義」を加えた肯定的回答の割合 55％ 

 

理由 

「１．とても有意義」の回答理由 

・ 教研などでも、なかなか言いつくしてもらえず、VTR を経てはいるが、それゆれに、有意義なも

のとなっていると思う。ただし、直接顔を合わせていたら、そこまでは言ってもらえないのでは 

・ 自分の授業、実践力を高める上で、直接、意見交換することはとても有意義です。互いが自分

の実践しているビデオを見合うというのは、言いっぱなしでない信頼感がありそうです。 

・ 授業に対して、どのようなお考えや観点をおもちなのか、お伺いできるので、大いに参考にな

ると考える。 

・ 評価の観点がより具体的・明確になるので。 

「２．有意義」の回答理由 

・ この授業について自分ならこう指導するという具体的な話がきかれたらありがたいです。 

・ ビデオ視聴だけよりはよい。 

・ 意識しなかった部分によい評価をいただいたり、意図的に仕組んだことに疑問をいただいたり

している。なぜそう思われたのかを聞かせていただくことで、もっと自分自身の授業をつくる視

点（力量）を高めたい。 

・ 客観的な視点での評価が得られる。 

・ 私自身の行った今回の授業を，評価者が同じ内容「範囲」を授業として行ったら、どのようにさ

れるのかが見られると、とても良い参考になると思います。 

・ 自分の反省すべき点、改善すべき点を具体的に教えていただくことができると思うから。 

・ 情報交換は大事であろう。ただ、自分は自信がないし時間的にもきびしい。 

・ 直接に意見交換する機会があれば授業の場面だけでなく、授業の場面での評価のマイナスも

プラスも日頃の授業まで、掘り下げて意見をきくことができ、大変自分の授業作りに役立つと思

うので。 

・ 直接話し合うことによって、さらに研修が深められると思う。 
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・ 適切なアドバイスを受けられる。 

・ 特に理由はないが、意義はある。 

・ 幅広く、情報や指導技術が吸収できるから。 

・ 本当のところはお恥ずかしくて遠慮したいです。 

「３．あまり有意義でない」の回答理由 

・ この授業だけで直接意見交換するほどの問題意識をもって、この授業にのぞんでいない。こん

なことではいけないかもしれないが、平素の一時間の授業のため、話しあう観点がみつけにく

い。 

・ これだけ、こまかくコメントがあれば、自分で振り返るには、十分では。 

・ 学校の環境なども考えられて、評価されていない所もあり、例えば理科室が 2 階にあり、下に

教室があり、授業の最初に立たせないようにといった学校全体のとり決めをご存知なくて評価さ

れている点などがあるので。 

・ おそろしいな。 

・ 今回の資料を読ませて頂いただけで十分です。（時間的にも難しいと思いますので・・・） 

・ 私の場合、評価をそのまま受け止めているので、意見交換の必要性を感じていません。 

・ 生徒の質、環境もちがうので評価した方との意見もくいちがいがあるため。 

・ 対象としている生徒（不適切な言葉であるが能力を含めて）や学校の実態（設備や理科教育に

かけている学校予算を含めて）等が違うので、意見交換しても意味がかみ合わないのではない

か。また、各教師が教育実践をしている場の状況で、その教師が何に価値基準をおいて教え

るかが異なるので。 

・ 同じテーマで行った授業ではないので、討議して内容を発展させられるというものではないと

思う。 

・ 評価コメントを熟読することである程度、評価者の言わんとすることは理解できる。 

・ 評価を見ることで充分。 

「４．全く有意義でない」の回答理由 

・ 現実的に考える、時間等のゆとりがないので、 

・ 私自身他人の自慢話は聞く耳を持たない、むしろ評価者の日常の授業がどれだけすばらしい

ものか興味がある。 
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質問 4 

自分や他人が授業者となったり評価者となったりして進める理科授業ビデオに基づく授業研究

会があれば有意義と思われますか。次の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても有意義 ２．有意義 ３．あまり有意義でない ４．全く有意義でない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

 

結果 １．とても有意義   6人 

２．有意義   14人 

３．あまり有意義でない  9人 

４．全く有意義でない  1人 

「とても有意義」と「有意義」を加えた肯定的回答の割合 67％ 

 

理由 

「１．とても有意義」の回答理由 

・ 意見交換するなら研究会方式で行うのが、適切だと思う。 

・ 研究・研修不足の私にとっては、勉強する場を与えていただける事は、とっても有意義なことだ

と思います。 

・ 自己研鑽という意味で必要なことだと思うので。 

・ 質問 3 と同じく有意義だと思う。 

・ 評価しあう者の見方の観点によるが、質問 3 と同様に有意義と思います。 

・ 普段あまりない試みで、自分で自分も客観的に分析できるように感じた。他の先生方のものも

見せていただいて分析できるととても有意義と思う。 

「２．有意義」の回答理由 

・ 「時間の確保ができれば」という前程条件があるが。 

・ 10 人授業者があれば 10 人それぞれに学ぶべきところが必ずあるはずですから、授業者の立

場で、評価者の立場で、意見交換することは有意義と思います。 

・ こういう研究会は、これまでなかったと思うので 

・ もしも、実現できれば有意義と考えます。授業への緊張感、自分を高めようとする向上心など

が増大すると思うからです。 

・ 自分がといわれると尻ごみしてしまいますが、いいことだとは思います。 

・ 実際に日頃のいそがしさにまけてしまい、研究、研修のチャンスが少ないため。 

・ 上記項目 3 と同様です。 

・ 他の人の授業をみる機会が限られている、ビデオなら、時間に余裕があるときに見れてよいと

思う。又、客観的に見られる。 

・ 問題点、参考になる点などを話しあうときに、何度でもくり返して見ることができる。同じビデオ
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で多くの人が話しあうことができる。 

・ 有意義であるものの、直接、その授業の空気をかいだほうが、より有意義であると思う。 

・ 有意義とは思うが、自分がやれるかどうか・・・。ただ参考にはなると思う。 

「３．あまり有意義でない」の回答理由 

・ このような取り組みを、各校の教科研修で行うのが一番効果的だと思います。校内の事情や、

生徒の個性などがわかった上で、どのような授業をつくっていくか研修ができれば、理想的で

す。 

・ 今回の評価でも、評価者によって全く逆の評価になっている部分がある。授業者を含め、直接

議論するか、評価者の数を数十人以上にするかでないと、単なる個人的の意見の集まりになる

と思う。 

・ 時間が不足している。他の校務が山積み。 

・ 時間の確保と客観的な情報の把握がむずかしい。 

・ 実際に行われる授業研究の方が意義があるとは思うが、忙しい中ではビデオによるものも、そ

れなりに意義があるかもしれない。 

・ 地域によっても違うため、同じ環境にある学校であればよいが、生物、地学は大きく差がある。 

「４．全く有意義でない」の回答理由 

・ 授業批判をし合うなら全く無意味。 
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第２項 評価者による評価 

 国内で収録された 95時間の理科授業ビデオに対して，それぞれ 6人（一部 7人）の評価者（理

科教師）が記した評価コメントを整理し，その結果を再び評価者に提供した。その際，こうした評価

コメント情報が，評価者自身の研究・研修に役立つものか，問題点は何か，より役立つためには何

が必要か，等についての意見を収集するため，またそれによって評価者の立場から本研究の取組

みを評価するために，評価者へのアンケートを実施した。アンケートの項目ごとに，その結果を報

告する。なお，回答者数は，全評価者 74人中の 46人（回収率 62％）である（項目によって，有効

回答数は異なっている）。 

 

質問 1 

本研究の中で，他の理科教師の授業ビデオを分析していただいた経験は，先生ご自身にとって

の研究・研修に役立ったと思われますか。次の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても役立つ ２．役立つ ３．あまり役立たない ４．全く役立たない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

 

結果 １．とても役立つ   26人 

２．役立つ   20人 

３．あまり役立たない   0人 

４．全く役立たない  0人 

「とても役立つ」と「役立つ」を加えた肯定的回答の割合 100％ 

 

理由 

「１．とても役立つ」の回答理由 

・ なかなか他人の授業をじっくり見る機会がなかったため、まとめて１０本近く、授業をみさせてい

ただいた経験は何物にも変えがたいものがあるから。 

・ ビデオの中での課題など自分自身の日頃の授業をふり返る材料となり大変有意義であると思

いました。 

・ ビデオを使った授業の分析方法については、私自身の授業についても行うことがある。今まで

とは違った視点から分析する本研究は、非常に自分自身の視野を広め、より客観的にものを

みつめ、判断する力が、自分自身の中についてきたと考える。 

・ 客観的にみられて役立った。研究授業などの、いわゆるみせる授業よりも、普段の授業が大切

ですので役立った。 

・ 研究授業や公開研に参加できるのは、市内、せいぜい県内に数年に一度程度しか機会はな

いので、このような形で、全国の中学校の授業を拝見できたことは、大変貴重な経験です。 

・ 研究発表会などで参観する機会は多いが、ごく日常の単元についての授業を見ることは新鮮
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でした。日常の授業から学ぶことがあらためて大切だと感じました。 

・ 私自身の勤務校付近の研究授業をみることはあるが、普段の他県における授業を見ることが

できた点で、非常に興味深く見ることができたから。 

・ 私達が参観できる授業の多くは（見せるため）もしくは（研究用）としてしくまれたもので、日常的

な授業をじっくり見る機会が少ない。したがって今回、他の先生の平素の授業をみることができ

て様々な面で参考になった。 

・ 自分の授業は、ビデオの授業のどのパターンに似ているだろうだとか、自分の授業について、

ふり返ることができた。 

・ 自分自身の授業実践と重ね合わせて、自分の実践を振り返ることができた。 

・ 授業に対して多面的にとらえ、より客観的に考える総合評価となっている。校内授業研究会等

でのアドバイスにも多いに役立つ。 

・ 授業ビデオをいくつかの視点から分析することで、自分自身の授業で注意しなければならない

点や、取り入れて生かしていきたい工夫などが見えてきて、大変勉強になった。また授業のあり

方や、生徒とのかかわりなど深く考える機会となり、とても有意義な経験だった。 

・ 授業を観させていただく機会が現場に立つ人間は思ったよりも少なく、そういう意味で日常的

な飾らない授業を観させていただけたことは何よりも役だったと思われます。 

・ 授業を客観的に見ることができ、観点別に分析することで教育効果や技術を研究でき、自分の

ための授業へ生かすことができる。 

・ 生徒の反応や教師の発問等、授業を構成する内容について、自分自身の授業を振り返って

みるようになりました。授業を細かく見る目が養われました。 

・ 他の授業者の授業を参観することは、ベテランの授業であれ実習生の授業であれ、刺激を与

えてくれる。自分の授業を改善していこうとする意欲を喚起し、改善のためのヒントを与えてくれ

るという意味で、大変役立った。 

・ 他の先生方の授業、とりわけ他の地域の先生方の授業を、拝見できる機会はそう多くはないの

で。 

・ 他の先生方の授業を拝見する機会は少ないので、VTRであっても貴重なものと思うからです。 

・ 他の理科教師が行っている授業を見て分析することは、自分の持っている授業のスキルを見

つめ直すことにつながるから。 

・ 他者を評価しながらも、自己の授業をふりかえらざるを得ない。参考になる実践や生徒への働

きかけも多く反省させられた。反面、マイナス評価も素直に記述させて頂いた。 

・ 多様な良さにふれることができた。自分をふり返ることができた。現在指導主事として、授業の

指導をしているので、よいトレーニングとなった。 

・ 単元や授業の目的、授業方法、使用する教材、生徒の学習形態、評価やまとめなど、ビデオ

を分析したことにより、自分で今まで以上に気をつけて、ていねいに授業計画を立てるようにな

ったこと。 
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・ 評価分析の観点が、自分及び自分の学校等の授業研究の際の評価項目の研究に役立った。

さらに、今後詳しい授業案づくりの際の視点にもなっていった。 

・ 普段見ることのできない、他の先生の通常の授業を多く見ることができ参考になった。また、自

分の授業の特徴、足りない点等も見えてきた。 

・ 分析に参加することが自分自身の授業を振り返ることにつながり、とても有意義だったから。 

・ 様々な実験の方法をビデオで視聴できた。発問など、批判的に分析する中で、よりよい授業の

展開方法を自分で考える機会となった。 

「２．役立つ」の回答理由 

・ ある意味では、全体の雰囲気に左右されることなく（実際の授業参観では、どうしても生徒に目

がいくので・・・）教師の活動（発問、演示等の操作）を冷静に見て、自分の授業をかえりみるよ

い機会となったと思います。 

・ いろんな授業形態があるんだと見識を広めることができた。 

・ より客観的に見ることができたから。 

・ 過去に指導した内容、方法等をふりかえり、今後の学習指導の向上に役立つ。 

・ 客観的に授業を見ることができ、自分の授業をふりかえることができた。 

・ 客観的に授業を見る機会は普段あまりとることができないため。また、自分の住んでいる地域

以外での授業も、あまり見ることができないため。 

・ 県外の先生の授業を参観する機会はあまりなく、特に研究授業以外の普段の授業を、ビデオ

で分析することは、貴重な経験となった。 

・ 誤解をおそれずに言えば、研究授業を「ごちそう」にたとえるなら、日常の授業は日々の「おそ

うざい」のようなもので、これが主たる指導であり、生徒の血、肉となっていく、このような視点か

ら、あまり見る機会のない、このような授業ビデオをみたことは、自分の授業のくみたてに役立

つ。 

・ 校内の研修においても、限られた職員で進めることが多く、いろいろな考えや視点での授業を

視聴することは、自分の考えや授業のとらえ方を深める意味で役立つと考えている。 

・ 今まで数多く参観した授業は全体的にみることが多かったが、今回のように分析的な観点でみ

た結果、自分の授業の再検討ができた。 

・ 今回の色々な先生の授業を観ることは、自分自身の研修にもなりよいことだと思います。なかな

か参観する時間もなく、研究授業とちがう一般的な授業も観ないからです。 

・ 指導上の問題点が明確になる。人のふり見て、我がふり直す。自分と対比させながら、ビデオ

分析することになり、自分の勉強になる。 

・ 自分の日頃の授業と比較し、見習いたい部分やその逆の部分がわかったから。 

・ 授業そのものをふり返ることは少ない、まして他の人の授業を見ることはまずない。「こんな発問

をしているのか」とか「ずいぶん余分なことをしているな」とか、自分の授業を反省する材料にも

なった。 
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・ 他の教師の授業を見る機会は年に数回であり、様々な授業を見て、取り入れられる点を吸収

できた。 

・ 他の先生の授業を見る機会は、あまり多くありません。また、様々な教材・教具を見ることができ

参考になりました。 

・ 多くの授業を参観するほど、教師の指導の良し悪し、おち入りやすいポイントなどがわかる。 

・ 同じ教材で自分が授業した場合や、子供の実態が変わった場合などを、ある程度予測するこ

とができる。また、客観的に授業者を評価するだけでなく、自分自身の経験を振りかえって、新

たな授業構成を考える手がかりにもなっている。 

・ 分析したままでは「２」。しかし、次の質問とその理由が実現できたので「１」です。 

・ 理科の他人の授業を見る機会は、そう多くはないので、これだけ見られると役に立つ。 

 

質問 2 

授業ビデオは６人の評価者が分析しましたが，先生が分析された授業ビデオに関する他の評価

者の評価コメントは，先生ご自身にとっての研究・研修に役立つと思われますか。次の１から４の中

で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても役立つ ２．役立つ ３．あまり役立たない ４．全く役立たない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

結果 １．とても役立つ   16人 

２．役立つ   28人 

３．あまり役立たない   2人 

４．全く役立たない  0人 

「とても役立つ」と「役立つ」を加えた肯定的回答の割合 96％ 

 

理由 

「１．とても役立つ」の回答理由 

・ 1 つの授業においても、人によりいろいろな十面、一面の評価がある。同じ場でも、十一あるし、

自分の気づかぬ視点の評価もあり、自分の授業に対する見方や考え方が高まっていった。 

・ ある授業に対して、いろいろなとらえ方があることがわかりました。分析する先生の授業スタイル

が感じられ、授業の進め方を考えてみる良い機会になりました。 

・ 共通のビデオを見ての評価は、自分自身の評価のレベルや多様な価値観を知ることになり、メ

タ認識することにつながる。 

・ 見る人によって、視点が異なること。 

・ 自分が一教師として感じていることが、他の先生方とどの程度近いものなのか、あるいは違って

いるものなのかという点は、直感的に興味を感じる。また、様々な立場（研究団体など）や、授

業法をなさっている先生方がいらっしゃるとすれば、視点も変わってくるだろうし、自分の参考
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になる。 

・ 自分とは異なる視点を多く知ることができ、視野の狭さを少しでも広げる大切な材料にもなり得

るからです。 

・ 自分の持っていない観点に気付くきっかけとなるから、私たちの研修にもなると思います。 

・ 自分の授業に関する見方が、比較できることでどのようなものか、再確認できるので。 

・ 授業を見る視点の多様なことに気付かされた。 

・ 人によって見方が違うものだとわかり、自分自身をもう一度みかえす機会となったから。 

・ 他の評価者のコメントを読むことによって、気づかなかった視点を与えてくれる。 

・ 他の評価者の視点が、自分にとって大変勉強になります。 

・ 同じ見方と逆の見方があり、またさらに深く考察されているものも、とても参考になり、これから

に役立つと思います。 

・ 同じ授業であっても、異なった価値観の中で、分析した結果を比較することで、自分自身の陥

りやすいひとりよがりにならず、また、広く知ることによって、自分の素養が、さらに深まってきま

した。また、落ち着きをもって客観的に、ものを見ることができるようになった。 

・ 同様の判断あり、異なった見解ありで役にたった。可能であれば、意見交換したいものもあるが

ここでは、ゆずっておきたい。１つの事象を複数の者が評価するのは大切である。 

・ 評価者によって異なる評価コメントは、私自身の考え方を再検討するのにも役立つと思われま

す。 

「２．役立つ」の回答理由 

・ どのような点を評価しているのか、他の視点を知ることは参考になる。 

・ ともすると、自分の「井戸」におち入ったままで、授業展開の視点が固定化していた。他の評価

者のコメントは、新たな視点を提供してくれると共に、自分のとらえ方のかたよりを直す上で役

立った。 

・ 観点が違うと、同じ授業でも、いろいろな評価がでる。それを確認できる。自分では、あまり気

にもしていない点を指摘してあり、なるほど・・・と改めて見直せる。 

・ 観点の違う評価コメントにより、自分で気づかなかった点などもわかり勉強になりました。 

・ 視点を改めて、自分の中で考え直したり、きちんともつことにつながった。 

・ 自分が十面での評価をしていても、他の多くの先生が一の評価をしている場合、自分の見方

について、見直したりできるからです。 

・ 自分と異なる視点を得ることができる。多面的な評価により、自己の授業に対する検討ができ

る。 

・ 自分と同様の観点の人もいれば、そうでない人もいるため、いろいろな価値観に触れることが

できたから。 

・ 自分の思いこみ（？）や、今までの教材観、授業観のちがいについて気づくことができた。1 つ

の教材に対しての評価者の見方も少しずつちがうし、授業を見る視点も角度やとらえ方で、か
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わってくると思う。 

・ 自分の目のかたよりや他の先生方の視点、同じ表れに対する見方の違いなど、自分の見方を

考える参考となりました。 

・ 授業のどこにポイントをおいて見るか、それぞれことなっています。自分の考え方以外の視点

を知ることができました。 

・ 授業をみる観点が人によって違うところ、また似たような所で、同じような評価をしている人もい

るので、参考になった。 

・ 授業を見る視点は、教師間で多少差異がある。場合によっては、ポジティブ、ネガティブと正反

対に異なる。こういう所は、自分にはない見方、考え方として参考になる。 

・ 他の先生方のコメントには、自分が気づかずに見落としていたことが多く示されており、授業の

見方や考え方などを吸収することができた。 

・ 他の先生方のコメントを自分の考えと比較できるから。 

・ 他の評価者の、ちがった視点からの授業分析は、参考になった。実験における改善点などの

記述も参考になった。 

・ 他の評価者の意見と自分の意見を比べることにより、いろいろな見方があることがわかった。他

の評価者の意見は、文章だけではわからないものもあった。 

・ 他者のコメントは参考になることもあるが、授業者個々に独自のスタイルがあってもよいと思う。 

・ 多様の見方があることがわかり、自分の考え方、授業の仕方への評価へもつながる。 

・ 同じ指導に対する評価が評価者の価値観によって、ずい分異なるものだとわかり、より多面的

な見方が必要だと認識できた。 

・ 同じ授業であっても、分析する先生の観点によって、コメントも色々と違うことが分かった。実際

に授業を進めていく上でも参考になった。 

・ 日本で行われている授業に対して、一般的にどのような見方をしている人がいるのかが分かっ

たから。 

・ 評価が一致することはむしろ少なく、いろいろな見方ができるものだと感心しました。授業研究

会を行うときにも、観点を共通理解して論じないと成果が絞れないと実感しました。 

・ 評価者A～Fについて、「授業の流れ」についての共感的な分析の仕方と、授業に求める姿に

ついて、きびしさを要求している点も参考になった。（教師の経験の差もあるが。） 

・ 評価者の指導観によって、同じものを観ても異なった見解をもつ。自分の授業観、理科教育観

を見つめ直すよい機会を与えてくれる。 

・ 評価者の視点が人によって異なることがわかる。授業者の用意したプリントの内容についてコメ

ントしたり、なるほどと思う目のつけどころがあった。 

・ 評論の基準、観点が評価者によって差異があることは当然わかっていても、資料からうなずけ

る点もあり、自身の研修に役立った。 

・ 普段なに気なく教えていたことで、あいまいな点を再認識できた。発問や生徒とのやりとりのポ
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イント（自分のいままでやったものと別な）がみつけられた。 

「３．あまり役立たない」の回答理由 

・ 6 人の評価が羅列されているだけで見にくかった。自分が評価した箇所だけまず見てみた

が・・・、ポイントは大差なかった。どこの場面（時間でなく）がどの評価とつながっているのか

が、・・その分析が分かりにくい。 

・ ビデオ（授業）の内容をあまり思い出せないから。（記録をみても） 

 

質問 3 

先生が分析された以外の理科授業ビデオを視聴し，それに対する他の評価者の評価コメントを

見ることは，先生ご自身の研究・研修に役立つと思われますか。次の１から４の中で，最も適するも

のに○をしてください。 

（１．とても役立つ ２．役立つ ３．あまり役立たない ４．全く役立たない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

結果 １．とても役立つ   12人 

２．役立つ   23人 

３．あまり役立たない   10人 

４．全く役立たない  1人 

「とても役立つ」と「役立つ」を加えた肯定的回答の割合 76％ 

 

理由 

「１．とても役立つ」の回答理由 

・ 質問 1や 2 と同様、他の評価者が、どのような評価をされるかということは、自分の視点の広が

りや深まりをもたせてくれる。 

・ 質問 2 と同様。 

・ とても細かく、そして多数の記録の冊子を送っていただき、見せていただきましたが、内容がと

てもおもしろそうであるので、見てみたいと思いました。 

・ なるべく多くの授業をみることができれば、また一般と幅広い経験となるから。 

・ プラスの評価が多かったビデオを視聴し、参考にしたいと思います。 

・ 自分が分析した以外のビデオ授業でも、分析されたコメントを見ると、どんな授業であったのか

を想像することができる。生徒が目的意識をもって課題に取り組むことは大切であるが、それに

迫る方法は色々とあることが分かる。 

・ 自分の授業形態がマンネリ化しており、それを改善していくのに良い刺激となる。 

・ 質問 1 と同様に、先ず自分で授業ビデオを分析し、そこからおおくのことを学んだ上で、他の

先生方のコメントを読ませていただければ、自分の気づかないことや、不足していることなどが

わかり、授業への理解がより深まると思うから。 
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・ 他者の授業を見れば、自然に評価を行うわけだから、質問 2 と同じ効果が期待できる。また、

数をこなすことにとって何か効果を上げ、どのようなことを避けるべきなのかをより体系的に理解

できるように思う。 

・ 多くの授業実践を知る機会であり、他者の分析から学ぶことは多くあります。 

「２．役立つ」の回答理由 

・ （記録からではわからない。）ビデオを見ながら、コメントを見ることは、いろいろな考えを知るこ

とができてよいと思う。 

・ 「特に評価できる点」について等、若手教員や理科部会やサークルで紹介し、相互理解するこ

とで、理科の研修にも役立つ。授業書的な指導案に基づく「模範授業ビデオ」もあれば参考に

なる。 

・ 質問 2 と同じ理由 

・ 質問 2 と同様、他の教師が何を大切にしているのか、自分と比較して考えることができるから。 

・ できれば自分で視聴したいと思う。 

・ ビデオを見ながら、他者の評価を見ることは、役に立つことと考えるが、時間的な制約を考える

と“とても”とは言いにくい。ただ、時間の保障があったり、特定の分野や必要にせまられての視

聴であれば十分役に立つと思う。 

・ 一種の「指導の評価」を見ることができるわけで、ひとつの指導に様々な評価が存在することを

知る上で意味があるから。 

・ 自分で分析しなくても、色々な授業を見て、その内容について、検討する機会をもつことは有

意義と考えるから。 

・ 自分以外の方からの考えや意見を聞くことは、自分と違った見方・考え方を知ることができるの

で役立つと思います。ただ、自分で分析していないとビデオの見方がスーと流れてあらくなっ

てしまう気もします。ただ自分自身で研究として見れば大丈夫だと思いますが。 

・ 実際の授業を見ていないという点では、評価を読んだだけでは、なかなか理解できない点もあ

る。どうしても、自分自身の想像の中で、授業の流れをつくり上げてしまう。だが、そうであって

も自分自身が評価した経験から、きっと、このような授業だろうという想像はつきやすい。 

・ 授業の様子が、会話のみでわかりづらいが、1 つの授業に対しての評価者のとらえ方のちがい

に、興味がもてた。また、教材や指導のとらえ方にも見方がちがい、指導上の参考になると思

う。 

・ 授業の内容そのもののあいまいな点が認識できると思う。 

・ 設問の意味がよく理解できないが、授業を分析のコメントと合わせて見ることは研修になると思

う。 

・ 先にコメントを見てから、ビデオを視聴させていただくのも、自分の授業の見方（授業観）を自

覚する上で役に立つと思う。 

・ 他の先生方の、授業に対する見方、考え方を知ることができるので。 
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・ 他の評価者の授業分析する色々な視点を学べるから。 

・ 他者の評価というクレームをあたえられると、なぜ、この評価者は、ここの所を評価したのかとい

う所がよくわかり、自分の見方、考え方をひろめる機会になると思う。 

・ 多くの授業を見ることは勉強になると思う。しかし、すべての見るのは時間的に厳しい。 

・ 多様なよさを認める視野が広がる。 

・ 当然、そのように考えられます。評価者がどのように考えているのか、改めて重要であると思わ

れます。 

・ 分析した以外のビデオを見ていないので、よくわからないが、他評価者のコメントは役立つと思

う。 

・ 役立つには役立つが、質問 2 ほどではない。しかしより多くの時間が確保できる（自分が分析

すると時間がかかる）分、多くのビデオを視聴できるのでそれも良いと思う。 

「３．あまり役立たない」の回答理由 

・ 質問 2 と同じです。 

・ コメントをいくつか見ましたが、授業内容も分からず、あまり興味もわかない気がします。やはり

見た授業についてでないと、あまり意味がないと思われます。 

・ やはり、文字のみでは伝わってくるものがない。ビデオ（もちろん実際に見るのが一番だが）を

見ていないと参考にはなりにくい。 

・ やはり生徒の姿を見ていないのでピンとこない。（発話内容はあるが、それをきちんと読み分析

するだけの時間がない） 

・ 見せていただいたビデオから、大まかな日本の理科授業の概要が分かったから。 

・ 自分がどう思うかが、まず大事であろう。 

・ 自分が視聴してない授業については内容が不明である。授業記録を見ても、「問い」のとり方

や、声の調子などはわからない。 

・ 授業ビデオそのものを視聴していないため、コメントが妥当かどうかわからないので。 

・ 授業を実際に見ないと意味がない。 

・ 文字、文章上でのみ、授業の様子が想像はできるが、やはりビデオでの映像以上にはならな

い。 

「４．全く役立たない」の回答理由 

・ 総合的な分析が欲しい、ＡやＢの時はこういう評価になる。ＣやＤの姿が出るとこうなるといった、

まとめのようなのが欲しい。この貴重なデータをさらに分析的にとらえて一般化したい。 
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質問 4 

先生が分析された授業の授業者，及び，他の評価者たちと直接意見交換することは有意義と思

われますか。次の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても有意義 ２．有意義 ３．あまり有意義でない ４．全く有意義でない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

結果 １．とても有意義   15人 

２．有意義   23人 

３．あまり有意義でない  8人 

４．全く有意義でない  0人 

「とても有意義」と「有意義」を加えた肯定的回答の割合 83％ 

 

理由 

「１．とても有意義」の回答理由 

・ 質問 2や 3 と同じです。 

・ コミュニケーションの中から生まれるものは、さらに、高位の分析結果を生む。また、互いの考え

や評価の意図、また評価者自身の教師としての資質や素養を学び会える場としても、有効で

ある。 

・ コメントを書いた際の、微妙な価値基準・規準について、是非おうかがいしてみたい。 

・ そもそも、考え方の根本が異なる評価者なので討議をすることによって、新しい考えなどもでて

くるであろうと思われるから。 

・ 機会があるなら、他の方の考えを聞きたいです。ビデオ・まとめたもの以上にその人の考えを聞

いてみたいです。 

・ 教育方法論、科学論等、１つの授業をみて、考えを聞くことは、自分の勉強になる。 

・ 具体的な指導技術や効果などを検討することができる。 

・ 今後の若い教員の育成のマニュアルづくりには役立つと思われる。 

・ 最も有効な方法だと思う。ＶＴＲを見ながら協議を進めることによって、課題や解決方法などが

より具体的に、より洗練された形で得られ、さらにこれをまとめることによって、より良い理科授

業の進め方のようなものが見えてくると思う。 

・ 授業の改善を目的に基本的な授業の流れ（実験を中心に）を再確認し、共通理解を図ることが

出来れば有意義。国立の附属中を中心に進めることも一方法。 

・ 生徒の実態にもよるが「理科の授業者」として、意見交換できれば、たいへん意義あるものとと

らえる。授業者の思いや生徒の実態で変えられることと、理科を教えるなら、そこははずせな

い！と言えることがはっきりすると考える。 

・ 相互の考え方をコミュニケーションによって確認しあうのは有効な手法と考えられます。 

・ 有意義ではありますが、時間設定等、（特に遠隔地の場合）なかなか難しいのではないでしよう
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か。 

・ 話し合いの中で、さらに自分や他の見方や考え方が明瞭になってくると思う。さらに、話の中で

授業への対し方、教材観ｅｔｃ（生徒観・・）多様な話し合いに広がっていくことも期待したい。 

「２．有意義」の回答理由 

・ ①他の評価者が判断したコメントを自分が誤解していないかが分かるから。②他の評価者が分

析する基盤となる考え方をうかがうことができるから。③意見交換から新しい授業のあり方が発

見、確認できる可能性があるから。 

・ ビデオに表れた言動の意図、コメントの意図などうかがいたいと思うことがあるので、そのような

機会は有意義と思います。 

・ もう少し詳細に評価者のとらえ方や授業者も考えを知ることができると、指導の方法や計画で

の改善点が明らかになると思う。 

・ 我々の世界はともすると相互批判がマイナスにはたらくことがあります。互いの批判も含めて前

向きに受け止める素地かあれば有意義と思います。 

・ 時が許せば価値はあると思うが、なかなかそのような時間はとれないと思われる。 

・ 授業の技術や授業の組み立てに関する考えなど、色々聞けるようで、意味があると思う。 

・ 授業ビデオだけでは読み取れないことがあり、授業者の意図や説明を直接聞くことができれば、

分析した授業の理解も深まると思う。また、他の先生方の授業に対する色々な考え方を学ぶ機

会にもなり、有意義だと思う。 

・ 授業検討会は、現場ではよく行われている。“再生刺激法”によって、授業者の意図をより深く

感じ取ることができる。 

・ 授業者は自分の授業を多面的にみてもらい、改善点等の意見をもらうことは、次へ生きると考

えるため。 

・ 人にもよるし、授業内容にもよるが、どのような考え、価値観を持っているのか知りたいと思う。 

・ 他の評価者たちとの意見交換は、勉強になることが多いと思いますが、授業者との意見交換は、

あまり好ましくないように思えるのですが。 

・ 直接の意見交換は、新たな研究の深まり、発展を生み出す可能性がある。 

・ 直接意見交換する機会があれば、そこで授業に対する見方や考え方が身につくし、そのまま

活用できる。 

・ 同じ授業であっても、分析する先生の視点によって、結果が異なる場合がある。生徒の実態や

実験を進める目的によっても、班編成や授業の進め方にも、変化があるはずである。より授業

分析の内容を深めるためにも、意見交換は有意義であると思う。 

・ 評価が大きく分かれた点について、お互いに意見交換するのは、今後授業を行う上で有効で

しょう。 

・ 評価コメントの背後にある理念、指導観をお互いに議論することによって、共有できるようにな

るから。 
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・ 評価者が一堂に会しての意見交換はより深まりを増すと思う。 

・ 文章からはわからない授業分析の内容についても、より堀り下げて話し合える。 

・ 本来なら、1 つのビデオを数人でみながら討論し、意見が一致した所を良い点や、悪い点とし

た方が、評価に妥当性があるように感じられる。 

・ 有意義であるとは思うが、現実そのそうな時間はとりにくい。 

・ 有意義であると思ったのは、やはり論点を絞って話しができるためである。しかし、直接意見交

換すると場の雰囲気やメンバーによって意見の方向が左右されることがあるので、良くない点も

ある。 

・ 有意義なものと、そうでないものがあると思う。生徒がしっかり活動しているものについては、ぜ

ひ、直接意見交換したい。観点をお互いに深めるために。 

「３．あまり有意義でない」の回答理由 

・ それぞれの先生方に思いがあり、どういう意図で授業をしているのかを聞くことは興味はあるが、

それをもとに自分の授業の中で生かしていけそうだと思わないから。 

・ 一切非公開であったので、あまり有意義でない。普通の研究会では言えないような意見を書い

ていますので。 

・ 顔を合わせないことを前提として、行った分析なので率直な意見を出せたという側面があると

思うから。しかし、授業者の状況等は（学校の雰囲気等）、会って話すとよくわかるという側面も

あるとは思う。 

・ 授業＋研究会というパターンの方が、やはり効率がよい。 

・ 授業者によっては、意見交換したいと思うのもありましたが、ほとんどは、有意義にはならないと

思う。テーマやポイントがしぼれた話題なら、価値はあると思う。 

・ 授業内容が討議するためのものではないので、授業者にとっては、負担になると思われます。 

・ 評価者は、あくまでも客観的な観察者として授業を参観しているのであり、もし授業者や他の

評価者と関わることは、「客観的立場」でなくなってしまうことになる。関わりの場で出た発言が、

どの程度、本音になるのか疑問である。 

・ 報告書では、否定的な評価多く実りのある議論にならないように思うので。（授業者は特に「二

度とやるものか」と思ってしまうのではないでしょうか） 
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質問 5 

自分や他人が授業者となったり評価者となったりして進める理科授業ビデオに基づく授業研究

会があれば有意義と思われますか。次の１から４の中で，最も適するものに○をしてください。 

（１．とても有意義 ２．有意義 ３．あまり有意義でない ４．全く有意義でない） 

また，そう思われた理由を教えてください。 

 

結果 １．とても有意義   16人 

２．有意義   27人 

３．あまり有意義でない  1人 

４．全く有意義でない  0人 

「とても有意義」と「有意義」を加えた肯定的回答の割合 98％ 

 

理由 

「１．とても有意義」の回答理由 

・ 質問 3に同じ。 

・ ある授業について、何人かで検討して、より良い授業を求めていく場があれば有意義であると

思います。志の同じ人が集まれればと思います。 

・ ぜひ参加したい。今回もそういう会があれば非常によかったが残念！ 自分の 1つの行動に対

する評価に対しての他者の評価をぜひ直接その中で学んでいきたい。 

・ ビデオに限らず、研究授業ではない、通常の授業を見合うことは、お互いの勉強になると思う。 

・ もちろん、生の授業がいちばんなのだが、時間的にも地域的にも制約されてしまうため、ビデ

オで行うことは有意義だと考える。そして多くの他地域の方と協議できればすばらしい。 

・ 互いに自ら授業をし、相互評価し合うことは、とても有意義なことである。授業研究会に集まるこ

とが、難しいときでも、ビデオを活用すれば、同様の効果が得られる場合もあると思う。 

・ 今までにない研究でしたので、理科授業ビデオを見ての研究会はおもしろそうで、有意義では

ないかと思います。 

・ 指導案だけでなく、実際に自分がやった授業を、ビデオとして多くの先生に視聴してもらい、評

価してもらうことは、授業の改善やこれからの自分の研究を進めていく上でも役立つと思う。 

・ 指導力の向上につながるから。授業の中にもっと徒弟制を導入すべきだと思う。自分の世界か

らなかなか抜け出せないので。 

・ 事前に参加者がビデオを見て、コメントを用意し、会合がもたれるなら、前述してきたことにより、

有意義な話し合いができると考える。ただし、自分が授業者になったら“つらい”ものがあ

る・・・。 

・ 時に自分の授業を VTR に撮ってみると、とても多くのことに気がつきます。それについて評価

の場を与えてもらえるのは、自分の授業をみつめ直すいい機会と思います。 
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・ 自分の授業は、自分で思っているほど見えていない。自分の思慮が及ばない問題点や改善

策等をディスカッションすることは自分の授業の力を向上させるためにとても効果的だと思う。ま

た、これからの研究を通して浮上した課題や対策を一般化できれば、他の授業者の役にも立

つと思う。 

・ 実際の授業をみせていただいた後で、ビデオをみながら分析する方法であれば、より評価が

具体的となり、また、気づかなかった部分も、より多く発見することができる。しかしながら、授業

者が、まな板のコイにならないように留意する必要がある。 

・ 授業を再生しながら、通常は流れてしまいがちなプロトコルのひとつひとつを詳細に検討でき

る点などからも有効な手法と考えられます。 

・ 授業者と参加者が議論をすることで共に育っていくような研究会になれば素晴らしいと思うの

で。（研究会をどのように進めていくかがとても重要だと思います。 

・ 年をとるにしたがって、柔軟性に欠け、授業にもそれがあらわれてきていると思うので、少しでも

新しい空気を取り込んでいきたいという意味で。 

「２．有意義」の回答理由 

・ 質問１の項に書かせていただいたように、ビデオは実際の授業を参観するのとは違った意味で、

分析的な見方ができるので有意義であると思う。 

・ 質問 4 と同じ理由。ただ、昨今教員の仕事量が増え、このような機会を設定しても、なかなか参

加者がいないという問題点がある。 

・ 教師の力量を高めるため、自分の気づかない問題点について考える機会となる。 

・ 同席しての意見交換なら、VTRでなく、その場の実践を見ての研究会としたい。 

・ 質問 4 よりは参加型になっている分、深まるような気がする。 

・ いろいろな評価がぶつかりあり、おもしろいと思われる。 

・ とても参考になると思う。しかし、それは、自分の授業に自信があったり、きびしい意見にもたえ

らえる心を持った教師でないと出来ないと思う。ごく普通の先生方が、はたしてそのような事を

考えているか・・・。 

・ とても参考になると思う。しかしそれは公開授業という形でしていることとあまり変わらないと思う。

授業研究会というよりは、良い授業の VTR をライブラリー化して、いつでも見られるような会が

あればもっと有意義だと思う。 

・ とても有意義であると思うが、実際には敬遠される人が多いのではないか。 

・ メンバーが固定しなければ、有意義と考えます。 

・ もちろんよりよい授業を求めて意見交換することは、有意義だとは思います。ただし、そのため

の時間をさくことが可能かどうかがカギだと思います。 

・ 意見交換することがあれば有意義。（質問４と同じ） 

・ 一定の地域では、授業研究を行っている所は多いと思いますが、広い地域での情報交換がで

きることは、有意義であると思います。 
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・ 会のあり方次第だが・・・。 

・ 研究授業はとても大切であるが、現実は見せるための授業になってしまっていたり、十分な時

間をとれないという現実がある。 

・ 自分で気づかないことは多い。他からの評価は絶対に必要なことである。 

・ 実現できれば、おもしろいと思いますが、授業技術についての研究を実践的に行えることが望

ましい。 

・ 少なくとも、自ら行う授業を批評していただけることは有意義ではないでしょうか。 

・ 生徒の実態（生徒指導上のことや学力のこと等）を考慮しての授業ビデオ研究会なら有意義で、

いつも模範的な授業でなく「失敗に学ぶ」授業ビデオでもよろしいのではないか。 

・ 多くの実践を積み重ねて、検討をしていくことはよいと思う。しかし、授業に充分に集中できな

い多忙な現場の教師がどれだけ参加して、会を維持していけるのか疑問に思う。 

・ 本県の理科教育を全国に広めるという意味で有意義と考えられる。 

「３．あまり有意義でない」の回答理由 

・ 授業研究会は、実際に訪れて、授業を肌で感じる部分が大切だと思います。それから、生徒の

反応が見づらいという点があげられます。 
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質問 6 

本研究に対して，その問題点や改善すべき点，あるいはそれ以外で，御意見がありましたら，ご

記入下さい。 

・ 大変興味深い研究に一部なりとも参加させていただきありがとうございます。現場の者の一人と

して、授業そのものが成立しにくい状況の学校が、多くなっていることを実感しています。理科

教育の守備範囲外でしょうが、教室に着席する以前の問題がとても深刻になっていると思いま

す。 

・ 授業を撮った学校や、クラスがどのような状況なのか（例えば学校があれているだとか、おちつ

いている）わかっているとまた、授業に対する見方が変わってきます。そのような付加情報もビ

デオを見る前にわかっていると、さらにしっかりした評価ができると思う。 

・ 日常的に行われているいわゆるふつうの授業に視点をあてた点が、実際の理科教育の改善点、

その方向性を示唆する研究になりうるものと考えられます。たいへん貴重な資料をありがとうご

ざいました。 

・ ビデオがもう少し鮮明になることと、ビデオのアップの視点が多くなるとさらに分析しやすいと思

います。 

・ 1）ＶＴＲを見て評価してから、評価のまとめを頂くまでに時間があり、自分が評価した点であっ

ても思い出せない場面がある。2）ＶＴＲ評価に参加させていただいて、自分自身では得るもの

が大きかったと感じているが、それが真に正しいものだったのかということについて疑問が残

る。 

・ たいへんよい研究だと思います。ただ、ビデオの画質や大きさが改善されるとよいと思います。 

・ 直接の話し合いがあれば、より深まった研究になると思う。その見方や考え方（自分や他）が、

果たして正しいのかについての判断材料にもなると思うから！ 

・ 課題になる点、参考になる点が、さらに一覧でまとめてあると分かりやすくなると思います。その

ためにはやはり、多くの方の意見を交流する時間を作ることが必要かもしれません。 

・ やはり、他の先生の授業をみることは、とてもよい刺激になりますし、大いに参考になります。こ

ういう研究は参加するだけで自分の力量アップにつながると思います。 

・ 他の人と意見交換をぜひしたいが、やや記憶がうすれてきてしまっている。また今では立場上

時間がとりにくい。ぜひ、日本のよさ欠点を明らかにして欲しい。普段の授業という点が研究と

して素晴らしい。 

・ 評価したことを、こんな風にまとめて、手元に送ってくださるとは思っていませんでした。自分の

授業に対する姿勢の甘さ等、知ることができました。 

・ 多くの授業を見ることができたことは、良かったのですが、5 本目くらいからは分析がざつにな

ってしまったような気がします。一人が担当する数については、問題があると思います。 

・ 授業者をランダムに選んでいることが良い。良い授業も、そうでない授業もあり、分析にも幅が

持てた。 
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・ 研究本来の主旨から言えば無理でしょうが、授業者の同意が得られるならば、他の授業もみせ

ていただければと思います。また、自分自身の分析のやり方が、よいものであるのか、報告書を

みて、よくわかりましたが、途中確認できる場があれば、よかったと考えます。 

・ 限られた先生の授業しか見ることができないことが多く、普通の授業が記録としてのこっている

ことは、研修のためにも参考になると思います。また、技術的なものが、このようなビデオで他の

指導者に分析できるようになるだけでも、有意義であると思います。 

・ 理科授業評価の観点の「Ⅲ生徒の活動を喚起するための工夫をしているかどうか」が欠けてい

ると、ビデオ分析をしていて感じました。この点についてうまく行なわれている授業モデルを、

次の研究報告書で示していただけるとありがたいです。 

・ 千差万別の授業に接し、これでいいのか？という疑問が出ました。自分のやってきた授業を振

り返っても、反省の時も多くありました。 

・ 貴重な研修をさせて頂き、ありがとうございました。データが膨大で、どう分析したらよいのかと

まどいもありましたが、感じることがいろいろとありました。せっかく御協力頂いた貴重なデータ

ですから「VTR 分析からわかる良い授業の条件」などを評価者で論議し発表することができた

らよいと思います。 

・ ビデオ視聴の回数か重なると、自分のコメントがパターン化してくるのがわかった。授業を観る

視点を広げる必要がある（自分自身）、授業全体の持つ空気、生徒同士のやりとりなど、現場

でなければ感じとれない部分がある。VTRの限界で、仕方ないことかもしれない。 

・ ビデオテープと他の人の意見を書いた文を再チェックできる会（時間）が取れるとうれしいので

すが、現場を離れることができず残念です。 

・ 外国での理科の授業の分析に興味があります。 

・ この膨大な資料をこれからじっくりと読み、自分自身の授業に生かしていけたらと考えていま

す。 

・ ビデオによる分析は、はなれた場所でも、研究の機会がもて、より自然な形で授業ができる。し

かし、細かい子供のつぶやきや特定の子の変容などがみえず、わかりにくい面もある。教師の

姿、授業の流れ等の検討には良いと考える。 

・ 授業を分析するときに、その学校や生徒の状況がわからないと、教師の力量等、評価しにくい

と思うこともありました。良い授業のエッセンスがこの研究によって、示されると画期的だと思い

ます。 

・ 評価の観点（分類）で、どこに入れたらよいか迷うものがありました。記録して報告する用紙の

左に時間を書く部分があるとよかったと思いました。とても重要な経験をさせていただきました。 

・ 最近は、インターネットでのチャットや掲示板などもあるので、うまく活用できると、多くの先生方

との交流の場になると思う。 

・ ビデオを直接見たものに関しては、様々な見方があり、授業者の価値観もわかったり、参考に

なる。反面、資料だけでは、評価や授業記録を見ても、伝わらないものだと痛感した。 
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・ １.膨大な量のデータを現場の教員が読みこなすことは不可能である。この分析結果を分析し

た資料があればと思います。２.評価コードのどれにあたるかの判断がしにくいときがありました。

教師の話し方、視線、生徒との対話など授業場面からとりあげたコードというものを考えるとよ

い。 

・ 本研究のような詳細な分析は大変有意義であった。共通する問題点について、その解決の方

法などを深め、広く学校現場に還元することが望まれる。 

・ 現段階における日本の理科指導上の問題点と良いと考えられている指導法についての概要

はどのようになっているのでしようか？全体像が見えないので、コメントのしようがないのが実情

です。 

・ 多くの先生方の授業の様子をビデオで視聴させていただき、私自身にとっては、とても勉強に

なりました。ビデオを拝見して、コメントを書く、時間的にはなかなか大変でした。 

・ 大変な研究であると思いますが、どのような授業が理想的なのかを見い出せると素晴らしいも

のだと思います。わかりやすい研究結果が示されることを期待しています。 

・ 各学校の実状というのもあるかと思いますが、いろいろな授業が視聴できたことは、とても勉強

になりました。 

・ 研究成果を冊子ではなく、ＣＤ−ROM で、検索しやすいようにしてもよいのではないのでしょう

か。 

・ いろいろな先生方のコメントを読ませていただき、多くの考え方があることを実感しました。その

中で最も気になったものが「基礎、基本」の考え方です。私自身はまず「関心、意欲」ととらえて

いますが、どうしても「知識、技能」のみに偏っているように感じます。 

・ 今回の分析で用いられた、「理科授業評価の観点」は、今後、自分自身の授業分析にも、活用

させて下さい。良い参考資料となりました。 
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第３項 まとめ 

以上のことから，授業者と評価者たちはともに本研究における理科授業ビデオを用いた研修を

高く評価したことがわかる。以下にその主な特徴をまとめる。 

① 授業者の 87％は，自身の授業に対する評価者のコメントが自分自身の授業研究や研修に役

立つと感じ，「ビデオを自分で見るだけでは分からないことを指導してもらったこと」「日常的に

迷っていた部分が指摘されていたこと」「異なる見方で評価してもらったこと」「初任研以来，客

観的に批評してもらう機会が乏しいこと」「最近授業研究の機会がないこと」「自分では気づきに

くい良さを指摘してもらい，大切にすべき点がわかったこと」などを理由にあげた。さらに，55％

の授業者は，評価者たちと直接意見交換することが有意義だと感じ，「具体的な指導について

教えてもらえること」を理由にあげた。 

② 授業者の 83％は，他人の授業のビデオを視聴し，評価者のコメントを見ることが自分自身の授

業研究や研修に役立つと感じている。 

③ 授業者の 67％は，自分や他人が授業者となったり評価者となったりして進める理科授業ビデ

オを活用した授業研究会が有意義だと感じ，「多くの教師それぞれから学ぶべき点があること」

「ビデオは繰り返して見ることができること」などを理由にあげた。 

④ 評価者のすべてが，他の理科教師の授業ビデオを分析した経験が，自分自身の授業研究や

研修に役立ったと感じ，「自分自身の視野を広げられること」「特別ではなく普段の授業が見ら

れたこと」「他人の授業を見ることで，自分の授業について振り返ることができたこと」「授業を多

面的に捉え，より客観的に考える総合評価ができ，校内授業研究会等でのアドバイスに役立

つこと」「授業を観察できる機会が乏しいこと」「観点別に分析することで教育効果や教育技術

を研究でき，自分の授業に活かすことができること」「授業を細かく見る目が養われたこと」「今

まで以上にていねいに授業計画を立てるようになったこと」「授業案づくりの視点が養われたこ

と」などを理由にあげた。 

⑤ 評価者の 96％は，他の評価者の評価コメントを見ることが，自分自身の授業研究や研修に役

立つを感じ，「自分の気づかなかった観点や肯定的，否定的な評価を知り，授業に対する見方

や考え方が高まったこと」などを理由にあげた。 

⑥ 評価者の 83％は，評価した授業の授業者や他の評価者と直接意見交換することが有意義と

感じ，「コミュニケーションによって，互いの考えや評価の意図，自身の教師としての資質や素

養を学び会える場となること」「VTR を見ながら協議を進めることによって，課題や解決方法な

どがより具体的に，より洗練された形で得られ，より良い理科授業の進め方が見えてくること」

「他の評価者のコメントを自分が誤解していないかが分かること」「互いの批判も含めて前向き

に受け止める素地があれば有意義になること」「数人の意見が一致したところを良い点や悪い

点とした方が，評価に妥当性があること」などを理由にあげた。 

⑦ 評価者の 98％は，自分や他人が授業者となったり評価者となったりして進める理科授業ビデ

オを活用した授業研究会が有意義だと感じている。 
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このように，理科授業ビデオとそれに対する評価コメントを活用した研修は，今後の教師教育の

改善と，理科教師の資質向上に大きく貢献できると考えられる。しかし，研修のための時間の確保

が困難な状況を訴える意見が少なくなかったことから，研修時間の確保が効果を導くための重大な

課題であることがわかる。 
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第２節 教師教育プログラムへの適用に関する事例研究 
第１項 都道府県等教育センターにおける事例研究 

小倉 康 

 平成 14 年度に，それまでの研究成果を元に，教師教育用の理科授業ビデオと分析データを集

録したＣＤ−ＲＯＭを制作し，都道府県等教育センターでの教員研修プログラムで試験的に適用し，

その効果を把握するための調査への協力を呼びかけた。 

 ＣＤ−ＲＯＭには，本研究で分析に用いた国内の４時間の中学２年の平素の理科授業ビデオと，

それらを経験豊かな複数の理科教師（評価者）が視聴し評価した結果とその分析結果，及び，本

研究で開発したビデオを用いた授業分析の研究手法の説明が集録されていた。 

 関心をもった２２の機関（本報告書はじめの iiv 頁に記載）から CD-ROM の使用申込みがあり，

これまでに使用報告が数多く寄せられている。 

 

（１）教育センター等における使用報告書の事例 

①福岡県教育センターでの活用事例 

 理科学習指導の改善を目的として，中学校教科別初任者研修において，初任者に授業評価者

の立場でビデオを視聴させ，視聴後に，協議の時間を設定し，よいと思われる点及び改善が必要

と思われる点を，その理由と共に述べさせた。７名の参加者は，それぞれ自分の授業を振り返り，

今後の授業の工夫と改善について考えた。感想には，授業を客観的に観ることで，活動設定の留

意点，説明，発問などの指導，支援の工夫・改善のヒントをつかむことができたとの記述が多く見ら

れ，効果的な研修になったと考えられると報告された。また，今後，目標準拠の評価の視点で，授

業評価のビデオを作製するとさらに実用性が高まると示唆された。 

 

②香川県教育センターでの活用事例 

 授業研究目的で，７名の研修生によって，研修会を実施した。授業 JP９０のビデオ（地学領域）を

用いて，参考になる点，改善が必要と思われる点，さらに代案などを協議し，授業研究が深まった。

授業解説や授業記録とその評価は役に立った。細かい授業へのコメントは，なるほどと思うところが

多かった。ビデオなので，一時停止ができ，その場の討議ができて良かった。討議を通じて，授業

の見方や授業実践に対する研究が深まったと報告された。 

 

③堺市教育センターでの活用事例 

 教材講習会の充実や理科の研究授業における助言の在り方についての研修として，課内研修

に使用した。授業者の様々な実験のアイディアや生徒への提示の仕方など，今後の講習会に役

立つものであった。また，6 人の評価者の評価コメントが多岐にわたっており，研究授業の際，どう

いう視点で見るべきか，どういう助言を行うことが効果的か大変参考になったと報告された。 
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④栃木県総合教育センターでの活用事例 

 教職 20 年目研修（小・中）の選択研修「校内研修活性化」において，校内研修での授業分析例

として紹介した。具体的授業場面が提示されたので，研修受講者には実感をもってもらうことができ

たと同時に，授業分析を通した校内研修の有効性も理解してもらうことができたと報告された。 

 

⑤鳥取県教育センターでの活用事例 

 「教科の指導力向上研修」として教科の専門的事項に関する１０日間の長期研修を実施し，専門

的指導力の向上を図る過程で，指導法の改善を目的として使用した。授業 JP９０のビデオ（地学

領域）を用いて，（ア）「授業ビデオ分析の手順」の説明，（イ）「理科授業評価の観点」の説明，（ウ）

視聴する授業の概要説明，（エ）ビデオの視聴と「評価カード」への記入，（オ）「理科授業評価の観

点」による分類，（カ）「総合評価票」への記入，（キ）各自の評価とその評価に至った理由を中心と

した協議（資料として「理科授業 JP90の評価」を配布した），（ク）まとめ，という流れで実施した。 

 参加者の感想には次のものが見られた。 

・ ビデオによる授業研究・分析は大変おもしろい試みである。自分の授業を振り返るよい機会に

なる。授業分析はいろいろと参考になったが，否定的な意見が多く出たのが意外であった。悪

い点しか見ない見方が身に付いてしまっているのだと感じた。批評はできるが評価するのは難

しい。 

・ 授業を参観する際の手段として有効である。授業評価の観点が分かり，今後の授業にすぐに

生かせるものだと感じた。 

・ 授業参観する際に，どうしても自分がスタンダードになってしまっている。 

・ 他の先生方の授業を観る機会が少ないので，このような CD-ROM が各校に貸し出されると，

校内研修も新しい取組みができる。 

まとめとして以下の点が報告された。 

・ ビデオを活用することで，学校を会場としなくても気軽に授業研究を行うことができる。 

・ あらかじめ具体的な授業評価の観点を示し，ビデオを活用して授業分析をしたことで，自らの

授業実践を振り返ることにつながった。 

・ 生徒個々の反応などは，直接に授業参観をした方がよいという意見もあった。 

・ プライバシー保護のためか映像が鮮明でなかった。そのため，プロジェクターを使って投影す

る際，見づらいのが難点である。 

 

⑥横浜市教育センターでの活用事例 

 調査研究事業で，「基礎・基本の確実な定着を図り，子どもの良さや可能性を伸ばす学習」のた

めの取組みの一環として，“基礎学力”や“授業分析の方法”についての調査員会議の中で使用し，

授業分析の視点について検討した。授業評価の観点にある１３のカテゴリーは，研究授業等で，協

議会にも用いることができるということで好評であった。また，初任者研修の「学習指導の基礎・基
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本」研修においても，授業を観るときの具体的視点として活用した。 

 

⑦静岡市教育センター 

 10年経験者研修の教育評価研修（参加者 10名の小中学校教師）で使用し，目標に準拠した評

価に基づく授業リフレクションの在り方について講話と演習を通して学習し，評価に基づく指導の

手だてを考え，実践に生かすことを目的とした。 

 授業 JP89「電流とそのはたらき」のビデオを用い，静岡大学の熊野善介（本研究の分担者）教授

を講師として，（ア）講話，（イ）授業ビデオの視聴，（ウ）ビデオカンファレンス（協議），（エ）共有化，

（オ）アンケート及び小論文作成，という流れで実施した。授業ビデオの視聴は，講師から，分析手

順，評価観点，総合評価に関する解説をした後に行い，視聴しながら「評価カード」にコメントを記

入した。カンファレンスでは，評価が集中した観点に絞って協議を行った。 

 アンケートの結果，研修者の満足度は 86％と高かった。その理由が 3点報告されている。 

・ ビデオの授業が，教師の指導の手だてについて肯定・改善の両面から協議するのに適した内

容であったこと。 

・ 理科授業評価の観点が具体的で，理科はもちろんのこと，他教科にも応用可能なものであっ

たこと。 

・ 講師から直接指導を受けたことにより，授業ビデオの効果的な活用の仕方，協議の有効性に

ついて，研修者が十分理解できたこと。 

 また，研修者自身が記述したコメントと視聴するビデオに表示される評価者のコメントを照合する

ことで分析の視点について深まりが観られたと報告された。 

 

⑧福島県教育センターでの活用事例 

［初年度］ 

 研修講座の担当者間で講座での利用可能性とその効果を検討した。検討後の主な意見として次

のものが報告された。 

・ 授業分析の手法について精査されており，講座での活用を検討してみる必要がある。 

・ 具体的な授業分析の手法を示し，研修者の授業改善に役立てることがかのうであると思われ

る。 

・ 拡大すると画像が荒い。 

・ 講座運営を考えると，1 時間の授業をそのまま流すことはできないので，分析のポイントを絞っ

て視聴させる必要がある。 

・ 10年以上経験者の研修において，この手法を参考にした授業分析を講座に取り入れる。 

［2年目］ 

 2 年目には，「高等学校理科授業における指導法の改善」を目的として，「高等学校経験者研修

Ⅱ（１０年研修）」において，研修者に視聴させ，各自の授業の指導法の改善に生かすことを目指し
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た。 

 まず，６～７月の研修時に，講座担当者と研修者がビデオを視聴し，授業分析の手法を習得した。

翌年２月に，研修者の実践した授業を記録した授業ビデオを持ち寄り，各自の授業について分析

し，授業改善を図った。 

 ６～７月の研修者による視聴時は次のように実施した。 

 授業 JP89「電流とそのはたらき」のビデオを１時間そのまま視聴し，「評価カード」を作成し，評価

の分かれた項目についてグループ協議し，グループごとに総合評価票を作成した。これによって，

授業分析の手法について習得することができた。 

 ２月の研修者の各自授業の分析は次のように実施した。 

 研修者の実践した授業ビデオを視聴し，「評価カード」を作成し，評価の分かれた項目について

グループ協議し，各授業毎に総合評価票を作成した後，各自の授業の授業改善について協議し

た。具体的な手法を用いた授業分析により，研修者の授業改善に役立てることができた。 

 こうした研修によって，高等学校における理科授業の工夫・改善に有効であると考えられると報告

された。 

［3年目］ 

 3 年目には，同じく，「高等学校経験者研修Ⅱ（１０年研修）」の教科別研修（理科）において，前

年度と同様の流れで授業ビデオを活用した研修を実施した。本年度は，各研修用にテキストを作

成し利用した。 

 第 1 回目の教育センター研修（教科指導研修Ⅰ）を 8 月に実施し，理科授業のビデオ記録の視

聴と分析を通して，授業を評価する能力を養い，授業力の向上を図ることを目的とした。その際，

中学校の理科授業を素材にすることで，研修生の専門科目にかかわらず，授業の進め方とその分

析に研修が焦点化されるようにした。 

 研修内容は，テキストを利用しながら，ビデオ記録による授業分析の進め方についての講義と演

習を行った後に，各研修者に，研究授業のための指導案準備を作業させた。 

 ２学期と 3学期を校内研修期間とし，研究授業の実施とビデオ撮影を課題とした。 

 第 2 回目の教育センター研修（教科指導研修Ⅱ）を２月に実施し，研修生自身の理科授業のビ

デオ記録の視聴と分析を通して，授業を評価する能力を養い，授業力の向上を図ることを目的とし

た。 

 研修内容は，テキストを利用しながら，評価カードと評価コードについての復習をしたのちに，研

修者自身の授業ビデオを視聴して，研修者相互に授業分析を行った。 

 教科指導研修Ⅰでの研修者の感想には以下のものが見られた。 

・ これほど他者の授業をじっくり分析したことはなかったので，大変参考になった。人のことはい

ろいろ指摘できるが，実際に自分ができるかどうかというとそんなに簡単ではないと思う。今日

のことを自分の授業に生かしたい。 

・ 中学校の授業はなかなか見る機会がなかったので，非常に参考になった。解析方法も客観的
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な方法で参考になった。 

・ 様々な視点があり参考となる意見もあったが，分析の視点を絞った方が議論しやすい。 

・ これからの校内での研修授業に活用していきたい。 

 まとめとして，以下の報告がなされた。 

・ 使用した授業ビデオは，1つの授業としてまとまりがあり，演習効果も大きいと考えている。 

・ 評価カードについては，コメントと評価コードの関係づけが難しかった。同じようなコメントに対

して，複数のコード付けが行われていた。そこで，「教科指導研修Ⅰにおける評価カードのコメ

ントと評価コードについて」（次ページ参照）を素材として，評価の観点を再確認した。評価者

個々には着目する観点に偏りが見られるので，バランス良く授業を見る上でも，「授業評価の

観点表」は有効に機能しうると思われるが，研修生にとってより明確にコード付けが行えるよう

に，工夫・改善を図りたい。 

・ 教科指導研修Ⅱでは，「評価カード」ではなくその内容を 1枚にまとめて記入する「授業評価シ

ート」を用いたが，教科指導研修Ⅰでは，「評価カード」を模造紙に配列しながら，授業分析を

行った。その有益性について，以下のようにまとめた資料を作成し，次年度以降，校内研修の

進め方の１つのモデルとして「評価カード」を利用した研修の進め方を提示してゆきたいと考え

ている。 
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資料 「教科指導研修Ⅰにおける評価カードのコメントと評価コードについて」（福島県教育センタ

ーで作成されたもの） 

 

 

 

 

385 / 504



 

（2）山梨県総合教育センターにおける研修講座への適用の実践研究 

 3 年間，研究代表者の小倉が山梨県総合教育センター研修講座の講師となり，本研究成果を適

用した実践研究を実施した。参加者は，毎年 15名前後で，初年度は小学校の教諭，2年目，3年

目は小学校，中学校，高等学校の教諭であった。 

 講座は 3時間で，大まかに，（ア）授業ビデオの視聴と評価（実習），（イ）理科授業の分析（実習），

（ウ）理科授業研究について（講義），という流れで実施した。 

（ア） 授業ビデオの視聴と評価では，まず，配布した資料に基づいて，10分程度で，「評価カ

ード」を記入しながら授業ビデオを視聴する手順と，評価コードに関連づけるための「理科授

業評価の観点」の説明をした後，視聴する授業ビデオの概要について，授業者の指導案を

各自確認させる。授業ビデオを 1 時間通して視聴しながら「評価カード」を作成し，視聴後に

休憩を含めて 30分程度で，「評価カード」を評価コードに関連づけ，「総合評価票」も完成さ

せる。 

（イ） 授業ビデオの視聴と評価では，まず，参加者の作成したすべての「評価カード」を「理

科授業評価の観点」の 13 の観点ごとに集める。そして，参加者各自がいずれかの観点を担

当し，「評価カード」の枚数の多い観点については，さらに，肯定的評価と否定的評価に分

けて担当し，担当したそれぞれの観点の「評価カード」に記入された評価コメントの内容を 5

分程度で分析させる。その後，分析結果の定量的な傾向と定性的な特徴について，一人 1

～2 分程度で，全体に報告させる。これによって，視聴した授業が，すべての参加者にどの

ような評価を受けたかを，定量的かつ定性的に，多面的にかつ短時間に把握することができ

る。その後，評価内容について参加者で協議する。 

（ウ） 理科授業研究では，まず，参加者が視聴したのと同じ授業に対して，他の評価者がど

のような評価をしたかを確認し，本研修への参加者による評価の傾向と比較する。その後，

本研究で得られたその他の知見について詳しく解説し，参加者自身によって，勤務校で校

内授業研究を活性化するよう促す。 

 なお，初年度は，参加者が小学校教諭ということで，本研究とは別の研究で収録された小学校の

理科授業「電磁石のはたらき」のビデオを使用し，2年目と 3年目は，本研究の授業 JP89「電流と

そのはたらき」を用いた。 

 こうした研修の効果を示唆する情報として，以下に，当日の参加者のアンケートへの記述の一部

を示す。 

・ 始め、よく分からずにやっていたのが本音ですが、やっていくうちにその内容の深さに驚き、２

学期に予定されている理科の授業研では、是非活用させていただきたいと思っています。 

（小；２年目教員） 

・ ビデオ分析の方法と考察の仕方を具体的に教えていただき、今後、理科だけでなく他の教科

にも活かせるようにしていきたい。（小；３年目教員） 

・ 授業分析方法は、とてもよい学習になりました。数量的に分析することも大切だと思いました。
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校内研での授業研究で生かしてみたいと思います。（小；２５年目教員） 

・ 大変興味深い内容だった。ぜひ、私の研究授業でもカードを使用したい。（高；１年目教員） 

・ 評価に関しましては、実際にやってみようと思います。 （高；２年目教員） 

・ ビデオ分析は大変よかったです。もう少し時間があればよかったと思います。こういった授業研

究の方法があることを知り、参考になりました。 （高；１０年目教員） 

・ ビデオ分析の手法は、非常に新鮮であり、さまざまな角度から授業を分析し、かつ、客観性も

あると思いました。（高；２０年目教員） 

・ ビデオ分析では、授業の評価観点が様々あることを学ぶことができました。校内研で利用して

いきたいと思っております。 （高；記述無し） 

・ 直接授業で活用できる内容でした。授業を観る主観的な観点を客観的に知るよい機会になり

ました。（特；７年目教員） 

・ 理科だけに限らず、学校の中で他の教科への応用も考えたいと思いました。（特；10 年目教

員） 

・ ビデオによる授業分析は大変参考になりました。観点別に授業を観ると，今まで見えなかった

ところが見えてきて，自分の授業でも意識していこうと思いました。 

・ ビデオ分析は大変学習になりました。先生のおっしゃるように授業者と評価者が全く別人なの

で評価しやすく本音で分析できると思います。評価の観点は校内研でも取り入れられると思い

ます。 

・ 授業の中でどのような点に気を付けてなければならないか改めて感じることができた。授業の

評価視点を踏まえ，単元作り，授業作りをしていきたい。課題の明確化など，Ⅰの項目は本当

に必要で，十分に考えていかなければならないと感じた。 

・ 多くの先生の考えを知ることができ，自分とは違った視点や考え方で授業を観ることができた。 

・ 理科をはじめとして，いろいろな教科を日々教えていても，何が良くて何がダメなのかがよく知

ることができません。職場の人たちで意見を交換し合うにも，ためらいがありますから。しかし，

先生の示してくれた方法ならば，細かく言いたいこともよくわかるのだと感心しました。人の授業

を見ることにより，他人のアラが見えるもの。そこでの視点を自分の日々の実践の中にコツコツ

取り入れていくことが一番楽しいときです。ただ，自分の授業はなかなか見えたくはないという

心理だけは残っていますが。最後は自分との戦いになるのだなと改めて思った次第です。（小

学校教諭） 

・ 子どもたちにどんな力をつけさせたいか，を明確にして，授業を構成するためにも，今回教え

て頂いた評価の観点はよい切り口になると思いました。子どもの評価と，今回の 13 項目とのか

かわりはどのようになっているのでしょうか。 

・ 授業分析というのは地道なことだが，繰り返しやっていろんな方と意見を交流し合うことで，得る

ものはとても多いと感じた。今日は，互いに意見交換する時間がほとんど無かったのが残念で

したが，自分の授業視聴の傾向を，多角的に分析できる機会を与えていただいて，ハッとしま
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した。これからは，こういう研修を繰り返して，自分の授業の質（腕）を高めていきたいと思いま

す。 

・ 先生が言われたように，研究授業でその授業内容や教師の資質をある意味厳しくみてもらうこ

と，みることは少ないように思います。また，自分の見方，考え方がある方向に偏っていることも

あると思います。その意味で，今日提示して頂いた授業評価の方法は，校内研究会などを活

性化し，自分自身の力量を高める上でも有効だと感じました。 

 

 以上の事例報告から，本研究で開発された理科授業ビデオを用いた授業研究の手法と，授業ビ

デオは，教育センター等が行う教員研修プログラムに適用することで，研修者の教師としての指導

の力量を高める効果が大いに期待できると言えるだろう。また，それによって，さらに，研修者が校

内研で授業研究を活性化させ，さらに多くの教師の授業力量を改善させることにつながると期待さ

れる。今後，学校から直接校内研で使用したいといった要請にいかに応えることができるかを検討

しておく必要がある。 
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第 2項 愛知教育大学における事例研究 

 

理科授業のビデオ分析と教師教育 
－教員養成大学生による理科授業ビデオの評価－ 
愛知教育大学 吉田 淳    国立教育政策研究所 小倉 康 

 

[要約] 実践的指導力の育成が求められる教員養成において、学生が授業を評価する能力の育

成は重要な要素である。アメリカ合衆国の第８学年の授業ビデオ（翻訳付）を教員養成大学学生に

視聴させ、授業について評価させた。ベテラン教師による評価と比較して、評価できる項目数の違

いだけではなく、評価視点も大きく異なっていることが明らかになった。また、学生でも専攻分野（こ

こでは卒業研究の分野）によって、評価視点が異なることが明らかになった。 

キーワード：ビデオ分析、授業評価、教員養成 

 

１．はじめに 

 「わが国と諸外国における理科授業の分析とその教師教育への活用効果の研究：IEA/TIMSS

－R 授業ビデオ研究との協調」において、教師教育の改善を目指し、収録した中学校理科授業ビ

デオの現職研修や教員養成などでの活用法およびその効果について、実践データを収集してい

る。 

 本研究では教員養成大学３、4年生、大学院生がアメリカの中学校第８学年の理科授業ビデオを

視聴し、評価をする。そして、各学年別と現役ベテラン教師を比較しながら、学生の評価の観点と

評価の特徴を探ることが目的である。 

 

２．研究の方法 

(1) 調査時期：2002年 10月～2002年 11月 

(2) 調査対象：愛知教育大学教員養成課程学生理科系 3 年生 11 名、4 年生 14 名、院生 7、計

32名 

(3) 調査方法：既にベテラン教師が評価してある理科授業から、3 本のビデオ（評価が高い授業、

低い授業、評価に一貫性の無い授業）を抽出した。始めに、教師質問紙に目を通して授業の

概要を理解する。①理科授業ビデオを視聴しながら、授業のテープ起こしのされた資料（教師

の活動）に良い点、悪い点のコメントを書きこむ。最後に②総合評価をする。 

 分析方法：コメントを 13の観点から分析する。その観点は小倉らが開発したものである。 

 

Ⅰ 教える事柄を工夫しているか 

[Ⅰ‐1]学習課題を明らかにしているか 

[Ⅰ‐2]内容の取り扱いを工夫しているか 
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[Ⅰ‐3]学習方法を的確に提示しているか 

[Ⅰ‐4]既習事項の定着を図っているか 

Ⅱ 効果的な授業技術を用いているかどうか 

[Ⅱ‐1]効果的な授業形態を採っているか 

[Ⅱ‐2]効果的な教材・教具ﾒﾃﾞｨｱを用いているか 

[Ⅱ‐3]生徒の学習状況を把握しているか 

Ⅲ 生徒の活動を喚起するための工夫をしているか 

[Ⅲ‐1]思考を促すための支援をしているか 

[Ⅲ‐2]生徒の創意や主体性を促しているか 

[Ⅲ‐3]生徒の学習時間を保証しているか 

Ⅳ 良好な学習環境を築いているかどうか 

[Ⅳ‐1]生徒との信頼関係を築いているか 

[Ⅳ‐2]学級づくりができているか 

[Ⅳ‐3]理科学習のための環境整備が良いか 

 

３．結果と考察 

（１）総合評価について 

表１ 授業についての総合評価の教師・学生の比較 

 № 24 № 33 № 80 

観点 教師 学生 教師 学生 教師 学生

Ⅰ教える事柄 3.3 2.3 1.5 2.3 2.7 1.3 

Ⅱ効果的な授業技術 3.7 2.0 2.2 2.0 2.5 2.1 

Ⅲ生徒の活動を喚起 2.5 2.1 2.5 .3.0 2.2 1.1 

Ⅳ良好な学習環境 3.7 2.5 2.0 1.8 2.3 2.3 

教師の力量 3.3 2.3 1.8 1.8 2.8 1.6 

＜注 1：特に評価できる 4、評価できる 3、やや評価できる 2、特に評価にあたらない 1 の４段階尺

度の平均＞ 

 ベテラン教師は、それぞれの観点における平均を比較すると、ビデオ№24 が高く、ビデオ№33

が低い。ベテラン教師を基準に学生の評価（平均）は、ビデオ№24とビデオ№33を比較すると、そ

こまで大きな差はない。むしろ、ビデオ№80 が最も厳しい評価を得ている。つまり、ベテラン教師が

高く評価している授業でも、学生が高く評価するというわけではなく、逆に厳しく評価している。特に、

「効果的な技術」、「教師の力量」はすべてのビデオで、ベテラン教師による評価よりも学生が低く

評価している。 
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（２）展開における教師の活動の評価 

 コメントを 13の観点別に分析した。ビデオ№24の否定的コメント、肯定的コメントを教師と学生で

比較したものを上の図 1、2に示す。 

図 1 学生と教師の否定的ｺﾒﾝﾄの比較（ビデオ№24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 学生と教師の肯定的ｺﾒﾝﾄの比較（ビデオ№24）  

 

ビデオ№24 の図１，２を見ると、学生の評価は否定的なコメントの数では全体的に上回っており、

肯定的なコメントの数では全く逆である。この結果から学生はこの授業の欠点については見つける

ことができるが、優れた点については見つけることが難しいことがわかる。特に「学習方法の的確な

提示」や「創意・主体性の促進」の観点では、学生は否定的なコメントの数は多く、肯定的なコメント

が少ない。例えばベテラン教師では、『他のグループの結果を見るように促している』と「創意・主体

性の促進」の観点でコメントしているが、学生ではそのようなコメントが見られなかった。 
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（３）学年別の評価の数 

表 2 コメント数の平均（授業 24） 

3年 4年 院生 教師 

－ ＋ － ＋ － ＋ － ＋ 

5.5 7.0 12.9 8.3 12.7 16 4.5 24.5

 表２に示したように、３年生は総合評価はそこまで厳しいものではなく、コメント総数も少なく、授業

を大まかに分析している。４年生は、否定的な見方に偏りつつもコメント総数は多く、授業を細かく

分析できる者が多い。多くの院生は、総合評価は厳しいものの、肯定的なコメントが非常に多い。こ

れは、ベテラン教師に似た傾向がある。 

 学生の研究分野（専攻）でみると、理科内容学を選考している学生は、教師の実験に対する取り

扱いを細かく分析し、多くのコメントを述べている。（全コメント中の 43％）一方、理科教育学を選考

している学生は、教師と生徒との関係などの学習環境について細かく分析しコメントできているのが

特徴である。（全コメント中の 44％）このように、各個人の選考分野が授業の見方（コメントの観点）

が違うことが明らかになった。 

 

４．おわりに 

 学生は、理科授業で大切な「安全管理」の観点での見方は少なく、「教材」に関しての分析は細

かいというような偏りのある分析をしている。これは、評価者の過去の経験が大きく影響していると考

えられる。多くの学生評価者が教育実習でしか直接理科授業を見る機会がない。よって子どもの

立場に立って授業を見る視点に欠けている。ベテラン教師は理想とする授業のレベルを想定しな

がら現実の授業の中から教師のプラス面を認めようとし、マイナス面だけにとらわれていない。授業

を見る視点において、プラス面からの視点からの授業分析を進めることによって、より多様な評価

観点からの授業評価能力の育成が求められる。 

 

【参考文献】 

小倉康「授業ビデオ研究－理科授業評価Ⅰ－」（2001） 平成13年度科研究費基盤A（2）報告書 

国立教育政策研究所 

 

 

392 / 504



 

第３項 Lesson Lab授業研究所における教師教育プログラム 

 

授業研究成果とリソースを基盤とした教師教育用教材の開発方法論 

－米国 LessonLabにおける教材開発の方法論とその意義－ 

 

    岐阜大学総合情報ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ 益子典文 

    国立教育政策研究所  小倉 康 

 

１．はじめに 

 

（１）TIMSSビデオスタディーと LessonLab  

 IEA（国際到達度調査学会）は第３回数学理科国際到達度調査（TIMSS；Third International 

Mathematics and Science Study）の結果を 1995年に発表した。その結果が，日本の小学校 4

年生，中学校 2 年生ともに，①数学と理科の成績は世界でもトップレベルにあるにもかかわらず，

②双方の教科ともに，社会に出ても役に立たない，嫌い，など，数学・理科に対する態度面のネガ

ティブな評価結果が世界一高かった，という事実を示唆するものであり，結果報告から 10年が経と

うとしている現在でも，学力問題を指摘する客観的資料として話題になることは，周知の事実であ

ろう（例えば，2003 年に発行された「科学技術白書」にも，科学技術の振興の章に当該調査結果

のデータが掲載されている。http://wwwwp.mext.go.jp/kag2003/index-11.html）。 

 さて，1995 年の第 3 回到達度調査の際に

は，一般に「ビデオスタディー」と呼ばれる国

際授業比較研究が行われた。これまで，大量

サンプルの調査の際には「どのように教えて

いるのか」というデータは，主に教師に対する

質問紙法による方法が採用されてきた。しか

しながら，この方法では主観的な教師の記憶

に依存したデータしか集めることができず，し

かも教師の実際の教授行動の詳細は分析す

ることができない。そのため，ビデオスタディ

ー が 行 わ れ る こ と に な っ た の で あ る

（http://nces.ed.gov/timss/faq.asp）。具体

的には，1994 年から 95 年にかけ，アメリカ，

日本，ドイツ，３カ国の中学校２年生の数学授

業場面のビデオ収集と分析が行われたので
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ある。 

 1995年のビデオスタディーをマネージメントしたのが，UCLAの Stigler教授である。Stiglar教

授と日本は関わりが深く，すでに 80 年代より，東洋，波多野らの心理学者グループとともに，アメリ

カ，日本，台湾の児童生徒の数学にかかわる知能を，比較文化的に実証する研究に取り組んでき

ている（邦訳「小学生の学力をめぐる国際比較研究―日本・米国・台湾の子どもと親と教師」，273 p，

金子書房，1993）。95 年のビデオスタディーは３カ国の中学２年生の数学授業を 50 時間撮影し，

分析を加えている。98 年に報告書が出版され，数学教授に関して，文化的な差異に起因する教

授パターンの存在が指摘された。日本について見ると，年度後半の授業撮影であったために日本

では幾何の内容ばかりを撮影することになった問題点などもある（小倉，2003）。 

 その後，98年から 99年にかけて，TIMSS-Rが行われた。これは，前回調査時に小学校 4年生

が中学 2 年生になる時期を見計らい，同一の学習者集団に対して再度学力調査を行おうとしたも

のである。ここでも，TIMSS-Rビデオスタディーが行われている。TIMSS-Rビデオスタディーでは，

前回調査した 3 カ国に加え，台湾，スイス，チェコ，オーストラリアの 4 カ国，全部で 7 カ国の授業

研究を行おうとするものである。また，1995 年の段階では数学のみであった授業を，この段階で数

学と理科，二つの科目の授業研究を行うよう，拡大したのである。結局，TIMSS-R のビデオスタデ

ィーでは，中学校 2年生の数学授業だけで 638 ものビデオを収集し，分析を加えている。 

 このTIMSS-Rビデオスタディーを実施する際に，米国政府は再び Stigler教授に事業を委託し

ようとするが，UCLA の資金のオーバーヘッドがなんと 60%もあるため，UCLA 外部にビデオスタ

ディー用の機関を設置し，そこで事業を展開するように，米国政府が指導したという。この段階で設

立されたのが，レッスンラボである。 

（２）レッスンラボの事業と本調査の目的 

 米国カリフォルニア州，サンタモニカのビジネスパークには，おそらくベンチャー企業が間借りし

ているオフィスが複数の多くのビルに分散している。複数のオフィスが入居しているビルは多くの区

画に分かれており，巨大な敷地内はタクシーも迷うほどの広さである。 

 レッスンラボは，ビジネスパーク内のビルの一角にある。 

 2003年 10月現在，総勢７名からなるエグゼクティブ・チーム以外は期間限定雇用のスタッフであ

る。複数のプロジェクト，例えば数学と理科のビデオスタディーを，それぞれ担当のエグゼクティブ

チームがマネージメントしながら，研究を進めている。現段階では 2003年 5月に TIMSS-R の数

学のビデオスタディーは終了し，チームは解散している。来年早々の理科のビデオスタディーの報

告書出版を目指し，現在は少なくなった理科チームの担当者が報告書の最後の詰めを行っている

ところである。 

 さて，企業としてのレッスンラボは，2003 年９月に，ピアソン・エデュケーション社に買収され，

Stigler 教授は CEO となった。ピアソン・エデュケーション社は世界最大の教科書会社であり，教

員研修と一体化した事業展開が始まることを予測される買収である。また，そのような会社がビジネ

スになると判断するほど，好成績の会社なのだと考えられる。 
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 さて，一般企業としてのレッスンラボの目標は，次の３点にまとめることができる。 

①授業実践のデジタルライブラリ 

 著作権などを明確にクリヤーした授業場面をデジタル化し，種々のリソースとともにデジタルライ

ブラリとして活用すること。 

②デジタルライブラリを通じて，教師の学習を支援することができるＷｅｂベースソフトウェアツールと

コンサルタント 

 上記の蓄積されたデジタルライブラリを基盤とし，十二分に活用した教師の専門性を高める教師

用学習コンテンツと学習システムを提供する。 

③研修プログラムの効果の研究に対する包括的なデータベース 

 上記のような学習システムを用いた場合，または，用いないとしても，どのように展開していことが

よいのか，研修の評価も含めた包括的なデータベースを構築する。 

 今回の訪問の目的は，特に②に関するものである。TIMSSビデオスタディーによって収集された

多くの授業場面を，教育ビジネスへとどのように展開しているのか，そして，そのビジネスを支える

ために，どのようなソフトウェアが開発・運用されているのかを明確にすることである。 

 

 

３．レッスンラボにおける教育用ソフトウェアの概観 

 

 企業としてのレッスンラボの主な収益は，教師の職能発達（professional development）を支え

る教育用ソフトウェアと学習コンテンツを開発し，それをネットワーク経由で配信することにより，集

合・個人を対象とした研修を行うことによって得られている。 

 レッスンラボで提供しているソフトウェアは 3種類である。 

 まず第一に，遠隔地での学習のためのポータルサイト公開サービスを行う「LessonLab 

Portal™」である。第二に，ポータルサイト内での学習コンテンツの開発を行うツールである

「LessonLab Builder™」，そして，学習コンテンツ内でサーバー内の授業ビデオ，トランスクリプト

などの授業関連データの視聴を可能にする「LessonLab Viewer™ 」である。これらの製品群は

「ソフトウェア」と銘打っているが，CD-ROM 等のメディアによるソフトウェアパッケージの販売のこと

ではなく，サービスに近いものである。 

 まず，Portal はレッスンラボが管理しているサーバー内に，特定の契約者に対して学習コンテン

ツと学習者間のコミュニケーション機能等を加えた，現職教員研修用のポータルサイトを開設する

サービスのことである。また，BuilderとViewerは，いずれもレッスンラボが管理しているアプリケー

ションサーバーから利用者がアクセスする度にクライエントに配信されるソフトウェアである。したが

って，レッスンラボで開発した現職教育用の学習コンテンツを配信するとともにユーザーの学習コン

テンツ開発を支援し，さらに LMS の機構を提供する総合的な教員教育用サービスと位置づけるこ

とができる。このようなサービスの展開の方法は，パッケージ型ソフトウェアを販売した後の教育関
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係機関に対するメインテナンスのコストを考えると，よりコストに見合った方法であると考えられる。 

 これらのソフトウェアは興味深いものである一方，特に授業研究用に特化された機能を持つもの

ではない。例えば，Portal の機能はそのまま遠隔学習用のポータルソフトウェアである

Blackboard 上でも，同等機能を実現することは可能であり，特に教師教育用に独特の機能を持

っているソフトウェアとは言い難い。レッスンラボの Chief Technology Officer である Paul 

Grudnitski との話し合いでは，現在 Blackboard バージョン 6 以降で活用できるプラグイン

（Building Blocks）を開発中であるとのことであったが，それも，ソフトウェアそのものの機能を独自

に拡張するよりも，遠隔学習用に定評のあるプラットフォーム上で稼働する形でソフトウェアを開発

し，授業研究用の学習コンテンツの充実を図る方が現実的な選択であるためだと推察される。 

 今回の訪問では，これらのソフトウェアの構成についても聞き取り調査を行った。その結果は，次

の図 1のようにまとめることができる。 

図１ レッスンラボのソフトウェア群 

 

 ここで「知識ベース（Knowledge Base）」とは，授業場面のビデオおよびトランスクリプトが同期し

た SMIL コンテンツと，それらに対して分析結果などを加えたドキュメントのことを指す。 

 コースを自主開発したい場合（LessonLab Builder）や，コースのコンテンツにアクセスするため

のインターフェース（LessonLab Viewer）は，アプリケーションサーバーからダウンロードして利用

する形式になっている。また，SMIL コンテンツはビデオストリーミングサーバー経由で視聴する場

学習管理者用
LessonLab Portal
# 複数コースの管理
# 受講生の学習管理
# グループの管理

インターフェース
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# 知識ベースを含むコース閲覧

コースデザイナー用
LessonLab Builder
# 知識ベース開発
# 知識ベースに基づくタスク開発
# コースのオーサリング

Tasks
Task-Forums
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Documents
URLs
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合と，手元の CD-ROMをアクセスする場合とに対応している。 

 コースサーバーへは，後に述べるタスクの回答や，フォーラムでの議論などを蓄積するばかりで

なく，ユーザーの権限の管理などを行っており，それらは独自開発の LMS（Learning 

Management System）によって実装されている。 

 さて，本稿の目的は，これらのソフトウェア群について検討することではなく，これら一連のシステ

ムの上で，授業場面のビデオが現職教員向けに，どのように構成されているかを検討することにあ

る。そこで次に，これらのソフトウェアでサービスされる学習コンテンツの構成面の特徴を中心に述

べていくことにする。 

 

 

４．授業場面のビデオを活かした現職教育用学習コンテンツの構成 

 

 一般に教師の職能開発（professional development）で重要なのは，reflectionを促すことだと

言われている。レッスンラボで開発された学習コンテンツも同様に，学習者である教師が自分自身

の教授法を reflectionすることを促すことを目的として構成されている。 

 現職教育用学習コンテンツの開発は，①授業場面のデジタルライブラリの作成，②授業研究，③

授業研究リソースの教材化，という３つのステップを踏んでいると思われる。そこで，このステップに

したがって，その詳細を次に述べる。 

 

（１）授業場面のデジタルライブラリの作成 

 reflection 促進のしくみを実現するにあたって重要なのが，TIMSS ビデオスタディーによって収

集された授業場面のデジタルライブラリである。授業場面のデジタルライブラリは，授業の動画と英

語によるトランスクリプトを SMIL（Synchronized Multimedia Integration Language）によって

同期を図り，①ストリーミングサーバー経由でのコンテンツ配信，②ローカルマシンの CD-ROM を

経由したコンテンツ参照，のいずれかの設定で閲覧可能なようになっている。レッスンラボでは，授

業場面のデジタルライブラリを独立に CD-ROM 媒体で販売すると同時に，学習コンテンツ内で利

用しているわけである。 

 ところで，このような SMILのコンテンツを開発するためのツールはさほど整備されているわけで

はない。その原因の一つとしては，W3Cで勧告されている SMILの規格（英語版は

http://www.w3c.org/AudioVideo/，日本語版は

http://www.y-adagio.com/public/standards/tr_smil20/cover.html）に適合する言語体系を，

市場におけるデファクトスタンダードであるマイクロソフトのWindows Media Player，リアルメディ

ア社の Real One Playerが遵守していない，すなわち独自の仕様である点があげられよう。 
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 さて，レッスンラボでは現在，授業場面のデジタルコンテンツ開発にあたってはリアルメディア社

のフォーマットを利用しているが，このフォーマットに合致する形でコンテンツを開発するために，

vPRISM と呼ばれるソフトウェアを開発している。 

画面から推察すると，このソフトはデジタル化されたビデオ画面・音声をパソコン上で参照しながら，

ビデオ内の教師や学習者の発言を文字起こしすると同時に，当該場面のタイムコードを文字列に

付加する機能を持つソフトウェアである。 

 SMILのオーサリングツールは種々存在するが，そのほとんどは複数のメディアの配置を行うもの

であり，タイムコードを取り出す機能を持つものがほとんどないのが現状である。しかし，英語版で

あ れ ば ， こ の よ う な 機 能 を 持 つ オ ー サ リ ン グ ツ ー ル は 他 に も あ る

（http://homepage2.nifty.com/netwarp/smil/player.html）。vPRISM の開発元である digital 

LAVA 社（http://www.digitallava.com/）のホームページが現在アクセスできない環境にあるのも，

そのためかもしれない。 

 このようにして，収集された授業ビデオ映像からトランスクリプトを作成し，それらをタイムコードで

シンクロすることによって，まずはデジタル化された研究資料を作成したのであろう。 

 

（２）授業研究 

 デジタル化された授業場面の分析は，参加している世界各国の教育研究者によって比較研究が

なされた。この成果は，例えば次のサイトに見ることができる。 

 

図２ vPRISMの画面
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・資料６ わが国の数学授業の特徴 

 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/siryo/005/03070801/006.pdf 

・高橋昭彦，日米授業研究の現状と課題－アメリカで注目されている日本の授業研究－ 

 http://students.ed.uiuc.edu/takahash/jp/sansu_kyoiku1200.html 

・瀬沼花子，松原静郎「国立教育研究所広報第１２１号」（平成１１年７月発行） 

 IEA国際共同研究調査 

 http://www.nier.go.jp/homepage/kyoutsuu/kyoutsu2/121senumatsu.htm 

・小倉康「国立教育研究所広報第１１６号」（平成１０年９月発行）  

 数学・理科の授業ビデオによる国際比較研究 

 http://www.nier.go.jp/homepage/kyoutsuu/kyoutsu2/116ogura.htm 

・Teaching Mathematics in Seven Countries: Results from the TIMSS 1999 Video Study 

 http://nces.ed.gov/pubsearch/pubsinfo.asp?pubid=2003013 

・Trends in International Mathematics and Science Study; Video Studies 

 http://nces.ed.gov/timss/video.asp 

 

（３）教材の構成 

 さて，多くの授業研究の場合，前述の授業研究の段階を持って終わってしまうが，レッスンラボで

は，前述「授業場面ビデオライブラリ」および「授業研究」のステップで産出された素材と研究成果

をさらに活用し，教師教育用教材を開発している。本稿の目的は，このステップを詳細に検討する

ことである。 

①コンテンツの構成要素 

 具体的な教材（＝コンテンツ）の構成要素をコースのヘルプファイルから抜き出すと，次のように

なる。 

・レッスン 

 レッスンとは，ビデオ事例のことである。典型的には，ビデオ映像とトランスクリプト，そしてエキス

パートのコメント，画像，さらにはビデオ映像と関連づけられたファイルが合体したものである。コー

ス内では，タスク，フォーラム，コースの一部となっている。 

・タスク 

 タスクとは，一連の質問からなる，学習者に対する研究課題のことである。もしも学習者がある課

題を終えたなら，その回答はサーバーに安全に蓄えられ，グループリーダーが閲覧可能な状態と

なる。課題をしている間，学習者はビデオや他の関連するファイルや画像を閲覧することができる。 

・フォーラム 

 フォーラムとは，特定のワークグループが利用可能な，スレッド化されたオンラインの議論のことで

ある。学習者がフォーラムで作業している間，ビデオや他の関連するファイルや画像を閲覧するこ

とができる。 
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以上３つの構成要素が，コースの中に教員研修用に「埋め込まれて」いることになる。 

・コース 

 コースとは，理解を促進するためのテキスト，レッスン，タスク，フォーラム，ビデオ，その他のリソー

スからなる。そのコンテンツは，ビデオ，画像，文字，そしてインタラクティブなオンラインの協働のし

くみを統合化した一連のトピックとページから構成されている。 

具体的なコースの画面を次に示す。 

 

図３ コース画面（Helpファイルより） 

 

 

５．授業事例を基盤にしたコース構成におけるタスクの役割 

 

 次に，より具体的に，デモンストレーションとして訪問者に公開されている「Explorations of 

Algebra Teaching」のコース構成を見てみよう。このコースは日本，香港，スイスの中学校 2 年生

対象の数学授業をレッスン事例として扱っているコースである。 

 全体のコース構成を図４に示す。 
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図４ 「Explorations of Algebra Teaching」コースの内容 

 

 このコースではまず，「序章（イントロダクション）」「はじめの探究」で，タスクなどの利用方法に慣

れた後，「TIMSS1999 ビデオスタディー」の方法論と主要な結果について学習する。その後，日

章 節 内容 タスク フォーラム

Introduction（７ページ）

Title Page

Course Goals

Course Overview

Using the Software
あなた自身について教えて下さい：
グループ内での自己紹介を行う。

Course Planner

The TIMSS Video Study

From TIMSS 1995 to TIMSS 1999

Initial Explorations（２ページ）

Initial Explorations

Initial Explorations

てはじめ：４つの国（オーストラリア，
チェコ，香港，オランダ）の授業の導
入部分を視聴し，授業者の目標を推
測する。

４つの授業場面を見て，主な類似
点，相違点はどこか？

TIMSS 1999 Video Study Up Close（１６ページ）

TIMSS 1999 Video Up Close

TIMSS 1999 Video Research Methods

TIMSS 1999 Video Research Methods

TIMSS 1999 Video Research Methods

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings

TIMSS 1999 Video Findings
Video Studyについて，興味深い
点，驚いた点はどこか？

Public Release Lessons for TIMSS 1999

Additional Resources on TIMSS Research

Case 1: Japan（９ページ）

Japan: Equalities and Inequalities

Introduction to the Problem

問題への導入（日本）：
①授業の導入で扱われている問題
を自分自身で解き，投稿する
②教師がどのようにその問題を導入
しているかビデオを視聴する

Exploration: Inside the Classroom

探究（日本）：
①授業全体のビデオを視聴し，理解
する
②授業の中で取り上げられている５
名の生徒の反応を視聴し，アメリカ
の中２も同様の反応をするかどうか
を投稿する

Focus on Content: Equalities and Inequalities

Focus on Content

Focus on Content

Focus on Content

Analysis: How the Lesson Unfolds

分析（日本）：
①教師の問題のプレゼンの善し悪し
を検証して投稿する
②生徒の反応が提示される順序を
検証して投稿する
③解決方略を共有する方法の効果
を検証して投稿する

日本の授業について議論しよう

Viewpoints: Thoughts on the Lesson

Case 2: Hong Kong（７ページ） Case1と同様 （日本と同様の構成なので省略）

Case 3: Switzerland（８ページ） Case1と同様 （日本と同様の構成なので省略）

Reflections（１ページ）

Final Assignments

リフレクション：
①学習者の数学的思考を促進する
ために，自分自身の授業をどのよう
に変更できるか考えて投稿する
②その変化を具体的にどのように実
施するかを考えて投稿する
③やってみた結果，どのようなことを
生じたかを投稿する

教材の解説

Video Study
全般について
の解説
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本，香港，スイスの各国の数学授業のビデオを視聴しながら，自分自身の授業を具体的に改善す

ることを目標としている。 

 

（１）タスクの構成 

 日本，香港，スイスの各レッスン事例は，いずれも図４に示すように，同様の構成になっている。内

容の解説も重要であるが，遠隔学習を前提にしたコースであるため，受講生である教師自身がど

のような学習活動を展開しているのか，換言すれば，一つのレッスン事例について，学習の進行に

合わせてどのような「タスク」が準備されているのかが，コース構成のポイントとなるため，タスクにつ

いてより詳細に検討する。 

図５ 各国のレッスン事例の内容系列 

 

①導入のタスク 

 まず，教室環境の簡単な解説を行った後（この部分のトピックの名称は「Equality and 

Inequality」となっているが，扱われるレッスンによって異なっている），「Introduction to the 

Problem」では，授業で教材として扱われている数学の問題を実際に受講生が解決すること，そし

て，解決したばかりの教材が，実際の授業の導入でどのように扱われているのかを推測するタスク

がある。 

 レッスンのビデオを視聴することを最小限にして，扱われている教材の意味を理解することにより，

授業で教師が採用している教育方法をより効果的に学習することができる，準備局面のタスクであ

Analysis: How the Lesson Unfolds

Japan: Equalities and Inequalities

Introduction to the Problem

Exploration: Inside the Classroom

Focus on Content

教材，クラスサイズなどの簡単な紹介

①授業で扱われている教材を実際に解く
②問題の導入方法を観察・考察する

①授業そのものの流れを理解する
②生徒の反応の取り上げ方を考察する

教材の数学的意味を解説する
（いわゆる「教材研究」）

①教師の問題の導入手法を検証する
②生徒の反応の提示順序を検証する
③解決方略を共有する方法を検証する
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ると言えよう。 

②授業展開を理解するタスク 

 次に「Exploration」では，授業そのものの流れの理解と，その流れを決定しているトピックの評価

が課題である。日本のレッスン事例では，後者は，５名の生徒が指名されて自分の解法を板書して

いることを指摘し，それぞれの生徒の反応の意味を考える。といっても，このタスクでは解法を分析

するところまでは踏み込まず，「アメリカの生徒も同様の解決方略を採用するかどうか考える」という

浅い推測を行うタスクとなっている。 

 このように，授業全体の観察をストリーミングの動画で行うことは無理があるが，観察すべき時間を

タイムコードとして指定しておくことで，観察すべき授業場面を無駄なく観察できるように構成されて

いる（図６参照）。 

 

図６ アメリカの生徒が日本の生徒と同様の方略を採用するかどうかを答えるタスク 

（５名の生徒の解決方略が紹介される授業場面へ，タイムコードをクリックすることでジャンプさせる

ことができる） 

 

③教材の解説 

 この後，授業で扱われている教材が，4 ページにわたって詳細に解説されている。その内容は，

生徒が答えた解決方略が，当該の教材に対してどのような意味があるのかを，数学的に解説する

ことが中心である。 

 この部分には，タスクは見られない。「授業展開を理解するタスク」を先行して実施し，その内容を
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教材面から検討することが主なねらいと考えることができる。 

④分析タスク 

 レッスン事例の最後に，「授業の導入時の問題の提示」「生徒の指名の仕方」「解決方略を共有

する方法」に対して，明確に「評価」することを促すタスクである。この段階では，教材の意味，教師

の導入方法，5 名の生徒の反応の取り上げ方については，これまでのタスクを通してすでに理解し

ているため，受講生がより深い分析を加える「授業評価」を必要とするタスクを与えていると考えら

れる。 

 このように，レベルの異なるタスクをレッスン事例と組み合わせて提示することにより，受講生にリ

フレクションを促すコンテンツとしていると考えることができる。 

 

（２）タスクと受講生の授業分析活動 

 タスクの特性を，より詳しく検討してみよう。 

 前述のように，各々のタスクは，次のような役割のタスクであった。 

「導入タスク」：教材理解と導入方法の理解 

「授業展開タスク」：授業の流れと生徒の異なる反応の理解 

「分析タスク」：生徒の反応の解説を受けた後の授業（者）の評価 

 このように，タスク系列は，受講生が徐々に深い立場で授業分析が可能となるように配列されてい

る。このコースは集合研修あるいはネットワーク経由の個人で学習することが想定されているが，い

ずれの研修でも，このようなタスクがあることにより，ただ授業場面を目で追うだけではなく，ある特

定の視点から授業分析活動を行うことができる。 

 また，タスクの「内容」は，授業展開タスク，分析タスクはそれぞれ扱われているレッスン事例によ

って異なっている。例えば，香港のレッスン事例での分析タスクは「この教師はなぜ２つの方程式を

与えることによって恒等式を導入したのか」「この方程式が恒等式であることの証明を強調したのは

なぜか」というものになっている。実は，このコースに限定すれば，「導入タスク」「授業展開タスク」

は，場面は異なっているもののほとんど同じ内容である。すなわち，分析タスクは，TIMSS ビデオ

スタディーの結果，それぞれの国の教師が優れていると分析された内容を活かし，受講生にその

追体験を促すタスクと考えることができる。 

 換言すると「TIMSS ビデオスタディーによる授業分析を追体験することによる学習」を保証するコ

ース構成であると言えよう。 

 

 

６．授業ビデオ教材開発の方法と運用に対する示唆 

 

（１）教材開発方法論 

 これまで見てきたように，レッスンラボにおける教師教育用教材の開発方法論は，TIMSS ビデオ
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スタディーで行われた授業分析の知見を基盤としている。つまり，単に授業を分析するだけではな

く，分析の過程で得られた様々なリソースを教師教育用教材へと発展させている点である。 

 日本では多くの授業研究者が大量の授業場面のビデオを蓄積し，成果をあげてきているものの，

それらは一般に「研究のための研究」に用いられるリソースであり，研究成果を教師教育用教材へ

と直結させた授業研究はほとんど見られない。日本の授業研究者が見習うべき点ではないかと思

われる。 

 図７にこれらのしくみの違いを示す。図７(a)は，伝統的な授業研究のスタイルであり，授業研究者

のコミュニティーが研究成果を閉じた系の中で発展させていく研究スタイルである。一方，図７(b)は，

授業研究の成果を，授業研究者のコミュニティーの中で発展させていく一方で，それらの成果を教

員養成あるいは教員研修へといフィードバックさせていくパスが設けられている点が異なる。研究

成果ないし研究リソースをさらに教育の場へと展開していく方法論であり，研究成果を社会へと還

元するための方法論として効果のあるものと言うことができるだろう。 

 (a) 伝統的な授業研究のスタイル 

(b) 授業研究の成果・リソースを基盤とした教材開発を行うスタイル 

図７ 授業研究における方法論の比較 

Ａ教師の
授 業

研究者の
研究行為

観 察

概念産出

他の研究者

引 用

さらなる
概念産出

・・・・

理論化

授業研究者のコミュニティー

Ａ教師の
授 業

研究者の
研究行為

観 察

概念産出

他の研究者

引 用

さらなる
概念産出

・・・・

理論化

授業研究者のコミュニティー

教員研修 教員養成

研究者による
教材開発
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（２）トータルな学習システムの構築 

 また，レッスンラボの方法論を，今後の教師教育用遠隔教育システムへの展開から考えた場合，

コース構成ばかりでなく，コースの運用について見習うべき点が多い。一般に，遠隔教育の弱点は，

ドロップアウトの割合が高いことである。このドロップアウトを防ぐ一つの手だては，グループなどを

構成することで受講生相互のコミュニケーションを活性化することであるが，そのためには，グルー

プ毎に学習を手助けするためのインストラクターが必要になる。 

 レッスンラボでは，インテル社とパートナーシップを結んでおり，インストラクタの費用はインテル社

が受け持っているという。受講の費用は$40 であり，4 学期制で受講生を受け入れるコースと，イン

ストラクタ無しで自己ペースで進めるコースとがある。また，インストラクタありのコースでさらに$60を

支払うと，UCLAの単位を 1単位取得できるようになる。 

 コース構成ばかりではなく，このように，受講生が学習をすることによるメリットを明確化する全体

的なシステムが，受講生である教師の学習意欲を高め，より効果的な学習を進めるためには必要

ではないだろうか。 

 

 

７．おわりに 

 

 最後に，レッスンラボにおけるコース開発・分析作業を通じた知見から，今回の科学研究費で開

発しようとしている，日本における理科授業ビデオを使って教材化する際のポイントを３点，まとめ

る。 

（１）教材に何らかの工夫がある授業であること 

 レッスンラボのコースは，タスクを見てみると，アメリカの教師が受講することを想定して開発された

ものと考えられる。この場合，アメリカの教師があまり目に触れる機会のない，他国の数学授業を教

材とするため，授業場面そのものに対する興味・関心が高く，しかも当該の国の数学カリキュラムに

ついては未知の部分が多いため，授業で扱われている教材それ自身を理解することが，受講生の

教材に関するレパートリーを広げることに直結する。 

 日本の教師が国内の他の教師の授業を観察する際に，少々観察しただけで興味・関心が持た

れやすいのは，教材であろう。ここで教材とは，狭い意味での teaching materialではない。学習

内容，それ自身のことである。したがって，導入時に学習者に与える事象，学習者が探究して行く

課題設定，などである。 

 特に，授業場面のビデオをそのまま教材として用いた場合，後半の授業場面であるほど前半から

視聴を継続しなければ授業場面を理解することができない。レッスンラボのコースは，導入タスクに

おいて，授業の初発に学習者に与えられる教材を理解することからタスクを開始していたため，授

業を視聴し続けることのストレスを極端に低減できるコース構成であると言える。そして，授業を「ち

ょっと見る」だけで興味をひかれるのは，教師が与える教材それ自身であると思われるのである。 
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（２）授業の雰囲気が多様な学習者の反応を保証するものであること 

 日本の授業では現在一般に，学習者の反応をいかに引き出し，多様な反応を吟味することから，

いかに科学的概念を形成するか，が課題となっている。したがって，いかによい教材を用いた授業

ビデオであっても，受講生の長時間の観察活動を継続させるためには，生徒の多様なアイデアが

引き出される授業であることが望ましい。 

（３）何らかの授業研究会の結果を活かしたタスクが準備されていること 

 最後に，単に授業場面を観察し，理解するだけではなく，受講生を「分析者」として授業を評価さ

せるためのタスクが必要である。このタスクは，開発者であるわれわれが準備する場合と，何らかの

授業研究会の成果をそのままタスク化する手法を考えることができる。 

 前者の場合，複数の授業場面を様々な角度から分析することが必要であり，おそらくその準備だ

けで膨大な時間が必要となるだろう。したがって，現実的には，当該の授業を題材にした，多くの

教師が参画するであろう「授業研究会」でどのような議論が交わされ，どのような改善策が提案され

たのかを参考にすることは，コースを構成する上で大変重要なものとなると思われる（もちろん，そ

の研究会が教師の教育技術や教材などをより深く議論し，次の授業のさらなる発展を見出すため

のものであることが前提である）。 
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第７章 理科授業ビデオを用いた研究 
 
 本章では，前章までに取り上げなかった理科授業ビデオを用いたその他の研究について報告する。 

 

第１節 “Video Study on Science Classes and Science Teacher Education”は，研究分担者の吉田が，

アメリカの理科授業ビデオを用いて，教師と教員養成の学生との授業評価の傾向の違いにつ

いて分析したものである。 

第２節 「日本のよい理科授業に求められる三つの条件」は，研究分担者の隅田・猿田が，日本の理科

授業（JP88）を用いて，理科授業に対する高い評価を代表する特徴を分析したものである。 

第３節 「中学校理科授業プロトコルに現れる日本に特徴的な用語としての「様子」」は，研究分担者の

中山と協力者の川野が，日本の理科授業での教師の発話プロトコルを分析して，その特徴を見

出そうとしたものである。 
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Video Study on Science Classes and Science Teacher Education  
-Assessment of Science Class Activities by Student Teachers- 

 
YOSHIDA Atsushi, 

Department of Science Education, Aichi University of Education, Igaya, Kariya, Aichi, 448-8542, JAPAN, Email: 
ayoshida@auecc.aichi-edu.ac.jp 
 

Abstract 
In the teacher training education to which the promotion of the practical leadership is 
requested, developing of the ability that the student evaluates the class activities is very 
important for teachers. The teacher training students were made to evaluate the lesson 
videos of 8th grade science in the United States. There are with Japanese translation. 
Moreover, it was clarified some aspects between students and experienced teachers, in the 
number of assessment cards and their view points to evaluate. Depending students’ teaching 
experience, they have different viewpoints to evaluate teaching activities.  

 
Key words: Video analysis, Assessment, Teaching activities, Teacher training 
 
１． Introduction 
  
 This research was done based on the Unique Method for Science Lesson Video Analysis developed by 
Ogura Yasushi et.al.(2001). The 95 hours of 8th grade science lessons videotapes taken in Japan as well as 
those in the other countries were reassessed by experienced science teachers. Some lesson videotapes were 
deeply analyzed and are served to use in science teacher training.  

In this research, to compare the contents and futures in comments and evaluations of science lessons which 
were recorded into videotapes between experienced teachers and student teachers. Students, junior, senior and 
graduate students in teacher training course in Aichi University of Education, were contributed in this research. 

Student teachers are required to develop practical skills of teaching in the recommendation for the future 
school teacher(1998), however, there is no good ideas and opportunity to promote their skills in university 
level. We, professors in teacher training education, should develop good and useful strategy to promote them. 
This research will contribute to solve this problem. 

   
２．Method of Research 
 
 Subjects: 32 student teachers contributed in this study, 11 junior students, 14 senior students and 7 graduate 
students who have already experienced 4 weeks or 6 weeks practical (student) teaching.  
 
Instrument: Three 8th grade science lessons recorded in the United States were used in this study. Science 
teacher and some students were recorded with voice(in English). Students could read the transcript (Japanese) 
on videos and printed transcript (same).  
Three videos were chosen as following; 
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US-S No.24: Science lesson which Japanese teachers gave higher score in general evaluation. 
            Content: Electricity ( Lemon Cell) 
US-S No.33: Science lesson which Japanese teachers gave lower score in general evaluation. 
           Content: Oceanography (Bingo game for reviewing) 
US-S No.80: Science lesson which Japanese teachers gave different scores in general evaluation. 
           Content: Meteorology (prediction of weather=Probability using coin-tossing)  
 

Procedure: One student (sometimes two students) was asked to observe videos and to give comments, write 
on printed transcript with pause videotape. General evaluation was asked after observing lesson. 
No.24 lesson was evaluated by 12 students, No.33 lesson was evaluated by 10 students, No.80 lesson was 
evaluated by 10 students. 
 
Analysis: General evaluation and comments were classifies in same way.  

 
Science Lesson Evaluation Framework (Ogura el.al., 2001) 

 
I  Is the content of the lesson devised for the lesson? 

l-1  Are the learning task clarified?  
Development of task in introduction, task presentation in a necessary manner for learners, reflection of 
task in summaries, notification and presentation of task of next lesson etc.  

I-2  Is handling of the content devised?  
Devising handling of content in lectures, observation or experiments.  

I-3  Is the learning method resented precisely ?  
Instructions to all students in observation or experiment preparation, method of implementation, group 
and individual learning methods etc.  

I-4  Has the content of previous lessons been reinforced?  
Review of previous lesson, confirmation of fundamental knowledge and skills etc.  

 
II  Are effective teaching techniques used?  

ll-1  Is the lesson format effective?  
Effective format of observation, experimentation or group learning, effective use of time (is time wasted?, 
are activities time-effective?) etc.  

ll-2  Are effective teaching materials teaching tools and media used?  
Effective use of teaching materials for observation and experimentation, worksheets and notes, textbooks, 
blackboard descriptions, audiovisual equipment, and computers. Are the teacher's voice and body 
language, and usage of teaching materials, effective?  

ll-3  Is the learning level monitored and modified/confirmed?  
Does the teacher have an understanding of the learning level of students, and are advice, support, 
consideration and observation provided as needed for individual students and groups of students?  

 
III Are efforts made to stimulate student activity?  

lll-1  Does the teacher support/facilitate student thought? 
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Measures taken to promote presentation of student ideas, and to examine closely such ideas, measures 
taken to focus ideas, and measures taken to deepen thought and place importance on scientific processes 
etc.  

lll-2  Is sufficient focus laced on student creativity and individuality ?  
Allowing a focus on doubts and predictions, encouragement of new ideas, inducing student individuality 
(positive attitude, independence, exchange of opinions between students) etc.  

lll-3  Is sufficient student learning time available?  
Sufficient time for experimentation, thinking, working (notes, entering on printed sheets) summarizing, 
discussing, presenting opinions etc.  

 
IV  Is a satisfactory learning environment created?  

IV-1  Is the human relationship trustful?  
Familiarity between teachers and students, and between students, consideration of student feelings, 
behavior designed to create good relationships, teacher's warm and effective method of speaking and 
expressions etc.  

IV-2  Are classes formed effectively as a learning community ?  
Learning attitude, creation of children's roles, and positive and cooperative attitude for learning etc.  

IV-3  Is the physical environment satisfactory for science learning ?  
Measures taken to promote satisfactory environment in the laboratory and other classrooms, and outdoors, 
consideration of safety. 

 

３． Result and Discussions  
 
(1) General Evaluation and Evaluation on the Viewpoints (US-S No.24) 
 

Table 1. General Evaluation & Number of Comments（US-S №24） 

Evaluation 1 Evaluation 
2 

Evaluation 
3 Evaluation Card 

 
Evaluator Content Techniq

ue 
Learning Environ

ment 
Ability Generality Degree of 

Achievemen
t 

No. of 
Affirmat

ive 

No. of 
Negati

ve 
A4 △ △ × ○ △ ○ △ 6 28 

B4 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 8 6 

C4 ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ 13 4 

DM △ × △ × × △ × 25 16 

EM △ △ × ○ △ △ △ 14 16 

F4 △ △ × ○ △ ◎ △ 9 9 

G4 ○ × × △ △ △ △ 2 17 

H4 △ △ △ × △ ◎ △ 10 16 

I4 △ △ ○ ○ △ ○ △ 10 10 

JM ○ △ ◎ × ○ ○ △ 9 6 

K3 △ △ ○ ◎ ○ △ △ 6 1 

L3 × △ △ ○ △ ◎ ○ 8 10 
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Mean 2.3 2.0 2.1 2.5 2.3 3.1 2.2 10 11.6 
Evaluator: 3=Junior, 4=Senior, M=Graduate student, Mean are calculated from ◎Very good=4,○Good=3,△Not Very 

good=2,×Poor=1  

  
Table 2. Number of Evaluation Cards Differentiated by Viewpoints(US-S. No.24) 

Code Evaluation Viewpoint Junior Students 
（2） 

Senior Students 
（7） 

Graduate Students 
（3） 

  Negative Affirmative Negative Affirmative Negative Affirmative

Ⅰ Device about what to 
teach 1.5 1.5 2.9 1.1 3.3 5 

Ⅰ－１ Clear presentation of what to 
learn 1 0.5 0.7 0.3 0.7 2.3 

Ⅰ－２ Device on how to deal with 
the teaching 0.5 1 0.4 0.3 1.7 1 

Ⅰ－３ Presentation of the learning 
method  0 0 1.6 0.3 0.7 1.7 

Ⅰ－４ Understanding of the matter 
already learned  0 0 0.1 0.1 0.3 1 

Ⅱ 
 

Effective teaching 
technique  0 2 4.4 2.7 3.7 2.3 

Ⅱ－１ Effective type of lesson 0 0.5 0.6 0.4 1 0 

Ⅱ－２ Effective use of teaching 
material and aids 0 1.5 2.7 1 1.7 1.3 

Ⅱ－３ Grasp of learning situation 0 0 1.1 1.3 1 1 

Ⅲ 
Device for the 
encouragement of student 
activities 

3 1.5 4.3 2.3 3.3 2 

Ⅲ－１ Assistance to promote 
thinking 2 1 2.1 2.1 0.7 1.3 

Ⅲ－２ Promotion of creativity and 
autonomy 1 0.5 1.3 0.7 1.1 0.3 

Ⅲ－３ Guarantee of learning hours  0 0 0.9 0.3 0 0.3 

Ⅳ Good learning 
environment  1 2 1.3 2.1 2.3 6.7 

Ⅳ－１ 
Relationship of trust 
between teacher and 
students 

0.5 1.5 0.4 1.7 0.3 4.7 

Ⅳ－２ Class making  0.5 0.5 0.9 0.4 1.7 1.3 

Ⅳ―３ Environment setting 0 0 0 0 0.3 0.7 
 Total 5.5 7 12.9 8.3 12.7 16 
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(2) General Evaluation and Evaluation on the Viewpoints (US-S No.33) 
 

Table 3.  General Evaluation & Number of Comments（US-S No.33） 

Evaluation 1 Evaluation 
2 

Evaluation 
3 Evaluation Card  

Evaluator 
Content Techniq

ue 
Learning Environ

ment 
Ability Generality Degree of 

Achievemen
t 

No. of 
Affirmati

ve 

No. of 
Negative

A4 △ △ △ △ △ ◎ △ 4 6 

B4 × ○ ○ △ × △ △ 4 5 

C3 ○ △ ◎ × △ △ △ 11 16 

D3 ○ × ○ ○ △ ○ △ 5 6 

E3 ○ △ ◎ ○ ○ △ △ 4 7 

F3 △ ○ ○ × △ △ △ 4 7 

G3 ○ △ ○ × △ △ △ 3 6 

H3 ○ ○ ○ △ × △ △ 8 10 

IM ○ ○ △ × △ × △ 25 17 

JM △ △ △ × △ × ○ 18 26 

Mean 2.5 2.3 2.9 1.7 1.9 2.1 2.1 8.6 10.6 

Evaluator: 3=Junior, 4=Senior, M=Graduate student, Mean are calculated from ◎=4,○=3,△=2,×=1  

 
Table 4. Number of Evaluation Cards Differentiated by Viewpoints(US-S. No.33) 

Code Evaluation Viewpoint Junior Students 
（6） 

Senior Students 
（2） 

Graduate Students 
（2） 

  Negative Affirmative Negative Affirmative Negative Affirmative

Ⅰ Device about what to 
teach 1.7 2.2 0 0 6 6 

Ⅰ－１ Clear presentation of what to 
learn 0.3 0.3 0 0 1.5 2.5 

Ⅰ－２ Device on how to deal with 
the teaching 0.8 1.2 0 0 2.5 2 

Ⅰ－３ Presentation of the learning 
method  0.5 0.5 0 0 1 1 

Ⅰ－４ Understanding of the matter 
already learned  0 0.2 0 0 1 0.5 

Ⅱ Effective teaching 
technique  3.5 1.8 2.5 2 9 8 

Ⅱ－１ Effective type of lesson 0.3 0 0.5 0 3 1.5 

Ⅱ－２ Effective use of teaching 
material and aids 1 1.2 1.5 2 2.5 3 

Ⅱ－３ Grasp of learning situation 2.2 0.7 0.5 0 3.5 3.5 

Ⅲ 
Device for the 
encouragement of student 
activities 

2 0.5 2 1 4.5 4 

Ⅲ－１ Assistance to promote 
thinking 1.8 0.2 1.5 1 3.5 1 

Ⅲ－２ Promotion of creativity and 
autonomy 0.2 0.3 0 0 1 3 

Ⅲ－３ Guarantee of learning hours  0 0 0.5 0 0 0 

Ⅳ Good learning 
environment  1.5 1.3 1 1 2 3.5 
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Ⅳ－１ 
Relationship of trust 
between teacher and 
students 

0.3 0.5 0 0 0 2 

Ⅳ－２ Class making  1.2 0.8 1 1 1.5 1.5 

Ⅳ―３ Environment setting 0 0 0 0 0.5 0 

 Total 8.7 5.8 5.5 4 21.5 21.5 
 
(3) General Evaluation and Evaluation on the Viewpoints (US-S No.80) 
 

Table 5.  General Evaluation & Number of Comments（US-S No.80） 

Evaluation 1 Evaluation 
2 

Evaluation 
3 Evaluation Card 

 
Evaluator Content Techniq

ue 
Learning Environ

ment 
Ability Generality Degree of 

Achievemen
t 

No. of 
Affirmati

ve 

No. of 
Negative

A4 × ○ × ◎ × △ △ 3 7 

B4 × △ × × × × △ 1 2 

C4 × △ × △ △ △ × 2 6 

DM △ △ × △ × ○ △ 0 24 

EM △ ○ × △ △ ○ △ 9 16 

F4 △ △ × ○ ○ ◎ △ 5 52 

G4 × × △ ○ × △ ○ 14 27 

H3 × △ × △ △ △ △ 1 4 

I3 × △ × △ × △ △ 5 15 

J3 ○ △ △ △ △ ○ △ ７ 10 

Mean 1.5 2.1 1.2 2.3 1.6 2.4 2.0 4.7 16.3 

Evaluator: 3=Junior, 4=Senior, M=Graduate student, Mean are calculated from ◎=4,○=3,△=2,×=1  

 
Table 6. Number of Evaluation Cards Differentiated by Viewpoints(US-S. No.80) 

Code Evaluation Viewpoint Junior Students 
（3） 

Senior Students 
（5） 

Graduate Students 
（2） 

  Negative Affirmative Negative Affirmative Negative Affirmative

Ⅰ Device about what to 
teach 2 1.3 4.8 0.6 ９ 1.5 

Ⅰ－１ Clear presentation of what to 
learn 0.3 0.3 0.2 0.4 3.5 0 

Ⅰ－２ Device on how to deal with 
the teaching 0.7 0.3 2.2 0 ４ 0 

Ⅰ－３ Presentation of the learning 
method  1 0.7 2.2 0.2 1.5 1 

Ⅰ－４ Understanding of the matter 
already learned  0 0 0.2 0 0 0.5 

Ⅱ 
 

Effective teaching 
technique  4.7 2 9.2 3.6 7.5 3 

Ⅱ－１ Effective type of lesson 0.7 1 ４ 3.6 3 0 

Ⅱ－２ Effective use of teaching 
material and aids 2.7 1 3.6 1.6 3.5 1 

Ⅱ－３ Grasp of learning situation 1.3 0 1.6 1.4 1 2 
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Ⅲ 
Device for the 
encouragement of student 
activities 

2 0.7 2.4 0.4 2 0 

Ⅲ－１ Assistance to promote 
thinking 0 0 1.2 0.4 0.5 0 

Ⅲ－２ Promotion of creativity and 
autonomy 0.7 0.7 0.8 ０ 1.5 0 

Ⅲ－３ Guarantee of learning hours  1.3 ０ 0.4 ０ ０ 0 

Ⅳ Good learning 
environment  １ 0.3 2.4 0.4 1.5 0 

Ⅳ－１ 
Relationship of trust 
between teacher and 
students 

0.7 0.3 0.6 0.2 0 0 

Ⅳ－２ Class making  0.3 0 1.8 0 1.5 0 

Ⅳ―３ Environment setting 0 0 0 0.2 0 0 

 Total 9.7 4.3 18.8 ５ 20 4.5 

 
(4) Comparison general evaluation between teachers and students  
 

Table 7.  Mean of general evaluation in five viewpoints 
No.  № 24 № 33 № 80 

Viewpoint Teachers Students Teachers Students Teachers Students 
Content 3.3 2.3 1.5 2.3 2.7 1.3 

Technique 3.7 2.0 2.2 2.0 2.5 2.1 

Learning 2.5 2.1 2.5 .3.0 2.2 1.1 

Environment 3.7 2.5 2.0 1.8 2.3 2.3 

Ability 3.3 2.3 1.8 1.8 2.8 1.6 

 Mean 3.3 2.2 2.0 2.2 2.5 1.7 

 

When mean in each viewpoint are compared, №24 lesson is relatively high, and №33 is low in the general 
evaluation of experienced teachers. There is no difference in the general evaluation of re when the evaluation 
of the student between №24 lesson and №33 lesson. The evaluation of №80 lesson is the severest by students.  
Science lesson which the experienced teachers evaluated highly, sometimes students evaluate low oppositely 
and severely. Especially, "Effective technique" and "Teacher's ability" with all lessons were lower evaluation 
by students than by the experienced teachers.   
 
(5) Comparison Negative and Affirmative Comments evaluation between teachers and students 
 

Figure１ shows Number of Negative Comment on the lesson 24. Figure 2 shows Affirmative Comment on 
the lesson 24. Comparing two figures, students gave comments negative more than teachers. Students gave 
total number of negative comments was more than total number of affirmative comments. On the other hand, 
teachers gave affirmative comments more than negative ones. Students can find negative figures on lesson, but 
they do not find affirmative ones. On the viewpoints, “Effective use of teaching material and aids”, 
“Promotion of creative and autonomy”, students gave negative comments, rather than affirmative comments. 
Experienced teachers gave some comments on “Grasp of learning situation”, “Understanding of the matter 
already learned”. But students rarely gave affirmative comments in such viewpoints. 
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Fig. 2 Num ber of Affirm ative Comm ents on US-S No.24

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

Presentation

Content

Method

Understanding

Type of lesson

Material & Aids

Situation

Promote thinking

Automony

Learning Hours

Trust Relationship

Class Making

Environmental setting

Teachers
Students

Fig. 1. Number of Nagative Comments on US-S. No.24

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 1.6 1.8

Presentation

Content

Method

Understanding

Type of lesson

Material & Aids

Situation

Promote thinking

Automony

Learning Hours

Trust Relationship

Class Making

Environmental setting

Mean

Teachers 
Students

417 / 504



(6) Number of comments by students and teachers 
 

Table 8. Mean of comments (Lesson 24) 
Junior Senior Graduate Teachers 

Negative Affirmative Negative Affirmative Negative Affirmative Negative Affirmative
5.5 7.0 12.9 8.3 12.7 16 4.5 24.5 

  
To compare with students and teachers in the number of comments, means of comments by junior, senior and 
graduate students, experienced teachers are shown in Table 8. All students have ever done student teaching. 
Junior students had 4 weeks teaching experience, senior and graduate students had 6 weeks teaching 
experience. Some graduate students have part-time teaching jobs. Junior students gave about 12 comments, 
senior students gave about 21 comments, and graduate students gave about 29 comments. Senior students 
gave negative comments rather than affirmative ones. Graduate students gave both affirmative and negative 
comment. Experienced teachers gave affirmative rather than negative.  
Junior and senior students can point out the negative aspects on teaching science, can rarely point out the 
affirmative aspects. Graduate students can point out the affirmative as well as experienced teachers. 
Experienced teachers always give comments to develop young teachers’ skill and practice in teaching 
activities. When they give only negative comments, young teachers will be apt to avoid from comments by old 
teachers.  
 
4. Conclusion 
Teachers are required to develop practical skill in teaching, consulting and managing as classroom teacher. 
Newly appointed teacher have to have 60 days in-service training. Five years experienced and ten years 
experienced teacher have to have 20-40days in-service training. Teaching skills in the subjects are diversity by 
the subjects, Pre-service training programs are rarely designed to develop practical skills. Students have to 
develop teaching skills in student teaching. Young teachers have to develop them in practice.  
This evaluation way which we used is very good method for students and teachers to develop them as lesson 
study. Observation and evaluation many science lessons in this way provide a good opportunity to study and 
look their classes over again. Teaching experience encourages to develop teaching skills, observing and 
evaluating encourage to develop more. Mentoring is good way for teacher to develop teaching skills, 
mentoring with evaluation system is more useful to develop them.  
 
 
Reference 
Matsubara S. (2002) International Cooperative Study for Comparing Science Class, Research Project 
(#11694044) Report (A Separate Volume for English Articles) JAPS Grand-in-Aid for Scientific Research, 
National Institute for Educational Policy Research.  
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日本のよい理科授業に求められる三つの条件

－理科授業ビデオ（JP88：物理領域）を事例として－

隅田　学 1 ・猿田祐嗣 2

SUMIDA Manabu 1, SARUTA Yuji 2

愛媛大学教育学部 1，国立教育政策研究所 2

Ehime University 1，National Institute for Educational Policy Research 2

［要約］国立教育政策研究所では，わが国と海外 4 カ国における第 8 学年（中学校 2 年）段階の

理科授業の収録ビデオを用いた国際比較共同研究を実施している。わが国では独自に分析手法を

開発し，理科授業ビデオの分析研究を開始した。そこでは，わが国や海外ではどのようなタイプ

の理科授業が実践され，どのような理科授業が高く評価されるのかを明らかにし，より良い理科

授業の追究と教師教育の改善が目的とされている。本稿では，わが国の理科授業の中から，総合

的に高く評価された第一分野の物理領域「電流と磁界」の授業（ JP88）を取り上げ，まずその授

業に対する教師による評価のパターンを分析した。その結果，理科授業に対する高い評価を代表

する特徴的な点として（１）教材教具の工夫，（２）効果的な視聴覚機器の利用，そして（３）良

好な学級経営の三点が見いだされた。そして，授業者へのインタビューを行い，授業者や授業の

背景を調べると同時に，本授業に対するカンファレンスを開催し，今後のわが国の理科授業の在

り方，教師教育への利用可能性について考察を行った。

［キーワード］理科授業ビデオ，良い授業，授業評価，教師教育

１. はじめに

わが国では，1999 年 5 月から 2000 年 2 月に

かけて国内 95 の中学校で理科授業がビデオ撮

影された。続いて，その撮影データを用いて，

2000 年度にはわが国独自の分析手法・観点か

ら，74 名のわが国の中学校理科教師により，

撮影された理科授業に対する評価が行われた。

　本稿では，一般的な授業でなおかつ総合的に

高い評価を受けた物理領域「電流と磁界」に関

する授業（JP88）を事例として取り上げ，その

評価のパターンを分析し，よい理科授業に求め

られる条件を検討する。同時に，教師や授業の

背景に関するインタビュー調査や授業カンファ

レンスを行い，今後の理科授業の在り方，教師

教育への利用可能性について検討を行う。

２. 教師による本授業に対する評価

　本授業は，コイルを流れる電流のまわりの磁

界について学習する授業である。1 本の導線を

1 回巻きからだんだんと巻き数を増やしていく

と，電流の向きに対して，同心円上右回りの磁

界が，連続的に重なり合い，打ち消し合って，

磁石と似た磁界が生じていくことを学ぶことを

授業の目的としている。以下では，教師による

本授業に対する評価結果の分析を行う。

（１）選択肢による総合評価

　本授業に対する 6 名の評価者（教師）による

「総合評価票」の評価 1 から評価 3 の結果と，

作成された「評価カード」の枚数を肯定（ +）

と否定（-）に分けてまとめたものが表 1 であ

る。評価 1～3 はそれぞれ 4 段階で評価され，

表中の記号は，評価 1 では，◎特に評価できる，

○評価できる，△やや評価できる，×特に評価

に当たらない，評価 2 では，1 一般的，2 やや

一般的，3 やや特殊，4 特殊，評価 3 では，◎

大変よく達成されたと思われる，○かなり達成

されたと思われる，△あまり達成されなかった

と思われる。×全く達成されなかったと思われ
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る，から選択した結果である。評価カードの枚

数は，肯定的なコメント（+枚数）と否定的な

コメント（ -枚数）のカード枚数をそれぞれ示

しているが，コメント中に複数の評価観点（コ

ード）が含まれるカードがあるため，実際には

各コードの出現数を集計している。

表１　評価者別の総合評価1～3の結果と評価カードの枚数

評価２ 評価３
評価者 内容 技術 学習 環境 力量 一般性 達成度 +枚数 -枚数

A ◎ ◎ ○ ◎ ○ 3 ○ 12 15
B ○ △ × ◎ △ 2 ○ 13 8

C ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 1 ◎ 22 4
D ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ 15 0

E ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 ◎ 49 0
F ◎ ◎ ○ ○ ○ 1 ○ 16 8

評価１ 評価カード

表 1 より，本事例が全体として高い評価を得

ていること，また一般的な授業であると評価さ

れていることが分かる。詳しく見ると評価者C，

E はこの授業を特に高く評価し，その評価カー

ドもほとんどが肯定的なコメントであった。評

価者 D も評価 1 で◎（特に評価できる）は見

られないが，評価カードに否定的なコメントは

全く見られなかった。評価者B，F もコメント

の三分の二程度は肯定的なコメントであった。

ただし，評価者 A については，否定のカード

数が肯定のそれを上回り，6 人の評価者の中で

は最も厳しい評価をした。

（２）観点別に見た評価

　「評価カード」の肯定・否定数を評価観点の

コード別・評価者別にまとめたものが表 2 であ

る。コードⅠは「教える事柄の工夫（Ⅰ-1：学

習課題の明示，Ⅰ-2：内容の取り扱いの工夫，

Ⅰ-3：学習方法の提示，Ⅰ-4：既習事項の定着）」，

コードⅡは「効果的な授業技術（Ⅱ-1：効果的

な授業形態，Ⅱ-2：効果的な教材教具等の利用，

Ⅱ-3：学習状況の把握）」，コードⅢは「生徒の

活動喚起の工夫（Ⅲ-1：思考を促す支援，Ⅲ-2：

創意・主体性の促進，Ⅲ-3：学習時間の保証）」，

コードⅣは「良好な学習環境（Ⅳ-1：生徒との

信頼関係，Ⅳ-2：学級づくり，Ⅳ-3：環境整備）」

である。コードⅠからⅣのどの次元についても

コメントが示されており，評価者のコメントは

全て以下の13 のコードに分類された。

まず第一に，本授業に対する観点別評価の特

徴は，その否定的なコメント数が少ない点にあ

る。評価コードⅣには，合計 21 枚のコメント

が集まり，そのうち 20 枚が肯定的なコメント

であった。また，コードⅡについては，四つの

コード中最も多い 62 枚のコメントが含まれ，

やはりその多数が肯定的なコメントであった。

その他のコードⅠやⅢについても，肯定的なコ

メント数が否定的なコメント数よりも圧倒的に

表２　評価観点・評価者別に見た肯定的評価・否定的評価数

Ⅰ-１ Ⅰ-２ Ⅰ-３ Ⅰ-４ Ⅱ-１ Ⅱ-２ Ⅱ-３ Ⅲ-１ Ⅲ-２ Ⅲ-３ Ⅳ-１ Ⅳ-２ Ⅳ-３

評価者Ａ - - 1 - - 3 1 3 - - - 4 - 12

評価者Ｂ 2 1 - 1 - 4 2 1 1 - - 1 - 13

評価者Ｃ - 2 3 1 1 4 2 4 2 - 2 1 - 22

評価者Ｄ 2 - 2 1 - 5 1 2 - - - 2 - 15

評価者Ｅ 7 2 3 - 5 13 6 5 1 1 4 2 - 49

評価者Ｆ 4 - 1 2 - 4 1 - - - - 3 1 16

計 15 5 10 5 6 33 13 15 4 1 6 13 1 127

評価者Ａ 1 2 2 - - 7 - - - 3 - - - 15

評価者Ｂ 1 1 1 - - 1 1 - 3 - - - - 8

評価者Ｃ 2 1 - - - - - - - 1 - - - 4

評価者Ｄ - - - - - - - - - - - - - 0

評価者Ｅ - - - - - - - - - - - - - 0

評価者Ｆ - - 1 1 - 1 - 1 1 2 - - 1 8

計 4 4 4 1 0 9 1 1 4 6 0 0 1 35

肯定的評価

否定的評価

評　価　観　点

教える事柄の工夫 効果的な授業技術 生徒の活動喚起の工夫 良好な学習環境
計

評　価 評価者
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多い。

　肯定的評価傾向が特に強い観点としては，Ⅱ

-2（効果的な教材教具等の利用），Ⅱ-3（学習

状況の把握），Ⅳ-2（学級づくり）が挙げられ

る。この三つの観点については，六人全ての評

価者が何かしらの点で肯定的評価を与えている。

そして最も否定的評価がなされた観点は，Ⅱ-2

（効果的な教材教具の利用）であり，そのコメ

ントのほとんどは評価者 A によって書かれた

ものであった。

（３）記述による総合評価

「総合評価票」の質問 4 ・ 5 では，内容の

取り扱いについて特に評価できる点，改善が望

まれる点，及びこの授業に関する全般的な印象

について，評価者（教師）に自由に記述しても

らうようになっている。

ここでは，表 1 から，本授業に対して肯定

的なコメントの数，全コメントに占めるその割

合のいずれも最も高かった評価者 E と，否定

的コメント数が多く，評価の程度がやや低いと

思われる評価者 A の二人の記述内容を表 3，表

4 に示す。なお，総合評価（ 2）改善が望まれ

る点については，評価者 A，E 共に何も挙げて

いなかった。

　まず，本授業の評価できる点（表 3）につい

て，本授業を最も高く評価した評価者 E は，

工夫された教材教具に本授業のよさを見いだし

ている。他の 5 名中 4 名の評価者も同様のコメ

ントをした。一方，本授業に対する評価の程度

がやや低いと思われる評価者 A は効果的な視

聴覚機器の利用を特に評価できる点として挙げ

た。同様のコメントは，表 3 からも分かるよう

に，他の 3 名の評価者からも挙げられた。総合

評価として全体的な印象に関する記述では，評

価者 A は機器の効果的利用，教具の工夫等を

肯定的にコメントし，評価者 E は良好な授業

環境や通常からの学級経営，生徒の視点に立っ

た教材教具の工夫等を肯定的にコメントした。

　最後に表 1 から表 4 より，本授業に対する高

い評価を代表する特徴的な点として，次の三つ

を挙げることができるだろう。それは，①教材

教具の工夫，②効果的な視聴覚機器の利用，そ

して③良好な学級経営である。本授業に対する

評価の特徴が否定的なコメント数が極めて少な

い点であることとあわせて考えれば，これら三

つの観点は，わが国の一般的な良い理科授業の

必要条件かもしれない。

３. 本授業を行った授業者へのインタビュー

　総合評価票及び評価カードによる分析を行っ

た後，2002 年 12 月に本授業が実践された学校

を訪問し，授業評価に基づき授業者に対してイ

ンタビュー調査が行われた。以下では，その結

果明らかとなった，授業者や授業の背景につい

て述べていく。

（１）本授業者の背景

　本授業者は，教職経験１６年のベテラン男性

教師である。学生時代，国立大学教育学部で物

理学（原子物理学）を専攻した。現在の職場に

は５年前から勤務している。本授業者は，全県

規模の中学校教育研究会理科部会事務局を担当

している。

本授業者は，自分の理科教育・授業観に大き

く影響を与えた人物として，中学校時代の理科

の先生と大学時代の指導教官を挙げた。中学校

時代の先生は，観察・実験を多く含めた授業を

行い，材料がない場合はよく拾ってきたものを

利用したりして工夫した授業をしてくれたと言

う。こうした経験は，本授業者の教材教具の工

夫に影響を及ぼしていると考えられる。今回の

表３　総合評価（１）－特に評価できる点－

評価者 コメント
・効果的に視聴覚機器が活用されている。生徒の学習規律が良い。
　（評価者B, C, Fにも同様のコメントあり）
・自作の実験装置が，生徒実験用に配慮してつくられていて，十分に時間を
　かけて教材を作成し，よく検討した上で授業を行っている様子が判った。
　（評価者B, C, D, Fにも同様のコメントあり）
・ワークシートもたいへんていねいに作られていた。
　（評価者Fにも同様のコメントあり）

A

E

表４　総合評価（３）－全体的な印象－

評価者 コメント

A ・多くの機器が効果的な活用をなされている。また教具も工夫されている。
・普段から，このような授業が行われているのであれば，すばらしいと思う。

E ・生徒が，落ちついて集中して実験に取り組んでいた。

・普段からゆき届いた指導がなされていることがうかがえた。
・実験装置，OHP，ワークシートなど，ていねいにわかりやすく作成されて
　いて生徒のことをよく考えた授業の準備がなされていた。
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授業で使った段ボールについても，理科が専門

の副校長が以前集めていたものを再利用して使

ったものである。本授業に対する高い評価を代

表する観点の一つ，教材教具の工夫は，こうし

た自分の理科学習経験による影響も大きいと推

測される。

（２）生徒の視点に立った授業実践の工夫

本授業者の指導観には，前任校（８年勤務）

での経験が大きく影響している。その前任校は，

荒れた学校で，生徒たちは理科の学習に対して

別段興味・関心を示さなかった。そうした生徒

に対してどうやって理科を分かってもらうかを

よく考えた。昔の教科書なども参考にした。

本授業者は，本授業の特徴として，自作の

ワークシートを挙げた。授業で使用されている

このワークシートは，磁界を上下から見たとこ

ろをうまくイメージできるように工夫されてい

る。本授業者は，授業の準備，特に教材教具の

準備に大変気を配っている。来校する教育実習

生に対しても，「授業の準備を完璧にしなさ

い」と指導している。本授業で使用した自作ワ

ークシートでは，考察部を大事にし，生徒が自

分たちの言葉で書き込めるようになっている。

これは，生徒が結果と考察を混同したり，教師

が考察に時間をかけないで強引にまとめたりす

るような授業を多く見かけることの反省からき

ている。本授業者は，普段の授業から，結果か

ら何が言えるのかという「考察」の部分を大事

にするようにしている。生徒が自分の分かった

ことをきちんと他人に説明できるようになるこ

とが必要だと考えている。

さらに本授業者は，常日頃から，観察実験

をできる限り取り入れ，ダイナミックな授業の

実践を心がけている。そのため，理科教育に関

する特定の学会には所属していないが，ある学

会が編集する雑誌を購読している。インターネ

ットを非常によく使っており，理科の授業で使

えそうなリンク集を作り，常に更新している。

授業中に液晶プロジェクターを使うことも多い。

授業者のモットーは「わかりやすい授業」であ

る。生徒の視点にたって，生徒も教師もわかっ

て楽しい授業をするように努めている。

こうした経験や配慮が，生徒の視点に立った

授業実践へと結びつき，本授業に対する高い評

価を代表する，教材教具の工夫や効果的な視聴

覚機器の利用という特徴として現れていると思

われる。

（４）教師と生徒の良好な人間関係

　本授業の高い評価に関するもう一つの特徴的

な観点は，良好な学級経営であった。本授業者

は，普段から重要視していることの一つとして，

生徒との人間的な関わり作りを挙げた。職場の

上司からは，理科の教師が理科の授業だけで勝

負してもダメだと言われている。この学校全体

で，良好な学級経営に努力していることが推察

される。

学校において教師と生徒は一緒に生活をして

いる。だからこそ，本授業者は，彼らと共通の

生活場面で，理科で学んだことをできるだけ話

題にするように心がけている。こうした理科の

授業以外の時間も含めた，生徒との関係作りが

良好な学級経営に結びついている。

４. 本授業に対するカンファレンス

　本研究では，先述のように，評価カードの分

析を行った後，その結果に基づき，授業者を対

象にインタビューを行った。そして，最後に，

評価カードの分析結果，授業者インタビュー結

果を用いて，評価カード分析における評価者（教

師）の一部とインタビュー担当者（大学教官）

を含めた 8 名の教師・大学教官による本授業に

対するカンファレンスを行った。

（１）本授業に対する一般的な印象

　本授業は，先述のように，評価カードにおけ

る否定的コメントが少ないのが第一の特徴であ

る。本授業に対する一般的な印象として，カン

ファレンスでは次のような意見が出された。
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一言で言えば，非常に安定している。ある意味で，

日本の授業の王道というか，先生のプロフィールを

見ましても地域の中心的で授業に自信をもっている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（教師Ａ）

最初から最後までの流れは日本的な，基本的なス

タイルだと思います。導入からまとめまできちんと

収まっていると思います。

（教師Ｂ）

以上のコメントが示すように，本授業が日本

の一般的な理科授業としてある程度共通理解が

得られるものであることがわかる。そして，一

般的な理科授業として想起されるものには，

「導入」から「まとめ」，「教師の投げかけ」か

ら「生徒による作業」そして「生徒の納得」と

いったような大まかな流れが存在するようであ

る。

（２）本授業に対して特に高く評価される点

　授業カンファレンスにおいて，本授業に対し

て特に高く評価される点として多くの参加者が

あげたのは，教師と生徒の人間関係のような学

級経営に関する点であった。多くの教師が，授

業と学級経営の関連に言及した。以下はその例

である。

　荒れたところ（学校や教室）を立て直してきた人

たちの授業はこういうのかなって思いました。

　学校でよく遊ぶというか，子どもとよくかかわる

人とそうでない人は差が出ます。

（教師Ｃ）

日本の教師は先生と生徒の人間関係を大事に思っ

ていて…，それは大事です。

（教師Ｄ）

　授業の上手な先生のところでは問題が起こりませ

ん。

（教師Ｂ）

　修学旅行などの学校行事を例に，一見授業に

は無関係に思われる教師と生徒の共通経験の重

要性が多くの参加者より指摘された。

（３）本授業から授業を再考するための視点

　本カンファレンスにおいて，本授業を題材に，

今後の理科授業を再考するための視点として，

「生徒の目的意識」がキーワードとして挙がっ

た。つまり，以下のコメントが示すように，本

授業の場合，教師の準備の良さや授業の進め方

のうまさが逆に生徒の自主的な学習を十分に引

き出していないという印象を与えていた。また，

本授業がよい理科授業のステレオタイプだとし

ても，実際にはこのような授業ばかりではない

ことも指摘された。

　多少，こうしたことを身につけさせたいという気

持ちが先走りすぎて，誘導尋問っぽくなってしまっ

ているような…。
（教師Ｃ）

　子どもが磁石を近づけたらなんて言ったときも，

先生がやってしまわないで，子どもにさせるような

余裕があればなというか，教師の出過ぎが…，あげ

くのはてに記入までしてしまう。
（教師Ｂ）

５. おわりに

今回事例として取り上げた授業は，日本の

よい理科授業の一つの典型と見なすことが可能

である。そこには，教師の細やかな準備や配慮，

生徒との人間関係作りが埋め込まれており，多

数の生徒を対象とした一斉授業形態でありなが

ら，生徒実験を含み，それでいて驚くほどスム

ースに授業が展開し，生徒が学んでいる。本授

業はこれまで日本において目指してきたよい理

科授業の一つの雛形と考えることも可能であろ

う。

　しかし，このようなよい理科授業が現在の日

本でも多数を占めるというわけではないこと，

また生徒の学びにもう少し踏み込む授業を検討

する余地があること等，今後のわが国の理科授

業の在り方を検討する重要な視点も明らかとな

った。本授業ビデオは，教師教育において，よ

い理科授業に求められる重要な条件を確認し，

さらなる改善を検討していく上で重要かつ有効

なリソースになるであろう。
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中学校理科授業プロトコルに現れる日本に特徴的な用語としての「様子」  
 

The Japanese Typical Term “yosu” in Protocols 
 of Japanese Lower Secondary School Science Lessons 

中山 迅 *，川野瑠美子 ** 

Hayashi NAKAYAMA*, Rumiko KAWANO** 
宮崎大学教育文化学部 *，東久留米市立第六小学校  

Faculty of Education and Culture, University of Miyazaki* 
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[要約 ] 筆者らは，日本の理科の学習指導要領理科に「様子」という用語が使用されており，
これが日本の理科の一つの特徴を表すものであると主張してきた。本研究では，この特徴が

実際の理科授業にも該当することを確かめるため，中学理科授業プロトコルの分析を行った。

その結果，「様子」という言葉使用された授業は分析対象となった 95 件の授業のうち 29 件で
あり，3 分の 1 近くの授業で「様子」という用語が使用されていることが確かめられた。さ
らにその中には自然の対象の様子を見たり観察したりするという意味で使うケースが無視で

きない割合で含まれていることが分かった。このことから，「様子」という用語は，授業にお

いても，日本の理科のあり方を特徴づけるものである可能性が示唆された。  
 
[キーワード ] 中学校，  理科授業，プロトコル，様子，観察  
 
1．  問題の所在  
 本研究では，「様子」という用語を日本の理

科授業の一つの特徴を表すものと見なしてこ

れに注目する。今回は，特に中学校の理科授

業に注目し，授業中に教師と生徒が使用する

「様子」という用語の使われ方を調べる。そ

して，その結果から日本の理科授業では，「様

子」という用語が，自然の事物・現象に対す

る学習者の接し方を特徴づけるものであると

主張することを研究の目的とする。  
 日本の学校教育の教育課程に教科として設

定されている「理科」には，西洋科学とは異

なる特徴が含まれているという主張がある

(小川，1998; 2000)。小川 (1998)は，西洋科学
を日本人にとっての「異文化」として位置づ

けて「サイエンス」とは異なる「理科」の特

徴を論じ，「現象としての理科」という表現で

西洋科学との違いを指摘しているし，小川

(2000)では，科学教育を「文化的営為」とし
て検討することの必要性を指摘している。  
 このような観点で，川崎・篠原 (1989)や川

崎 (1990)は，日本人に特有で西洋人とは異な
る自然観が日本の理科教育に影響を与えてい

ることを指摘している。さらに川崎 (1992)は，
「自然」と”nature”が必ずしも等価ではないと
いう主張を進めて，通常は”to observe nature”
と等価であると信じられている「自然の観察」

が，これと等価ではないとを指摘している。

その根拠として，彼は，”observe”が主客分離
を前提として成立する行為であるのに対して， 
主として仏教によって発展させられた「観察」

は主客融合への努力を要求するものであるこ

とを指摘している。これと類似した主張は，

Cobern(2000; 10-11)にも見られる。仮は，西
洋的な思考の根底に，Self と  Nonself を区別
する考え方があると主張している。  
 このような研究の流れを受けて，川野・中

山 (2002)は理科における観察のあり方に注目
した。そして，日本の学習指導要領，イング

ランドのナショナルカリキュラム，そしてア

メリカ合衆国の理科教育スタンダードの文章

中の「観察」に関係する部分に表れる用語を
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比較し，検討した。そして，日本の学習指導

要領には，イングランドやアメリカの教育基

準にはない用語として「様子」がよく用いら

れていることを見いだした。そこで，川野・

中山 (2003)は，戦後の小・中学校学習指導要
領「理科」の記述を調べ，いずれの年代の学

習指導要領でも「様子」という用語が使用さ

れており，それを英訳しようとすると該当す

る用語が見つかりにくい場合が多いことを指

摘した。さらに， Nakayama, Kawano, and 
Kawasaki(2003)は，平成 10 年度告示の小学校
と中学校の学習指導要領「理科」の中で使用

されている「様子」という用語の使われ方を

調べ，それらの多くが事象の  “appearance”へ
の注目を意味しており，現象的な面への注目

を促す傾向がある可能性を指摘した。  
 このように，国の教育基準としての学習指

導要領に「様子」という用語が特徴的に用い

られていることが指摘されたが，それが実際

の授業の場面にも表れているかどうかは確認

さ れ て い な い 。 そ こ で ， 本 研 究 で は ，  
TIMSS(1995)の一環として日本の中学校で撮
影された中学 2 年生の理科授業プロトコルを
利用して，分析を行うことにした。その分析

から，日本の中学 2 年生の理科授業で「様子」
という用語がどの程度使用されるのか，また，

「様子」という言葉はどのように使用されて

いるのかを明らかにする。  
 
方法  
 分析対象として，TIMSS(1995)のビデオテ
ープスタディのために撮影された 95 本の中
学 2 年生の授業プロトコルのデータを使用し
た。  
 分析にはエクセル形式で保存されたデー

タに対して，「様子」という用語で検索を行

い，それを含む発話を抜き出した。この際，

書き起こし担当者が説明のために括弧つき

で記入した言葉は分析対象から除外した。そ

して，自然の事物・現象を「様子」の言及対

象とする発話と，それ以外の発話を分け，自

然の事物・現象を「様子」の言及対象とする

発話を更なる分析対象とした。つぎに，それ

らの「様子」が，どのような行為の対象にな

っているかを調べるため，関連して用いられ

て い る 動 詞 を 調 べ た 。 な ぜ な ら ，

Kawasaki(2002)が指摘するように，言葉の習
慣的な結びつきは，言葉を使用する人の思考

様式を決定するからである。  
 
結果  
(1) 「様子」にかかわる発話の件数 

 分析対象となった 95 個の授業のうち，「様
子」を含む発話があったのは 28 個の授業で
あり，「様子」を含む発話の総数は 73 件であ
った。「様子」を含む発話の一覧表を資料 1
に示す。  
 表 1 は，「様子」を含む発話の主体と，そ
の件数を集計したものである。  
 表 1 「様子」の発話主体毎の発話件数 

「様子」の発話主体 授業数 発話件数

教師 26 66

生徒 4 5

ビデオ中の話者 1 2

合計 — 73  
 表から，「様子」を含む発話の大半が教師に

よるものであることがわかる。  
 次に，「様子」が何について言及したもの

かを資料 1 から読みとると，自然の事物現象
に関するもの以外に，生徒や図に描かれたも

のなど，自然の事物・現象以外のものも含ま

れていることが分かる。そこで，「様子」の

言及対象が自然の事物・現象のものとそれ以

外のものの件数を集計した (表 2)。  
 表 2 「様子」の言及対象と件数 

「様子」の言及対象 授業数 発話件数

自然の事物現象 28 70

自然の事物現象以外 3 3

合計 — 73  
 表 2 から，「様子」の言及対象は，73 件の
発話中 70 件が自然の事物・現象であった。
しかもそれらは「様子」を含む発話のあった

28 個の授業のいずれにも含まれていた。  
 次に，自然の事物・現象を言及対象とした
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「様子」に結びつく動詞と，その件数を集計

した。その結果を表 3 に示す。  
 表 3 自然の事物現象を言及対象とした

「様子」につく動詞 

「様子」につく動詞 授業数 発話件数

見る 11 22

書く 5 10

観察する 4 6

分かる 5 5

調べる 3 4

違う 4 4

確認する 3 3

記録する 1 2

触る 1 1

話す 1 1

観察して記録する 1 1

変わる 1 1

動詞なし 7 9  
 表 3 によると，自然の事物・現象を言及対
象とした「様子」を含む 70 件の発話中 22 件
の発話で，「見る」という動詞が用いられて

いる。これに続くのが，「書く」の 10 件，「観
察する」の 6 件，「分かる」の 5 件，「調べる」
と「違う」の 4 件，さらに「確認する」の 3
件，「記録する」の 2 件である。「観察して記
録する」が 1 件あるので，「観察する」と「記
録する」の頻度は実質的にもう 1 件ずつ多い。 
 表 3 のうち，「見る」，「触る」，「観察する」
は，観察の行為に関連しており，「書く」「記

録する」「話す」は，観察にまつわる記録や

伝達に関係している。「調べる」は観察や記

録を包括する行為である。このように，自然

の事物・現象を言及対象とした「様子」には，

観察や伝達を中心に，調べることに関連した

動詞がしばしば結びつきやすく，とくに「見

る」と結びつく場合が多い。  
 
(2) 「様子」を特徴づける発話 

 自然の事物・現象を言及対象とした「様子」

と「見る」が使用された発話を表 4 に示す。 

表 4 自然の事物・現象の「様子」を「見る」

ことに言及する発話一覧 

授業

番号
分野 話し手 発話内容

5 化学 生徒 先生，Bはこの様子を見るの？

13 生物 教師 動いてる様子，しっかり見る。

13 生物 教師
見えることは確かだけど，動いてる様子が，ねっ，100倍

にしたほうが，もうちょっときれいに見える可能性もある

わけよ。

13 生物 教師 動いてる様子，見えた？

13 生物 教師
ちょっと見せてもらって。真ん中辺に動いてる様子，見て

ごらん。

13 生物 教師

循環してるから。ねっ？　もしかしたら一番下のがいいか

もしれないね。みんなが，こうやって見えればよかったけ

れど，ま，こういうふうに，ねっ，一応流れ，血液の流れ

を確認してもらえればよかったんだけど，流れの見えな

かった，動いてる様子が見えなかった班，ちょっとかわい

そうだね。

16 生物 教師

で，順番を決めて，１番目の人，２番目の人ということ

で，立って言ってもらいますけれども，それ以外の解答者

でない人は，その人の様子や，いい？ その人の考えてる様

子とか，反応する様子を見ていてください。

16 生物 教師

次に，次に反応としては，結果的にどういうふうに出てき

たの？　みんな，様子見ててくれた？　集中してた，こち

らに？　（笑）

29 生物 ビデオ
では，網膜に像が映る様子を実験で見てみましょう。これ

はちょっと変わった形をした容器ですが，この容器にウシ

の目を入れ，裏側の網膜の一部をはいであります。

29 生物 ビデオ ヒトの目の遠近調節の様子を見てみましょう。

31 化学 教師
はい、で、まず、反応させる前の質量を量るんですよね。

反応前の質量。で、反応後の質量を量る。あと、変化の様

子を見るということで。

41 生物 教師

じゃあ，えーと，その状態で，えーと，ちょっと様子を見

てみましょう。ねっ，時間がかかると思うので，ちょっと

様子を見てみるということですね。

49 化学 教師
で，赤くなってきたら，そのまま石綿の，ね，金網の上に

おいて（やって見せる）様子を見る，て言うことをしま

す。いい。

54 物理 教師

ということは，この部分ですね，その流れている様子を見

えないんですが，Ｇ君いいかね。見えないんだけれど，事

実としてはもうついちゃったんですね。

54 物理 教師 中が見えたとすると。中の様子が見えたとすると。

90 地学 教師

で，これをこうして，こっちには，えー煙を入れてやって

同じようにしてこうする。そん時の様子を見て下さい。こ

この中の。

90 地学 教師 そん時のこの様子，を見て下さい。意味分かりました？

90 地学 教師 引いた時と，押した時の中の様子を見てよ。

92 地学 教師

天気予報で、これは一体どこから、えー、撮影じゃありま

せんね、どこから見たような様子を図にしてるんでしょう

か。

92 地学 教師
先ほど日付を言ってしまいましたが、日本付近のですね、

天気を見てください。天気というか、日本付近の雲の様

子。

94 物理
別の生

徒

僕は粒子だと思います。実験の方法は石を置いて違った様

子が見られるかどうかで調べたいと思います。

94 物理
元の生

徒

実験の方法は、石を置いて違った様子が見られるかどうか

で調べたいと思います。  
 表 4 の発話で，「動いている様子」「反応す
る様子」「象が映る様子」「目の遠近調節の様

子」「変化の様子」「流れている様子」「中の様

子」「雲の様子」などが「見る」ことの対象と

なっている。これらは，「様子」を用いずに，

「動き」「反応」「映っている象」「目の遠近調

節」「変化」「流れ」「中」「雲」などを「見る」

と表現することも可能である。ところが，わ

ざわざ「様子」が付加されている。  
 同様に，自然の事物・現象を言及対象とし

た「様子」に，「書く」が結びついた発話を表

5 に示す。  
表 5 自然の事物・現象の「様子」を「書く」

ことに言及する発話一覧   
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授業

番号
分野 話し手 発話内容

5 化学 教師

はい，これ，プリントの書き方ねぇ（プリント示しなが

ら）。まず，全体の様子っていうのは，全体の様子。い

い？全体の様子。いいですか？全体の様子はね，色だと

か，中の様子，そういうものを書いて下さい。加熱した方

は，加熱したときにどういうふうになっていくのか見て。

色がどういうふうに変化していて，最終的にどうなったの

かみて下さいねぇ。ね。はい，それから，磁石を近づけた

ときの様子，それから，塩酸を入れたときの様子，書いて

みて下さい。

5 化学 教師 はいよー。あ？塩酸の様子が書いてないじゃん。

48 化学 教師 うーん，こういうのが。で，その様子も書いといてね。

48 化学
別の生

徒

先生，先生，先生，これってあのぉね，様子は書かんでも

いいの？

54 物理 教師
この導線の中を，中の様子，または電池の中の様子，を，

一度想像して書いて欲しいと思うんです。

54 物理 教師
中の様子がどういう様子になっているから，電気が流れた

んだろうか，自分の思うイメージを図に書いてみてくださ

い。

54 物理 教師
そう。その図太いまま，中の様子が書けれるように，わざ

と太くなっている。

54 物理 教師
はい。そん中の様子をね，まぁ図でも漫画でも粒でも線で

もどういうのでもいいから。

57 物理 教師
えー，図の26っていうのがありまして，えー，誘導コイル

とその放電の様子って書いてある所がありますね。

88 物理 教師
えー，プリント見てください。ワークシートの左半分は左

側の下，これは，１本の銅線の周りにできる磁界の様子と

いうことで，後で，またこれ書き込んでおいてください。  
 表 5 では，「全体の様子」「中の様子」「塩酸
の様子」「放電の様子」「磁界の様子」などが

「書く」ことの言及対象となっている。ここ

では，「全体」「中」「塩酸」「放電」「磁界」で

何が起こっているかが問題でありそこに生起

する現象の記述が求められている。  
 表 6 に自然の事物・現象を言及対象として，
「観察する」と「様子」が結びついた発話を

示す。  
表 6 自然の事物・現象の「様子」を「観察

する」ことに言及する発話一覧 
授業

番号
分野 話し手 発話内容

17 化学 教師
反応している様子とか，その重さとかそういうの，ちょっ

とちゃんと観察して書くんだよ。

43 化学 教師
はい，その次。見てください。その加熱なんですけれど

も，Ａの筒の片方，片方。２つありますから，片方の端を

熱して，反応の様子を観察せよとあります。

43 化学 教師
これ見てください。赤く輝いたら，素早く砂の上に置き，

反応の様子を観察してください。

61 生物 教師
片方で，えー，食塩水を作って，そこに漬けて，運動の様

子を観察しながら，もう１個の別のハマグリで解剖して，

中の体の仕組みを観察していきます。

61 生物 教師
それから，こっちのほう。こっちのほう，えー，さっき食
塩水を入れたやつ。そこにハマグリを入れて，運動の様子

を観察していきます。２つ並行で，やっていきますので。

88 物理 教師
この磁界の様子を観察することで，ね，なぜ電磁石になる

のかというのを，まぁ理由を考えようということなんです

ね。  
 表 6 では，「反応の様子」「運動の様子」「磁
界の様子」が，「観察」の言及対象である。こ

こでは，「反応」「運動」「磁界」によって現れ

るもの，すなわちそれらに伴う現象が観察さ

れることが期待されている。  
 表 7 に，自然の事物・現象を言及対象とし
て，「分かる」と「様子」が結びついた発話を

示す。  
表 7 自然の事物・現象の「様子」を「分か

る」ことに言及する発話一覧 

授業

番号
分野 話し手 発話内容

48 化学 教師
今，プシューッといってね，えぇ，二酸化炭素が逃げて

いった様子がわかったと思います。それでね，軽くなりま

した。

50 地学 教師
分かります？　まあ下のほうは台風が，ねえ，えー何度も

こう動いている様子が分かりますけど，これ繰り返して。

61 生物 教師

３組はアサリとハマグリやって，アサリがかなり反応が良

かったので，アサリのほうを主にしたかったんですが，

うーん，ちょっと今日は，あのー，従って運動の様子がよ

く分からないかもしれません。で，時間が少しかかるかも

しれませんので，そのつもりでいてください。

68 地学 教師 曇りの様子、分かるな？　■■■ねんぞ。

88 物理 教師

うん。反時計回りだな。方位磁針がこれ反時計回りに並ん

だ。つまり，ここでね，鉄粉をばらまいてないので，詳し

い様子は分からないけれども，このＮ極の指す向きを結ん

でいくと，こういう反時計回りの何だ？　 何が生じている

と考えられるか？  

 表 7 では，「逃げていった様子」「動いてい
る様子」「運動の様子」「曇りの様子」などが

「分かる」対象である。ここでは，「逃げた」

「動いた」などの事実が分かれば良いのでは

なく，「どのように逃げたのか」，「どのように

動いたのか」など，その現象についてある程

度詳細にかつ多面的に「分かる」ことが期待

されている。  
 表 8 に，自然の事物・現象を言及対象とし
て，「調べる」と「様子」が結びついた発話を

示す。  
表 8 自然の事物・現象の「様子」を「調べ

る」ことに言及する発話一覧 

授業

番号
分野 話し手 発話内容

1 化学 教師
えぇ，実験の方のテーマね，え，炭酸水素ナトリウムを熱

して変化のようすを調べる。

39 化学 教師
それから，この班はちゃんと調べてあったんですが，えー

と，２番目に，えーと，集気瓶の中の様子。

92 地学 教師
「天気のようすを調べよう」っていうのが普通の通常どお

りの１行程度。

92 地学 教師
えっとね、「天気の変化」と、「１、天気のようすを調べ

よう」。  

 表 8 では，「変化の様子」「集気瓶の中の様
子」「天気の様子」などが「調べる」ことの対

象である。ここでも，そこに生起する現象が，

ある程度詳しく調べられることが期待されて

いる。  
 表 9 に，自然の事物・現象を言及対象とし
て，「違う」と「様子」が結びついた発話を示

す。  
表 9 自然の事物・現象の「様子」が「違う」

ことに言及する発話一覧 
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授業

番号
分野 話し手 発話内容

3 化学 教師

でね，ちょっとお月様の昼と夜は，地球の昼と夜とは

ちょっと様子が違うんだけど，まぁお月様はね，実はね，

太陽が当たると，なんとね，お月様の地面ておかしいけど

ね，あ，ま，月面ね，もう１００度ぐらいになるんです

よ。ね，太陽が当たると１００度。

25 化学 教師
じゃぁ，水素が２つくっ付いた分子の形だとこれと様子が

違いますよねぇ。

57 物理 教師
ちょっと一言だけ言っておくけども，この，何だ，図の27

見てだよ，図の27見て，中の圧力が違えば放電の様子が違

うというのをちょっと頭に入れといてね。

88 物理 教師
まずこれだな。１巻きにしたら，ちょっとね，様子が違

う。１本の銅線に流すときとちょっと様子が違いますね。  
 表 9 では，「地球の昼と夜の様子」「分子の
形の様子」「放電の様子」「コイルや導線の様

子」が「違う」と述べられている。  
 表 4～表 9 の発話で，「見る」「書く」「観察
する」「分かる」「調べる」「違う」ことの対

象としてあげられた「様子」は，自然界に生

起する現象への関心を示す意味で用いられ

ている。また，それらはある程度の詳細さと

多様性への期待も含んでいるようである。  
 

考察  
 小・中学校の理科の学習指導要領の記述中

で使用される「様子」という用語は，中学校

の理科授業においても使用されていた。これ

は，「様子」という用語と概念が，「意図され

たカリキュラム」だけでなく「実行されたカ

リキュラム」 (Robitaille, 1993)に組み込ま
れていることを意味している。  
 表 4～表 9 に掲げられた多くの発話におい
て，「様子」という用語を使用せずに，見た

り，書いたり，観察したりする対象を示すこ

とが可能なのに「様子」という言葉が使用さ

れている。これらの発話で「様子」という用

語が使用された場合の特徴を考えると，次の

ようなものが考えられる。  
a. 対象の現象的な面への注目を促す  
b. 現象への注目において，ある程度の詳細
さと，観点の多様さを促す  

c. 対象を限定せず，多様な注目を促す  
 このような特徴には，自然の背後にある仕

組みを明らかにしようとする科学の営みと

は異なった方向性が含まれている。一つは，

目に見えない仕組みや規則性よりも，目に見

える現象を知ることへの価値観であり，もう

一つは観点を絞り込んで観察することより

も多様な観点を大切にする価値観である。  
 このように，現象の観察と現象的な理解を

重んじることが日本の理科の特徴である可能

性が指摘できる。  
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資料 1 「様子」を含む発話の一覧表 

 

授業

番号
分野 行 分 秒 話し手 発話内容

様子の主

体(自然か

どうか)

授業

番号
分野 行 分 秒 話し手 発話内容

様子の主

体(自然か

どうか)

1 化学
31 4 37 教師 えぇ，実験の方のテーマね，え，炭酸水素ナトリウムを熱して変化の

ようすを調べる。

自然
50 地学

532 45 29 教師 分かります？　まあ下のほうは台風が，ねえ，えー何度もこう動いて

いる様子が分かりますけど，これ繰り返して。

自然

3 化学

340 46 21 教師 でね，ちょっとお月様の昼と夜は，地球の昼と夜とはちょっと様子が

違うんだけど，まぁお月様はね，実はね，太陽が当たると，なんと

ね，お月様の地面ておかしいけどね，あ，ま，月面ね，もう１００度

ぐらいになるんですよ。ね，太陽が当たると１００度。

自然

53 物理

285 29 42 教師 もちろん，まぁ，見付けたその人は深く反省をしているようだった

が，様子を見ているとまだ他にもいますよっていう表情をしていた。

自然以外

5 化学

72 14 11 教師 はい，これ，プリントの書き方ねぇ（プリント示しながら）。まず，

全体の様子っていうのは，全体の様子。いい？全体の様子。いいです

か？全体の様子はね，色だとか，中の様子，そういうものを書いて下

さい。加熱した方は，加熱したときにどういうふうになっていくのか

見て。色がどういうふうに変化していて，最終的にどうなったのかみ

て下さいねぇ。ね。はい，それから，磁石を近づけたときの様子，そ

れから，塩酸を入れたときの様子，書いてみて下さい。

自然

54 物理

185 15 9 教師 ということは，この部分ですね，その流れている様子を見えないんで

すが，Ｇ君いいかね。見えないんだけれど，事実としてはもうつい

ちゃったんですね。

自然

5 化学
145 23 50 生徒 先生，Bはこの様子を見るの？ 自然

54 物理
188 15 37 教師 この導線の中を，中の様子，または電池の中の様子，を，一度想像し

て書いて欲しいと思うんです。

自然

5 化学
146 23 52 教師 そうそう，この様子この様子。色とかさ。 自然

54 物理
191 16 4 教師 中の様子がどういう様子になっているから，電気が流れたんだろう

か，自分の思うイメージを図に書いてみてください。

自然

5 化学
409 45 32 教師 はいよー。あ？塩酸の様子が書いてないじゃん。 自然

54 物理
195 16 20 教師 そう。その図太いまま，中の様子が書けれるように，わざと太くなっ

ている。

自然

10 化学

80 9 24 教師 そこに、手で何かつまんでいるような様子がありますね。これは、加

熱前の炭酸水素ナトリウムと、それから加熱後の物質。ねっ。様子が

変わっているかもしれませんから、それを薬包紙に取り出して、手で

触ってみようというわけです。

自然

54 物理

197 16 31 教師 はい。そん中の様子をね，まぁ図でも漫画でも粒でも線でもどういう

のでもいいから。

自然

13 生物 182 25 30 教師 流れてる様子ね。 自然 54 物理 202 17 11 教師 中が見えたとすると。中の様子が見えたとすると。 自然

13 生物

195 26 35 教師 動いてる様子，しっかり見る。 自然

54 物理

222 19 57 教師 ぜんぜん，こん中の様子がどういうふうになっているか，自分で思い

浮かべると，思い浮かべられないかもしれないけれど，事実，つくで

しょう？

自然

13 生物
200 26 51 教師 見えることは確かだけど，動いてる様子が，ねっ，100倍にしたほう

が，もうちょっときれいに見える可能性もあるわけよ。

自然
54 物理

293 25 37 教師 はははっ。君の生活の様子出ていますね。■■くん。ねぇ。それ，こ

れで，説明できる？

自然以外

13 生物
235 28 51 教師 動いてる様子，見えた？ 自然

57 物理
50 6 17 教師 えー，図の26っていうのがありまして，えー，誘導コイルとその放電

の様子って書いてある所がありますね。

自然

13 生物

252 30 38 別の生

徒

メダカの様子が。 自然

57 物理

139 20 7 教師 ちょっと一言だけ言っておくけども，この，何だ，図の27見てだよ，

図の27見て，中の圧力が違えば放電の様子が違うというのをちょっと

頭に入れといてね。

自然

13 生物
276 32 6 教師 ちょっと見せてもらって。真ん中辺に動いてる様子，見てごらん。 自然

57 物理
140 20 19 教師 えー，だんだんだんだん中の真空度を高めていきますと放電の仕方

が，あ，放電の様子が変わったものになっていきますね。

自然

13 生物

382 44 43 教師 循環してるから。ねっ？　もしかしたら一番下のがいいかもしれない

ね。みんなが，こうやって見えればよかったけれど，ま，こういうふ

うに，ねっ，一応流れ，血液の流れを確認してもらえればよかったん

だけど，流れの見えなかった，動いてる様子が見えなかった班，

ちょっとかわいそうだね。

自然

59 生物

93 26 31 教師 えぇ，小さい字で米印の１と書いてあります。ね。柔毛が血管やリン

パ管に染み込む，その様子について，ちょっと話があります。じゃ，

読みます。ね。

自然

13 生物

384 45 14 教師 赤血球って書くと，字が赤い字だから，赤だと思われがちなんだけれ

ども，ねっ，オレンジっぽくも見えるんだよっていうことも，分かっ

てほしいし，ちょっとね，流れが分かんなかったところは，一応，流

れる様子だけ，これ，メダカではないけれども，血液が流れてる様子

のビデオを，ちょっと確認しますから，音は小さくしてあります。

自然

61 生物

24 4 50 教師 ３組はアサリとハマグリやって，アサリがかなり反応が良かったの

で，アサリのほうを主にしたかったんですが，うーん，ちょっと今日

は，あのー，従って運動の様子がよく分からないかもしれません。

で，時間が少しかかるかもしれませんので，そのつもりでいてくださ

い。

自然

16 生物

64 5 41 教師 で，順番を決めて，１番目の人，２番目の人ということで，立って

言ってもらいますけれども，それ以外の解答者でない人は，その人の

様子や，いい？ その人の考えてる様子とか，反応する様子を見ていて
ください。

自然

61 生物

34 7 32 教師 片方で，えー，食塩水を作って，そこに漬けて，運動の様子を観察し

ながら，もう１個の別のハマグリで解剖して，中の体の仕組みを観察

していきます。

自然

16 生物

207 18 52 教師 次に，次に反応としては，結果的にどういうふうに出てきたの？　み

んな，様子見ててくれた？　集中してた，こちらに？　（笑）

自然

61 生物

67 14 15 教師 それから，こっちのほう。こっちのほう，えー，さっき食塩水を入れ

たやつ。そこにハマグリを入れて，運動の様子を観察していきます。

２つ並行で，やっていきますので。

自然

16 生物

211 19 7 教師 あっ，自分でも考えていた。考えている様子が見えた？　考えていそ

うだなって何か，うーんって，ちょっとまゆをひそめたり，首かしげ

たりなんかしてた？　どう？

自然以外

63 生物

636 38 26 教師 そう、そう。これがろっ骨の部分。で，これが横隔膜な。で今，横隔

膜だけを動かして，中の肺の様子を確かめるで。やりたい子？

自然

17 化学
105 13 33 教師 反応している様子とか，その重さとかそういうの，ちょっとちゃんと

観察して書くんだよ。

自然
68 地学

382 31 44 教師 曇りの様子、分かるな？　■■■ねんぞ。 自然

17 化学 146 19 28 教師 うん，振らないで。反応が落ち着くまで，様子を記録して，で，ま 自然 87 物理 58 8 56 教師 ここの様子をだれか，どちらかなんですけれどね。 自然

17 化学

213 28 29 教師 ちゃんとこれ，記録しときなね，ちゃんとね。レポートの。変化の様

子。

自然

88 物理

86 10 32 教師 えー，プリント見てください。ワークシートの左半分は左側の下，こ

れは，１本の銅線の周りにできる磁界の様子ということで，後で，ま

たこれ書き込んでおいてください。

自然

25 化学
146 17 23 教師 じゃぁ，水素が２つくっ付いた分子の形だとこれと様子が違いますよ

ねぇ。

自然
88 物理

87 10 38 教師 で，今日はですね，これ昨日やりましたので，右側のえー，１回巻き

コイルの周りにできる磁界の様子。

自然

29 生物

31 6 17 ビデオ では，網膜に像が映る様子を実験で見てみましょう。これはちょっと

変わった形をした容器ですが，この容器にウシの目を入れ，裏側の網

膜の一部をはいであります。

自然

88 物理

88 10 45 教師 ね。えー，その下，巻き数を増やして，間隔を広げたコイルの周りに

出来る磁界の様子。

自然

29 生物
35 6 53 ビデオ ヒトの目の遠近調節の様子を見てみましょう。 自然

88 物理
419 39 5 教師 この磁界の様子を観察することで，ね，なぜ電磁石になるのかという

のを，まぁ理由を考えようということなんですね。

自然

31 化学
44 6 39 教師 はい、で、まず、反応させる前の質量を量るんですよね。反応前の質

量。で、反応後の質量を量る。あと、変化の様子を見るということ

自然
88 物理

427 40 7 教師 まずこれだな。１巻きにしたら，ちょっとね，様子が違う。１本の銅

線に流すときとちょっと様子が違いますね。

自然

31 化学

580 50 42 教師 はい、変化の様子、これは気体が発生するですね。まぁ、二酸化炭素

が出る。

自然

88 物理

433 41 1 教師 うん。反時計回りだな。方位磁針がこれ反時計回りに並んだ。つま

り，ここでね，鉄粉をばらまいてないので，詳しい様子は分からない

けれども，このＮ極の指す向きを結んでいくと，こういう反時計回り

の何だ？　 何が生じていると考えられるか？

自然

37 化学
347 44 3 教師 その溶け方の様子とかも確認して。あとフェノール入れて，薬品の変

化を，違いを見る。ねっ。

自然
90 地学

126 11 23 教師 で，これをこうして，こっちには，えー煙を入れてやって同じように

してこうする。そん時の様子を見て下さい。ここの中の。

自然

39 化学

503 39 38 教師 これは，じゃあ，ここに石灰水が白く濁ったかとか，あと，何だ。ど

ういう変化があった，集気瓶の中？　集気瓶の中の様子とか。あと，

その燃焼さじの上の様子とか。最後ね。

自然

90 地学

151 13 3 教師 そん時のこの様子，を見て下さい。意味分かりました？ 自然

39 化学
661 51 13 教師 それから，この班はちゃんと調べてあったんですが，えーと，２番目

に，えーと，集気瓶の中の様子。

自然
90 地学

225 21 9 教師 引いた時と，押した時の中の様子を見てよ。 自然

41 生物

168 28 5 教師 じゃあ，えーと，その状態で，えーと，ちょっと様子を見てみましょ

う。ねっ，時間がかかると思うので，ちょっと様子を見てみるという

ことですね。

自然

92 地学

10 1 19 教師 天気予報で、これは一体どこから、えー、撮影じゃありませんね、ど

こから見たような様子を図にしてるんでしょうか。

自然

43 化学

60 12 14 教師 はい，その次。見てください。その加熱なんですけれども，Ａの筒の

片方，片方。２つありますから，片方の端を熱して，反応の様子を観

察せよとあります。

自然

92 地学

103 46 教師 「天気のようすを調べよう」っていうのが普通の通常どおりの１行程

度。

自然

43 化学
62 12 35 教師 これ見てください。赤く輝いたら，素早く砂の上に置き，反応の様子

を観察してください。

自然
92 地学

107 10 30 教師 えっとね、「天気の変化」と、「１、天気のようすを調べよう」。 自然

48 化学

164 28 4 教師 えぇ，記録係の人，結果，質量の変化，まぁ増えたか，減ったか，変

わらないか，そして，そのときの様子，すぐ沈殿ができたのかね，あ

のぉ，Ｂだったら，どのように気体ができたかというところ，観察係

の人，詳しく観察して記録をしてください。

自然

92 地学

116 12 18 教師 先ほど日付を言ってしまいましたが、日本付近のですね、天気を見て

ください。天気というか、日本付近の雲の様子。

自然

48 化学
213 33 54 教師 うーん，こういうのが。で，その様子も書いといてね。 自然

92 地学
117 12 27 教師 これは今日の段階ではね、みなさん分からないと思いますが、冬独特

のですね、雲の天気図、雲の様子の画像になってます。

自然

48 化学
351 40 49 別の生

徒

先生，先生，先生，これってあのぉね，様子は書かんでもいいの？ 自然
94 物理

116 9 20 別の生

徒

僕は粒子だと思います。実験の方法は石を置いて違った様子が見られ

るかどうかで調べたいと思います。

自然

48 化学
420 48 27 教師 今，プシューッといってね，えぇ，二酸化炭素が逃げていった様子が

わかったと思います。それでね，軽くなりました。

自然
94 物理

119 9 47 元の生

徒

実験の方法は、石を置いて違った様子が見られるかどうかで調べたい

と思います。

自然

49 化学
36 5 5 教師 で，赤くなってきたら，そのまま石綿の，ね，金網の上において

（やって見せる）様子を見る，て言うことをします。いい。

自然
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AU87発話記録 

分 秒 話者 発話内容 
0 1 教師 ええ。 
0 2 教師 あの時はありがとう。行く時は（ ）します。 
0 19 生徒 それぞれの生徒が（ ） 
0 21 生徒 まだ（ ） 
0 23 教師 あなたのお母さんとは話しをしましたから入ってもいいですよ。 
0 33 生徒 いいんですか？ 
0 34 教師 ええ。 
0 42 教師 あなたはこのクラスじゃないでしょう。 
0 43 生徒 ええ。 
0 45 教師 ( ） 
0 49 教師 ( ） 
1 4 生徒 こんにちは。 
1 5 生徒 こんにちは。 
1 6 生徒 みんな、こんにちは。 
1 18 生徒 ( ） 
1 19 教師 ちょっとだけね。（ ）２人１組で机に座ってください。はい？ 
1 37 教師 何ですか？（ ） 
1 58 教師 そこは２人組が２組座れますね。 
2 0 生徒 ( ） 
2 12 教師 ( ） 
2 23 教師 ええ、そう言いました。座ってください。 
2 26 生徒 ( ） 
2 27 教師 はい、では聞いてください。 
2 42 教師 静かにするのを待っていますよ。 
2 51 生徒 ( ）と言われたんですけど（ ） 
3 0 教師 いいえ、（ ）してください。 
3 10 教師 デーブ、どうして教室に入らないの？ 
3 19 教師 では始めましょう。ありがとう、ローリー。 
3 33 教師 デーブ、急ぎなさい。 
3 40 教師 今朝も言ったように、今日は化学反応について勉強します。 

3 48 教師 
今からプリントを配ります。まずはプリントに書かれていることについて説明

し、その後に実験をしましょう。そうすれば何のことを言っているかがわかり

やすくなりますからね。 

4 3 教師 各自プリントを１枚づつ取ってください。プリントには書かないでください。読
み始めていいですよ。 

4 46 教師 理科の授業で反応について勉強するのは今日が初めてではありませんね。
前にもやりました。 

5 0 教師 でも様々な種類の反応については勉強していません。 

5 5 教師 反応は大きく分けて２種類あります。今日はその内の１つを勉強していきま
す。それは化学反応と呼ばれるものです。 

5 15 教師 ２種類の化学薬品を合わせることがすべて化学反応だと思っている人がとて
も多いですね。そうとは限りません。 

5 25 教師
いいですか？では一緒にプリントを見ていきましょう。ローリー、プリントを見

なさい。ラニーもです。 
5 38 教師 ではジェイソン、大きな声で最初の段落を読んでくれますか？ 

5 42 生徒
化学反応。化学反応とは２種類以上の物質が合わさった時に起こります。起

こってしまった化学反応は簡単には元に戻せません。 

5 52 生徒
化学反応が起きる時にはいくつかの条件が必要です。これらの条件が１つ

でも示された場合、化学反応が起きたということです。 

6 1 教師 はい。化学反応が起こるかどうかを示すものがあることがわかりましたね。こ
れらの条件とは何でしょう？パー、１つ目を読んでくれますか？ 

6 12 生徒 えっと、新しい（ ） 
6 16 教師 かっこの中は皆さんには新しい単語ですね。単語は何ですかローリー？ 
6 19 生徒 沈殿。 

6 20 教師
沈殿です。この単語を聞いたことがある人はいますか？どういう意味だと思

いますか？ 
6 26 生徒 ガスが上昇することですか？ 
6 31 教師 いいえ、それは凝縮ですね。エイミー、どうぞ。 
6 36 生徒 何か他の物に変化することですか？ 

6 40 教師
何か他の物に変化すること。沈殿とはつまり、新しい個体が試験管の底や液

体の中に発生することを言います。 

6 50 教師
完全に分離せずに液体に混ざっている場合もあります。先生が何を言ってい

るかわかりますか？ 

6 55 教師

溶液の中に存在したり、混ざった状態であったり、試験管の底に沈んだり、

いろいろな形で発生します。では２番目に行きましょう。パー、読んでくれます

か？ 
7 9 生徒 色が完全に変わり、元には戻りません。 

7 11 教師
色が完全に変わり、元に戻らない。何かを熱すると色が変わり、冷えると戻

る場合がありますね。 
7 21 教師 何か例をいえる人はいますか？ 
7 23 生徒 石灰石。 

7 24 教師
石灰石ですね。熱した時に白くなり、冷やすと元の灰色に戻りましたね。この

色の変化は元に戻ったわけです。 

7 35 教師

もし化学反応を起こしていたら１分後でも、どれだけ時間がたっても変化した

色は元には戻りません。元には戻らないことが重要です。後で見ても色は変

化したままだということです。 
7 46 教師 変化した色は元には戻りません。次の条件は何ですか、エルマ？ 
7 52 生徒 ガスが発生する。 

7 54 教師
ガスが発生します。既に行なった実験で、２つの物を合わせた時にガスが発

生した例を覚えている人はいますか？ 
7 54 生徒 砂糖を使った実験でしたっけ？砂糖を足して。 
8 5 教師 そうです。砂糖を足した時に起こりましたね。何に足したか覚えていますか？ 
8 8 生徒 （ ） 
8 11 教師 誰も覚えていないんですか？ 
8 13 生徒 （ ） 

8 20 教師
そのとおりです。もう１つありましたね。ガスが発生しました。ナトリウムと水

の実験をしたのを覚えていますか？ 

8 28 教師
ナトリウムが水の（ ）の中をシューっと回り、ガスが発生しましたね。あれも

同じ事です。 
8 34 生徒 ( ） 
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8 37 教師 あの中でやりましたよ。 
8 38 生徒 ( ） 
8 38 教師 そうですか？ 
8 39 生徒 （ ）じゃなかったですか？ 
8 39 教師 いいえ。 
8 40 生徒 （ ）でしたよね。 

8 42 教師 いいえ。ただの水とインクとナトリウムでしたよ。レニー、聞いていますか？最
後のを読んでください。 

8 49 生徒 え？ 
8 50 教師 最後の条件です。 
8 52 生徒 温度が上昇または下降する。 

8 55 教師 温度が上昇または下降します。科学の分野で観察をする時は、常にすべて
の感覚を使って観察するようにいつも言っていますね。 

9 5 教師 匂いを嗅ぎ、目で見て、触ることもできます。化学薬品自体には触れません
が、熱が変化したかどうかは触ることによってわかります。 

9 17 教師 手で最も敏感な個所はどこだと思いますか？どこが一番いいでしょう？手の
ひらでしょうか？ 

9 24 生徒 指です。 
9 25 教師 指ですか？それはどうでしょう。サム、どう思いますか？ 
9 28 生徒 手の甲がいいと思います。 
9 29 教師 ここですか？ここ？そうです温度変化に最も敏感な個所は手の甲です。 

9 37 教師 ですから、今日の実験で温度が変化したかどうかを調べる時には手の甲を
使って見てください。 

9 46 教師 というわけで、化学反応が起きたかどうかを調べるための条件が４つありま
したね。 

9 55 教師 
１つでも当てはまれば化学反応が起きたことになります。１つも当てはまらな

い場合は、反応はあったかもしれませんが、化学反応ではなかったというこ

とになります。 

10 12 教師 実験に移る前にしてほしいことは、ノートの新しいページを開いて、「化学反
応」という題と今日の日付を記入してください。 

10 46 教師 そうです、そのためにあるんですよ。そのためです。 
10 55 生徒 じゃあ、これを使います。 
10 57 教師 いいですよ。 

11 42 教師 では筆記用具を置いて、こっちを見てください。まだ終わってない人は後で書
く時間がありますからね。スティーブ、静かに。 

11 55 教師 はい、次に表をノートに書いて欲しいのですが、内容は先ほど配ったプリント
に書いてあります。 

12 4 教師 表に何を書き入れるか、何行必要かなどが書いてあります。必要な情報は
すべてプリントに書いてありますね。 

12 11 教師 
表を書く前に�、これは重要ですよ。これを聞いてもらうために筆記用具を置
いてもらったんです。必要な行数はプリントに書いてあるのと同じですが、列

に関してはちょっと変わります。 

12 27 教師 
プリントの表では列の幅が同じになっていますね。この形にならないようにし

てください。１列目と２列目にはこれから合わせる化学薬品の名前を書き入

れます。 
12 41 教師 ですから、それぞれ３～４センチくらいの幅で十分です。 

12 48 教師 観察の列に関しては、すべての感覚を使って観察してもらいますから、大き
ければ大きいほどいいでしょう。何が起こったかを書き入れるのに、大きなス

ペースが必要になるかもしれませんからね。 

13 7 教師 ですから、できるだけ大きくしてください。化学反応の欄は「イエス」または「ノ
ー」しか書き入れません。ですから、あまり幅はいりません。 

13 19 教師
Yまたは Nで表すだけで構いません。証拠の欄には先ほどあげた条件を書
き入れます。化学反応が起きたかどうかを知る条件です。 

13 33 教師
例えば、ガスと書き入れるかもしれません。ガスが発生した場合は化学反応

が起きたことになりますか？ 
13 41 生徒 なります。 

13 43 教師
そうですね。そんな感じです。表の埋め方がわかるようにいくつか例を見せ

ることにします。 

13 50 教師
証拠の欄も４センチくらいあれば十分だと思います。そんなに大きくする必要

はありません。 
13 59 生徒 （ ）はいくつですか？ 

14 1 教師
プリントに書いてありますよ。それから、各列は２行くらい書ける方がいいで

しょう。プリントの例ではカリウムとグリセロールと書いてありますが、それぞ

れ１行ずつ使っていますね。 

14 25 教師
わかりますか？ですから２行ずつ必要だということです。定規が必要な人は

ここにありますから、定規を使ってすぐに表を作ってください。 

14 42 教師
赤ペンが必要ですか？（ ）は使わないで下さい。これと同じだけの列が必要

ですよ。 
15 24 教師 ９年生はガスですね。 
15 31 教師 いいですよ。私たちやるよりいいでしょう。 
16 38 教師 ここは空白にしておくんですか？ 
16 40 生徒 はい。（ ） 
16 46 教師 そう。大丈夫ですよ。 
17 6 教師 コートは脱いであそこに置いてくれますか？あなたはもう終わったの？ 
17 13 生徒 いいえ、（ ）。 
17 23 教師 パー、はい。 
17 30 教師 あと何分かあげましょう。それから１つ目の実験を始めます。 
17 42 教師 スー、大丈夫ですか？ 
17 44 生徒 はい。 
17 44 教師 そう？赤ペンが必要ですか？それとも鉛筆で書くつもりですか？ 
18 17 教師 各コラムに表題をつけるのを忘れないで下さいね。 

18 20 教師
このプリントに書いてあることを書いてください。黒板に書いた略語は書かな

いでくださいね。最初の２つの例も書き込んでいいですよ。 
18 34 教師 プリントに書いてあります。 
18 44 生徒 ( ） 
18 59 教師 これを書き写せばいいんですよ。この２つです。 

19 41 教師
いいですか？筆記用具は置いて、実験用の箱が見える位置に移動してくだ

さい。 
20 5 教師 シドとパー、スティーブもそこから見えるんですか？ 
20 8 生徒 はい。 

20 11 教師
まず最初に行なう実験は�。今から２種類の実験をこの中で行ないますが、
この実験は危険なのでみなさんにはやらせません。 

20 25 教師
まずは先生が２種類の実験をやり、表に何をどう書き入れるかを説明しま

す。そうすれば、みなさんが実験を始めた時に何をすればよくわかるはずで
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すからね。 

20 35 教師 
箱の中が良く見える場所に立ってください。最初の２列は反応物１と反応物２

と書いてありますが、ここには合わせる２種類の化学薬品名を書き入れま

す。 

20 49 教師 プリントを既に読んだ人もいると思いますが、１つ目の薬品はカリウムです。
今すりつぶしています。何色か見えますか？ 

21 2 生徒 紫っぽいです。 

21 4 教師 紫ですね。これは昔、蹄鉄工などが馬の麻酔用に使ったりもしたものです。
強すぎるので、今はもう使われていません。 

21 21 教師 結晶を細かくするために砕きますね。どうして結晶を細かくする必要がある
んでしょう？ 

21 28 生徒 増えるからですか？ 
21 30 教師 確かに増えますね。小さくすることによって他に何が起きるでしょう？ 
21 33 生徒 反応が良くなります。 
21 36 教師 良くなる？ 
21 36 生徒 そうです。砕かれているから。 

21 39 教師 いいでしょう。反応が良くなりますし、早くなります。次はカリウムに足す薬
品、グリセロールです。この薬品名を聞いたことがある人はいますか？ 

21 48 生徒 いいえ。 
21 48 教師 ある？おっと、どこで聞いたのアンディ。 

21 52 生徒 えっと、掃除する時なんかに時々使ったりするものです。（ ）とか（ ）のよう
な。 

22 1 教師 そうなんですか？ 

22 2 教師 
グリセロールはウエディングケーキなどの濃厚な糖衣によく使われるもので

す。あれにグリセロールが入っています。砂糖の一種でとても油っぽいもの

です。 
22 13 生徒 ( ） 
22 15 教師 そうです。 
22 15 生徒 それは（ ）ですか？ 
22 19 教師 足すのはこの２種類だけです。観察するのを忘れないで下さいね。 
22 31 生徒 先生、ブドウ糖みたいなものですか？ 
22 33 教師 ええ、砂糖ですよ。同じようなものですね。 
22 38 生徒 換気扇は回っている？ 
22 43 生徒 すごい。 
22 44 生徒 ははは。 
22 51 生徒 料理しているみたい。 

22 53 教師 先ほどの条件を思い出してください。色の変化、温度の変化、ガスまたは新
しい個体。 

23 4 生徒 外が煙だらけですよ。 
23 6 生徒 ははは。 
23 9 生徒 ( ）だから起こるんですか？ 
23 11 教師 いいえ、どうやってもこうなります。 

23 21 教師 しばらくはこういう状態が続きます。ジェイソン、今の実験をどう表現して書き
ますか？ 

23 29 生徒 えっと、炎と煙が（ ） 
23 36 教師 そうですね。そう書きます。デクスター、化学反応が起きたと書きますか？ 

23 41 生徒 はい。 

23 42 教師
はい？どうしてですか？化学反応が起きたという証拠は、どの条件から得ら

れますか？ 
23 49 生徒 ガスの発生と色の変化です。 
23 52 教師 色は変化していますか？ 
23 52 生徒 温度も。 

23 53 教師
温度もですね。炎があがれば温度は変化するのが当たり前です。炎につい

ては何が言えますか？ 
23 58 生徒 熱いです。 
23 58 教師 熱いですね。というわけで、この実験では３つの条件が見られたわけです。 
24 3 生徒 新しい個体ができています。 

24 4 教師 新しい個体ができていますね。みてごらんなさい、まったく違うものになって
いますね。色も完全に変わっています。 

24 10 生徒 ４つの条件がすべて見えました。 

24 11 教師

４つの条件がすべてですね。条件の列にはどれか１つを書き込めばいいで

すよ。では席に戻って、この実験の観察を書き込んでください。その間に先

生は次の実験の準備をします。 

25 3 教師 今の実験で観察できたことをすべて書いてください。「化学反応の有無」の欄
と証拠の欄もちゃんと書き込んでくださいね。 

25 16 教師
何によって化学反応があったか、なかったかを判断しますか？最初の実験

ですよ。 
25 29 教師 熱くて、色が変化した？なぜ熱いとわかったんですか？ 
25 39 教師 何と書きました？ 
25 41 生徒 火がでました。 
25 43 教師 火がでました、ですね。 
25 43 生徒 炎の（ ）によって化学反応があったと判断しました。 

25 46 教師
化学反応でしたね。いいですよ。最初のはできましたね。次に移れそうです

ね。とても良くできていますよ。 
26 6 生徒 これでいいんですか？ 

26 9 教師 燃え始めた。煙。こげた。化学反応はイエス。新しい個体、色の変化、ガス。
良くできました。 

26 15 生徒 （ ）？ 
26 18 教師 今日はやりません。 
26 21 教師 煙が出始めた。オレンジ色になった。泡が出た。熱かった。いいでしょう。 
26 31 教師 他には何が見えましたか？ 
26 32 生徒 何も。 
26 33 教師 何も見えませんでしたか？ 
26 34 生徒 ( ） 

26 36 教師
次の実験を書き込んでいいですよ。次に使う２種類の反応物はプリントに書

いてありますので、観察を書き終えた人は、反応物の名前を書いてください。 
26 47 教師 この２つです。ああ、もう書いてあるんですね。すばらしいですね。 
26 53 生徒 ( ） 
26 55 教師 できるの？でももっとひどくなりますよ。 
26 58 生徒 （ ）をポンプで戻して（ ） 
27 0 教師 まあ害はないでしょう。二酸化炭素ですからね。 
27 8 教師 はい、では実験用の箱の前に戻ってきてください。 

27 26 教師
次の実験では３種類の反応物を合わせることにします。もう一度カリウムを

使います。それから（ ）粉です。この灰色の粉がそうです。 
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27 44 教師 まずはこの粉を過マンガン酸カリウムの中に混ぜます。カリウムはまた砕い
てあります。 

27 55 教師 すり鉢とすりこ木を使って砕きました。 
28 2 教師 もう少し足しましょうか。 
28 7 生徒 ( ） 
28 12 教師 そう思いますか？ 
28 13 生徒 ええ、（ ）だと思います。 
28 23 教師 これはちょっと取っておきましょう。もう一度見たがるかもしれませんからね。
28 26 生徒 ( ） 
28 29 教師 待っていればわかりますよ。そしてもう一度グリセロールを足します。 
28 39 生徒 ( ） 
28 46 教師 ちょっと待ちます。じっとしてください。 
28 50 生徒 すごい、あの火を見ろよ。 
28 52 教師 目をそらしたら見逃してしまいますよ。マッチは必要ありません。 
29 0 生徒 きっと爆発するんだ。 
29 8 教師 いきますよ。 
29 10 生徒 すごい、見て。泡だらけ。 
29 19 生徒 ガスだ。 
29 20 教師 ガスが発生していますね。 
29 22 生徒 ( ） 
29 25 生徒 すごい炎。 
29 26 生徒 わあ。 
29 26 生徒 目が痛いよ。 
29 34 教師 ええ。 
29 36 生徒 前にもやったことがあるんですか？ 
29 37 教師 ええ、ありますよ。 
29 38 生徒 爆発して（ ） 
29 44 生徒 もう一度やってもらえますか？ 
29 44 教師 だから少し残しておいたんですよ。 
29 50 教師 頭に入れておいてほしい事は�、静かに。 
29 57 教師 静かにして下さい。静かになったら始めます。 

30 3 教師 頭に入れておいてほしい事は、今日の実験は化学反応についてだということ
です。今のは化学反応でしたか？ 

30 10 生徒 はい。 
30 11 教師 なぜ？ 
30 11 生徒 温度が変わりました。 
30 12 教師 温度変化がありましたね。 
30 13 生徒 ガス。 
30 14 教師 ガスが発生しました。 
30 15 生徒 爆発。 
30 16 教師 爆発がありました。 
30 16 生徒 泡。 
30 18 生徒 新しい個体。 

30 19 教師 新しい個体がきっとできているんでしょうね。色の変化でわかりますね。それ
から、またガスが発生しました。 

30 23 教師 席に戻って今の観察を書き込んでください。薬品は少し残してありますから、
この火が消えたらもう一度やってみましょう。いいですか？ 

30 34 生徒 充満してるよ。 

30 43 教師 ええ、そうですね。７年生の授業でもやったんですが、ものすごかったのよ。 
30 59 生徒 何ですか？ 
31 0 教師 もうできたんですか？ 
31 1 生徒 もう一度言ってもらえますか？ 
31 3 教師 炎の色は何色でしたか？ 
31 5 生徒 白です。 
31 6 教師 まぶしい白です。 

31 10 教師
観察は細かく書いてくださいね。何が何色だったかは重要ですから書くように

しましょう。 
32 2 教師 化学反応の有無は？ 
32 8 教師 ここに何と書いてありますか？イエス、ノーどっちですか？ 
32 17 教師 ではもう一度見てもらって、それから書いてもらいましょう。 
32 36 教師 先生は力強いのよ。 
32 50 教師 いいですか� 

32 54 教師
デーブ、静かに。発光し始めたらじっくり見ないようにしてくださいね。目を傷

めますからね。 
33 1 生徒 ( ）  

33 2 教師 同じですよ。あっちの瓶の中身はもうなくなっちゃったので瓶を変えただけで
す。 

33 18 教師 これは何ですか？ 
33 20 生徒 ( ） 
33 22 生徒 （ ）が早めに始まった。 
33 24 生徒 何が起こるか（ ） 
33 26 教師 そうですね。ですからさっきは見ないようとは言わなかったんですよ。 
33 30 生徒 ああ。 
33 32 生徒 さっきのよりすごい気がする。 
33 36 生徒 暖かくていいね。 
33 37 教師 そうですね、暖かいですね。 
33 39 生徒 これってガス室みたい。 
33 42 生徒 さっきは（ ） 
33 44 生徒 ( ） 

33 46 教師
だからこの中でやるよりも外でやった方がいいんです。はい、では席に戻っ

て先生の話を聞いて下さい。 
34 8 教師 あなたたちがばらさなければ、先生も何も言わないわ。 
34 18 教師 こっちを見てください。 
34 19 生徒 何？ 
34 22 教師 レニー、静かに。 
34 28 教師 待っていますよ。 
34 36 教師 いいでしょう。 

34 40 教師
残りの時間で化学反応の実験をしてもらいます。結果として化学反応が起き

るとは限りません。選択肢が２つあることを忘れないでください。 

34 49 教師
化学反応であるか、ないかです。２つの選択肢があります。みなさんの前、

または横に試験管がホルダーに入って置かれていると思います。 
35 3 教師 先生がしゃべっている間は触らないで下さい。 
35 10 教師 小さい管ですから、薬品をたくさん入れる必要はありません。 

35 15 教師
みなさんに試してもらう反応ですが、合わせてもらう薬品名は３ページ目に書

いてあります。ＡからＬまで順番になっています。 
35 29 教師 かなりの量の実験ですよ。観察は� 
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35 34 教師 筆記用具は置きなさいと言ったはずですよ。スー、やめなさい。 

35 41 教師 観察は実験をやるごとに書いていってください。化学反応が起こったか、そし
て反応の証拠とは何だったかなどです。 

35 50 教師 触ったり、見たり、場合によっては匂いを嗅いだりする観察の仕方もいいでし
ょう。 

36 1 教師 
薬品は１種類につき１センチほど試験管に入れてください。いいですか？一

つまみくらいです。例えば硫酸鉄を使うとしたらこれくらい入れればいいわけ

です。 

36 18 教師 試験管いっぱいに薬品をいれないでくださいね。そんなに必要はないんです
から。１センチで十分です。 

36 28 教師 そして、もう１つの薬品を足して、どうなるかを観察してください。はっきりとわ
かる結果が起きることもあります。 

36 37 教師 場合によっては、よく観察しないと何が起きているか見えない場合もありま
す。 

36 43 教師 必要な薬品はすべて�。シド、静かに。 

36 49 教師 
必要な薬品はすべてみなさんの前にラベルをはって置いてあります。ですか

ら席を立つ必要はないはずです。席をたつのは１つの実験が終わって試験

管を洗う時だけです。 

36 58 教師 試験管を洗ったら、席に戻って、次の４つの実験を同じ試験管で行なってくだ
さい。 

37 5 教師 最初の実験は硫酸銅と炭酸ナトリウムです。それ以降はどの順番でやって
も構いません。各ステーションにビンが２本置いてあります。 

37 20 教師 各ステーションですので、他の人と共有しないといけないかもしれません。じ
っくりやってください。始める前に質問がある人はいますか？ 

37 29 教師 反応物を合わせ、結果を観察してください。 
37 33 生徒 ( ） 

37 35 教師 質問はありませんか？全部を説明しないとだめですか？まずはこれを洗い
流しましょう。みなさんもはじめていいですよ。 

38 6 教師 どうしました？ 
38 8 生徒 ( ） 
38 17 教師 シド、新しいページに書かなくてもいいんですよ。 
38 23 生徒 ここですか？ 

38 23 教師 観察は（ ）の表に書き入れてください。これが反応物１でこっちが反応物２で
す。 

39 18 教師 さっきの実験を思い出してみてください。 
39 23 生徒 ( ） 
39 26 教師 そうですね。きっとそうです。 
39 31 教師 いいえ、こっちですよ。 
39 34 生徒 何ですか？ 
39 35 教師 それはここにあるはずです。こっちは（ ）ではありません。（ ） 
39 41 教師 ( ） 
40 19 教師 気をつけて。床にこぼれましたか？ 
40 22 生徒 ごめんなさい。 
40 23 教師 こぼれていない？大丈夫ですか？ 
40 31 生徒 ( ） 
40 31 教師 大丈夫ですよ。ただ気をつけてくださいね。 
40 38 教師 大丈夫。気をつけて（ ）振ってみて下さい。 
40 42 生徒 ( ）反応。 

40 45 教師 やってみなさい。もしかしたら（ ）しないかもしれませんよ。そうです。 
40 58 教師 次の（ ） 
41 3 生徒 ( ） 

41 9 教師 残り時間はあと１３分ほどですよ。１３分で何か起こったかどうかを判断してく
ださい。 

41 14 生徒 ( ） 
41 16 教師 硫酸銅を探しているんですか？ 
41 17 生徒 ( ） 
41 18 教師 ( ） 
41 24 教師 炭酸ナトリウムはそこにありますよ。 
41 29 生徒 炭酸ナトリウムです。 
41 30 教師 そっち側を（ ）する必要があるかもしれませんね。 

42 20 教師
変化しませんでしたか？でもここには白い固体が形成されたと書いてありま

すよ。（ ）を判断する時の１つの条件には何がありましたか？ 
42 29 生徒 ( ） 
42 31 教師 ここで起きたのはその現象ですか？ 
42 33 生徒 ( ） 
42 33 教師 では化学反応だったということ？ 
42 36 生徒 （ ）それは見えませんでした。 

42 40 教師
実際に白い固体ができたなら、それは化学反応でしょう。そこに見えたのは

（ ）。 

42 50 教師
そこの男子、この実験をやりたくないなら（ ）、そうでなければこっちにある

（ ） 

42 57 教師
教科書を真中に置いて実験をするのはあまりよくありませんね。邪魔ですか

ら横に置いてから始めなさい。 
43 7 教師 そう、その調子ですよ。 
43 15 教師 良くできました。振ってみて下さい。 
43 19 生徒 爆発するぞ。 
43 23 教師 何が起きましたか？何が起きていますか？ 
43 28 生徒 この薬品で洋服が溶けたりしますか？ 
43 31 教師 いいえ。レニー、何が起きましたか？ 
43 33 生徒 色が変化しました。 
43 33 生徒 色が変化して、全体が硬くなりそうです。 
43 36 教師 硬くなりそうですか？なぜ？ 
43 38 生徒 わかりません。 
43 40 生徒 ただ、そう考えただけです。 
43 42 生徒 （ ）そう見えます。結晶になり始めています。 
43 46 教師 リストをもう一度見てください。このリストの中の何が起きていますか？ 
43 54 生徒 新しい個体の形成。 
43 55 教師 新しい個体の形成ですね。ということは、これは化学反応ですか？ 
43 57 生徒 ええ、そうです。 
43 58 生徒 そうだ。（ ）温度変化はありますか？ 
44 0 教師 ありますよ。 
44 0 生徒 （ ）です。 
44 2 生徒 色の変化がある。 
44 2 教師 他に（ ） 
44 4 生徒 色が変化して� 
44 6 教師 （ ）他のと比べてみたらどうですか？違いはありますか？ 
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44 9 生徒 温かいような気がします。 
44 11 教師 じゃあきっと（ ）でしょう。あなたも自分の手で調べてみなさい。 
44 13 生徒 ( ） 
44 19 生徒 （ ）の後ろにあるよ。 
44 24 生徒 何も感じません。 

44 25 教師 
そう。もし大きな変化が見られない場合はノーにしていいですよ。では表の観

察部分には何と書きますか？（ ）はぐちゃぐちゃになってしまったから下の

方に書きなさい。 
44 42 生徒 炭酸。 

44 43 教師 終わった後は（ ）するようにして下さい。ああ、まだ必要だったんですか。だ
めですよ。 

44 52 教師 何ナトリウムですか？ 
44 53 生徒 炭酸です。 
44 53 生徒 炭酸ナトリウム。 
44 58 教師 炭酸ナトリウム（ ） 
45 3 教師 取りに行かないとだめですね。 
45 6 教師 あそこにありすよ。 
45 22 教師 今回の観察結果はどうなりましたか？ 
45 24 生徒 これです。 
45 25 教師 白い固体の物ができた。 
45 29 教師 そうですね。固体が形成されますね。 
45 30 生徒 （ ）は固体ですか？ 
45 33 教師 ゼリーみたいなものですか？ 
45 35 生徒 ええ。 
45 35 生徒 そう、ゼリー状のもの。 
45 50 教師 化学反応はありましたか？ 
45 51 生徒 はい。 
45 52 生徒 なぜ？ 
45 53 生徒 青い固体ができたから。 
45 55 生徒 でも、青い固体だけだと� 
46 0 教師 上手くいっていますか？大丈夫？何が観察できましたか？これは何？ 
46 8 生徒 これは炭酸ナトリウムとカリウムです。 
46 11 教師 化学反応はありましたか？ 
46 13 生徒 いいえ。  
46 14 教師 なぜ？ 
46 15 生徒 何も変化しなかったからです。 

46 16 教師 何も変わりませんでしたか？ガスも発生しなかったんですか？温度は調べま
したか？ 

46 24 生徒 同じままです。 
46 26 教師 同じまま。良くできました。 
46 33 教師 ここはどうですか？ 
46 44 教師 ビーカーを振ってみて下さい。 
46 49 生徒 これは何？書くのを忘れて� 
46 53 教師 硫酸銅ですよ。 
46 55 生徒 硫酸銅。 
46 56 教師 先生が書きましょうか？ 
47 1 教師 いいですよ。 
47 3 生徒 先生、これは反応だと言えますか？それとも（ ）し始めたと言うんですか？

47 7 教師 振ってみたらどうですか？ 
47 17 教師 どう思いますか？ 
47 17 生徒 （ ）はお互いが嫌いみたいです。 
47 21 教師 ２種類の薬品は離れようとしていますか？ 
47 23 生徒 はい。 
47 23 生徒 はい。 
47 24 教師 そう？もう少しよく観察してみて。 
47 28 生徒 ゆっくりと（ ）しています。 
47 30 教師 合わさって（ ） 
47 34 教師 ゆっくりと混ざり始めていますが、ちゃんと混ざろうとはしませんね。 
47 38 生徒 ええ。 
47 38 教師 これは２種類を入れたんですか？ 
47 40 生徒 はい。 
47 41 生徒 はい。 
47 42 生徒 でも、今は混ざり始めています。 
47 45 教師 先生には固体が見えますよ。見えますか？ 
47 48 生徒 ああ、これは（ ）ではないですよね。 
47 51 教師 色は何色ですか？ 
47 52 生徒 オレンジです。 
47 52 生徒 オレンジです。 
47 53 教師 オレンジですね。（ ） 
47 54 生徒 オレンジとつぶつぶがあります。 
47 55 生徒 オレンジのつぶが浮いているみたいな感じです。 

47 57 教師
そうですね。何か浮いている感じがしますね。オレンジジュースでつぶが入っ

ているような� 
48 3 生徒 小さなオレンジの何かがあります。 
48 5 教師 ええ。オレンジジュースが嫌いな人はいやでしょうね。 
48 7 生徒 ええ。 
48 7 生徒 でもおもしろいですよ。 
48 10 教師 これは化学反応だと思いますか？ 
48 12 生徒 はい。 
48 13 生徒 ええ、だって固体が形成されています。 
48 18 教師 でも混ざり合いたくないようですね。 
48 19 生徒 ええ。 
48 21 教師 良くできました。 

48 29 教師
そこの男子、観察を書き込まないとだめですよ。何も書いていないじゃないで

すか。起こったことを見ながら書かなければだめなんですよ。 
48 45 生徒 ( ） 
48 46 教師 わかりました。観察したこと、実際に見たことです。この欄ではありませんよ。 
48 53 生徒 ( ） 
48 58 教師 その上の欄に書きなさい。最初の実験は� 
49 1 生徒 そうか。 
49 2 教師 観察はこの欄に書くんですよ。 
49 5 生徒 これは何ですか？ 
49 6 教師 証拠です。証拠とはどういう意味だと思いますか？ 
49 10 生徒 ( ） 
49 13 教師 これが証拠ですよ。 
49 17 生徒 ああ。 
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49 18 教師 なぜでしょう？ 
49 20 生徒 ( ） 
49 21 教師 ガスが発生しているからです。（ ）はこの欄に書きます。 
49 23 生徒 先生、（ ） 
49 29 生徒 色が変化したら化学反応が起きたということですか？ 
49 45 教師 何が起きたんですか？ 
49 48 生徒 （ ）基本的には（ ）までしかできていないんです。それから（ ） 
50 5 教師 ということは、すべての反応がそうなんですね。 
50 16 教師 （ ）のりみたいですね。プラスチックのようにも見えます。 
50 25 生徒 見て見て。（ ）魔法みたい。空気が浮かせているみたい。 
50 30 教師 魔法みたいですね。 
50 31 生徒 先生（ ）。カメラに写しましょう、魔法です。 
50 58 教師 濡れていても使えますよ。 
51 4 教師 はい、どうぞ。これで大丈夫なはずですよ。 
51 14 生徒 これは何も起きないんですけど。 
51 15 教師 あら、そう。反応はないんですか？ 
51 20 生徒 ありません。 
51 22 教師 ( ） 
51 25 生徒 ( ） 
51 33 教師 ちょっと見せてください。 
51 36 生徒 （ ） 
51 37 教師 これについては何と書いたんですか？ 
51 39 生徒 ミルク色に変化した。（ ）を調べているんですけど。 
51 52 生徒 何か匂いはしますか？ 
51 56 生徒 でも（ ）した？ 
52 0 教師 見たとおりに書けばいいんですよ。 
52 4 生徒 化学反応が起きて（ ） 
52 9 教師 色が変化しただけですか？ 
52 11 生徒 たぶんそうだと思います。 
52 13 教師 全部固体になりましたか？（ ）？ 
52 16 生徒 いいえ、小さな粒があります。 
52 19 教師 気をつけて観察しないとだめですよ。 
52 22 生徒 小さな結晶です。 
52 26 教師 観察は丁寧にしてください。小さな固体を見逃している人がいますよ。 
53 1 生徒 搾り出してみて。すごい。 
53 6 教師 振ってみなさい。上を持って、こうやって。 
53 14 教師 そうです。そうやるんですよ。うまいですね。何か起こりましたか？ 
53 18 生徒 えっと。 
53 19 教師 起こりましたか？ 
53 20 生徒 ええ、白い固体がここにできています。 
53 20 教師 何が起きたと言えますか？ 
53 27 教師 最初からあったのかも知れないですね。 
53 30 生徒 （ ）はそこにはないはずの（ ） 
53 35 教師 化学反応はありましたか？ 
53 36 生徒 えっと、いいえ。 
53 39 生徒 証拠をここに書くんですか？ 
53 45 教師 いいえ、そこは観察の欄です。 

53 50 生徒 観察。 

53 54 教師
気をつけてくださいね。必ず上を向けておくようにして下さい。そうでないと薬

品がゴムに入り込んで腐らせてしまうことがありますから。 
54 2 教師 常にこうやって置いてください。先生が拾います。 
54 10 生徒 先生。 

54 11 生徒
先生、これは何ですか？これは（ ）ですけど、こっちは何ですか？ただ色が

変化しただけですか？ 
54 19 教師 あなたが答えてみて。 
54 21 生徒 私はただ色が変化して、濃度が濃くなったような気がするだけです。 
54 24 生徒 それは、えっと。 
54 26 教師 あなたはどう思いますか？ 
54 28 生徒 のりみたいです。 
54 28 生徒 色が変化して、固体のようなものになりました。 
54 32 教師 固体のようなもの。どういう意味ですか？ 
54 34 生徒 固体になりかけているけれど、まだ（ ） 
54 37 生徒 のりみたいです。 
54 38 教師 その中に固体はありますか？ 
54 40 生徒 はい。 
54 41 生徒 ええ、そこに。下の方に見えます。 
54 42 生徒 下につぶつぶが見えます。 
54 44 教師 しばらく置いておいたらどうなると思いますか？ 
54 47 生徒 完全に固まると思います。 
54 48 教師 全部が？ 
54 49 生徒 全部が固まって、乾いて� 
54 50 生徒 水が出てくると思います。 

54 55 教師
じゃあそれはしばらく置いておいて、その間につぎの４つをやったらどうです

か？後でどうなったか見てみなさい。このまま置いておきましょう。 
55 0 生徒 ほら見て。 
55 2 教師 これはしばらく置いておいたものですか？ 
55 4 生徒 はい。 
55 4 生徒 はい。 
55 4 生徒 たぶん（ ）なると思います。 
55 6 教師 このままの感じだと思いますか？ 
55 9 生徒 いいえ、もっと多くなるけど（ ）みたいな感じになると思います。 
55 12 教師 ここでは何が起きていますか？ 
55 14 生徒 （ ）になっています。 
55 15 生徒 固体が全部沈んでいます。 
55 17 教師 全ての固体が底にありますね。良くできました。 
55 23 生徒 書いているだけです。 
55 24 教師 そんなに書くことがあるんですか？ 
55 28 教師 今はどれをやっているんですか？これとこれ？これで３つですか？ 
55 32 生徒 えっと、これと、ああ、これです。 
55 38 教師 わかりました。これを表に書き入れる時は略を使えばいいんですよ。 

55 51 教師
デーブ、どうしてここにいるの？全員でやらなければいけないわけじゃない

のよ。 
56 2 生徒 先生（ ） 
56 3 教師 何ですか？ 
56 4 生徒 ( ） 
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56 6 教師 （ ）これは（ ）ですから、もう１つ持ってきましょう。 

57 7 教師 代わりが見つからないのでそれを気をつけて使ってください。動かないように
して。動かしてはだめですよ。 

57 16 生徒 これも試験管に何か入っていますよ。 
57 21 教師 どれですか？これ？ 
57 23 生徒 はい。（ ） 
57 23 教師 ( ） 
57 24 生徒 ( ） 
57 33 生徒 これみたいです。 
57 33 教師 そんなに何回も使う必要はないでしょう？早く続けなさい。 
57 48 教師 ここはどうですか？ 
58 4 教師 （ ）を教科書の上に乗せないように（ ） 
58 16 教師 いいですか、ここに観察を書いて、それから何が起きたかです。 
58 25 生徒 炭酸ナトリウムはどこですか？ 
58 25 教師 あっちにありますよ。 
58 30 教師 こっちです。 
58 37 生徒 （ ） 
58 38 教師 何が起きていますか？どう思いましたか？固体が（ ） 
58 44 生徒 （ ）したかっただけです。 
58 47 教師 ええ、それは（ ）ではありませんね。 

58 56 教師 これも全部書き留めておきなさい。全部化学的なことですからね（ ）以外は
ね。 

59 13 教師 今回はどうなりましたか？ちょっとミルクっぽいですね。固体に変化しました
か？それとも薬品の色が変化しましたか？ 

59 24 生徒 ( ） 
59 33 教師 まだ液体のように見えますか？ 
59 36 生徒 ( ） 
59 37 教師 本当に？ 
59 40 生徒 （ ） 
60 1 教師 気をつけて。こういう風にしなさい。見えますか？ 
60 9 生徒 はい。 
60 10 教師 このまま置いておいたらどうなると思いますか？ 
60 14 生徒 たぶん（ ）なると思います。  
60 28 教師 いいでしょう。固体ということですね。 
60 30 生徒 ( ） 
60 31 教師 ええ、その通り（ ） 
60 34 教師 勘でしょう？ 
60 48 教師 もうすぐ終わりそうですか？黄色い液体から白い固体へ。 
61 6 生徒 ミルクっぽかったです。 

61 10 教師 では、これはどう表現しますか？この観察についてはどうやって書くつもりで
すか？ 

61 16 生徒 ( ） 
61 19 教師 全部が浮いていますね。振ったらどうなると思いますか？ 
61 23 生徒 下に沈むと思います。 

61 24 教師 下に沈む？やってみたら？素早く振るんですよ。ベルを鳴らすような感じで。
どうなりましたか？ 

61 34 生徒 ( ） 
61 38 教師 化学反応はありましたか？こうやって振って見てください。 

61 45 教師 どうなりました？振ったら何か起こりましたか？ 
61 47 生徒 ( ） 

61 54 教師
中身を捨てる前に観察を書かなくてもいいんですか？デクスター、中身を捨

てる前に観察を書かないんですか？ 
62 0 生徒 何を書くのかはわかっているんで。 
62 1 教師 そう、わかりました。 
62 11 教師 これが最後の実験ですか？ 
62 13 生徒 ( ） 
62 43 教師 ジェイソン、なぜここにいるの？ 
62 45 生徒 （ ）を借りる必要があるんです。 
62 46 教師 いいえ、いりませんよ。（ ）どこまでやったか見せてください。 
62 58 教師 結論は？ 
63 1 生徒 ( ） 

63 4 教師 この２つは２回やったんですか？（ ）ここもですね。書き直してください。先生
が直しましょう。これですか？これでいい？ 

63 22 生徒 ( ） 
63 32 教師 ちゃんと読めますよ。 

63 39 教師
どこまでできたか見せてください。次にやったのはどれですか？今はどれを

やっているんですか？ 
63 53 生徒 Ｃです。 

63 55 教師
Ｃ？ちゃんと炭酸ナトリウムと欄に書いてください。それはゴミ箱に捨てなさ

い。 
63 55 教師 ええ、見えましたよ。捨てなさい。 
64 13 教師 お昼休みに先生の所に来るように。いいですね。 
64 15 生徒 ( ） 
64 31 教師 ええ。 
64 37 教師 スティーブ、どうですか？ 
64 45 教師 片づけまで後５分です。ローリー、あなたがやった（ ） 
64 58 教師 でましたか？ 
64 59 生徒 ( ） 
65 1 教師 どこにもかからなかったですか？ 
65 1 生徒 ええ。 
66 1 教師 ええ、取るのがとても難しいですから（ ） 
66 34 生徒 もう１つのを使って（ ） 
66 39 教師 観察を表に書き込みなさい。 
66 43 生徒 ああ、わかりました。 
66 43 教師 いいですよ。 
66 45 生徒 口に少し入っちゃいました。 
66 47 教師 口の中に？どうやったら口の中に入るんですか？ 
66 48 生徒 ( ） 
66 56 教師 これを使って。ぬるま湯ですから（ ）をゆすいできなさい。 
67 1 教師 はい。 
67 8 教師 大丈夫？ 
67 8 生徒 はい。 

67 11 教師
手に薬品がかかったと思ったら、絶対に口に持っていかないようにしてくださ

い。ここに来て手を洗うようにしてください。 
67 16 生徒 ( ） 
67 16 教師 知らなかったの？ 
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67 25 教師 はい、どうぞ。ここまでしか先生にはできないわ。それは使わないように。実
験はあといくつ残っていますか？ 

67 34 生徒 えっと、４つです。 
67 43 教師 先生は何が起こるとは教えてあげられません。だから（ ）したんですよ。 
67 47 生徒 ( ） 

67 51 教師 そうは言わなかったですよ。（ ）、全部終わりましたか？そう？だから（ ）し
ているんですか？ 

68 4 教師 では、この 4つのことについての文章と今日やった事の結論を書けるように
これを外しておいてください。いいですね。 

68 44 教師 どんな茶色でしたか？ 
68 47 生徒 コケっぽい。 
68 46 教師 コケっぽい茶色ですね。 
68 53 教師 （ ）どうして１本の試験管にこんなに薬品が入っているんですか？ 
69 5 生徒 ( ） 
69 9 教師 どうしてこんなに入っているんですか？ 
69 20 教師 最後の実験をやってください。もう片付ける時間ですよ。 
69 51 教師 斑点はどこにありますか？ 
70 3 教師 最後の実験をやったら試験管を洗ってください。良くできました。 
70 31 生徒 硫酸と書いてあるよ。 
70 37 教師 どうしたんですか？ 
70 39 生徒 硫酸（ ）と書いてしまったんですが� 
70 42 教師 綴りがＰＨかＦのどちらかということね。 
70 43 生徒 はい。 

70 47 教師 英語と米語の綴りの違いみたいなものですよ。ＰＨを使う人もいればＦを使う
人もいるんです。 

70 52 生徒 先生、机の上を拭いた方がいいですか？ 
70 54 教師 授業の終わりにやってもらいますからいいですよ。 
70 56 生徒 じゃあ何をすればいいですか？ 
70 57 生徒 ( ） 
70 59 教師 もう１つで終わりですね。そうしたら片付けてください。 

71 5 教師 （ ）きちんと片付けてくださいね。そこは全部終わったんですか？では座って
いてください。次に何をするか説明します。 

71 18 教師 全員片付けに入っているはずですよ。 
71 29 教師 それは何？変化がなかったんですか？ 
72 30 教師 片付けてください。何を入れたんですか？ 
72 33 生徒 ( ） 
72 34 教師 どうしてこんなに入れたの？ 
72 37 生徒 ( ） 
72 39 教師 片付けてください。早く片付けて。 
72 52 教師 サム、エイミー、片付けなさい。 
72 55 教師 いいえ、必要になります。見つけたそ場所に戻してください。 

73 23 教師 はい、では１グループから１人ずつペーパータオルを取りにきて、机の上を
拭いてください。机の上がきれいになったら教科書を開いてください。 

73 35 教師 ペーパータオルできれいに拭き取るようにしてくださいね。 
73 37 生徒 ( ） 
73 42 教師 あっという間に（ ） 
73 44   （鐘、放送） 
74 10 教師 聞いて下さい。 

74 54 教師
教科書を開いて座ってください。お昼になってしまいますよ。帽子は取りなさ

い。 
75 6 教師 まだ必要ありません。 
75 11 生徒 スティーブ、置きなよ。 

75 12 教師
今日やったプリントと一緒に教科書も開いてください。時間までに（ ）するな

ら急いでください。 
75 27 生徒 ( ） 
75 28 教師 ( ） 

75 35 教師

みなさん静かにして、こっちを見てください。エイミー、静かに。きれいに片付

けてくれましたね。（ ）に試験管が入っていないことを確認してくれますか？

ありませんか？よろしい。 

76 5 教師 今日の宿題ですが、プリントから読んだ部分をノートに書いてきてください。
キム、スー静かに。 

76 23 教師
授業の最初に読んだ部分です。４つの条件を含んだ段落ですね。それが宿

題です。 

76 34 教師
今日の化学という部分は必要ありません。４つの条件が書いてある４行だけ

を写してきてください。 

76 43 教師
宿題の内容を宿題帳に書いたら、お昼に行ってもいいですよ。宿題帳を取り

に行かなければいけない人は取りに行ってください。 
77 12 教師 よろしい。よくできました。行ってもいいですよ。 
77 22 教師 （ ）を書いてください。そうです。 
77 29 教師 いいですよ。 
77 40 教師 はい、行ってもいいですよ。 
77 49 教師 ( ） 
77 53 教師 宿題は何をするように言いましたか？ 
78 0 教師 ４つの条件を含んだ４行を写すことでしたね。 
78 4 教師 はい、いいですよ。 
78 13 生徒 いつまでですか？ 
78 13 教師 明日です。 

78 18 教師
４行を書き写すんです。授業の最初に読んだ４行です。それをノートに書き写

してきてください。 
78 26 生徒 ただ写せば� 
78 27 教師 書き写すだけです。 
78 29 生徒 簡単だ。 
78 31 教師 そう、簡単ですよ。よろしい。 
78 34 教師 これは何を言っているのかわかりませんね。４行。何の４行ですか？ 
78 37 教師 よろしい。 
78 39 教師 よろしい。 
78 40 教師 よろしい。 
78 43 教師 よろしい。 
78 45 教師 どの４行のことですか？ 
78 47 教師 よろしい。 
78 51 教師 化学のノートに書く。よろしい。よろしい。（ ） 
78 56 生徒 ( ） 
78 59 教師 でも、先生はどのことを言いましたか？ 
79 3 生徒 化学のです。 
79 2 教師 何のことでしたか？ 
79 7 教師 それをノートに書き写すんですよ。 
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79 12 教師 そうです。そう。ノートはどこですか？ 
79 19 教師 明日までですよ。よろしい。 
79 30 教師 よろしい。（ ）はい、さようなら。 
79 37 生徒 先生、さようなら。 
79 39 教師 さようなら、スー。 
80 23 教師 ここに座りなさい。 
80 44 教師 ここに（ ）？ 
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CZ96発話記録 

分 秒 話者 発話内容 

0 33 教師 （ ）そうです。この椅子はどうしてこっちにあるんですか？今朝移動させたは
ずですよ。（ ）いいですよ。 

1 37 教師 座ってください。今日の授業では体の組織を支える骨格について勉強しま
す。その前に、チームに分かれて作業をしてもらいましょう。 

1 56 教師 今日は教室に、優秀なアシスタント兼審査員がいます。 

2 1 教師 
では、各グループから１人づつ質問を取りに来てください。質問の答えをビッ

キーとマークに説明し、それに対してポイントをもらってください。いいです

か？まず赤のグループ。 

2 17 教師 グループ内で配ってください。青のグループは着ているものまで青ですね。
緑と茶色のグループもそれぞれいますね。よろしい。 

2 32 教師 質問はグループ内で配ってください。マーク、教科書などは開かないでくださ
い。ジョー、ノートは開かないように。あなたたち２人は立っていいですよ。 

2 53   みんなに配って。始めていいですよ、ビッキー。 
3 0 生徒 緑のチームに聞きます。キューティクルとは何ですか？ 
3 7 生徒 外骨格の一部です。 
3 9 教師 正解ですか？黒板に１ポイントと書いておきましょう。 
3 12 生徒 青チームに聞きます。雌雄同体とは何ですか？ 
3 18 生徒 雄と雌の細胞を同時に持っていることです。 
3 21 教師 雌雄同体の例をあげてみてください。 
3 23 生徒 ミミズです。 
3 24 教師 ミミズ、正解です。１ポイントあげてもいいですか？ 
3 26 生徒 はい。 
3 27 教師 書きました。 
3 29 生徒 赤チーム、直接的進化とは何ですか？ 
3 33 生徒 直接的進化とは、生まれた子供が親に似ていることを言います。 
3 38 教師 合っていますか？ 
3 40 生徒 茶色チーム、人工生態系とは何ですか？ 
3 46 生徒 人間が作り出したもので、町などがそうです。 
3 51 教師 正解ですか？ 
3 55 生徒 緑チーム、共存とは何ですか？ 
3 59 生徒 僕はわからない。 
4 0 生徒 ２つの生物が互いに共存することです。 

4 3 教師 共存の例を言ってみてください。えっ？１年も勉強をしてきてわからないんで
すか？ 

4 12 生徒 木の切り株ときのこです。 
4 13 教師 いい例でした。緑チームでしたっけ？ 
4 18 生徒 赤チーム、外骨格とは何ですか？ 
4 22 生徒 わかるわけないよ。 
4 23 生徒 皮膚・・・（ ）を含む皮膚・・・ 
4 27 生徒 キチンとキューティクルを含む動物の皮膚です。 
4 33 教師 例えばどんな動物ですか？どのような動物でしょう？ 
4 38 生徒 昆虫です。 

4 38 教師 そう、昆虫です。今のは赤のチームですね。 
4 42 生徒 青チーム、芽をだしかけているとはどういう意味でしょう？ 
4 47 生徒 無性生殖で、ヒドラから小さなヒドラが生まれた時とかのことです。 
4 54 教師 そうですね。 
4 58 生徒 茶色チーム、げっ歯類退治とは何でしょう？ 
5 1 生徒 げっ歯類退治とは、ネズミのようなげっ歯類を駆除することです。 
5 7 教師 そうです。 
5 10 生徒 赤チーム、ヒドラは触手を何に使うでしょう？ 
5 14 生徒 えっと・・・ 
5 15 生徒 自分を守るためと餌を捕まえるために使います。 
5 19 教師 後ろの席の人たちは起きなさい。赤チームに１ポイントあげます。 
5 25 生徒 緑チーム、セレンテラとは何ですか？ 
5 28 生徒 （ ）。ヒドラの体の上部分です。 

5 32 教師
みなさん、公平にやりたいので先生が他のチームに間違ってポイントを書か

ないように見ていてくださいね。 
5 41 生徒 茶色チーム、外部寄生虫とは何ですか？ 
5 45 生徒 外部寄生虫とは、マダニのように体表に危害を加えるものです。 
5 48 教師 今、１つの例がでました。もう１つ例を言ってみてください。 
5 51 生徒 ノミ。 
5 52 教師 ノミ、他には？ 
5 53 生徒 蚊。 
5 54 教師 蚊。 
5 54 生徒 シラミ。 
5 55 教師 シラミ。今のは何チームですか？ 
5 58 生徒 茶色チームです。 
5 58 教師 茶色チーム。 
6 0 生徒 青チーム、再生とは何ですか？ 
6 3 生徒 失った体の一部を再成長させることです。 
6 7 教師 例えば？ 
6 8 生徒 ヒドラです。 
6 9 教師 ヒドラ。今のは赤チームでしたね。 
6 12 生徒 違います。 

6 12 教師

ああ、青チームでした。すべてのチームが３ポイントづつ獲得しています。で

はサッカー方式を使うことにしましょう。残っている用語を１つの山に積み上

げてください。 

6 21 教師
書いてある質問をお互いに聞いていきます。いいですか？まずは緑チーム

から始めましょう。 
6 30 生徒 寄生生物とは何ですか？ 
6 31 教師 誰に聞きますか？ 
6 32 生徒 デビル君です。 
6 34 教師 え？ 
6 35 生徒 デビル君です。（ ） 
6 38 教師 （笑）デビル、寄生生物とは何ですか？寄生生物の意味は何でしょう？ 
6 49 生徒 他の動物に危害を加えるものです。 

6 52 教師
互いに危害を加えるものですね。茶色チームに 1ポイント入ります。次は茶
色チームが指名する番です。 

7 0 生徒 内部寄生虫の（ ）は何でしょう？ 
7 6 生徒 サナダムシのような寄生虫で、動物の体内に危害を加えます。 
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7 13 教師 サナダムシ。今のは赤チームですね。では赤チームが次を指名してくださ
い。 

7 17 生徒 不完全変態とは何ですか？リッキーにします。 
7 22 生徒 不完全とは、幼虫、さなぎ、そして成・・・ 
7 31 教師 不完全ですよ。 
7 34 生徒 そうすると、幼虫。 
7 35 教師 違います。 
7 36 生徒 卵、幼虫、さなぎ、成虫です。 
7 37 教師 さなぎは含まれますか？ 
7 39 生徒 含まれません。 
7 39 教師 含まれませんね。今日始めてのゼロポイントです。次は青チームの番です。
7 47 生徒 光合成とは何ですか？ジョー。 
7 52 生徒 二酸化炭素を酸素に変換することです。 

7 56 教師 違います。今のは赤チームでした。仲良くゼロが並びましたね。光合成とは
何でしょうか？ビッキー、どうぞ。 

8 6 生徒 無機物質を有機物質に変換することです。 
8 9 教師 どのような有機物質ができますか、ジョー？ 
8 12 生徒 酸素とブドウ糖です。 
8 13 教師 酸素は有機物ではありませんよ。できるのは・・・ 
8 15 生徒 ブドウ糖です。 
8 15 教師 ブドウ糖。どのチームまでいきましたっけ？青チームですか？ 
8 20 生徒 赤チームです。 
8 20 教師 いいえ、赤チームは今答えましたので、赤チームが指名してください。 
8 23 生徒 開脈管系とは何ですか？ 
8 25 教師 誰に答えてもらいますか？ 
8 28 生徒 ピーターです。 
8 30 生徒 体の血管系統が閉じていないことです。 

8 32 教師 そうです。血液は閉じた血管回路では流れる事はできません。今のは緑チー
ムですね。他にやっていない用語はありますか？ 

8 39 生徒 間接的進化。 
8 40 教師 他には？ 
8 41 生徒 間接的進化とは何ですか？ハナ。 
8 45 生徒 間接的進化。大人に似ていない子供です。 
8 49 教師 正解です。1ポイントあげます。青チーム、誰を指名しますか？ 
8 54 生徒 完全変態とはなんですか？トム・ロス。 
8 58 教師 完全変態とは・・・ 
9 5 生徒 完全・・・ 
9 8 教師 誰か助けてあげてください。教えてあげてもいいですよ。 
9 11 生徒 幼虫、さなぎ・・・ 
9 16 教師 それから？ 
9 17 生徒 成虫です。 
9 18 教師 成虫、よろしい。 
9 20 生徒 毛虫の場合もあります。 

9 22 教師 毛虫の場合もありますが、それはちょっと細か・・・1ポイントあげることにしま
す。何色のチームでしたっけ？ 

9 27 生徒 茶色チームです。 
9 28 教師 茶色チーム。次のチームを指名していいですよ。 
9 30 生徒 自然生態系とは何ですか？ヴァル。 

9 33 生徒
自然生態系とは私たちの周りに大昔からあるものです。人間が関わっていな

いものです。 

9 39 教師
人間が関わっていないものですね。緑チームに 1ポイントあげます。合計ポ
イントを数えてみましょう。このチームは・・・ 

9 46 生徒 5ポイントです。 
9 47 教師 このチームは・・・ 
9 48 生徒 4ポイントです。 
9 48 教師 4ポイント。 
9 50 生徒 4ポイントと 5ポイントです。 

9 52 教師

用語カードをまとめてください。前回の授業でやった顕微鏡の復習をするの

で、顕微鏡を取りに来てください。アシスタントはこっちに出てきてくれます

か？ 

10 13 教師
ひいきしていると思われないように手伝ってもらいます。これを配ってくれま

すか？4つ目は探します。どこにおいたかしら？ 

10 33 教師
みなさん聞いて下さい。これから標本を配りますので、顕微鏡の下に置き、ラ

イトを調整してください。教科書を開いてください。 

10 53 教師
審査員にわかりやすくするために、4人で一緒に作業をしてもらい、それぞれ
のグループに 1ページ書いてもらいます。 

11 3 教師 顕微鏡をのぞいている人が、同時に絵も書いてください。何を言っているか
わかりますか？ 

11 7 教師 記憶で絵を書いてはいけません。審査員にみせるんですから、一番きれい
な紙を用意し、鉛筆で絵を書いてください。わかりましたか？ 

11 18 教師
顕微鏡をのぞいている人は、自分で絵もかかなければいけません。はい、始

めてください。 

11 23 教師

それぞれの審査員から点数をもらいます。点数はゼロから５までの間です。

他のチームを見て回って、出来具合を評価してください。何分くらい必要です

か？5分でいいですか？ 

11 38 教師

早く始めてください。鉛筆で書き始めてください。彼の影になっていません

か？十分な光はありますか？ある？あなたたち 2人も始めるべきですよ。2
人とも緊張しているように見えますよ。 

12 13 教師

全員が絵を書けるように、顕微鏡をのぞいてください。4人の共同作業です
から、全員参加しなければいけませんよ。ヴァル、動かしたら光が足りなくな

りませんか？そうでしょう。 

12 39 教師
顕微鏡に何が見えるか、輪郭を書かなければいけませんよ。それは何です

か？髪？いいでしょう。まだ評価するほど出来ていませんね。 
13 7 生徒 だめだよ。落ち着けよ。 

13 9 教師 鉛筆で彼らに点数をつけていっていいですよ。厳しい目で判断するようにし
てくださいね。マーク・・・ 

13 26 生徒 これくらいでいいだろう。 
13 26 生徒 いいよ。 
13 28 生徒 あまり時間をかけない方がいいよ。 
13 32 教師 そうやって見えたんですか？想像力を働かせなくてはいけませんよ。 
13 42 生徒 何だよ。 

13 44 教師
顕微鏡を見て、実際にそこにあるかを確かめなければいけません。決まりま

したか？彼らには何点をつけますか？ 
13 55 生徒 4点です。 
13 56 教師 4点。 
13 57 生徒 5点。 
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13 57 教師 圧力をかけてはいけませんよ。あなたは？彼らはあなたに何点をつけたん
ですか？ 

14 6 生徒 まだ・・・ 

14 7 教師 
まだですか。先生に見せてみてください。先生は点数をつけませんよ。これ

はどうかしら・・・。他のテーブルはまわって見ましたか？まだ？黒板に点数

を足すので、全部のチームに点数をつけてください。 

14 58 教師 終わりましたか？全部のチームに点数をつけましたか？では、緑チームの
点数はいくつになりますか？ 

15 5 生徒 ９です。 
15 5 教師 ９、青チームは？ 
15 9 生徒 １０です。 
15 10 教師 １０、赤チームは？ 
15 13 生徒 ８です。 
15 14 教師 ８、あまり良くありませんね。 
15 17 生徒 ９です。 
15 17 教師 茶色チームは９ですね。みんなで合計点を数えてみましょう。 
15 22 生徒 11、14。 
15 25 教師 ５+９は。 
15 26 生徒 １４です。 
15 26 教師 １４。４+１０は。 
15 29 生徒 １４です。 
15 30 教師 １４、８+４は。 
15 32 生徒 １２です。 
15 33 教師 １２、９+５は。 
15 34 生徒 １４です。 
15 35 教師 １４。満点はいなかったようですね。いいでしょう。 
15 39 生徒 いませんでした。 

15 40 教師 では標本を取り出して審査員に返してください。審査員は箱に戻してくれます
か？今日の授業の本題に入ることにしましょう。骨格です。 

15 55 教師 今からアシスタントが骨格の一部を配ります。これを使って今までやったこと
のないことを試してみます。それぞれの骨の主な違いを言ってもらいます。 

16 8 教師 例えば鳥の骨見本や人間の骨見本が配られます。これについて、少なくとも
２，３の違いを指摘してください。わかりますか？いいですか？ 

16 20 教師 
1つのチームに人間の骨見本が２つ渡らないように、いろいろと混ぜて配っ
てください。いろいろな見本を混ぜるようにしてください。このテーブルは混ざ

っていませんよ。 
16 31 教師 マーク、これは外すのでこっちにもう一度来てください。 
16 34 教師 ビッキー、これは他のチームに配って、ここには違う見本を渡してください。 

16 46 教師 目の前にある骨を見てください。代表で骨の違いを指摘する人は他のみん
なが見えるように見本を上に持ち上げて説明してください。 

17 2 教師 
見本は３つ残っていますか？わかりました。終わりましたか？そこは何の見

本がありますか？２つあるんですか？1つ隠しましたね。見本をさっと見て、
誰が始めるか決めてください。 

17 24 生徒 僕です。 

17 26 教師 デイブ、どうぞ。みなさんはデイブの方を向いて、彼の説明を良く聞いて下さ
い。 

17 32 生徒 家畜化された鶏です。家畜化された鶏は 4本のあしづめを持ち、前肢は羽
に進化しました。 

17 37 教師
どうしておしゃべりをしているんですか？家畜化された鶏を見ているはずで

す。 
17 44 生徒 首は長く、くちばしは頭よりも前に突き出しています。 
17 49 教師 くちばしとは何でしょう？ 
17 52 生徒 骨です。 
17 54 教師 あごが変形したものですね。鳥類の一種です。他には何をもらいましたか？ 
17 59 生徒 カエルです。 

18 0 教師 ジョー？みんなが見えるように持ち上げてください。クラスの方を見てくださ
い。そうです。 

18 7 生徒 はねるのに適した前肢と後肢があります。人間と違い、肋骨はありません。 
18 16 教師 みなさん聞こえましたか？何がないと言いましたか？ 
18 19 生徒 肋骨です。 
18 19 教師 肋骨ですね。 
18 21 生徒 臀部の骨が特に長いです。 
18 24 教師 前肢には指が何本ありますか？ 
18 28 生徒 ５ですか？ 
18 29 教師 そうですか？ 
18 31 生徒 4です。 
18 31 教師 4本に見えますね。後ろはどうでしょう？ 
18 34 生徒 ５本です。 

18 35 教師
５、正解です。もう 1つありますか？もう 1つ説明できそうですか？終わりで
すね。次は誰でしょう。ヴァル、静かに。ジャネットにしましょう。 

18 46 生徒
人間の骨の説明をします。人間の骨で最も特有なのは雁首状の背骨です。

また、人間には上肢と下肢があります。 
18 59 教師 ヴァル、いいかげんにしなさい。 

18 59 生徒
上肢はいろいろな物をつかむのに適しており、下肢は歩くのに適していま

す。 
19 8 教師 他の骨はどうですか？誰が説明しますか？キム、どうぞ。 
19 17 生徒 これは飼い犬です。人間と違って頭蓋骨は矩形です。犬歯があり・・・ 
19 28 教師 それが目に見える最も重要な違いですね。次、ヴァル、どうですか？ 
19 35 生徒 人間の下肢です。これが脚、腓骨、脛骨、膝蓋・・・ 
19 44 教師 そうです。 
19 44 生徒 膝と大腿骨です。 

19 46 教師
その通りです。あなたが脚を折ったと先週聞いていたので、みんなに見本と

してみせてあげようと待っていたんですよ。 

19 54 教師
ギブスを取り外して骨折した骨がどうなっているか見たかったんですけど、も

う健康体のようですね。次はマーク。 

20 2 生徒 これはうずらの骨です。長い首を持っており、前肢は羽で頭にはくちばしがつ
いています。 

20 11 教師
良くできました。先ほどと同じように、この見本のあごの部分はくちばしです。

では、最後にピーターお願いします。 

20 19 生徒
これは飼い猫の骨格です。人間と違い、雁首状のより長い背骨があります。

また、四肢はありますが手はなく、あるのは・・・ 
20 30 生徒 2つの・・・ 
20 31 教師 2組の肢がありますね。 

20 32 生徒
すみません。2組の肢があります。前肢は走ったり、木の上に飛び乗ったり
するのに適しています。 

20 38 教師 飛び乗ったりですね。 
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20 39 生徒 矩形の頭蓋骨で、4本の犬歯があります。 
20 45 教師 犬歯。良くできました。他には何を持っていますか？ 
20 49 生徒 これは馬の脚の骨です。ひずめがあります。 
20 55 教師 脚の骨ですか？ 
20 57 生徒 はい。 

20 59 教師 何でもありません。そのまま続けて。先端に１つのひずめがあり、これは奇
蹄目になります。 

21 7 生徒 奇蹄目。 

21 9 教師 
説明できるのはそれくらいですね。教科書を開いてください。誰かが先ほど

背骨と言いましたね。12ページに黄色でアウトラインされた写真がでていま
す。 

21 37 教師 すべての背骨がこのような形をしているわけではありません。被嚢動物やナ
メクジなどには、人間のような脊椎骨のある背骨はありません。 

21 50 教師 教室の後ろに見本がありますが、どちらかと言うと軟骨です。もう少し背の高
い動物にならないとのこのような背骨を見る事はありません。 

22 1 教師 興味深いのは、私達の首とキリンの首を比べると、両方とも同じ、7つの脊椎
骨から成っているということです。 

22 9 教師 
キリンの脊椎骨がいかに大きく、私達のがいかに小さいかを考えてみてくだ

さい。すべての骨が人間の骨やカエルや哺乳類に似ているわけではありま

せん。 

22 23 教師 同じページに 3種類の結合組織の写真があります。人間の体が骨だけでで
きているわけではないことがわかります。 

22 35 教師 結合組織には靭帯、軟骨と骨があります。自分の体にある靭帯を探してみて
ください。靭帯または腱です。 

22 47 生徒 アキレス腱。 

22 48 教師 アキレス腱ですね。どこにありますか？かかとの方ですね。軟骨はどこにあ
るでしょう？ジョー、どうですか？ 

22 55 生徒 耳です。 
22 56 教師 他には？ 
22 58 生徒 鼻です。 

22 58 教師 
鼻も軟骨ですね。ヴァルが先ほど言ってくれたように、体の中で最も長い骨

は大腿骨です。見本を持ち上げてください。体の中で最も大きく、細い腓骨も

見えますね。 

23 13 教師 ここに脛骨があります。脚のどの部分にあるかは簡単にわかりますよ。触っ
てみてください。とても硬い骨です。そして、ここに大切な・・・ 

23 25 生徒 膝です。 

23 27 教師 膝と最後は踵骨です。この大きな骨です。これが指骨です。片手にいくつの
指骨があるか数えてみてください。 

23 41 教師 1本の指にいくつありますか？ 
23 43 生徒 ４つです。 
23 44 教師 何ですか？ 
23 45 生徒 ３つです。 
23 45 教師 ３つ。３つあるはずです。この指はどうでしょう？ 
23 50 生徒 １つです。 
23 51 生徒 ２つです。 
23 51 教師 ２つですね。合計でいくつありますか？どうでしょう？ 
23 55 生徒 １４です。 

23 56 教師
１４。手と足を合わせると１４の指骨があります。先ほど見た写真は、いろい

ろな動物の四肢を比べたものだったわけです。 

24 11 教師
四肢の構造や小さな骨などは基本的には同じです。その動物がどのように

環境に適応したかによって違いがでてきます。最初は・・・ 
24 23 生徒 サンショウウオです。 
24 23 教師 サンショウウオ。違いは何でしょう？ 
24 25 生徒 4本指です。 
24 27 教師 そうです。4本指ですね。2つ目は・・・ 
24 29 生徒 トカゲです。 
24 29 教師 トカゲは・・・ 
24 32 生徒 5本です。 
24 32 教師 5本指ですね。3つ目は・・・ 
24 35 生徒 鳥の羽です。 
24 35 教師 鳥の羽です。これは飛ぶために前肢が進化した状態です。そして次に・・・ 
24 43 生徒 雄牛です。 
24 43 教師 雄牛ですね。先端はどうなっていますか？ 
24 45 生徒 ひづめが 2つになっています。 
24 46 教師 ２つですね。 
24 47 生徒 偶蹄類です。 
24 47 教師 その通り、偶蹄類です。それから・・・ 
24 51 生徒 馬。 
24 51 教師 馬です。ひづめは１つなので奇蹄類です。列の最後は・・・ 
24 55 生徒 人間です。 
24 56 教師 人間。これが私たちの四肢です。もちろん 5本指ですね。それからこれは・・・ 
25 0 生徒 こうもりです。 
25 1 教師 こうもりは・・・ 
25 3 生徒 5本指です。 

25 4 教師 そう、5本指です。こうもりは飛ぶ哺乳類の仲間だということを覚えて置いてく
ださい。これは翼ではなく、皮の膜です。 

25 14 教師 羽根はありませんし、もちろん哺乳類です。次は・・・ 
25 19 生徒 モグラです。 
25 19 教師 モグラ。モグラの四肢は何に適していますか？ 
25 22 生徒 土を掘るのに適しています。 
25 23 教師 土を掘るのに適していますね。最後は？ 
25 24 生徒 クジラ目の動物です。 

25 25 教師
クジラ目。例えばクジラやイルカです。クジラ目の動物の四肢は何に適して

いるでしょう？ 
25 33 生徒 泳ぐのに適しています。 

25 33 教師
泳ぎですね。話し合いはこれくらいにして、ノートを開いてください。「骨格」と

題を書いてください。今日の日付は何でしたっけ？ 
26 11 生徒 11日です。 

26 12 教師

11日。「骨格」です。自分達でノートを埋めていってください。教科書は 11ペ
ージです。どうやるかはわかっていますね。11ページです。最初の段落には
何を書きますか？ 

26 48 生徒 内・・・ 
26 49 生徒 内骨格. 

26 49 教師
よろしい。内骨格です。黒板に書きますから誰か説明してください。内骨格で

す。 
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27 6 教師 説明できる人はいませんか？ノートに書いてあるはずですよ。2人しかわか
らないんですか？3人？みなさん、ジョー、内骨格とは何ですか？ 

27 21 生徒 体の内部にあり、軸骨格から成ります。 

27 27 教師 脊椎ですね。合っています。体を内部から支える物です。他の言葉で言う
と？ 

27 33 生徒 背骨です。 
27 34 教師 背骨ですね。ではノートに背骨と書いてください。リッキー、何ですか？ 
27 43 生徒 すべての脊椎骨の基本となるものです。 

27 46 教師 ですから脊椎と呼ばれているわけです。というこは、背骨は何からできてい
ますか？ 

27 52 生徒 脊椎骨です。 

27 53 教師 脊椎骨ですね。背骨はいろいろな脊椎骨によって構成されています。標本を
見せながら説明した方がいいかもしれませんね。 

28 11 教師 エディックと呼んでいる骨格標本を見ると、最初の７つの脊椎骨が見えます。
これらはどんな種類の脊椎骨でしょう。 

28 22 生徒 頸部です。 

28 23 教師 
頸部。最初の骨の名前は？取り外す事はできませんが、最初の骨は環椎と

呼ばれています。2つ目は軸と呼ばれ、この２つの骨によって私たちはうな
ずいたり、頭を回転させたりできるわけです。わかりましたか？ 

28 32 教師 
というわけで、人間には 7つの骨からできている頸椎があり、12の椎骨から
なる胸椎が体の前面で肋骨に連絡しています。いくつあるか数えてみましょ

う。 
28 42 教師 1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12。 
28 44 生徒 2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12。 

28 52 教師 
肋骨は 12対あります。最後の 2本の肋骨は胸腔の中にあり、この前の部分
は軟骨によって胸腔につながっています。そうすることによって何ができるで

しょう？ 
29 6 生徒 呼吸です。 
29 6 教師 呼吸ですね。なぜならば、吸い込むと肺が・・・ 
29 11 生徒 膨らみます。 

29 12 教師 膨らむ、または膨張しますね。以上が胸部についてでした。次は腰椎です。
これは腰の部分にあります。 

29 22 教師 
そして仙骨があり、ここには・・・。残念ながらこれにはありませんが、ここに

は小さな臀骨があるはずです。鳥や他の動物はこのように尾にたくさんの脊

椎がありますね？ 

29 33 教師 人間には 3つか 4つの脊椎からなる、非常に短い臀骨があります。ここにあ
るのがわかると思います。特にすばやく・・・ 

29 41 生徒 座った時。 

29 41 教師 
座った時に臀骨を打ったりして、痛い思いをしたことがあると思います。脊椎

がいくつあって、どのような種類だったかを忘れないように書いておきましょ

う。 
29 52 教師 頸部はいくつあると言いましたっけ？ 
29 59 生徒 5です。 
30 0 生徒 7です。 
30 1 教師 7です。それから、胸腔・・・ 
30 5 生徒 12です。 
30 5 生徒 12です。 
30 6 教師 12ありますね。それから・・・ 

30 10 生徒 腰椎。 

30 11 教師
そう、腰椎です。腰には 5つあります。ここからの脊椎はくっついています。
仙骨の部分にあるのは仙椎で、大体 5つくらいありますね。 

30 31 教師
それから臀骨です。以上が背骨です。教室の後ろに標本があります。では、

読むのを続けましょう。書き写すまで待ちます。 
30 58 教師 次は何を書けばいいでしょう？ 
30 59 生徒 後索です。 

31 1 教師
後索と書いてもいいですけど、ちょっと違うことを書きましょう。脊索動物と書

いてこういう矢印を脊椎動物までのばして書いてください。どうしてこのように

書いたか説明できる人はいますか？ 

31 32 教師
教科書に載っています。教科書に詳しく説明してありますよ。リッキー、どうで

すか？ 
31 45 生徒 脊索動物は脊椎動物と同じです。 

31 47 教師
そうです。脊索動物というのは大きなグループで、脊椎動物はその亜門なの

です。わかりましたか？脊椎動物の方が少ないわけです。 

31 54 教師

わかりやすく、説明しやすいので、このように矢印をノートに書いて置いてく

ださい。次は結合組織について書いていきます。三つ又の線を書いてくださ

い。 
32 17 教師 誰か定義を言ってみてください。リッキー？ 
32 21 生徒 靭帯、軟骨、骨です。 
32 23 教師 靭帯、軟骨、骨。 

32 35 教師
先生だけが書くのではなく、誰か前に出てきて完成させてもらいましょう。体

の中の結合組織はどこにあるでしょう。 
33 0 教師 靭帯はどこにあるでしょう。先ほど触ってみましたね。マーク・・・ 
33 4 生徒 （ ） 

33 6 教師 前に出てきて書いてください。例えば腱を書き入れてください。人間の体には
たくさんの腱があります。軟骨はどうでしょう、ジョー？ 

33 20 生徒 耳です。 
33 21 教師 前に出てきて耳と書いてください。骨はどうでしょう？ 
33 29 生徒 脛骨。 
33 30 教師 脛骨がありますね。大腿部の骨です。 

33 44 教師

誰か訂正してあげられますか？自分でできますか？間違いをノートに写して

しまった人はいませんか？誰もいませんね。次もまた枝分かれした線を書き

ます。今から書くことはまだ説明していないことです。 

34 8 教師
骨の組織について書いて、みんなで完成させていきます。それぞれの骨

は・・・あっちに標本がありますね。ビッキー、こっちに来てみんなに標本を見

せてあげてください。 

34 30 教師
これは骨を横に切った状態です。この骨は燃やされたもので、燃えなかった

無機物以外は残っていません。 

34 47 教師
有機物はすべてなくなってしまっています。見てみてください。誰か図を完成

させられる人はいませんか？定義に付け足すことのできる人？ 
35 5 生徒 何も。 
35 7 教師 何ですか？ 
35 9 生徒 有機物です。 
35 10 教師 有機物と無機物ですね。 

35 32 教師
有機物は若い時に多く存在します。だから子供の骨は弾力性があるわけで

す。 
35 40 生徒 柔軟です。 
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35 41 教師 そのとおり、柔軟ですね。ですから、子供によっては、ブリッジやスプリットが
できたりするわけです。 

35 48 教師 先生はできませんが、あなたたちの骨に弾力性があるかどうか試す事はで
きますよ。 

35 54 生徒 （ ）  
35 55 教師 ええ。やってみましょう。立ってみて下さい。 
35 58   （音） 
36 2 教師 手を床につけてください。手のひらをぴったりと床につけてください。 
36 6 生徒 僕ですか？ 
36 7 教師 ええ、やってみてください。 
36 9   （音） 

36 15 教師 
膝は曲げないよう注意してください。指先で床を触るのではなく、手のひら全

体を床につけてください。ヴァルがやっているみたいにしてください。誰もでき

ないんですか？ 
36 31 教師 できましたか？少なくとも 1人は体が硬くないようですね。 

36 35 教師 
カッコに有機物を書いていきましょう。座ってください。マーク、カッコの中に

は何が入りますか？骨の中の有機物の役割は何でしょう？何のために存在

していますか？ 
36 50 生徒 弾力のためです。 
36 51 教師 弾力。ビッキー、近くに座っているので黒板に弾力性と書いてください。 
36 54 生徒 有機物。 

36 54 教師 無機物も同じく重要なので、ミルクを飲んでカルシウムを取るようにいつも言
っていますね。 

37 5 生徒 カルシウム。 
37 6 教師 そしてリンもあります。 
37 7 生徒 リン。 

37 8 教師 カルシウムや他の物質は骨を強くし、年をとるまで骨を維持してくれます。で
も、年をとった骨は硬いけれど脆いです。いいですか？ 

37 20 教師 おばあさんなどが階段から落ちると、ほとんどの場合この部分を折ってしま
います。 

37 24 生徒 腰だ。 

37 25 教師 腰です。老人の骨は比較的硬いけれど脆くもあり、治るのに時間がかかりま
す。大人はあなたたちとは違います。子供のように骨が早く治らないんです。

37 39 教師 場合によっては何かを使って骨を治さなければなりません。何でしょう？ 
37 43 生徒 ネジです。 
37 43 教師 ネジやクギですね。いつかは取り出しますが、治るのは少し遅くなります。 

37 51 教師 無機物、ここには何を書いたらいいでしょう？ジョー、何を書いたらいいと思
いますか？ 

37 57 生徒 カルシウム。 
37 58 生徒 カルシウム。 
37 59 教師 ええ、でも・・・ 
38 0 生徒 強さです。 

38 1 教師 強さ。強さと書いて、カルシウムとリンを足しておきましょう。化学記号で書い
ておきましょうか？ 

38 16 生徒 いいえ。 
38 17 教師 そう？まだ習っていませんか？ 
38 20 生徒 Caです。 
38 20 教師 いいえ、Caがカルシウムでリンは・・・ 

38 23 生徒 Pです。 

38 23 教師

Pですね。以上が骨の組織です。次は骨の構造について説明したいと思い
ます。骨の構造と書いてください。教科書には写真も説明文も書いてありま

せん。 

38 42 教師
ですから、先生の言うことをちゃんと聞いてください。黒板に書きます。骨の

構造は・・・例えば脚をぶつけたとします。 
39 3 生徒 痛いです。 

39 4 教師
もちろん痛いですね。サッカーなどをしていると脚が痛くなったりすると思いま

す。それは脚の表面とすべての骨の表面に骨膜と呼ばれる膜があるからで

す。 

39 14 教師

組織の中を灌流しており、神経もあります。この骨膜がすべての骨の表面に

あるわけです。ノートに書いてください。骨膜です。骨膜の下には骨組織があ

ります。 
39 32 教師 この�、標本はどこにありますか？ 
39 33 生徒 後ろです。 

39 34 教師

後ろですか。すでに燃えてしまっているのであの中にはありませんが骨膜の

下には骨組織があるので書いておいてください。骨の中心にはマンモスの狩

人が喜んだ・・・ 
39 50 教師 骨のおいしいこの部分を吸って食べました。 
39 51 生徒 骨髄です。 

39 52 教師
骨髄とは髄質のことです。いいですか？骨髄の中で赤血球が作られていま

す。そのため、 

40 6 教師 病気の人に骨髄移植をしたりするのです。現在、骨髄を待っている人の世界
的なデータベースがあり、ドナーを待っている状態です。 

40 19 教師

もしかしたら病気が治るかもしれないからです。以上が骨の構造についてで

した。あと 5分しかありませんが、できるならば最後にしてほしいことがあり
ます。 

40 31 教師
ノートに 12ページの写真を書き写してください。靭帯でも軟骨でも骨でも構
いません。 

40 46 教師
標本を持ってきていますが、顕微鏡を使う時間はないと思いますので、写真

を良く見て、説明文を読んでください。 

40 58 教師
空間はなく細胞間の物質があります。空気も存在しません。神経や血管が

通る道があります。時間はどれくらい必要ですか？ 
41 11 生徒 30分。 
41 12 教師 え？ 
41 12 生徒 30分。 

41 13 教師
30分後は数学か国語の授業中ですよ。どれにするかを選んで書き始めてく
ださい。後でまとめをします。 

41 32 教師
次の授業でテストができるくらいのことはやりましたね。ジョー、どれを選びま

したか？ 
41 41 生徒 軟骨です。 

41 42 教師
軟骨。トムも同じですね。一番簡単な写真です。大きく書いてください。ピータ

ー、小さすぎますよ。それでは小さすぎます。 
42 31 教師 上手に書けていますね。いいですよ。説明文を忘れないで下さい。 

42 44 教師
次の授業ではビデオを見たいと思います。上手く映るといいんですけど、あ

る番組を見ます。映る時と映らない時がありますからね。 
43 12 教師 きれいに書けていますね。 
43 17 生徒 （ ） 
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43 18 教師 何ですか？ 
43 19 生徒 色は塗るんですか？ 

43 20 教師 いいえ、鉛筆だけでいいですよ。色は塗る必要はありません。もう塗ったんで
すか？ 

43 26 生徒 （ ） 
43 29 教師 説明文が書いてありませんよ、トム。 
43 31 生徒 必要ないですよ。 
43 32 教師 必要です。他にも細胞、細胞間の物質、神経線維、血管もですよ。 
43 49 教師 後で復習しますから説明を書いてください。良くできました。 

44 10 教師 
いいですね。何を選びましたか？すぐにわかりますよ。全員軟骨を選んだん

ですか？あなたも？終わらせてください。そして、人間の背骨が何からできて

いるかを考えておいてください。 
44 43 教師 ノートを見ないで、後ろにある標本、エディックを指して説明してください。 
44 48 生徒 脊椎です。 
44 50 教師 脊椎。どの種類ですか？答える勇気がある人？ 
44 58 生徒 頸部の・・・ 
45 3 教師 ヴァル、あっちに行ってみてください。 
45 9 生徒 頸部の脊椎骨と腰椎・・・ 
45 12 教師 いいえ、それは・・・ 
45 15 生徒 胸部でした。 
45 15 教師 胸部。 
45 16 生徒 ここが腰椎です。 
45 19 教師 腰はどの部分になりますか？誰かが腰で持ち上げてくれた場合です。 
45 24 生徒 ここです。 
45 24 教師 この大きな部分ですね。いくつありますか？ 
45 26 生徒 ５つです。 
45 27 教師 ５つ。 
45 28 生徒 1,2,3,4,5です。 

45 29 教師 5。この辺りはくっついていますね。お母さんなどは常にこの辺が痛むと思い
ますよ。 

45 36 生徒 腰です。 
45 37 教師 仙骨です。最後は？これにはありませんが・・・ 
45 41 生徒 臀骨です。 
45 41 教師 臀骨。座っていいですよ。これは何でしょう？ 
45 47 生徒 肋骨です。 
45 48 教師 肋骨。いくつありますか？ 
45 49 生徒 １２です。 
45 50 教師 12組ですね。これは・・・ 
45 53 生徒 胸郭です。 
45 54 教師 これは触れますね。これが胸骨です。 
45 57 生徒 胸骨。 
45 59 教師 ここにもう 1つ小さな骨があります。これらは・・・ 
46 3 生徒 鎖骨です。 
46 4 教師 鎖骨です。ここにも違う骨に触ることができます。 
46 8 生徒 肩甲骨です。 
46 9 教師 肩甲骨ですね。全部知っているようですね。教える必要がないわ。 
46 13   （鐘） 

46 13 教師
次の授業までに、骨の名前、構造、組織などを覚えてきてください。内骨格と

は何か聞かれたら答えられなければいけませんよ。 
46 13 教師 挨拶をしましょう。 

46 36 教師
座って、骨の標本は後ろの棚に戻してください。テーブルの上に置いておい

てください。 
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NL06発話記録 

分 秒 話者 発話内容 
0 1 生徒 （ ） 
4 26 教師 教科書と物理のノートを机の上に出してください。 
4 34 生徒 （ ） 

4 42 教師 今日はお客様がいます。カメラマンのギーストさんです。前にも言ったように
彼は授業をビデオに収めるために、遠くアムステルダムから来てくれました。

4 54 教師 今日の物理の授業の他に数学の授業も録画してくれます。でも、通常どおり
に授業をしますからね。実験を行なう時はそれも録画してもらいます。 

5 4 教師 
課題がある時はみなさんに言います。それから今朝、ある生徒が先生のとこ

ろに来て、明日の自習時間を 8時間目から 1時間目に移せないかどうか聞
いてきました。 

5 22 生徒 ええー。 

5 23 教師 
はい、ちょっと待って、ちょっと待ってください。聞かれただけです。この時間

に移したい人は他にもいますか？それともそのままにしておいた方がいいで

すか？ 
5 30 生徒 （ ） 
5 31 教師 そうですね、多数決で決めるのがいいでしょう。 
5 32 生徒 朝はゆっくりしたいです。 
5 33 生徒 （ ） 
5 37 教師 はい、もう十分聞きました。 
5 38 生徒 えっと（ ）。 
5 39 教師 もう結構です。 
5 40 生徒 （ ） 

5 41 教師 はい、聞いてください。明日の自習は 8時間目ではなく 1時間目に変更しま
す。 

5 48 生徒 （ ） 
5 51 教師 いいですね。 
5 52 生徒 じゃあドイツ語はなくなる訳ですか？ 
5 54 教師 それはわかりません。（ ）がありますから。 
5 56 生徒 私もわかりませんだって（ ） 
5 57 教師 時間割がそうなっているんですか？ 
5 58 生徒 （ ） 

5 59 教師 １時間目が埋まっている人は仕方ないですね。先生は１時間目に空きがある
ので必要な人は先生が面倒をみます。違いはありますよ。 

6 8 生徒 （ ） 
6 8 教師 そう、わかりました。 
6 10 生徒 （咳） 

6 11 教師 今日の授業に移りましょう。月曜日に火についてのビデオを観ました。今日
は火の扱い方と消火方法について勉強します。 

6 24 教師 教科書の 4章の 1を開いてください。まず初めて見るものをみなさんに見せ
ます。その後、プリントにどうやって消火するかを書いてください。 

6 29   黒板：授業内容、連絡事項、（ ）、プリント、課題、教科書、爆発について、宿
題 72ページ、月曜日（ ） 

6 35 教師
それについてはプリントをあげますからノートに書く必要はありません。それ

が終わったら課題をやります。 

6 42 教師
まず、火について書き、それをグループで話し合います。その中から 1つを
選び、授業で使うことにします。 

6 53 教師
次に爆発について勉強します。これは実験してみます。その後に宿題の説

明をします。それはいつもどおりにそこに書いてあります。 

7 4 教師 ユーロのアドレスがちょっと邪魔になっているのでここに書きました。時間が
あればここに消防署のパンフレットもあります。 

7 13 教師
時間がなければ次の授業でやりましょう。それが今日の予定です。はい、で

はプリントに名前を書いてください。 
7 28 生徒 （ ） 
7 30 教師 はい、はい、わかりました。 
7 32 生徒 （ ） 
7 37 教師 進みましょう。 
7 38 生徒 （ ） 
7 43 教師 いいえ、これに成績はつきません。テストではありませんからね。 
7 45 生徒 （ ） 
7 51 教師 2枚です。はい、どうぞ。 
7 54 生徒 （ ） 
7 56 教師 自分の名前を書いてください。 
7 59 生徒 （ ） 

8 7 教師 火が良く見えるように電気を消しましょう。後ろの人、見えなければ立ってい
いですよ。 

8 17 教師

見えない人は立ってください。君はだめです。立ってもいいのは後ろの 3列
だけです。違います、違います。その場で立っていてください。違います、違

います。 
8 25 生徒 （ ） 

8 34 教師
まず最初の火ですが、どうやって消火したかをプリントに書いてください。月

曜日のビデオを思い出して。 

8 48 教師

消火には 3種類の方法があることをビデオで勉強しました。燃料となるもの
を取り除く方法、酸素を取り除く方法、そして温度を下げる方法でした。この

3つの方法を実際にやってみます。 

9 4 教師
ですから 3種類の中から 1種類を選ばないといけないわけです。2種類の
中からでもいいかも知れません。どちらにしても、重要なのは、はいみなさん

言ってみてください。 
9 12 生徒 （ ）4つの火ですか？ 

9 13 教師
そうです、でももう 1つあります。場合によっては 2回起こる時があります。も
う少しアルコールを入れてみましょう。 

9 25 生徒 （ ） 
9 28 教師 そう、確かにもっとできますね。 
9 30 生徒 （ ） 
9 32 生徒 （ ） 
9 34 教師 いいえ、今から消火します。燃えていますから。 
9 38 生徒 （ ） 
9 44 教師 書いてください。 
9 45 生徒 （ ） 
9 47 教師 1番ですよ。 
9 48 生徒 （ ） 
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9 49 教師 
そうです、選んでください。先生はどの方法で火を消したでしょうか？酸素を

取り除いた、燃料となるものを取り除いた、あるいは温度を下げた。どれでし

ょうか。 
9 56 生徒 （ ） 
10 9 教師 2番目の火です。このたきつけ用の棒を使います。 
10 14 生徒 （ ） 
10 18 教師 たきつけ用のブロックです。 
10 20 生徒 （ ） 

10 29 教師 まずちゃんと火が点くまで待ちます。燃えると危険なのでアルコールはどかし
ましょう。万が一何かあった時のために、ここに消火器がありますからね。 

10 42 教師 これから火を消します。はい、先生はどの方法を使いましたか？ 
10 51 生徒 （ ） 

11 3 教師 3番目の火です。小さな綿の塊に火をつけます。2個あるので 2個とも火を
つけましょう。 

11 17 生徒 （ ） 
11 24 生徒 先生痛くないんですか？ 
11 25 教師 大丈夫ですよ。 
11 28 生徒 （ ） 

11 31 教師 見てわかるように、水で火を消しました。3種類の中のどの方法を使ったの
でしょう。全員答えを書きましたか？ 

11 52 生徒 はい。 
11 53 生徒 はい。 

11 54 教師 
燃料となるものを取り除くという方法はあまり使わないことに気がついたかも

しれません。これはプリントに書く必要はありませんが、どういう方法なのか

を見せておきます。 

12 7 教師 
ここに 2個の綿があります。1個に火をつけて、もう 1個に火が点く前に取り
除くと「燃料を取り除いた」ことになります。他の例で言えば、2枚の紙があっ
たとします。 

12 18 教師 

1枚の紙に火を点け、もう一枚の紙も近づけます。でも、火が点く前に紙を離
せば、燃料を取り除いたことになります。それが燃料を取り除く方法です。こ

うやって火をつけて、もう一方からすぐに離せば燃料を取り除いたことになり

ます。 

12 35 教師 
先生が一番難しいと思うのは次の方法です。みなさんのプリントの 4番で
す。まずマッチをすって火をともします。火が点いていますね。そして今どう

やって火を消しましたか？ 

12 52 教師 
違います、違います。言葉で言わなくていいですから、プリントに書きなさい。

温度を下げましたか、燃料となるものを取り除きましたか、それとも酸素を取

り除きましたか？ 

13 8 教師 これについては先生も考えなければいけませんでした。火を吹き消すという
ことはどれに当てはまるのでしょう。 

13 15 生徒 （ ） 

13 17 教師 はい、そうですね。これらが最初の火です。もう少ししたらまた電気を消して
違う実験をします。プリントには何と書いてありますか？ 

13 35 教師 そのプリントはそのまま持っていてください。月曜日に宿題として自分の体験
した火について書くように言いましたね。 

13 46 教師 
どのような火でどうやって消したかを書くように言いました。自分でつけてみ

た火ではなくても、見たことのある火でもいいということでしたね。連休中のこ

とでもいいですし、家、別の場所、どこであったことでもかまいません。 

13 59 教師
まず自分の体験を何行かにまとめてください。次に課題 2として、どうやって
消したかを書いてください。 

14 10 生徒 でも、かなりの場所を取ります。 

14 12 教師
そうですね、だから場所がなくなったら裏に書いてもかまいません。でも急い

でやらないと他の課題ができなくなりますから、すぐにやってください。 

14 21 教師
ですから、火の体験談を何行か書きなさい。それが終わったら・・・今やってく

ださい。 

14 31 教師

全員の火の体験談が終わったら、グループに分かれて話し合ってくださ

い。。自分のグループから 1つの体験談を選んで、それを黒板に書きます。
ですから、まず体験談を書いてください。 

14 46 生徒 私は体験談がないんですけど。 

14 47 教師
じゃあ、それは飛ばしてください。いいえ、そのまま開いた状態にしておきな

さい。全員始めていいですよ。質問がある人は聞いてください。 
14 48 生徒 （ ） 
14 58 生徒 （ ） 
15 1 教師 そうです。 
15 1 生徒 どうやって消火されたかわからないんですが。 
15 3 教師 どうやって消火されたかわからないの？ 
15 4 生徒 はい。 
15 5 教師 どんな火でしたか？ 
15 6 生徒 フライパンです。 
15 8 教師 どうやって消したと思いますか？ 
15 9 生徒 フタ。 
15 10 教師 そう書いてください。 
15 11 生徒 （ ）がみつかりません。 
15 11 教師 足していいですよ。そう、足しなさい。 
15 14 生徒 （ ） 

15 16 教師
そうです。もうそれは－、いいえ、今からグループに分かれて話し合います。

どうやって（ ）。あなたはそこにいたの？ 
15 31 生徒 はい、( ） 
15 33 教師 あなたが行た時にはものすごく燃えていたの？ 
15 37 生徒 はい。 
15 37 教師 長い時間燃えていたわけですね。かなり近くまでいったの？ 
15 44 生徒 （ ） 
15 48 教師 火の熱さは感じましたか？ 
15 50 生徒 あまり感じませんでした。 
15 52 教師 そう。もっと近づくこともできたの？それとも－ 
15 54 生徒 出来たと思います。 
15 55 教師 でもいかなかったんだね。タイナス、君は－ 
15 59 生徒 （ ） 
16 0 教師 いいえ、そうかもしれませんね。そうかも。 
16 2 生徒 （ ） 
16 11 教師 それはあとで話し合いましょう。落ち着いて、落ち着いて。 
16 16 生徒 （ ） 
16 23 教師 あなたの火の体験は？ 
16 24 生徒 （ ） 
16 27 教師 そう？ 
16 27 生徒 （ ） 
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16 29 教師 （ ） 
16 31 生徒 （ ） 
16 32 教師 そこよ。 
16 33 生徒 ははは。 
16 36 教師 ああ、もうノートに書いてきたんですね。準備がとてもいいですね。 
16 39 生徒 （ ） 
16 41 教師 そうですよ。 
16 42 生徒 （ ） 
16 50 教師 （ ） 
16 52 生徒 （ ） 
16 53 教師 はい、( ）。そうです。 
16 55 生徒 （ ） 
17 3 生徒 （ ） 
17 4 教師 そうとは限りませんね。 
17 6 生徒 （ ） 

17 8 教師 いいえ、火の場合そうとは限りませんよ。いいえ、違いますよ。それだったら
書いてはいけません。 

17 12 生徒 （ ） 

17 14 教師 書く事はできませんが、想像することはできますね。もちろん消防士が来て
消すんでしょう。 

17 18   （ ） 

17 21 教師 そう、違う部屋にいますね。違う部屋です。はい、では体験談はできました
か？全員何か書けましたか? 

17 36 生徒 （ ） 

17 38 教師 では、いつも通りにグループに分かれてください。ここの 2人は後ろを向いて
1つのグループになって体験談を 1つ選んでください。1つですよ。 

17 50 生徒 （ ） 
17 51 教師 選ばれるかどうか話し合いなさい。 
17 53 生徒 （ ） 
17 56 教師 あなたはここに座って、あなたは反対側に座りなさい。 
17 59 生徒 （ ） 
18 2 教師 そう、それでいいですよ。 
18 5 生徒 ちょっと待って。 
18 6 教師 ちょっと待ってください。 
18 8 生徒 （ ） 
18 10 教師 セオ、そこじゃなくてここに来て。 
18 12 生徒 （ ） 
18 13 教師 3人のグループが 2つありますね。はい、これでいいでしょう。 
18 17 生徒 （ ） 
18 19 教師 タイナス、あなたは（ ）と一緒にここに来てください。 
18 21 生徒 （ ） 

18 24 教師 何をするかわかっていますね。それぞれが自分の体験談をみんなに話し、そ
の中から 1つを代表に選んでください。 

18 32 生徒 （ ） 
18 34 生徒 先生、質問があるんですが。自分が体験した火を（ ）ですか？ 
18 40 教師 はい、そうです。 
18 44 生徒 （ ） 

19 49 教師
落ち着いて。その後に 1つを選んでください。一番おもしろいと思もう体験談
を選んで発表してもらいます。 

19 59 生徒 （ ） 

20 11 教師
それは座ったまま言ってもらいます。どんな火だったかを言ってもらい、先生

が黒板に書きます。その後にどうやって消したかを教えてください。 
20 20 生徒 （ ） 

20 22 教師
別に体験について詳しく話してもいいですけど、全部は黒板には書きませ

ん。 
20 27 生徒   
20 30 生徒 （ ）体験談を話すんですか？ 
20 34 教師 いいえ、どの体験談を選ぶべきだと君は思うんですか？ 
20 36 生徒 （ ） 
20 38 教師 ちょっと見せてください。 
20 39 生徒 （ ）したほうがいいですか？ 

20 41 教師

いいえ、こっちを向いて、火がフライパンの中で発生したことを言ってくれれ

ば、それを先生が書きます。そしてどうやって消したかも教えてください。い

いですか？ 
20 53 教師 それだけのことです。これがおきた時、君はそこにいたんですか？ 
20 56 生徒 （ ）の向かい側に（ ） 
20 59 教師 ああ、そうですか。 
21 0 生徒 先生、クラスのみんなの前で読むんですか？ 
21 2 教師 いいえ、（ ）だけです。 
21 4 生徒 彼のはすごくいいんです。 
21 5 教師 誰のですか？君の？ 
21 6 生徒 はい。 

21 7 教師 これは終わって、これも終わりましたね。君の話は？じゃあみんな自分の席
に戻ってください。 

21 16 生徒 （ ） 

21 32 教師

はい、では課題に戻りましょう。各グループから体験談を 1つ聞くと言いまし
た。自分の体験談を発表する人は座ったままでいいです。詳しく話してもか

まいませんが、 

21 48 教師
どのような火であったか、つまりガソリンや衣服に火がついて、それをどうや

って消したのかをはっきりと伝えてください。 

22 1 教師
わかっている限りで結構ですよ。それに他にも消火方法があるかもしれませ

んね。まず前の列から行きましょう。ジャード、君の体験談を聞かせてくださ

い。どんな火でしたか。 

22 9 生徒 狩猟小屋にいた時のことなんですが、フライパンに火が点いて、みんなで水
をかけて消そうとしたんですが、 

22 26 生徒
周りのものまで燃え始めてしまったんです。それで消防署に電話をして、そ

の後はバケツの水と砂と（ ）で消しました。 
22 40 教師 その時の火はどの方法で消したと思いますか？ 
22 44 生徒 えっと、温度を下げて消したんだと思います。 
22 46 教師 温度を下げたんですね。火事になった時にそこにいたんですか？ 
22 52 生徒 はい、（ ） 
22 54 教師 フライパンはフライドポテトを揚げるような大きなものでしたか？ 
22 57 生徒 はい、（ ） 
22 58 教師 火柱が上がって、それを水で消そうとしたわけですね。 
23 5 生徒 はい、（ ） 
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23 6 教師 でも広がってしまった。先週のビデオで消防士がガソリンに引火した火を消
そうとしている部分がありましたね。 

23 14 生徒 
はい、でも、はい、ただ室内だったし、全部のものが燃え始めてしまっていた

ので。新聞にまで載ったんです。キッチン全体が（ ）で立ち入り禁止にまで

なりました。 

23 26 教師 そうですか。はい、ではそこの 2番目のグループ、誰の体験談になります
か？ 

23 34 生徒 （ ） 
23 36 生徒 ピーター？ 
23 37 教師 ピーターの体験談ですか？ 
23 38 生徒 干草小屋が火事になりました。 
23 39 教師 干草小屋。そう。 
23 42 生徒 （ ） 
23 45 教師 夜ですか？それとも昼、夕方でしたか？ 
23 47 生徒 えっと、昼間です。昼間でした。 
23 49 教師 昼間ですね。 
23 50 生徒 はい。 
23 51 教師 どうやって火が点いてしまったんですか？原因はわかっていますか？ 
23 52 生徒 実は僕たち 2人が（ ） 
23 56 生徒 ははは。 
24 0 教師 君たちが放火犯だったわけだ。本当に？ 
24 2 生徒 ええ、でも事故だったんです。 
24 4 教師 干草の火事か。マッチか何かで遊んでいたわけですか？ 
24 9 生徒 はい。 
24 10 教師 ピーター、どうやって消したかぜひ教えてください。 
24 15 生徒 えっと、そう、水をかけただけです。 
24 19 教師 水ですね。 
24 20 生徒 （ ） 
24 26 教師 消火器も使ってですね。 
24 28 生徒 はい。 
24 28 教師 ちゃんと消せたんですか？それで十分に消すことが出来たわけですか？ 
24 30 生徒 はい、大体は。 
24 33 教師 でも十分ではなかったわけだね。 
24 34 生徒 はい、十分ではなかったです。 
24 35 教師 それで水をかけ始めたわけですね。 
24 37 生徒 はい、消防士の人がです。 
24 38 教師 ああ、消防士がですか。 
24 39 生徒 （ ） 
24 41 教師 君はこの 3つの方法のどれで火を消そうとしましたか？ 
24 44 生徒 温度を下げる方法です。 
24 45 教師 温度を下げるですね。 
24 46 生徒 （ ） 
24 48 教師 次は後ろに座っているグループですね。 
24 51 生徒 （ ） 
24 53 教師 誰の体験談ですか？ 
24 55 生徒 僕のです。 
24 56 教師 はい、セオ、どうぞ。 

24 57 生徒

コンフェックス・スーパーマーケットが火事になったのを見たことがあります。

その火事は水を使って消火していました。温度を下げて消していました。そ

れが僕の火の体験談です。 
25 9 生徒 （ ） 

25 11 教師
温度を下げた。消防士が水をかけてスーパーの火を消したんですか？君は

かなり近くに立っていたわけ？ 
25 19 生徒 （ ） 
25 20 生徒 はい、次の日ですが。 
25 21 教師 他に－ 

25 22 教師

ああ、次の日に現場にいたんですね。火事が発生した夜にはそこにいなかっ

たんだ。いたらもっといろいろと感じることがあっただろうね。次はここにしま

しょう。 

25 31 生徒
男の人がいて、その人がえっと、（ ）眠ってしまって、それで（ ）してキッチン

が、えっと 
25 39 教師 はい？ 
25 49 教師 火事になった。 
25 49 生徒 火事になりました。（ ） 
25 55 教師 なべにフタをするだけでは火は消せなかったんですか？ 
25 58 生徒 よくわかりません。ぼくも寝ていたので。 
26 1 教師 ああ、そう。じゃあキッチン全体が火事になってしまったんですか？ 
26 4 生徒 はい。 
26 5 教師 消防士は来ましたか？ 
26 6 生徒 はい。 
26 6 教師 そう。 
26 7 生徒 （ ）はしたの。 

26 8 教師 どうやって・・・ちょっと待ちなさい、ジャード、落ち着いて。どうやって消したん
ですか？ 

26 11 生徒 酸素を取り除く方法を使ったんだと思います。 
26 13 生徒 （ ） 
26 16 教師 じゃあ上から毛布をかぶせたんですか？ 
26 18 生徒 いえ、いえ、いえ。よくわかりません。 

26 21 教師
おそらくこの方法を使ったんだと思いますよ。（ ）そう、もしかしたらそうかも

しれないですね。次の体験談を聞きましょう。 
26 23 生徒 そうですね、そうっだったかもしれないです。 

26 29 生徒
はい、ある午後に 3人の友人と僕の 4人で（ ）の建物のある丘にいきまし
た。ええ、まだあそこには建物があるんです。 

26 42 生徒

僕達はスプレー缶を持っていき、そこでまず火を起こしました。その後に何本

かの缶を火の中に投げ込んだんです。そうしたら友人 2人の洋服が燃え始
めてしまい、僕達はスプレー缶の中身を最初吹きかけて消そうとしました。 

26 56 生徒
最終的には、1人が草の上を転がって消し、もう 1人は自分で毛布をかぶっ
て消しました。いいえ、コートでした。 

26 58 教師 そう。 
27 3 教師 そうですか。 
27 10 教師 そうですか、そうですか。 
27 12 生徒 （ ） 
27 13 教師 この 3種類の方法のどれだと思いますか？ 
27 16 生徒 酸素です。 
27 17 教師 酸素、そうですね。 
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27 19 生徒 （ ） 
27 21 教師 これで全部のグループから聞くことが出来ましたか？はい、わかりました。 
27 26 生徒 （ ） 

27 27 教師 
いいえ、君はそこと同じグループでしょう。これでグループの課題は終わりで

す。とてもよく出来ましたね。次は教科書の 68ページと 69ページを開いてく
ださい。 

27 40 生徒 （ ） 
27 45 生徒 （ ）の紙は返すんですか？ 
27 47 教師 後で必要かもしれないので持っていてください。 
27 50 生徒 （ ） 
27 52 教師 68ページ。先ほど問題を見て見ましたね。4章の 6に進みましょう。 
27 59 生徒 （ ） 
28 3 教師 用意できましたか？（ ）読んでください。 
28 9 生徒 ブランドミーシアスで激しい火事 
28 12 教師 ブロミーシウスと読みます。 

28 13 生徒 ブロミーシウス通り。12月 31日、フリント家の家屋が全焼。夫のフリントさん
とちいさな娘は重い火傷を負い、 

28 26 生徒 ロッテルダムの火傷専門病院に搬送された。伝統的なドーナツを作っている
時に、なべの油に火がついたのが火事の原因である。 

28 35 生徒 火の点いた油を水で消火しようと試みたが、水によって油がこぼれてしま
い、火はよけいに広がってしまったようである。 

28 47 生徒 損害総額は約 150,000ギルダーと思われる。新聞記事を読めばわかるよう
に、毎年、たくさんの火事による事故が起きています。 

29 0 教師 よろしい、2段落目を（ ）。 

29 5 生徒 
えっと、何かが燃えるのは、私達にとっては主に有効なことです。また、ほと

んど場合、火をコントロールすることができます。しかし、（ ）手に負えないこ

とになってしまう場合もあるのです。 

29 13 生徒 
火事になってしまってからでは、火を抑えることはできず消火しなければいけ

なくなります。最もよく使われる方法は、燃えている個所に水をかけることで

す。 

29 35 生徒 
例えば、建物や森が火事になった時のことを考えてみましょう。この場合、水

をかけるのが最も適した方法でしょうか？先生に次の実験をしてもらいましょ

う。 

29 52 教師 はい、もうすでに実験は見せましたね。授業の最初にやりました。だから続き
を読んでいいですよ。 

29 58 生徒 水という消防士。耐熱素材でできた皿を 2枚、耐熱性の机の上に置きます。
1枚の皿の中に木屑を入れ、もう 1枚には少量のガソリンを入れます。 

30 16 教師 はい、では（ ）69ページを読んでください。 

30 24 生徒 危険。皿から 2から 3メートル離れた位置で見ること。4.燃料に火をつけま
す。5.消火を試みてください。 

30 36 生徒 
水の入ったスプレー式ボトルで、端の方から丁寧に濡らします。観察したこと

を記録してください。木についた火は消えましたか？ガソリンの火はどうでし

ょう？ 

30 47 生徒 6.水を使っても火が消えない場合は次の方法を使ってください。燃えてる燃
料の上にフタを置いてみてください。なにが起こりましたか？ 

30 58 生徒 すべての火に必要なものは、燃料、酸素と発火する一定の温度です。火は
これらのうち、1つを取り除くことで消すことが出来ます。 

31 15 生徒 多くの火は、燃料に水をかけることで消火することができます。水が燃料の

温度を下げるからです。つまり、発火する一定の温度を下回り 

31 31 生徒
火は燃えるのをやめてしまうわけです。こうして消火されます。また、水によ

って、火に酸素が送り込まれなくなります。 
31 40 教師 よろしい、ジャード、次を読んでください。 

31 46 生徒

ガソリンまたは油に引火した火を水で消すことは不可能です。これには 2つ
の理由があります。1つは、ガソリンまたは油に水を加えても、燃料の方が上
に浮いてしまうからです。 

31 58 生徒
2番目は、ガソリンまたは油は水と混ざることはありません。火に水をかけて
も、燃料は水の上に浮いて燃えつづけます。 

32 10 生徒
なべの油に引火した火には、フタをして消火します。フタによって、酸素が燃

えている油に届かなくなるからです。 

32 23 生徒

これで消火することができます。ですから、何かを揚げている時またはドーナ

ツを作っている時などはなべのフタを横に置いておくほうがいいでしょう。万

が一なべに火がついたらフタをすればいいのです。 

32 39 生徒

それで危険な状態を脱することが出来ます。残念なことに、アルコールは石

炭やバーベキューの時に火をつけるためによく使われます。そして、このア

ルコールが原因で、毎年多くの事故が発生します。中には取り返しのつかな

い事故もあります。 
32 52 生徒 このような事故は多くの場合（ ）のために起こり－ 
32 58 教師 はい、そこまででいいですよ。次はセオ、読んでください。 

33 3 生徒
加えて、（ ）によって発火する可能性があるからです。近くにいる人の衣服

に飛び火する場合もあります。石炭はたきつけ用のブロックなどを使い、安

全に着火することができます。爆発。 

33 21 生徒
爆発とは、高速で火が燃える現象です。天然ガスと空気でも爆発性がありま

す。実際に爆発することもあるのです。 

33 32 生徒
このような組み合わせは、家でも起こります。例えば、天然ガスが漏れてい

て、広い空間に広がった場合です。空間には必ず空気があり、 

33 41 生徒

そこに、天然ガスと空気の組み合わせができます。これに小さな炎や火花が

散るだけで大きな爆発を招くことになります。火には燃料、酸素と発火温度

が必要です。 

33 56 生徒
この 3つのうちの 1つを取り除くことによって火を消すことが出来ます。例え
ば、燃料を取り除く場合は燃料を隔離します。酸素を取り除く場合は、 

34 6 生徒 フタをしたり、毛布をかぶせたりします。温度を下げるには水をかけたりしま
す。 

34 20 教師 はい、みなさん、爆発の項目まできました。 
34 26 生徒 （ ） 
34 37 教師 いいえ、後でそれをやる時間はあります。 
34 39 生徒 （ ） 

34 41 教師
これから起こることを良く見ていてください。成功したら後で話し合いましょ

う。 
34 47 生徒 （ ） 
35 5 生徒 （ ） 
35 8 教師 静かに。火が良く見えないと思うので電気を消しました。これで見えますか？ 
35 17 生徒 （ ） 
35 21 教師 では、この缶の中にガスを入れました。火が引火するとどうなりますか？ 
35 32 生徒 （ ） 
35 33 教師 ちょっと時間がかかって、予測できないことです。 
35 37 生徒 何が起こるんですか？ 
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35 37 教師 いいえ、そうではありません。それは十分予測はできますが、時間が予測で
きません。毎年 2年生のクラスでこの実験をやっていますが、 

35 45 教師 いつも予想しない時に起こります。だから見逃さないようにしてください。そ
う、どっちにしても音は聞こえますけどね。 

35 51 生徒 （ ） 

35 55 教師 ちょっと時間がかかるので、その間にこれを見せましょう。せっかく火につい
て勉強しているのですから。 

36 2 生徒 （ ）  
36 6 教師 みんなそう言います。みんな言います。 
36 8 生徒 （ ） 
36 9 教師 人によっては冷たい火と呼びます。 
36 12 生徒   
36 17 教師 本当に燃えているんですよ。 
36 19 生徒 先生（ ） 

36 20 教師 ええ、燃やしているんですよ。でも見てください。（ ）炎はどうなっています
か？炎はどうなっているでしょう？ 

36 27 生徒 （ ） 
36 30 教師 まだ燃えていますね。まだ燃えています。 
36 31 生徒 （ ） 
36 34 生徒 先生、その花火は捨ててしまうんですか？ 
36 36 生徒 （ ） 
36 39 教師 水をかければ簡単です。 
36 41 生徒 （ ） 

36 55 教師 みなさん、ちゃんと見ていてください。あっという間に終わってしまいますから
ね。見逃したら残念ですよ。 

36 59 生徒 （ ） 
37 1 生徒 フー!! 
37 2 教師 ジャード、席から離れないように。 
37 4 生徒 （ ） 
37 14 教師 静かに、静かに。 
37 15 生徒 （ ） 
37 37 生徒 いつも同じ缶を使うんですか？ 
37 38 教師 そうです。 
37 40 生徒 先生。 
37 42 生徒 （ ） 

37 50 教師 はい、落ち着いて、落ち着いて。先生もいつも成功するように祈ってやってい
るんですが 

37 56 生徒 （ ） 
38 2 教師 今説明しますから。その後に－ 
38 5 生徒 （ ） 
38 25 生徒 もう炎が見えません。 
38 27 教師 炎は見えないけれど存在していますよ。ただ－ 
38 29 生徒 中にあるんですね。 
38 30 教師 そう、中にあります。 
38 31 生徒 そう（ ） 
38 32 生徒 （ ） 
38 35 教師 そう、それは聞こえますね。 
38 36 生徒 （ ）上にカメラがあるといいんだけどね。そうしたら－ 

38 38 教師 ははは。 
38 40 生徒 （ ） 
39 1  （缶が爆発する） 
39 2 生徒 （ ） 
39 23 教師 みなさん、この実験は、 
39 26 生徒 ははは。 

39 28 教師
毎年 2年生のためにやっているので、来年もこのクラスにいればまた見るこ
とが出来ます。 

39 36 生徒 ははは。 

39 37 教師
もちろんどれだけの量のガスを入れるかが大事です。でも、結構安全な実験

なんですよ。それにわかりやすいですよね。 
39 46 生徒 （ ） 

39 47 教師

いいえ、わかりやすいと言ったんです。よく聞いてください。爆発がどのように

して起こるかを知るためにわかりやすい方法だということです。缶の他には

何も必要ありません。 
39 57 教師 ぴったりとフタのできる缶がなければいけません。 
40 0 生徒 ペンキの缶だ。 

40 2 教師 しっかりとフタを閉めることができるならペンキの缶でもできます。上下の穴
があまり小さすぎないことも大事です。大きなクギで穴を開けておきます。 

40 14 教師
最初にこの実験をやった時は、下の穴が小さすぎて十分な空気が供給され

ませんでした。 

40 23 教師
コツは、ガスと空気が混ざることです。先ほど教科書でそう読みました。ガス

と空気が混ざり合った缶は爆発性があります。 

40 37 教師

そのためにフタが飛んでいってしまうわけです。よくガス漏れなどの話を聞き

ますね。そういう時は火の点いたタバコを持ってその家に入っては大変なこ

とになります。 

40 50 教師

その時点ですでにガスと空気が混ざり合っている可能性があります。ですか

ら、タバコの火に引火して全てが爆発する可能性があるわけです。それが爆

発というものです。 
40 58 生徒 （ ） 

41 0 教師
そうです、そうだったこともあります。さまざまです。でも、タイルを突き抜ける

ほどのもっと大きな爆発が欲しければです。先生はいつも、大体 10秒から
15秒でやっています。 

41 12 生徒 （ ） 
41 13 教師 はい。 
41 14 生徒 （ ） 

41 19 教師
そう、去年のクラスの生徒で、フタを下にしたら爆発はしますか？と聞いた人

がいました。 
41 24 生徒 しますよね。そうしたら缶の方が飛んでいきますよ。 

41 25 教師
そうですね、まだ先生は試したことはありません。だからどうなるかはわから

ないです。でも－、ええ、いいえ、違います。 
41 31 生徒 （ ） 
41 35 生徒 先生。 
41 35 教師 はい。 
41 36 生徒 （ ） 
41 37 教師 いいえ、それ以上読まなくてもいいです。 
41 39 生徒 （ ）こうやって置いたらどうですか？ 
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41 40 教師 いいえ、だめです。上手く行きません。空気が中に入らないとだめですから。
酸素、空気が必要です。そう、だから成り立つんです。 

41 49 生徒 （ ） 
41 54 教師 はい、では授業にもどりましょう。 
42 0 生徒 （ ） 

42 3 教師 もうすぐ学期が終わるので教えておきたいことがいくつかあります。まず、イ
ンターネットに接続できる人たちへの連絡です。 

42 13 教師 先週、ユーロの両替金額を計算する電卓を見せましたが、生徒の中には、
欲しいという人もいましたのでその会社のアドレスを教えましょう。 

42 24 教師 それから、インターネットにつないで、国立防止センターのホームページを見
ると、何でも載っています。消火方法の写真やスライド、 

42 37 教師 年間に何人の人が火傷を負っているかなど、火についていろいろと知ること
が出来ます。検索エンジンに“火”といれるだけで 

42 50 教師 6000ものの項目が出てきます。全部を読むことはできないので 1つのホー
ムページの名前を入れるほうがいいでしょう。 

42 58 教師 でも、それにはアドレスが必要ですからね。検索項目に“家の火災”や“旅行
中の火災”などで絞り込んでもいいかもしれません。 

43 7 教師 みなさんに言っておきたかっただけです。では、授業に戻りましょう。70ペー
ジを開いてください。 

43 13 生徒 もうやりました。 
43 14 教師 70ページですよ。 
43 16 生徒 （ ） 
43 18 教師 1月 11日、2時間目。ノートに書いてください。 
43 23 生徒 （ ） 
43 27 教師 70ページの質問。 
43 29 生徒 （ ） 
43 31 教師 そう、そういう意味です。今やってもいいですよ。 
43 33 生徒 （ ） 

43 34 教師 いいえ、それは他のです。ですから 1月 11日、月曜日、2時間目と書いてく
ださい。 

43 44 生徒 （ ） 
43 45 教師 ( ）の先生によるとそうみたいですね。 
43 47 生徒 （ ） 

43 47 教師 今、それについて言います。1月 11日、月曜日。70ページ。今から始めてか
まいません。 

43 55 生徒 授業のたびに（ ） 
43 57 生徒 （ ） 
44 0 教師 だからやらなくてはいけないんですよ。 
44 1 生徒 （ ） 

44 6 教師 そうです。それは調べて見ないとわかりませんね。この教室は使われている
かもしれません。 

44 8 生徒 自習は 1時間目なんですか？ 
44 10 生徒 （ ） 
44 12 教師 1時間目です。 
44 13 生徒 では 8時間目は何もなくなるわけですか？ 
44 14 教師 もちろん、そうです。 
44 15 生徒 （ ） 
44 17 教師 はい、いいえ。7時間目までにやってください。ええ、そうです。 

44 20 生徒 （ ） 
44 22 教師 はい、みなさん宿題を始めてください。 
44 25 生徒 （ ） 
44 26 教師 そうですね、これは集めましょう。 
44 28 生徒 （ ） 
44 31 教師 これは戻しましょう。ピーター、何ですか？ 
44 33 生徒 （ ） 

44 49 教師
みなさん、それは課題ではありませんよ。今の課題は宿題を始めることで

す。教科書を開きなさい。 
44 54 生徒 （ ） 
44 55 教師 何ですか？ 
44 56 生徒 （ ） 
44 57 教師 いいえ、今から渡します。 
44 59 生徒 そうですか。 

44 59 教師
これは消防署からもらってきたものです。いいえ、教科書を開いて課題をや

りなさい。 
45 3 生徒 課題ですか。どうすればいいでしょう、までですか。 

45 6 教師 教科書をだしなさい。そうしたら説明できるから。みんなよりも進んでいること
は知っていますが、教科書をだしてください。 

45 14 生徒 （ ） 
45 15 教師 これは終わっているわけですね。 
45 16 生徒 はい。 
45 17 教師 （ ） 
45 18 生徒 ああ、（ ）です。 
45 21 教師 もちろん（ ） 
45 23 生徒 （ ） 
45 25 教師 （ ） 
45 26 生徒 （ ） 
45 29 生徒 何をすればいいんですか？ 
45 31 教師 はい、落ち着いてください。70ページを開いてください。 
45 35 生徒 （ ） 
45 37 教師 はい、いいでしょう。 
45 38 生徒 （ ） 
45 41 教師 いい体験談でしたよ。上手く発表できましたね。ジャードも。 
45 56 生徒 先生、僕の時間割（ ） 

45 58 教師
時間割はもう書き込みましたよ。そう、完成させて、その時に渡します。70ペ
ージをやりなさい。それから宿題は黒板にかいてあります。 

46 14 教師 2時間目が物理。70ページの質問をやりなさい、いいですね。 
46 27 生徒 （ ） 
46 41 教師 ロナルド、ホール先生と時間割の調整について話し合いましたか？ 
46 44 生徒 （ ） 
46 47 教師 彼がそう言ったんですか？ 
46 48 生徒 はい。 

46 48 教師

（ ）先生がそう言ったならよかったですね。それから、ガートソン先生の居残

りはもう終わりましたか？それともまだ居残りしなければいけないんです

か？ 
46 55 生徒 （ ） 
46 56 教師 もう一度見て見ましょう。 
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47 1 生徒 追いつきました。 

47 2 教師 そのようですね。随分進んでいるみたいですね。このバルブのところは出来
ましたか？これからやるところですが、出来たんですか？ 

47 8 生徒 はい。 

47 11 教師 見せてごらん。72ページ。はい、ちゃんと出来ていますね。随分進んでいて
すごいですね。 

47 19 生徒 はい、84ページまでいってます。 
47 21 教師 そう、でもあまり進み過ぎないようにね。進みすぎると、ほら－ 
47 26 生徒 （ ） 
47 27 教師 他にも－ 
47 29 生徒 （ ） 
47 32 教師 ええ、いいですよ。それならもう行ってもいいです。 
47 36 生徒 はい。 
47 37 教師 はい、行ってもいいですよ。 
47 38 生徒 （ ） 
47 47 生徒 終わったら片付けていいですか？ 
47 48 生徒 （ ） 

48 1 教師 君たち、これをみんなに急いで配ってくれますか？はい、やめますよ。もう終
わりにします。終わりです。 

48 6 生徒 （ ） 

48 7 教師 （ ）消防署のパンフレットを今配っています。彼らはもう持っていますからい
いです。 

48 15 生徒 （ ） 
48 18 教師 （ ） 
48 20 生徒 （ ） 
48 23 教師 これです。 
48 24 生徒 （ ） 
48 27 生徒 （ ） 
48 30 教師 それですよ。それ。 
48 31 生徒 （ ） 
48 34 教師 他に手紙はありませんか？ 
48 35 生徒 （ ） 
48 38 教師 ありがとう。 
48 39 生徒 （ ） 
48 41 教師 君たち、片付けなさい。 
48 43 生徒 先生（ ） 
48 47 教師 いいえ、いいえ。 
48 49 生徒 （ ） 
48 51 教師 もうそれは言いましたよ。 
48 52 生徒 （ ） 
48 54 教師 もう言いました。 
48 55 生徒 （ ） 
49 1 生徒 先生。 
49 2 教師 （ ） 
49 3 生徒 はい、（ ） 
49 9 教師 そうだと思います。はい、そうです。 
49 12 生徒 （ ） 
49 15 教師 （ ） 

49 17 生徒 （ ） 
49 42 教師 はい、ではみなさん椅子をしまってください。また会いましょう。 
49 46 生徒 （ ） 
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US24発話記録 

分 秒 話者 発話内容 

2 2 教師 練習問題を始めてください。宿題も出しておいてください。それから Tシャツ
のお金を持ってきた人は先生がこれから集めます。 

1 32 生徒 ああ。 
1 32 教師 Tシャツのサイズを封筒に書いておいてください。 
1 36 生徒 （ ） 
1 37 教師 お金を持ってきた人は手を上げてください。 
1 41 生徒 （ ）  
1 43 教師 今日持ってこなかった人は月曜日に集めます。 

1 53 教師 他には？もう手を上げている人はいませんね。他に Tシャツのお金を持って
きた人はいますか？ 

2 2 教師 ありがとう。 

2 10 教師 他にはいませんか？Tシャツのお金です。今日持ってこなかった人は月曜日
に持ってきてください。 

2 25 教師 静かに。静かにしてください。授業が始まっているので静かにしてください。 
2 44 教師 宿題に名前が書いてあることを確認してください。 
2 49 生徒 （ ） 
2 58 教師 ええ。この Tシャツ代金の受け取りを書く時間を少しください。 
3 33 教師 コニーとロジャーの２人ですね。 
3 42 教師 マシューとジョシュアがいませんが、誰か知りませんか？ 
3 45 生徒 （ ） 
3 46 教師 できるだけ早く来るはずなんですけどね。 

4 10 教師 
今教室に入って来た人たちは昨日の宿題をだして、名前が書いてあることを

確認してください。黄色いプリントでした。昨日は電池について勉強しました

ね。 

4 22 教師 宿題に名前が書いてあることを確認したら、通路側の人に渡してください。集
めます。 

4 36 教師 単語のプリントはノートに挟んでおいてください。これも宿題として昨日やって
いるはずです。 

5 2 教師 宿題はちゃんとできているようですね。リンゼイ、あなたのは受け取ったかし
ら？ 

5 16 教師 では始めましょう。ほとんどの人が練習問題の答えを考える時間があったと
思います。 

5 27 教師 問１から見ていきましょう。電池を作るには何が必要でしょうか？ 
5 31 生徒 （ ） 
5 32 教師 昨日話し合いましたね。電池の重要な要素なんでしたか、バージル？ 
5 42 生徒 （ ） 
5 44 教師 それは電池が生産するものですね。電池自体は何からできているでしょう？
5 51 生徒 電極とか電解液とか。 
5 53 教師 みんなが聞こえなかったと思うので、もう少し大きな声で言ってくれますか？
5 54 生徒 電極と電解液。 

5 56 教師 よくできました。電極と電解液です。今の答えを書いたおいてください。これを
消した方が見やすいかもしれませんね。 

6 10 教師
昨日も言ったように、電極とは実際の反応が起きる物質のことです。練り状

の場合もありますし、液体の場合もあります。 

6 22 教師
酸の場合もあります。ジェリーの言ってくれた電極とは、電池に含まれ、実際

の反応を起こさせる金属部分を指します。 

6 35 教師
電極にはプラスとマイナスのターミナルが存在します。プラスとマイナスは電

極によって生産されるものです。問１について質問はありますか？ 
6 46 教師問２はどうですか？乾電池と湿電池の違いは何ですか？ 
7 4 教師 もっと手があがるはずですよ。ではマージョリー、答えてみてくれますか？ 
7 12 生徒 （ ） 
7 13 教師素材？そうですね。フォレスト、もう少し具体的に答えられますか？ 
7 19 生徒湿電池は酸か液体を含み、乾電池は（ ）を含んでいます。 
7 27 教師はい、良くできました。 

7 35 教師
湿電池は、フォレストの言ったとおり、電解質が液体です。車のバッテリーな

どの場合、硫酸が使われています。 

7 45 教師
懐中電灯などに使われる乾電池などの電解質には練り状の物質が使われ

ています。つまり使われている電解質の種類に違いがあるということです。 

7 54 教師
酸または液体か、練り状の物質のどちらかです。問３に移りましょう。なぜ電

池は切れてしまうのでしょうか？どうなってしまいますか？ 
8 8 教師 リンゼイ、どうぞ。 
8 9 生徒反応物がなくなるからです。 

8 11 教師

良くできました。干上がるや使い果たすという言葉を使いますね。化学反応

物がなくなるからです。使い切ってしまったため、反応が起こらなくなってしま

います。 

8 22 教師

この文の空白の部分を埋めてみましょう。電池の中の「空白」エネルギーは

電気エネルギーに転換される。電池の中の「空白」エネルギーは電気エネル

ギーに転換される。 
8 39 生徒化学です。 
8 40 教師良くできました。化学エネルギーですね。 

8 46 教師
では、筆記用具を残して机の上を片付けてください。机の上を片付けた人

は、今日の実験目標を読んでください。 

8 57 教師
今日は黒板と OHPの２ヶ所に書いてあります。鉛筆を持ってきている人は鉛
筆の方がいいと思いますよ。 

9 18 教師

鉛筆を削る必要がある人は、実験目標を呼んでいる間に削ってください。デ

ータを記録する時には鉛筆の方がいいんですよ。では実験目標を読んでくだ

さい。 

9 39 教師
昨日の授業では、電池がいくつもの電気化学電解槽が合わさったものだと

勉強しました。今日は実際に電気化学電解槽を作ってみたいと思います。 

9 49 教師
自分の周りを見ると、何を使って作るのかがわかると思います。何を使って

電池を作ると思いますか？テイラー、どうぞ。 
10 1 生徒 レモンです。 

10 2 教師そう、レモンを使います。実験目標の２つ目を見てください。様々な電極を試
すと書いてありますね。 

10 9 教師
異なる金属を使い、一番いい電池になるのはどれかを調べます。では、「い

い電池」とは何を基準にして言うのでしょうか？カッコで強調されています

ね。 

10 17 教師
何が「いい電池」を作るのでしょうか？「いい電池」とは何からできています

か？ドナルド、どうぞ。 
10 17 生徒長持ちし、より大きなエネルギーを生産するもの。 
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10 26 教師 良くできました。長持ちする電池です。どんなエネルギーを作り出しますか？
どうやってそのエネルギーを測りますか？エネルギーの単位は何でしょう？

10 37 生徒 ボルトですか？ 
10 41 教師 ブリアナ、知っていますか？ 
10 42 生徒 ボルトですか？ 

10 43 教師 そうです。電池のエネルギー量はボルトで測ります。というわけで、今日はど
の電極の組み合わせが最も良い電池を作るかを実験したいと思います。 

10 53 教師 どうやったら最も良い電池だとわかりますか？電圧の高さで知ることができ
ますね。電池でもうひとつ重要なことは、その安定性です。 

11 3 教師 電圧が上下しすぎる場合、一定した電子を供給していないと言うことなので、
良い電池とは言えません。それは覚えておいてください。 

11 15 教師 
そこの箱の中に今日の実験の手順を書いた黄色いプリントが入っています。

それぞれのテーブルの班長は人数分取りに行ってください。今日の班長は

緑の人です。 

11 28 教師 そこの椅子は時々入れ替わってしまっていますから、誰が緑かを判断してく
ださい。 

11 40 教師 ロジャー、箱にはプリントのあまりは入っていますか？ 
11 44 生徒 はい。 
11 45 教師 後ろにいるリンゼイとジョーに２枚渡してくれますか。 

11 57 教師 ビートルジュースは聞いたことがありますね。今日の実験名はレモンジュー
スです。 

12 4 教師 実験手順の前置きを読む前に聞きましょう。どうしてレモンが良い電池を作る
材料になると思いますか？ 

12 16 教師 マシュー、どうぞ。 
12 17 生徒 クエン酸が含まれているからです。 

12 21 教師 良くできました。クエン酸と同じような物質を含むフルーツは他に何がありま
すか？ジェニファー、わかりますか？ 

12 30 生徒 みかんです。 
12 32 教師 よろしい。ジャスティン、他には？ 
12 36 生徒 オレンジ。 
12 37 教師 よろしい。 
12 39 生徒 トマト。 

12 40 教師 トマトにも少し含まれていますね。グレープフルーツもです。グレープフルー
ツは思いつかなかったようですね。 

12 46 生徒 （ ） 

12 47 教師 今日作る電池の電解質と電気化学電解槽は何になるでしょうか？まず電解
質は何になりますか、ジョー？ 

12 57 生徒 レモンジュースです。 

12 58 教師 そう、レモンジュースです。レモンのクエン酸です。そして、電極には様々なも
のを使います。プリントにリストが書いてありますね。 

13 5 教師 鉄、炭素、マグネシウムと亜鉛をレモンに差し込んで、電極として試してみま
す。 

13 14 教師 化学反応が起き、電圧が発生することを願いましょう。発生した電圧は CBL
を使って測ります。 

13 23 教師 使うのは今日が初めてだと思いますが、CBLを使って電圧を測ります。まず
はプリントの上の部分を一緒に読みましょう。 

13 34 教師 レモンジュースの前置きを読んでくれる人はいませんか？大きな声でお願い
します。ジャスティン、どうぞ。 

13 46 生徒
ジュースとは、ときどき電気の意味で使われる俗語です。電池は１つ以上の

電気化学電解槽によって作られるものです。 

13 53 生徒
通常、電気化学電解槽は２つの異なる素材と電解質から成り、ワイヤーによ

って２つを結びつけて構成されています。 

14 2 生徒 この実験では、電解質にレモンジュースを使用した電気化学電解槽の基本
原理について勉強します。 

14 10 生徒
２種類の異なる素材をレモンに差し、CBLを使って発生した電圧を測りま
す。 

14 21 教師

先生が先ほど説明したことをまとめてありますね。電極として使う様々な素材

がここに書かれています。それぞれの金属の後ろに書かれている文字は何

を意味するかわかりますか？ 

14 37 教師

鉄 Fe、炭素 C、それから�、これを見たことがある人はいますか？周期表に
ついてはまだ勉強していませんが、すでに知っている人もいるかもしれませ

んね。マシュー、どうですか？ 
14 49 生徒原子ですか？ 
14 51 教師そうですね。でも文字は何を意味しますか？ 
14 55 生徒それぞれの原子の略です。 

14 56 教師
そのとおりです。これは鉄の略記です。化学者たちは鉄を Feと略します。炭
素は大文字の C、マグネシウムはMg、そして亜鉛は Znです。 

15 8 教師 これについては次の学期でより詳しく勉強します。 

15 14 教師

では、次のページに書いてある実験の手順に移りましょう。たくさんの手順が

書いてありますが、CUCCの手法を使いたいと思います。目標となる単語に
は丸をし、キーワードとなる単語には下線を引いてください。 

15 34 教師
まずは１～８までの手順を読んでください。それから説明します。実験を始め

る前に質問がある人は読んだ後に聞きます。 
16 22 教師何ですか？ありがとう。 
16 36 教師手順を読み終えたら顔を上げてください。 

16 58 教師
どうして CUCCの手法を使っていないの？重要な単語には下線を引いてく
ださい。 

17 45 教師読み終わった人は顔を上げてください。 
18 6 教師ほとんどの人が読み終わったようですね。 

18 16 教師
終わっていない人もこっちを向いてくれますか。後で読んでください。まず手

順１ですが、これはもう済んでいます。 

18 25 教師

みなさんのメスの扱い方を信用していないわけではありませんが、扱わない

方が安全なので、先生がやっておきました。ですからレモンの準備はできて

います。 

18 35 教師
まだ説明している最中ですから始めないでくださいね。箱の中にこのような棒

状のものが入っています。これが電極です、いいですか？ 

18 50 教師
炭素は Cと書いてあるはずです。その他には銅、亜鉛、鉄などがそれぞれ
の化学記号で表示されています。マグネシウムだけ表示されていません。 

19 6 教師 マグネシウムは小さく、薄い片なのですぐにわかると思います。いいです
か？ 

19 10 教師

どうするかと言うと、炭素の棒をレモンの切り込みに入れてもらいます。見れ

ばわかると思いますが、炭素は厚みがあるので、大きい切り込みの方に差し

込んでください。 
19 21 教師 これを中に差し込みます。電解液が机の上にこぼれるのが見えますね。 

19 29 教師

差し込むと果汁がこぼれるかもしれませんが、反応を起こさせるためには奥

深くに差し込まないといけません。最初の組み合わせでは鉄を入れるように

書いてありますね。 
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19 41 教師 実際には鉄クギと書いてありますが、今日は鉄の板を使います。ちゃんと鉄
と表示されています。新鮮なレモンなので果汁がこぼれるかもしれません。

19 56 教師 両方の電極を�この場合、炭素と鉄です。両方を入れたら、次の手順に移り
ます。発生した電圧を測るために、電池を CBLにつなげます。 

20 5 教師 誰かに手伝ってもらいましょう。テーラー、これをちょっと持ってくれる？ 

20 12 教師 
次の手順ですが、ほとんどの人の CBLは既につながった状態になっている
と思います。リード線は黒と赤の２本あるはずです。延長するためのクリップ

が先についていますね。 

20 25 教師 このクリップは、CBLを電極に直接つなげないためでもあります。直接つな
げると機械に問題が発生する可能性がありますからね。 

20 35 教師 ちゃんと読んだ人はわかると思いますが、赤い方のリード線を�。赤い方のリ
ード線をどうすればいいでしょうか？読んでいればわかるはずですよ。 

20 47 教師 炭素と鉄、どっちの電極につなげればいいでしょう？ロジャー、どうぞ。 
20 53 生徒 炭素です。 
20 53 教師 まずは赤を炭素につなげます。きちんと接続しましょう。ここにつなげます。 

20 59 教師 次に黒の�、ごめんなさいね、延長用のクリップ緑しかありませんが、黒のリ
ードにつながっています。これを鉄につなげます。 

21 12 教師 ワイヤー同士が触れ合っていないことを確かめてください。金属部分が触れ
合っていると正確に測れませんので気をつけてください。 

21 21 教師 実験道具が自分や机に触れないよう、何にも触れないように気をつけてくだ
さい。触れていると電圧の測定に狂いが生じます。 

21 33 教師 
CBLはグラフ計算機のようなものです。グラフ計算機と一緒に使う用に設計
されています。電源を入れるには赤いボタンを押します。電源を切るには青

と赤のボタンを押します。 
21 43 教師 まず青、次に赤を押します。電源を入れてみましょう。 

22 1 教師 はい。測定していますね。テーラー、測定値を読み上げてくれますか？まだ
ですよ。止まるまで待ってください。いいですよ、いくつになっていますか？ 

22 18 生徒 0.624です。 
22 20 教師 電圧は 0.624でした。単位は何になりますか？何で測りますか？ 
22 27 生徒 ボルトです。 

22 28 教師 ボルトですね。よくできました。次にデータ表を見てください。赤リードが炭
素、黒リードが鉄と書かれている欄に測定値を書き入れます。 

22 41 教師 そこのグループは書いてもいいですが、みなさんは自分で実験した結果を書
き入れてください。ここに 0.624と書き入れます。 

22 49 教師 もうひとつ観察をして書いてもらうことがあります。 

22 57 教師 
測定をしてみると、数値が変わらない場合と変わる場合があります。0.624の
ままの場合もありますし、0.624と表示した後に下がり始める場合もありま
す。 

23 10 教師 
0.621、0.58と下がったりします。ですから、数字がそのままだたか、それとも
落ち始めたかも記録してください。わかりましたか？それは安定しています

か？落ちていますか？ 
23 24 生徒 （ ） 
23 27 教師 ええ、でもしばらくは同じでしたよね。 
23 31 生徒 はい。 

23 31 教師 今はちょっとした電気系統の不具合が起きているんだと思います。この組み
合わせでは安定しているはずです。 

23 44 教師 では今先生がやった方法で実験をしてください。 

23 47 教師 電極をいろいろと変えながら実験をしていきます。どの電極にどっちのリード
をつなげるかはプリントに書いてあります。 

23 59 教師
この欄のもう半分は先ほどと何が違うかわかりますか？先ほどと同じように

鉄と炭素と書いてありますが、何が違うでしょうか？リンゼイ、どうぞ。 

24 12 生徒
赤と黒のリードを炭素と鉄の違う方につなげます。反対です。さっきと反対の

物につなげます。 

24 21 教師
良くできました。交換をするわけです。一番いいやり方は、まず炭素と鉄を差

し込みます。 

24 27 教師

次にリードをつなげて測りますね。測ったら CBLの電源を一旦切り、誰かに
レモンを押さえてもらいます。そしてリードを取り外し、反対の位置につなげ

ます。 

24 39 教師
そうすれば、黒のリードが炭素に、赤のリードが鉄につながりますね。この時

もワイヤーなどが触れ合っていないことを確認してください。 

24 47 教師
指にレモン果汁をいっぱいつけて CBLを触らないように気をつけてください
ね。手を拭くためにウェットティッシュも箱に入っています。 

25 6 教師数値はいくつになっていますか？ああ、だめになっちゃいましたね。直しまし
ょう。 

25 9 生徒 -0.609です。 

25 11 教師
その数値を反対側の欄に書き入れます。このときに考えてほしいのは�、-
0.609でしたっけ？安定していましたか？落ちましたか？ 

25 27 生徒安定していました。 

25 32 教師

はい。考えてほしいのは、リードの位置を交換したら何が起きたかということ

です。流れに何が起きたか、何が変わったかを考えてみてください。マイナス

になったかどうか、どうしてマイナスになったのかを考えてください。 

25 50 教師
１つずつやってください。１つの組み合わせをやったらリードを交換し、それ

が終わったら電極を変えて測定し、またリードの位置を交換してください。 

25 58 教師
数値が 2.0または 2.02を表示した場合はリード線の接続を確認してくださ
い。何かがおかしいはずです。数値は 2.0以上になるはずはありません。 

26 10 教師

ですから 2.0または 2.02は高すぎる数値です。レモンはそんなに高い電圧を
発生させません。もしそうだとしたら乾電池会社が販売していると思いません

か？ 

26 18 教師
いたるところでレモン電池が売られていると思いますよ。質問はありますか？

２．０以上の数値がでたら何かがおかしいので、電源を切ってください。 

26 30 教師

CBLの電源を一度切ってから、もう一度電源を入れてみてください。今日は
ラーナー先生もいますから、問題が起きた場合は声をかけてください。ラー

ナー先生は CBLのエキスパートで、何でも知っていますからね。 

26 41 教師
表が埋まったら実験をやめてください。実験を始める前に聞きましょう。今日

の実験の目標は何ですか？電圧を測る以外に何が目標でしょう？ 
26 50 生徒汚くすること。 

26 53 教師
そうですね。でも手をあげていませんでしたよ。電池をつくる以外に目標があ

ります。思い出してください。 
27 3 生徒 （ ） 
27 4 教師そうです。電池の何を探すんでしょうか？エリザベス、どうぞ。 
27 8 生徒一番いい電池を探します。 

27 9 教師一番いい電池ですね。どの組み合わせが最も良い電池を作り出すかです。
最も電圧が高く、最も安定した電池です。いいでしょう。 

27 22 教師

始める前に質問はありますか？では、表を全部書き終えたら実験を終わら

せてください。時間内に全部できるといいんですけど。テーブルによって４人

グループと２人グループに分かれて実験をしてください。 
27 38 生徒 ３人でもいいですか？ 
27 39 教師 ３人でもいいですよ。ここは次のに移っていいですよ。 
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28 0 生徒 これは何ですか？ 
28 1 生徒 マグネシウムだよ。 
28 1 教師 Feは鉄という意味ですよ。 
28 2 生徒 じゃあ（ ）はどこですか？ 
28 3 生徒 鉄はこれだよ。 
28 7 教師 レモンの中で電極同士が接触しないように気をつけてください。 
28 14 生徒 （ ） 
28 14 教師 マグネシウムです。 
28 21 教師 指は舐めないで下さい。 

28 34 教師 最初のクラスでは説明をしなかったんですよ。次のクラスで説明をしたらすぐ
に理解してくれたので� 

28 45 教師 手順をきちんと読まなかったようですね。（ ） 
28 51 生徒 違う（ ） 
28 52 教師 そうです。それをつなげてみてください。ここに緑の方があります。 
28 55 生徒 はい。 
29 0 教師 おっと。 
29 6 生徒 ワイヤーがここに接触しないように気をつけないと。 
29 10 生徒 ここに置けば� 

29 13 教師 絶縁されている部分は触っても大丈夫ですよ。触ってはいけないのは金属
部分です。 

29 17 生徒 触らないようにして。 

29 20 教師 モードを押してみてください。モードボタンを押してください。みなさん、モード
ボタンを押さないとだめですよ。手順に書いてあります。 

29 28 生徒 （ ）と同じです。 

29 29 教師 数値は 0.624ですね。いいでしょう。一貫していると言うことです。同じような
数値ですね。 

29 38 生徒 はい。 

29 39 教師 
まずは CBLを置きなさい。接続の仕方があまりよくありませんね。これは接
触しているし、こっちはつながっているし。まずはこれをこうやってつなげてみ

ましょう。 
30 5 生徒 誰も（ ）しないようにして。 
30 13 教師 これでどうかしら。 
30 15 生徒 いくつになった？ 
30 16 教師 動かしちゃだめ� 
30 17 生徒 見ようとしているんです。 

30 18 教師 動かしちゃだめですよ。自分が機械の方に動くようにしてください。今のでお
かしくなってしまいましたね。 

30 31 教師 だめですね、レモンを動かしてみてください。ほら、できた。できましたね。 
30 37 生徒 最初は 0.624に見えたんですけど、彼女が動かしたので� 
30 40 教師 レモンをぎゅっと握らないとだめな場合もあります。 

30 42 教師 はい、もう一度電源を入れてみてください。レモンを少し動かして（ ）なるよう
にしてみて。この数値の高さが見えますか？ 

30 53 生徒 こっちに来てみて。全部が点滅している。 
30 55 教師 立ってみないとだめですよ。 
31 2 生徒 やり方が間違っているんですか？ 
31 3 教師 いいえ、そうではありません。これを持って� 
31 22 生徒 聞いた方がいいのかな。 

31 25 教師 測定できませんね。ここに 2.0と出ていますね。これは測定していないのと同
じ意味です。 

31 38 教師金属は合っていますね。ほら、洋服に接触してしまっているでしょう。 
32 2 教師 これをしっかりとつなげます。ジェリー、レモンを持ってくれますか？ 
32 7 生徒 できる？ 
32 12 教師 0.62・・・触っちゃだめですよ。0.624ですね。 
32 15 生徒触らないで、このままにしておこう。 

32 19 教師
次は電極を変えるんですよね。まずは書きなさい。先生が持っていますから

書いてください。 

32 30 教師
安定もしていますね。変化はありません。では電源を切ってください。その緑

のを取って。もう少ししっかりと接続してください。はい、測定していますよ。 

32 58 教師

マイナス 0.69です。それはこっちに書きます。わかりましたか？後はできそう
ですね。このまま電源を入れておいて、また問題が起きたら電源を切りなさ

い。 
33 21 教師 ここは上手く行っていますか？大丈夫？レモンの状態はいいですか？ 

33 28 教師
0.664ですね。この数字を書き入れてください。最初の測定値を書けばいい
ですよ。 

33 38 生徒 1.68です。 
33 40 教師最初はそんな数字だったんですか？ 
33 41 生徒はい。 
33 43 教師それが最初に表示されたならそう書いてください。 
33 46 生徒 しばらくはそのままでした。 

33 50 教師
上下していたなら何と書きますか？安定していたでしょうか、落ちたでしょう

か？ 
33 54 生徒落ちたですか？ 
33 55 生徒落ちた。落ちたよ。1.・・・落ちた。 

34 15 教師
自分を実験材料にしているんですか？電気が自分を通るか調べているんで

すね。 
34 21 生徒はい。 
34 21 生徒上手くいく？ 
34 40 教師ほらできた。 
34 43 生徒安定している。安定してた？ 

35 0 教師電圧が低すぎるので電圧計では測れません。これが電圧計でこれが針だと
しますね。こんな感じで- 

35 12 教師
本当なら変化は見えないはずですが、これはデジタルなので見ることができ

るんです。 
35 16 生徒 （ ） 
35 17 教師大した電圧は発生していません。 
35 22 生徒おもしろい機械ですね。 
35 23 生徒 これは何ですか？ 
35 24 教師いろいろな物を差し込むためのものです。 
35 31 生徒 これは何ですか？ 
35 31 教師 これは銅です。銅はやる必要はありませんよ。 
35 47 教師つながっていませんよ。 

35 48 教師
いいえ、右側をしっかりと接続してください。ほらできた。できましたよ。

0.450。 

36 0 教師 ここは早いですね。まあ、すばらしいですね。数値も正確ですよ。良くできまし
た。すごいですね。こっちのグループの数値をみましたか？見た？ 

36 15 生徒見ました。良くできています。 
36 17 教師本当に良くできました。 
36 19 生徒 どうして（ ） 
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36 22 教師 みんな素晴らしい実験データですよ。良くやっています。 
36 27 生徒 安定している？ 
36 29 教師 これはちょっとおかしいですね。 
36 29 生徒 炭素はもういいんじゃない。次は鉄だ。 
36 34 教師 何があったんですか？ 
36 34 生徒 （ ） 
36 36 教師 いくつかの原因が考えられます。 
36 38 生徒 これが（ ） 

36 44 教師 
これがいけないのかも知れませんね。これが-、だめ、だめ、だめ。取らない
でください。こうやってつなげればいいんですよ。その部分がテーブルに接触

しないように気をつけてください。 
37 3 生徒 （ ）  

37 2 教師 そのままの状態で少し置いておきなさい。レモンを少し動かしてみて。ほらで
きた。1.04です。 

37 17 生徒 あーあ。 
37 17 生徒 本当。酸がこぼれちゃう。 

37 21 教師 金属とも反応しあっているんですよ。よく観察していますね。ここはどうです
か？いいですね。 

37 28 生徒 （ ） 

37 31 教師 ここはとても良くできています。その調子でやってください。計っている最中で
すから- 

37 36 生徒 できました。1.0（ ）。 
37 38 教師 でもまだ測定中ですよ。レモンを動かしてみてください。 
37 41 生徒 握りなよ。 
37 44 教師 ほらできた。この数値ですよ。 

37 47 生徒 ええ、でも 6.7と表示されて、さっきは（ ）。そうだったよね。あーあ、緩んじゃ
った。 

37 54 教師 あら、あら。電極同士が接触していますよ。 
37 57 生徒 9.6（ ）だ。 
38 6 生徒 ここだ。横の部分が接触しちゃってる。 

38 9 教師 接触してはだめですよ。それが原因です。ほらできた。これですよ。電極同士
を接触させてはだめですよ。 

38 20 生徒 落ちた。 

38 21 教師 
終わったら片付けを始めてください。片づけが終わったらデータの整理に取

り掛かっていいですよ。すばらしいですね。良くできました。今日一番の出来

ですよ。 
38 32 生徒 これが数値ですか。 

38 33 教師 良くできました。正確な数値を見せてあげましょう。非常に近い数値を記録し
ていますよ。未来の化学者の誕生だわ。 

38 42 生徒 後は正しい実験結果をだせば完成だ。 
38 47 生徒 動かさないで。そのまま。 
38 50 教師 あと３，４分です。 

39 10 教師 もう一度これを貸してもらえる？これは近いですね。0.5-。レモンがそれぞれ
異なることを考えれば非常にいい数値ですね。良くできました。 

39 27 生徒 （ ）を元にした結果をみるのが楽しみです。 
39 29 教師 どの電池を使うかですか？ 
39 31 生徒 種類もです。 

39 33 教師 あなたたちはもう終わったので、同じ実験を他のフルーツで試して見ます
か？ 

39 37 生徒オレンジとかですか？ 

39 38 教師
グレープフルーツがありますよ。他にも梨とりんごがあります。グレープフル

ーツでやってみますか？ 
39 44 教師 どう？ 

39 56 教師
とても上手に実験をしたからぜひやってみて下さい。グレープフルーツではど

れくらいの電圧が発生するか実験してみてください。 
40 0 生徒同じ物を使うんですか？ 
40 3 教師 ええ。一番高い電圧が出た組み合わせでやってみなさい。 
40 8 生徒 これが一番高い電圧だったんですけど落ちたんです。（ ） 
40 12 教師いいえ、そのとおりです。これが一番高いはずです。 
40 14 生徒 でも落ちました。 
40 15 教師 ええ。 
40 16 生徒長持ちしないということですよね。 
40 18 教師炭素と亜鉛の組み合わせの方がいいと思う？ 
40 21 生徒はい。 
40 22 教師そうですね。先生もそう思います。 
40 23 生徒 （ ） 
40 29 教師何をもう一つ？ 
40 29 生徒表です。 

40 30 教師
いいえ、書く場所はありますよ。下の方にもう１つ表を作って、グレープフル

ーツとレモンの結果を比較してください。 

40 39 教師
他に終わった人はいますか？後１分あげましょう。他のフルーツで電圧を測

ってみたい人がいれば（ ）。 
40 56 教師 ここに梨がありますよ。 
40 58 生徒 1.98なんですけど。 
41 0 教師梨を試してみますか？ 
41 0 生徒やってみたいです。 
41 4 教師それはちょっとおかしいですよ。何かが間違っていると思います。 
41 20 教師ああ、ここが- 
41 23 生徒 これはみんなマイナスです。 
41 44 教師 これでいいわ。 
41 47 生徒 -7。-0.7だ。 

41 57 教師
ちゃんとつながっていないとだめですよ。ほらできた。これでいいんですよ。
1.- 

41 57 生徒 1.06です。 

42 6 教師そうですね。他に終わっているグループはありますか？梨を試してみます
か？炭素と亜鉛の電極を使ってください。 

42 23 教師はい、どうぞ。 
42 23 生徒 2（ ）と表示されてばかりいるんですけど。 
42 28 教師 レモンの中で電極が接触してしまっているのかもしれません。 

42 38 教師
これでやってみてください。あら、ごめんなさい。（ ）これが原因です。先端が

ちゃんとつながっていないとだめなんですよ。これで大丈夫。 
42 50 生徒先生、何と言いましたっけ？亜鉛とマグネシウムですか？ 
42 52 教師亜鉛と炭素です。 
42 54 生徒ああ、そうか。 
42 59 生徒 ごめんなさい。 
42 59 教師大丈夫よ。 
43 4 生徒 うーん。 
43 4 教師片付けをしたいのでそろそろ終わりにしてください。 
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43 8 生徒 レモンは手を洗うのに適していますよね。 
43 11 教師 炭素をプラスにしたいんですか？そう、それでいいですよ。 
43 14 生徒 レモンは手を洗うのに適しているんですよね。 
43 15 教師 ええ。 
43 17 生徒 （ ） 
43 18 教師 きれいにはなりませんよ。べたべたになります。 
43 26 生徒 1.10です。 

43 29 教師 最後のページの下の方に表を書いて、梨の結果をレモンと比較してくださ
い。 

43 38 生徒 それは何ですか？ 
43 39 教師 グレープフルーツはどうでしたか？ 
43 42 生徒 （ ） 
43 43 教師 レモンに比べて？ 
43 45 生徒 （ ） 
43 47 教師 良い観察結果ですね。 
43 52 教師 電気が消したのには理由があります。 
44 0   （鐘） 

44 6 教師 鐘が鳴っているのと電気が消えたのは合図です。環境エンジニア係の人。赤
の人です。まず CBLを消してください。ブリアナ、フォレストやめてください。

44 22 教師 CBLを消して青い箱に戻し、レモンは厚紙の上に置いておいてください。電
極は全部取り外して、元に戻してください。 

44 33 教師 クリップはそのままで構いません。そのまま箱に入れてください。もし終わら
ない場合は-。ほとんどの人が終わったようですね。 

44 41 教師 終わっていない人は、終わった所までのデータで結論を出すしかありませ
ん。 

44 50 教師 全員席に戻ってください。とても良くできました。すばらしかったです。フォレス
ト、ブリアナ、席に戻ってこっちを向いてください。 

45 7 教師 自分の記録したデータを見てください。データ表を見てください。手を拭きた
い人は拭いていいですよ。 

45 22 生徒 （ ）があるよ。 
45 24 生徒 （ ）のためだよ。 
45 26 教師 ありがとう、ジョシュア。 
45 28 生徒 （ ）みたい。 

45 30 教師 
ペーパータオルの動物柄に気がついてくれてうれしいわ。自分で記録したデ

ータを見てください。最も高い電圧を記録したのはどの組み合わせでした

か？ 
45 48 生徒 どっち側？ 

45 52 教師 最も高い電圧を記録した電極の組み合わせは何でしたか？ジェニファー、ど
うぞ。 

45 52 生徒 鉄と亜鉛です。 
45 56 教師 本当に？答えが違う人はいませんか？マシュー、どうぞ。 
46 6 生徒 炭素とマグネシウムです。 

46 7 教師 
炭素とマグネシウムという結果が出た人は何人いますか？みなさんのプリン

トにはそう書かれているのが多かった気がしますが。はい、手を下げていい

ですよ。炭素とマグネシウムの数値は安定していましたか？ 
46 19 生徒 はい。 
46 20 教師 安定していましたか？ 
46 21 生徒 はい。 
46 21 教師 そうですか。落ちたと思う人はいますか？ 

46 23 生徒はい。 

46 24 教師
グループによっては落ちたと記録しているようですね。このことは、後で分析

をする時に考えてみてください。問４はそのことについて聞いていますね。 

46 38 教師
どの組み合わせが最も良い電池を作るでしょうか？よく考えて答えを出し、

その理由も考えなければいけません。 

46 49 教師
その点については今、強調しておきます。データの整理は宿題です。表の上

に宿題と書いておいてください。 

46 58 教師

どの組み合わせが一番良い電池かと言う答えは教えません。みなさんのプ

リントを集めた時に、みなさんの出した答えを知りたいからです。緑色の紙切

れを取り出してください。 

47 8 教師
これは教室から出るための出口チケットです。名前を書いて、５つの問の答

えをこの紙に書いてください。答えるためにノートやプリントなど、何を見ても

構いません。 

47 28 教師
全部の問の答えを書けたら荷物をまとめていいですよ。名前を書くのを忘れ

ないで下さい。必ず名前を書いてください。 

47 48 教師
今日はどのような電気化学電解槽を作りましたか？選択肢は２つです。どう

してそう思うのですか？今日作った化学電池の電解質は何でしたか？ 

48 6 教師
空白を埋めてください。そして、どの組み合わせが最も高い電圧を記録しまし

たか。それが最も良い電池ですか？はい、いいえで答えて、短い説明文を添

えてください。 

48 18 教師
プリントを提出してもらったら、みなさんの実験結果をもう少し詳しく知ること

ができると思います。 
48 37 教師今のは写さないで。 
48 42 生徒 シトラスってどういう綴りですか？ 
48 43 教師 S-I-T-R-U-S. 
48 57 教師 この質問の答えはここに書いてください。これが質問の答えですか？ 
49 1 生徒 ここです。 

49 1 教師ああ、そうね、ごめんなさい。電解質が何だったかは、具体的に書いてくださ
い。キャロル、昨日はいましたっけ？ 

49 10 生徒はい。 

49 11 教師
電解質は何でしたか？電池を反応させた溶液はなんだったでしょう？（ ）で

説明しましたね。誰かに聞いてみたらいいかもしれませんよ。 

49 35 教師
みなさん、電解質は溶液ですよ。溶液でない答えを書いている人は間違って

いると言うことです。 
49 47 教師 レモンが電解質だったのでしょうか？それともレモンの中の何かでしょうか？ 
49 51 生徒 レモンの中の酸です。 

49 56 教師
そうですね。では実験プリントをしまってください。宿題でやってくるように。教

室を出るときに出口チケットを提出して行ってください。 

50 7 教師上に名前が書いてあることを確認してください。今日はみなさん、本当に良く
できました。 

50 13  先生も感心しましたよ。全員素晴らしかったです。 
50 17 教師良くできました。いつもが悪いというわけではありませんけど。 
50 32 教師 ジョークを勉強するための場所があるみたいよ。 
50 34  本当。 

50 35 教師
だじゃれの。そのために学校に行くらしいわ。終わったら行っていいですよ。

良い週末を。 
50 42 生徒椅子は上げますか？ 

50 44 教師
ええ、上げてください。ありがとう。良い一日を。出口チケットを提出してくださ

いね。とてもいい授業でした。 
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51 5 生徒 （ ） 
51 16 教師 写りはよかったかしら？ 
51 17 生徒 ええ。 
51 21 教師 後で教えて。ええ。 
51 29 生徒 （ ） 
51 33 教師 マイクを外してほしいらしいわ。 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(1)：第二分野「だ液による消化のはたらき」（JP08） 

 

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 16 始業時、生徒が集中するまで待っている。 + IV-2 E 

0 27 スタート良好 + IV-1 D 

0 30 元気なあいさつとともにスタート + IV-2 A 

0 33 本時の学習課題が２点あることを、明示している。 + I-1 B 

0 38 板書「だ液による消化のはたらき」だけでは、具体的な

学習内容が不明。“温度の違いと、だ液のはたらきの関

係”と明示すべき。 

- I-1 B 

0 41 本時の内容を板書や、言葉で簡潔に提示している。 + I-1, I-3 E 

0 46 今回何をするのかを簡潔にしらせる いきなりスタート

で導入における事象の提示等はない 

+, - I-1,1-3 A 

0 59 適格たいへんスムーズ + I-1, II-1 D 

1 1 教卓の所に集めて、演示している。 + II-1 B 

1 7 それかそれかでてきた時に確実に見えるいろかどうか

確認がない 

- I-2 A 

1 11 小学校での学習事項を、演示によりポイントを押さえて

確認している。 

+ I-4 E 

1 31 ブドウ糖 ヨウ素液 わかりやすい演示 + I-3 D 

1 39 だ液がでんぷんを分解して、できるものは“ブドウ糖”で

よいか？ 

- I-2 E 

1 51 ブドウ糖の確かめをやっているが、本当にブドウ糖なの

だろうか、気になるベネジクト液は他の糖でも、反応す

るのではないか。 

- I-4 F 

2 1 生徒に確認をしながら演示実験をする注意も一緒に行

う 

+ I-4 A 

2 21 本時ではじめて扱う薬品名が黒板に示されている。 + II-2 E 

2 31 ベネジクト反応の結果を「お楽しみ」としている。ブドウ

糖の検出が目的であるから、変色の様子については実

験前に提示して、生徒に定着すべき事項である。 

- I-2 B 

2 34 操作上の安全に関するポイントを、わかりやすく確認し

ている 

+ I-3 E 

2 37 重要なポイントをきちんとおさえている。ベネジクト液の

標示も効果的 

+ II-1, II-2 D 

3 6 本時の操作（ワークシートの内容）を、黒板の紙によっ

て、ていねいに確認している。ポイントとなる操作は、実

際に演示しながら、わかりやすく示している。 

+ II-2 E 

3 11 プリントの拡大版が板書（標示）されていて、わかりやす

い。 

+ II-2 D 

3 14 方法の説明、何のための実験かということが伝わってい

るかどうか、意図より、やり方を重視 

- I-1 A 

3 28 図解してわかりやすく、進めている。 + I-2 F 

3 40 課題を言ってしまう授業の形式となっている - I-1 F 

4 1 ヨウ素をスライドガラスの上に４～５点とり、サンプルを後

からとるのはアイディア。ただし、“経時変化を調べる”

ことが説明されていない。（生徒は４～５点とる意味がわ

かっていたか？） 

+, - I-2  B 

4 31 加熱による危険の防止についてくり返して指導してい

る。 

+ I-3 B 

4 39 安全上のポイントを適確に押さえて、生徒に安心感を

与えている。 

+ I-3 E 

4 44 “協力”さりげなく、しかし、重要。 + III-2, IV-2 D 

4 49 実験の時間的なメドを与えている。 + III-3 E 

4 51 質問をきいていない。実験の説明を行っているが、教

師から生徒への一方方向のみ。 

- I-3 F 

5 16 “温度による違い”が条件にもかかわらず、温度の測定

を行っていない。 

- I-3 B 

5 26 生徒は、準備されたものを使って、全員で、実験に取り

組んでいる。 

+ II-1 F 

5 31 実験に用いる器具や材料の準備がよくなされており、と

りかかりの指示もわかりやすい。 

+ I-3 E 

5 33 道具、プリント等はすべてセットしてある。 + II-2 A 

5 35 班毎に実験セットが準備されており、スムーズにとりか

かることができた。 

+ II-2 B 

5 37 実験に用いる器具や材料の準備がよくなされており、と

りかかりの指示もわかりやすい。 

+ II-2 E 

5 51 あらかじめ実験器具を用意しておくことは時間短縮の

点では良いのだが、生徒の実験に対する準備を省くこ

ととなり、実験への主体性がそこなわれる恐れがある。

回数を重ねると生徒は要領よくできるようになる。 

- III-2 C 

6 16 実験の始めだからこそ、生徒からの質問は出なくとも、

一通り各班をまわってそのようすを確認すべきではな

いか。 

- I-3 C 

6 24 すぐに板書に入るが実験の進め方を確認したい - II-3 A 

6 27 グラフや表を教師が、黒板に準備し、次の活動が、スム

ーズに進められるように、している。 

+ II-2 F 

6 31 立って実験が行われている + IV-2 A 
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7 41 実験の進め方を１つ１つのテーブルをまわりながら確認

いいところには認めを行い、足らないところにはアドバ

イスを行っている 

+ II-3 A 

7 48 生徒の自主性を重んじて、良頑張ってみようや。 + III-2 D 

7 51 机間指導をし、質問を受けつける、呼びかけをしてい

る。 

+ II-3 E 

8 18 操作に手まどっている班を見つけて、すぐに、アドバイ

スを与えている。 

+ II-3 E 

8 21 「今日は、自分たちで、がんばってみよう」といっている

のに、デンプンをとる量が、大切だとヒントを言ってしま

っている。 

- III-1, III-2 F 

8 29 班ごとに指示を出している。生徒のようすを見て助言し

ている。時々励ましの言葉かけやほめる言葉かけをし

ている。これは生徒の意欲を高める点で効果あると思

う。 

+ I-3, II-3 C 

8 40 手ぎわよくできている班に、認める声かけをしている。 + II-3, IV-1 E 

8 43 早いじゃないか。 + IV-1 D 

9 11 協力して行っている班を認め、ほめる言葉をかけてい

る。 

+ II-3 E 

9 13 机間巡視で「きれいに分れてやっているね」と班の協力

を評価している。 

+ II-3, IV-1 B 

9 51 試験管にＡＢＣＤの符号が記入してある。 + II-2 B 

9 56 試験管をひやしてしまおうと、指示しているが、「班の中

で、役割を分担するように」と指示して、具体的な動きま

で、指示するのは、どんなものか、指示しすぎではない

か。 

- III-2 F 

10 11 あらかじめ冷やしておくことを全体に指示すべきであ

る。 

- II-3 D 

12 16 操作がうまくできない班に、範示して、やり方を説明し、

その後見まもりながらやらせてみている。 

+ II-3, IV-1 E 

12 19 １個だけやってあげる。 + III-2, IV-1 D 

12 31 できないところには教師がやってみせる。 + II-3 A 

13 14 操作の上手な生徒をほめる一言。 + II-3, IV-1 E 

14 17 適切な机間巡視 + II-3 D 

14 48 全体の活動の進ちょく、状況を確認している。全体をす

わらせて、集中させ、次のポイントを示している。 

+ II-3, III-1 E 

14 51 (4)まで終わったところを座わらせて、進行状況を見る。 + II-1 A 

14 53 効果的 + II-3 D 

15 16 ここまでの実験に生徒は落ち着いて取り組んでいる。

協力する態度も良い。先生の指示がすぐに通り、日頃

の授業での先生と生徒との良好な関係がうかがえる。 

+ IV-1, IV-2 C 

15 30 適切な指示しかし、全体への指導は、教師は、教室の

前（教卓のところ）で全体を見ながら行うべき 

+ II-1 ( - / II-

3 ) 

D 

15 51 ある一程の実験過程まで、進んだら、一斉に指示して

いる。同じ実験をやっているから、できることであるが、

何か、つまらない気がする。評価については、むずかし

い。 

- II-1 F 

16 6 だ液を加えた後、でんぷんのりとよく「かくはん」する指

示が必要であろう。 

- I-3 B 

16 41 実験の結果がより効果的になる方法を指示している。こ

れは結果が出た時の生徒への理解を考えればとても

良いことである。 

+ II-2 C 

17 1 だ液の量などへのこだわり（定量）についてはさせてい

ない、どうしてかについて説明してやりたい。 

- II-3 A 

18 11 各グループへ適切な指示や支援を送っている。声がけ

がすばらしい。 

+ III-2, IV-1 D 

19 4 ヨウ素液で、第１滴目の実験をやっているが、結果を見

ての感想や、考えを、教師が、言ってしまっている。 

- III-1 F 

19 16 ガラス板は、もう少し大きく、ホールがあるものがよい。 - II-2 E 

19 35 器具に不具合があるのを見つけて、すぐに対応してい

る。 

+ II-3, IV-1 E 

20 1 机間巡視でサンプルごとにスポイトを洗うことをくり返し

指示している。（プリントにもあるが）、全体で事前に指

示した方がよい。 

- I-3 B 

20 16 生徒に予想することを促している。 + III-2 E 

20 38 時間のメドを確認し、安心して実験できるような声かけ

をしている。 

+ III-3, IV-1 E 

21 31 良い結果が得られていることを認め、次の予想を促す

声をかけている。 

+ II-3 E 

23 41 ふきとり用の紙を配って、安心して実験できるようにさせ

ている。 

+ IV-1 E 

24 1 結果から考えられることを教師が言ってしまっている - III-1 A 

24 31 全体を見て、ワークシートの進み具合いを確認している + II-2 F 

25 1 次への指示をてきかくに行っている。同じ実験では、進

み具合いが、予想できるので、指示しやすい。かえっ

て、自主的な活動を止めてしまっている気がする 

- III-2 F 

25 6 良好、タイムリーな指示。 + III-1, III-3 D 

27 16 実験の結果に対して生徒に考えさせる点を大切にした

方が良いと思うのであるが、この場面では先生の方で

結果からわかることを言ってしまっている。生徒に問う

て、考えを促すようにすると良いのでは。 

- III-1 C 
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27 31 結果の確認をしている。 + III-1 E 

27 38 結果の見方を、言いすぎている。「どういうことなのだろ

う」と考えさせれてば、できそうな雰囲気が、ありそうな

のに、もったいない。 

- III-1 F 

28 1 ガスバーナーの着火にチャッカマンは良い。基礎操作

としては、マッチでやるべきだが、それが通過できてい

るとすれば良い。 

+ II-2 D 

28 24 ２年生であればガスバーナーを点火することはできると

思うので、生徒にやらせるべきである。その方が今後の

ためにも良い。 

- III-2 C 

28 31 ベネジクト液に入るグループに付きそってすすめる風

があるために、しめさせる 

+ I-3 A 

28 48 ベネジクトをはじめたグループを注目させ、注意を確認

する 

+ I-3 A 

28 51 早いグループを例に生徒による演示。適切なアドバイ

ス。 

+ III-2, IV-1 D 

28 57 注意事項を全体に言えている。 + II-3 F 

29 1 １つの班を例に次の実験の注意事項を全体に再確認

している。 

+ IV-2 E 

29 11 細かいことだが、試験管ばさみの位置はもう少し上の方

が良い。ガスバーナーの炎でこげる恐れあり。 

- II-2 C 

30 30 ベネジクト液に反応するかどうかを確かめる実験をやる

ように指示しているが、生徒から、必要性を感じている

だろうか。 

- II-3 F 

31 43 立ってやることを確認している + IV-1 A 

33 1 ガスバーナー～加熱のしかた。 + IV-1 D 

33 15 操作がうまくいかない班を見つけて、すぐにその場へ

行ってアドバイスをしている。 

+ II-3 E 

35 1 とまどっている班のところへ行って、アドバイス、手助け

をしている。 

+ II-3 E 

35 26 実験が失敗しそうであっても生徒にやらせるべきであ

る。かえってその方が生徒にとっては意味のあることで

ある。 

- III-2 C 

35 41 うまくいかなかった班には、気にしないように、うまくいっ

た班は、認める声をかけている。 

+ II-3, IV-1 E 

36 21 試量が少なくて、結果が、うまくでなかった班へは、もう

一度、やらせるべきではないか。他の多い班から、もら

ったらどうか、何のために同じ実験をやっているのか。

- II-3 F 

36 29 だいじょうぶですよ。 + IV-1 D 

37 1 加熱時には、班員の全員を起立するように指示してい

る。（突沸時に退避しやすい。） 

+ I-3 B 

37 41 名前を呼んで、うまくいったことを認める声かけをしてい

る。 

+ IV-1 E 

38 35 結果を言ってしまっている。正しいかどうかは、全体で、

確認しあった方が、よいのではないか、「こういう色にな

る」といってしまっては、そうならなかった。班は思考

が、止まってしまう 

- III-1 F 

38 51 実験終了、座わるの指示ノートのまとめに入っているか

は不明 

- III-3 A 

40 41 まちがえてしまったという生徒からの声に、安心させる

声をかけている。 

+ II-3, IV-1 E 

41 16 生徒が加熱する実験をし、その結果が出た。この生徒

にとっては「自分でやった」という意識がもて、結果も頭

に残っていくことだと思う。 

+ II-2 C 

41 21 すべての班を見とどけて、次の学習へうつる指示を出

している。集中するように、指示を出している。 

+ II-3, III-1 E 

41 39 きちんとやめさせた。 + II-1, IV-2 D 

41 44 全体の結果に対して、教師が、言ったものとの対比が、

なされているが、確認していない。 

- III-2 F 

41 51 実験結果を手際よく確認し、考察まとめのし方を、ポイ

ントを押さえて、簡潔に指示している。 

+ III-1, III-2 E 

41 59 全体交流、ベネジクトの変化を教師がまとめる。 + III-1 A 

42 1 結果の発表は、やはりほしいところ。教師の説明が“結

果”と“考察”が混在している。 

- III-1, III-3 B 

42 11 結果を整理してまとめるという点では先生がまとめた方

がわかりやすしかもしれないが、少くとも生徒が実験を

して結果を出したのであるから、生徒に確認しながら進

めて欲しい。 

- I-2 C 

42 56 せっかく生徒に考えさせる発問をしながら、先生自身で

答えている。良い発問なので、ぜひ生徒に聞いて欲し

い。 

- III-1 C 

44 31 時間の不足が予想された本時なので、板書の時間を

少なくするために工夫が必要。又、使用された文言は

プリントと同じことから、生トはプリントへ記入しやすくな

った。 

- II-2 ( + / 

III-1 ) 

D 

44 34 プリントへのまとめと、片づけを同時にやる指示を出し

ている。 

- III-3 E 

44 37 プリントの整理と片づけが、いっしょに、なっているのは

無理がありそうだ。時間的な、保しょうがないといけない

ような気がする。 

- III-3 F 
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44 41 結果の交流、まとめはなし、評価はどうするのか - III-1 A 

44 46 時間が気になるのはよくわかるが、プリントをまとめなが

ら、片付けはできない。少しでも生徒にまとめる時間を

とってあげたい。 

- III-1, III-3 C 

45 1 まとめの指示、片付け方の指示、５０分の中で終了でき

るようにしている 

+ III-3, II-2 A 

45 18 片づけ中も、班をまわって、安全な、合理的な片づけ

方を指示している。 

+ IV-2 E 

49 31 生徒の片付け、手際良い。協力的である。 + IV-2 C 

50 1 チャイムが鳴ったら、まず、着席してプリントの提出につ

いて話をするべき。かたづけも同様。 

- II-1 D 

50 41 片づけがすべて終ったことを確認し、落ち着いた雰囲

気で、授業を終えている。 

+ IV-1 E 

51 51 終わってからも、理科係さんが、最後まで片づけを手伝

って、いい関係が、うかがえました。 

+ IV-1, IV-2 F 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(2)：第一分野「燃焼の定義」（JP28） 

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 21 チャイム前にすでに生徒たちが着席している。 + IV-2 D 

0 46 チャイム後すぐにあいさつの号令あり。 + IV-2 D 

0 47 チャイムで授業が落ち着いてスタートできた。 + IV-2 C 

0 51 「欠席者分のプリントをとってください」と欠席者を配慮

してプリントを配付している。 

+ IV-1 D 

1 0 学習課題の明確な提示なし、プリントに書いてあるもの

の意識づけ弱し。 

- I-1 E 

1 1 プリントを配るのがおそい 生徒はしずかにまってい

る。 

- II-1, IV-2 B 

1 3 欠席者へのプリントの配慮がある。 + IV-1 C 

1 42 「それではプリントを読んでくれる人大募集したいと思

いますが」と生徒の意欲を高めている。（ただいつもこ

ればかりだと、手を挙げる人は固定的なものにおちい

る）。 

+ III-2 D 

1 47 学習に参加する雰囲気作りが行われている。 + IV-2 A 

1 51 プリントを読んではじめること！！事象提示としては× - I-1 B 

1 56 生徒がプリント質問１を読んでいる。生徒に主体性をも

たせようとしている。 

+ III-2 D 

2 1 いきなりプリントを読ませ教えこむという姿が強い。 - I-2 C 

2 11 全員が静かに聞いている。 + IV-2 B 

2 21 生徒の希望をとって読ませる。目的をはっきりさせてい

る。 

+ I-2 F 

2 38 イスの木片にライターで火をつけようとする。すすがつく

だけであることを確認させている。 

+ II-2 D 

2 41 イスの木を出して来て火をつける。ダイナミックで良い。

燃えないこと確認。つまようじ、鉛筆けずりのカスを使

う。日常的なものを使っていて良い。 

+ II-2 F 

2 46 身近な素材を教材化し、生徒の生活体験と学習課題を

結びようとしている。 

+ II-2 A 

2 48 木材、揚子など、身近かなものを準備して、効果を上げ

ている。 

+ II-2 E 

3 11 「燃えないんですよ、そうかんたんにね」とすぐ事象に

ついて教師が解説してしまっている。生徒たちに考えさ

せるべき。 

- III-3 D 

3 21 同じ木を細かくする（鉋で削るなど）、生徒にやらせて

みるとさらに理解が進むのではないか。 

- II-2 A 

3 23 「これは何ですかそうつまようじ」「すぐ燃えるね」。木片

と比較して、うまく事象を提示している。 

+ II-2 D 

3 31 事象提示による意欲づけと方向性を出そうとしている + I-2 C 

3 33 比べながら事象提示させている + III-1 B 

3 41 鉛筆のけずりかすが一層燃えやすいことも事象を提示

している。 

+ II-2 D 

3 51 鉄板を使う。スチールウールとの比較をする意味で良

い。 

+ II-2 F 

3 56 鉄板にチャッカマンで火をつけようとしても燃えなく、す

すがつくだけである事象を提示している。 

+ II-2 D 

4 11 スチールウールは燃えるか燃えないかプリントの３択で

事前の予想をたてさせている。 

+ III-1 D 

4 13 スチールウールが鉄であることを示す。燃えるかどうか

を予想させる。 

+ III-2 F 

4 26 予想を立てさせる、理由を書かせることにより、自分の

考えを把握させている。燃やす方法を工夫させるのも

よいのではないだろうか。 

+ III-2 A 

4 31 いつものように三択というパターンは生徒の思考を制限

してしまうことも考えられる 

- III-1 C 

4 41 「○をつけたら理由をかいてください」と予想の理由を

考えさせている。 

+ III-2 D 

4 43 指示に従ってＰがノート、つぶやき + IV-2 B 

4 50 予想を立て、理由をかく、考える時間を十分にとってい

る。 

+ III-3 E 

5 1 課題はきちんと記入（板書）したい - I-1, II-2 B 

5 25 「理由はできるだけかいてほしいけど、どうしてもかけな

いときはいい」といろいろな生徒に配慮しいてる。 

+ II-3 D 

5 31 予想に対して根拠づけを要求してみえるところが、思考

を深めさせている。 

+ III-1 C 

5 35 「おねえさん何をやっているだよ、授業中に」と注意の

しかたがうまい。 

+ IV-1 D 

5 51 机間巡視、生徒の記入の様子を確認 + II-3 F 

6 7 ワークシートにそっての学習 - II-2 B 

6 36 選択の形式を取り入れ、学習に参加する障壁を下げる

工夫がなされている。 

+ III-1 A 

6 37 「後で変えるのはけっこうですから、とりあえず最初に思

ったところに手を挙げて」と、そのときの状態を把握しよ

うとしいてることと、考えは、徐々に変わっていいんだと

いうことをしめしている。 

+ II-3, III-1 D 

6 41 クラスの予想の全体のようすを確認して生徒にその実

態（ア２７人．イ５人．ウ３人）をしらせている。 

+ II-3, III-2 D 
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6 43 予想の発表 + III-2 F 

7 1 予想をかかせて、人数を板書Ｐは集中！！ + III-1 B 

7 34 「あれ○○いつきた」と一人の生徒の存在を把握してい

なかった。 

- IV-1 D 

7 41 途中入室の生徒にことばがけ。 + IV-1 B 

7 51 理由を口述させることによって、個々の生徒に自分の

考えを整理させろとともに、周囲の生徒には多様な考

え方を提示して、思考を刺激している。 

+ III-1 A 

7 53 理由の発表 + III-1 F 

7 57 予想している人数の少ないウからの予想の理由を確認

している。 

+ III-2 D 

8 31 ア～の順にどんどん、スピーディーに意見をきき（指

名）発表させている。 

+ III-1 B 

8 41 小学校でやったをそのまま意見として取り入れている。 + IV-1 F 

9 5 Ｏ２の中でのＦｅの燃焼の経験・全員の定着を確かめた

い。 

- I-4 E 

9 21 議論を通して個々の知識の共有化を図り、思考を深め

る工夫がなされている。 

+ III-3 A 

9 22 「じゃ今、アイウそれぞれの理由をいってもらいましたの

で、質問でも意見でもあったらいってください」と学級で

考えを深めようとしている。 

+ III-3 D 

9 23 質間の時間をとる。 + III-3 F 

9 27 「敵をつぶすという例のやつ」という表現をしたが「ディ

ベイト」とか別の表現をした方がよいのでは。 

- IV-1 D 

9 31 予想の根拠づけについて、戦わせることにより、考えを

深めさせることができている 

+ III-1 C 

9 33 相互交流するための、積極的な意見交流 + III-2 B 

9 41 異なる考え方への質問の時間を十分にとっている。 + III-2 E 

9 51 ウの加熱の程度によって燃えるという考えの３人に、ど

の程度に加熱すると燃えるのかを確認している。 

+ II-3 D 

10 54 スチールウールにチャッカマンの火をつけて、ふいて、

はげしく反応させている現象をしめして「この状態を燃

える燃えない。どちらでしょう」ときいている。 

+ I-1, II-2 D 

11 1 話し合いの時間の十分な保障！！ + III-3 B 

11 6 スチールウールの燃える状態を燃えていると判断する

か燃えているとちがうと判断するかを断定しないで、考

えさせる。 

+ III-1 F 

11 11 演示実験より先に、生徒に個別（班）実験をやらせた方

がインパクトもあり、効果的ではないか。 

- II-1 A 

11 22 「ア．イ．ウのうち、これはちがうというのはどれか」を発

問し、理由なく感覚的に教師が「ウがちがうね」といって

いるが論理性にとぼしい。 

- III-1 D 

11 31 事象をみせながらの問いかけ。 + III-1 B 

11 33 全員の納得の上で、間違った考えを否定していく。 + III-1 E 

11 39 燃えたと思う人、燃えていないと思う人の人数を確認し

ている。 

+ II-3 D 

11 41 燃える判断について生徒の意見を聞いている。 + III-2 F 

11 44 燃えていないという人に燃えていないと思うその考えを

きいている。 

+ III-1 D 

11 51 燃えていないという人の考えが分かりやすくするため、

燃えて炎を出している現象を見せている。 

+ II-2 D 

11 53 もえる、もえない…科学的な思考を追求している。 + III-1 E 

12 1 もえているということの定義へのこだわり。 + I-4 B 

12 7 “燃える”という言葉の解釈にとらわれすぎているように

思う。むしろ、何種類かの物質を与え「どれが燃える

か？」式に、サラッとまとめてもよいのではないか。 

- I-2 A 

12 55 次のページのプリントを配付して全生徒に行きわたるこ

とを待って、「次の人よんで」とした。 

+ II-3 D 

13 1 課題、ぎもん、プリントに記してあることのよませての説

明 

- I-2 B 

13 4 結果をプリントを読んで確認。丁ねいでよいが、ＯＨＰ

やＯＨＣで示しても良い。 

+, - II-2 F 

13 31 生徒との人間関係が温かくなり立っている。■印と※印

の違いに対するこだわり 

+ IV-1 C 

13 56 「『プリントは、火は燃えひろがる』と書いてあるね。です

から、これの正解は不満もあると思うけどアなんです

ね。大多数の人おめでとうございました。結果としてち

ゃんと書いておいてね。」としているが、燃えひろがると

書いてあるから燃えたんだとするのは探究の意味がな

い。 

- III-1 D 

14 2 「書いてあるから正解」はやや疑問。言葉の定義は約

束事だから、ある程度早い時期に示しておいて、実際

の現象を当てはめたり、与えはまる現象を探したりした

方が効果があるのではないだろうか。（ＶＴＲの授業で

は後で扱っている） 

- I-2 A 

14 19 スチールウールを市販のボンスターを見せて身近なも

のを感じさせている。 

+ II-2 D 

14 21 ボンスターの入れものの提示 + II-2 F 

14 23 「燃焼」と決めつけるのにやや無理がある。 - III-1 E 
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14 51 生徒に個別（班）実験をやらせる方が効果的ではない

か。 

- II-1 A 

14 53 燃焼用の皿、チャッカマンの実験器具の準備のため、

生徒がよく動いている。 

+ IV-2 D 

15 1 準備のときのスピーディーさ。 + IV-2 B 

15 4 スチールウールをうしろにまわすように配付したが男子

生徒がスチールウールを投げてうしろに渡した。燃焼

皿やチャッカマンと同じく取りに来らせた方がよかったと

思う。 

- I-3 D 

15 12 実験準備不足。 - II-1 E 

15 31 「そのまま、まとめて火をつけた後、少しばらして一部に

火をつけて、火をつけて前と後で違いがないかみてく

ださい」と適切な指示をしている。 

+ I-3 D 

15 33 スチールウールと生活体験の関連性のせつめい + II-3 B 

15 51 実験の指示 + I-3 F 

16 4 課題を明示している。燃やすことと、燃やした後の物質

の変容の２つが課題であることを、並列で示すとさらに

わかりやすいのではないか。 

+ I-1 A 

16 11 ストローを与えて、息を吹きかけるように指示するなど、

完全燃焼に近い状態を作るための工夫が欲しい。（息

を吹きかけるアドバイスは、後に成されているが実験前

の説明に含めた方がよいのではないか） 

- I-3 A 

16 31 すわっての実験、危険！！ - II-1 B 

17 7 机間準備、実験がどの程度進んでいるかの確認。 + II-3 F 

17 11 子供が課題を自分でもって意欲的に実験をしていた。 + IV-2 C 

17 13 「そのピンセットどうしたの？」「マイピンセット」「なぜそ

んなものをもっているのだ。きみはすごい。」と対応して

いる。生徒を観察し、危機管理をしっかりしているし、生

徒への対応がうまい。 

+ II-3 D 

17 29 各テーブルを回ってのいろいろな言葉がけ。（息ふきか

ける、ｅｔｃ） 

+ II-3 B 

17 31 教師の「ふーふーって、息をふきかけてごらん」など、タ

イムリーな助言があってよい。 

+ II-3 C 

18 11 「もっともやしていいんです。遠慮しないで」と実験を促

進している。 

+ II-3 D 

18 21 生徒の冊子の表と裏の表紙のイラストに対してもコメン

トを出し、生徒のよさを認めている。 

+ IV-1 D 

18 47 実験・観察の結果の共有化が図られている。記録・提

示・共有化が望ましい。 

+ III-1 A 

18 49 実験中に全生徒に指示を与えるときに「シー」とうまく集

中を高めた。 

+ II-3 D 

18 53 「燃やす前と燃やした後では、スチールウールに何か

変化がみられたか」と変化を確認するようにしている。 

+ III-2 D 

19 0 「色が変わった」「かたくなった」「ぼそぼそになった」

「つぶつぶ」といった生徒の表現によっていろいろな変

化を言わせた。 

+ III-2 D 

19 1 結果の発表。生徒の意見を受け入れている + III-1 F 

19 3 Ｔのといかけに自由でどんどん意見を言うＰの姿、しつ

け、ｅｔｃすばらしい。 

+ III-2 B 

19 21 生徒の意見交換、活発。 + III-2 E 

19 24 「じゃ次のページ配るから」と活動を制御している。探究

の流れが中断して生徒の主体性や思考の流れをとめ

ている。 

+ III-2 D 

20 1 ここまでプリントを次から次へと配りよませていくたけで

よいか？Ｐの言葉で、まとめ、板書することが大切では

ないか？ 

- III-2 B 

20 25 “読ませる→実物で具体的な現象を確認させる”で、定

着を図っている。やや見えにくいので、ガスバーナーを

使って個別（班）実験をやらせるとか、ＣＲＴで拡大しモ

ニターに写すなどの工夫が欲しい。 

- II-2 A 

20 55 「じゃ、そこまで説明します。」プリントを読ませて、その

解説のためガラスを加熱している。プリントを読まず、そ

の資料も与えない状況で、最初からガラスを加熱して

直接、自然事象（この場合ガラスの加熱による赤熱と冷

えてもとにもどってガラスそのものは変化していないこ

と）を確認させ、事象と生徒の観察及び思考を深めて

いくことが大切である。最初にプリントで課題提起する

方法は本質的に理科ではなく、読みもの解説となって

しまう。 

- III-2 D 

21 1 「燃える」プリント読む。ＯＨＰ、ＯＨＣでも良い +, - II-2 F 

21 11 ガラスを熱する。話しだけでなく、実際に示している + II-2 F 

21 13 ガラス棒の加熱。→ガラス管の方がはやい。演示でな

く、生徒実験にしたい。 

- II-2 E 

21 52 ガラスが赤くなり、曲がり、とけてきたことを確認させてい

る。 

+ II-2 D 

21 54 ガラスの燃焼！！への生徒の集中 + II-2 B 

22 21 ガラスの赤熱状態を、机間を教師がまわりながら生徒

に観察させている。携帯用のガスバーナーの特徴をう

まく生かしている。 

+ II-2 D 

22 31
ガラスの実験、生徒の間近すぎる、暗い部屋で行う、キ

ケン！！̶工夫を！！ 
- II-2 B 
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22 33 
演示実験を一人一人に見せれるように巡回をしている

（ガラスがとける） 
+ II-1 C 

23 25 
「おたるの旅行のガラススタジオで赤くなったのを見な

かったですか」と生徒の体験を思い出させている。 
+ I-4 D 

23 31 小樽へ行った時の話題 + I-2 F 

23 44 

「またもとのガラスにもどっています」と教師が観察して

結果を言っていて、生徒に観察させて結論を出させて

いない。 

- III-1 D 

23 46 
赤くなる→もえる（Ｐも言う）→赤さきえる→もえないこの

ストーリーはおかしいのでは？ 
- III-1 B 

24 1 
紙の燃焼、ガラスとの比較を行い燃焼が化学変化であ

ること考えさせている。 
+ II-2 F 

24 51 

「火が消えたあとに残るものはぼろぼろで、もう前のよう

に火をつけることができません。」とプリントを読んでそう

かどうかを確かめてください。このような授業の展開で

は、探究の流れや思考の流れが他動的（プリントで）自

分たち（生徒による）探究の流れをつくっていない。 

- III-1 D 

24 59 
教科書（プリント）の文の検証実験のみに終わってい

る。この授業の流し方は好きでない。 
- I-2 C 

25 1 
再び燃焼後のスチールウールへの加熱、実際に確か

めさせている。 
+ III-1 F 

25 4 
「本当に火がつかないかどうか、燃やしたあとのものに

火をつけてください。」と実際に調べさせている。 
+ III-3 D 

25 46 

完全に近く燃焼させる方法を指示しておいた方がよか

った。（あるいは、よくほぐした状態・堅く丸めた状態、

火をつけたままのもの、息を吹きかけたもの、等を比較

してみると、次の時間へつながるのではないか） 

- I-2 A 

25 11 
もやしたあとに火をつけてももえきっていなければもえ

る。“もやしたあと”という断定でよいか？ 
- I-2 B 

26 1 

検証実験で進めているが、どの班にも、それを確かめ

る活動を行わせているところは、理解につながってい

る。 

+ I-2 C 

26 9 

「燃やした前のものと燃やした後のものとは違う」と教師

が生徒に判断させずに言ってしまっている。結果から

結論を出すことを生徒からうばってしまっている。 

- III-1 D 

26 31 板書によって、授業の流れをまとめる工夫が大切。 - II-2 B 

27 6 
「火が出てないから燃えてない。」という生徒の意見を

プリントを読むや実験を通して、修正を行っている。 
+ I-1 F 

27 9 
身近なものを教材にした具体的な提示が行われてい

る。 
+ II-2 A 

27 16

せんこうに火をつけて、炎をあげているときのものと炎

はでていないがけむりを出しているものをみせて、どち

らも燃えている現象であることを確認させている。 

+ II-2 D 

27 18 線香の火を使って、燃えることの確認。 + II-2 F 

27 29 線香、ヒーター（ニクロム線）など。 + II-2 E 

27 55

「プリントに線を引いてください。下から６行目。」「その

ものが変化してしまったときは、そのものが燃えたとい

います。」「炎はとりあえず関係ないのでございます。」と

炎に関係ないことを生徒に気づかせようとせず、プリン

トに書いてあるからそうなんだという法方で学習させて

いることが、問題である。 

- III-1 D 

27 56 線を引かせる、学習内容の定着を図っている。 + I-4 F 

27 59
アンダーラインを指示して要点を印象づけ、見直しを容

易にしている。 
+ I-4 A 

28 6 炎の有無と燃焼の関係を強調し、確認している。 + I-4 E 

28 21
ガラス形かわった！！→もえるのでは？このあたり不鮮

明 
- I-4 B 

28 31

「電気ヒーター赤くなっているのでわかる」と電気ヒータ

ーに電流を流して、赤熱状態をみせ、電流をとめたらど

うなると観察させている。黒くなることを確認させ、灰に

ならず線香とちがうことを認識させている。 

+ II-2 D 

28 33
身近なものを教材にした具体的な提示が行われてい

る。 
+ II-2 A 

29 1 電熱線を熟する。 + II-2 F 

29 17 使い捨て電気コンロ。 + IV-1 F 

29 21
教えこみのタイプではあるが、燃焼という定義を事象提

示により確かめさせているのがよい。 
+ I-2 C 

29 27 ガラスと線香！！による“もえる”ということの定義！！ + I-4 B 

29 31

「いよいよ問題です。」といってプリントを配付する。探

究の流れを中断して（おあずけと同じ）、教師が知的好

奇心を無理やりプリントでつくっている。うまく探究を続

けその流れからわきださせるようにすることがよいので

は。なぜ、プリントで問題提起をするのだろうか。 

- III-2 D 

29 41
もえている̶赤くなっているとの関係、をこれたけては、

×！！ 
- I-4 B 

30 1 
何度もくりかえされているが、きちんと作業しているＰた

ち。 
+ IV-2 B 

31 1 
上皿天びんの紹介、何につかったか？月でも使える…

などの話の中で紹介（提示） 
+ I-4 B 

31 3 
上皿てんびんの実物を提示して、質量をはかる器具で

あることを生徒に確認させている。 
+ I-4 D 
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31 21 
上皿てんびん、てんびんの針のふれについて触れて

おきたい̶実ケン後の確認段階にもひびいている。 
- I-2 E 

31 51 
結果を予想させ、思考の道筋を立てる援助にしてい

る。 
+ III-2 A 

31 56 

スチールウールの燃焼、予想を選択性にするのはやは

り好きでない。思考を制限するというか弱めてしまう。理

由がかけない生徒が多いことから、それを強く思う 

- III-1 C 

32 5 
予想を書かせ、理由も書くようにしている。相談はしな

いよと自分の思考を大切にしている。 
+ III-1 D 

33 19 机間指導における言葉かけ、のＴとＰの雰囲気！！ + II-3, IV-1 B 

33 21 いくつでも書いて良い。 + III-2 F 

33 26 
「理由を書いてね」としているがプリントに理由を書く欄

がない。 
- II-2 D 

34 16 まだ迷っている人いますか！ + II-3 F 

34 27 学級で全員の予想の結果を確認している。 + II-3 D 

34 31 
生徒の意見をとり上げ集計、板書意見をきいている‥

‥！！ 
+ III-1 B 

34 37 板書・図示、わかり易い + II-2 E 

34 51 

疑問・質問タイムによって、多様な考え方や問題点を

共有できるように工夫している。また、議論させ、揺さぶ

ることによって思考を深めている。 

+ III-1 A 

35 21 少ないところから意見をとり上げるＴの姿勢！！ + III-1 B 

35 27 
「理由をきいていきます。」と予想の理由を発表させて

いる。 
+ III-3 D 

35 31 
「理由を書いていたじゃないですか」「…」「それも立派

な理由です」と生徒に自信をもたせようとしている。 
+ III-2 D 

35 33 
少ない方きいていきます。少数意見の立場を大切にし

ている。 
+ III-3, IV-1 D 

35 36 理由を聞く机間巡視の中から指名 + II-3 F 

35 55 十分なる討論の時間が与えてある + III-3 B 

36 27 
予想の交流がきちんと位置づけられている。（生徒の知

的レベルが高く、平均している。） 
+ IV-2 C 

36 43 

「七りんに灰を入れてあおぐと灰がとんでいくので（生

徒）」「へたすると灰まみれになってしまう（教師）」この

やりとりでは、生徒の考えをきちんと受けとっていない

で、ちゃかしている。 

- III-2 D 

37 25 
積極的に考えをのべ合える、Ｐの交流、自由討論のす

ばらしさ、Ⅲ－２これまでのきたえ方では？ 
+ IV-2 B 

37 27

「ウの人に質問、燃えて変わったんだから重さも変わっ

たんじゃ」「見た目だけ変わったんです」という生徒間の

やりとりは、とてもおもしろい。燃焼の本質的なものにせ

まれるやりとりだと思う。 

+ III-1 D 

37 51 意見変更の理由を聞く + III-2 F 

37 59

「少ない方がチャンスある（生徒）」「ないよ。一人正解の

ときですから（教師）」このやりとりは意味不明で、理科

的でない。 

- II-3 D 

38 26

実際にやってみせるのはよい。やや見えにくいのでは

ないかと思う。（ＴＶモニターに大写しするなどのプレゼ

ンテーション方法や、黒板に貼りつけられる演示用の

大型吊り下げ天秤を使うなど大型で変化がよくわかる

教材の開発、または個別実験の工夫が欲しい。また、

スチールウールの燃焼は天秤の上で行い、重さの変化

がダイナミックにわかるようにしたい） 

+ II-2 A 

38 31

燃焼させて質量が変わる実験は演示ではなく、生徒に

やらせたい。これだけ生徒も目的がしっかりしていれば

実験方法などに工夫をしながらできるだろう。 

- II-1 F 

38 58

上皿てんびんでつりあいは、指針の振れが左右等しく

なるかどうかでみるのだが、とめてみている。上皿てん

びんをもう少し高い台におかないと全員がみにくい。 

- I-2 D 

38 59 てんびんのつりあい、針を左右にふらせたい。 - I-2 E 

39 1 
Ｆｅの燃焼。教師の演示だけでなく各班で、やらせた

い。（電子てんびんを活用するのも有効） 
- II-1 C 

39 41 生徒実験にしたい。 - II-1 E 

39 43
全体で１つ１つ、やらせたい！！このことが最も行わせ

るべきことではないか？ 
- II-2 B 

40 25

「ここで失敗するととてもかなしいな（教師）」といってい

るが、普通なら「さあ、燃えたあと質量はどう変わるか

な」と知的好奇を高めるべきである。失敗する、しないと

かは真理の追求の姿勢とは違う。 

- III-2 D 

40 57
スチールウール 分銅 もやしてのせなおして重くなる

この方法の方がよい！！ 
- II-2 B 

41 1 
提示する位置が、低すぎる！！（スチールウール、天

びん） 
- II-1 B 

41 19

「見においでよ」といっているように、全生徒に見づらい

と思うなら、よく見えるようにもう少し高い所で、実験をや

って見せるべきである。（できれば生徒実験にするべき

である） 

- II-1 D 

41 54
「さっき針はどこにあった」といっているが針ではなく指

針というべき。 
- I-4 D 

473 / 504



41 56 

「さっき、真ん中にあった。今は右にある」といっている

が、つりあいは指針がふれている状態でみることが無

視されている。 

- I-4 D 

41 59 

「右にあったということは」「軽くなったの重くなったの」

「正解はここです。重くなったです」（生徒の予想をあて

たことによる喚声があがる。）「ということでイの人が正解

です」予想があったかどうかに価値をおいている感じ

で、予想の正解はどうなのか予想が正解だったかどう

かを問題にしているようになってしまっている。実験の

結果がどうなるのか、その結果の意味することはどうい

うことなのかを深く考える場がない。何のための実験で

探究なのか疑問である。 

- III-2 D 

42 16 

「で、今日はここまで」「いつものように感想を書いてい

ただきます。」となってしまった。ここまでやったなら、き

ちんとスチールウールは燃えて、赤くなって燃え、冷え

てももとの鉄にはもどらず性質の違う物質に変わり、し

かも質量も変わり大きくなっているんだという事実をしっ

かりまとめるべきであった。さらになぜ質量が大きくなる

のか」の発問をして、次の探究の課題意識や探究の方

向性をしめすべきだったと思う。 

- I-1, III-2 D 

42 18 なぜ重くなったかについて、考えるような指示がない。 - III-1 F 

42 23 次時への予告等、なし - I-1 E 

42 47 

感想用紙はとてもよい。「何がわかったか」「どうしてそ

れがいえるのか」「疑問はないか」「それを確かめるのに

はどうしたらよいか」などの、観点をいくつか設けておく

のもよいのではないか。自己評価は、授業評価と分け

て質問してもよいのではないか。 

+ III-1 A 

42 49 

「実験の結果をきちんと記入しておいてくださいね、正

解はイですよ」この教師の指示は何だろう。結果を正解

や不正解と表現するのは適切でない。 

- III-2 D 

43 1 
感想の記入、感想という項目だけでなく、わかったこと

という項目が欲しい。 
+ I-4 F 

43 3 
感想の記入、感想という項目だけでなく、わかったこと

という項目が欲しい。 
- I-4 F 

43 5 感想を考えて書かせるという場があってとってもよい。 + III-3 C 

44 12 

感想用紙の生徒の記入事項に「予想がはずれてくやし

い」と書いてある。授業が探究というより、予想のあたり

はずれが中心的価値となっている徴候のように思われ

る。 

- III-1 D 

44 32 
感想が書き終わるころの間をみて、後片づけの指示を

している。 
+ II-3 D 

44 34 授業の反省をきちんとかいている生徒 + IV-2 B 

45 1 文章で分かりやすく感想がかけるとよい。 - IV-2 C 

45 41 あとしまつの時間の確保！！をたっぷりととる。 - III-3 B 

45 46 全員で協力して、あとしまつ、プリント提出している。 + IV-2 B 

46 1 
班でまとめてノートを出すとか片づけるとかという仲間で

動けるということを大切にしたい。 
- IV-2 C 

46 26 きちんと整理されている理科室・環境。 + IV-3 B 

47 5 期末の順位が配られるということに驚き。 - IV-1 C 

49 31
内容の一問一答式の進め方、理科の授業としては、よ

ろしくないと思う！！ 
- I-2 B 

49 33
実験終了後にその内容から得た事実や考えを書かせ

て、自分の考えを構築する場面がない！！ 
- III-1 B 

49 35 教師の語り方が人間味がある。 + IV-1 B 

49 37 全体を通して、良好。 + IV-1, IV-3 E 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(3)：第一分野「物質の変化」（JP43） 

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 29 本時に用いる実験用具の確認をしている。 + I-3 B 

0 32 全員がそろっていないのに実験器具の確認 - II-3 D 

1 19 始業時、終業時のあいさつをきちんとするよう指導がい

きとどいている。 

+ IV-2 B 

1 29 前時の学習内容を確認 + I-4 D 

1 49 前時の内容の復習を行う。 + I-4 A 

1 59 前時の内容と関連づけて本時の課題を提示 + I-1 D 

2 4 復習内容を生徒から引き出し思い出させようとしてい

る。 

+ I-4 A 

2 17 生徒の予想を述べさせている。何人かの考えを発表さ

せると更に良い。 

+ III-1 C 

2 52 水素と酸素の反応の演示を行う際の導入に工夫が必

要。また、見にくいので生徒に見やすくする工夫が必

要。 

- I-1, II-1 B 

2 59 前時の復習について、言葉のみでなく実際に演示実

験で見せながら進めている。 

+ I-4, II-1 E 

3 36 水素と酸素の反応について、ていねいに説明し、爆発

の実験で生徒を注目させている。 

+ I-1 E 

3 39 興味をひく演示実験 + II-1 D 

3 44 混合気体を点火し、水を合成し生徒の興味・関心をひ

く。 

+ II-1 A 

3 46 水素の燃焼を行い音で生徒を引きつけている。 + II-2 C 

3 48 水の合成実験を簡易的に行なって生徒のおどろき興

味をひき集中度を上げている 

+ I-2 F 

3 52 演示、音による効果的な演示、生徒が注目するように

なる。 

+ II-1 B 

4 12 水素と酸素の反応によって、水ができることを演示実験

で確認している。 

+ II-1 E 

4 29 水の電気分解の演示で、見やすい位置に移動させる

べきである。 

- II-1 A 

4 49 教師の演示実験を集中て観察する雰囲気がクラス全

体にある。 

+ IV-2 F 

5 57 うしろの生徒も見られるような配慮が必要である。 - II-1 C 

5 39 点火前の混合気体を観察させ、注意深く見るようにさ

せる。 

+ III-1 A 

5 49 反応後の管がどう変化するか透明度に注目させてい

る。 

+ I-2 E 

5 54 演示実験が見にくい。 - II-1 D 

6 3 生徒に実験結果を確認させている。 + III-1 C 

6 10 白くくもったことが「本当に水ができたことなのか」生徒

に伝わっていないようである。 

- II-3 B 

6 14 管の中が、白くくもっている結果について、水ができた

ことを示そうとしているが、やや誘導的な言葉がけであ

る。 

- I-2 E 

6 43 「水ができた」という結果をくもったということだけで、進

めようとしている。 

- I-2 E 

7 25 鉄と硫黄の変化について、課題に進めようとしていが、

導入のし方が、やや強引であり、むすびつきが弱い。 

- I-1 E 

7 29 本時の課題を提示 + I-1 D 

7 41 鉄と硫黄について、どんな物質かを、説明している。 + III-1 C 

7 49 鉄と硫黄について、生徒の経験から、思い出させ、関

心を高めようとしている。 

+ III-1 A 

8 14 本時の課題を集中して聞こうとする雰囲気ができてい

る。 

+ IV-2 A 

8 27 鉄と硫黄の化学変化について生徒に課題が明確にな

るように強調した口調で進めている。 

+ I-1 E 

8 49 前時の復習から本時の課題を明らかにし、板書してい

る。これを生徒がノートし意識を高めている。 

+ I-1, I-4 F 

8 52 ノートに記述させる時間を確保している。 + III-3 C 

8 56 理科学習カードにある“ねがい“は誰のためのねがいな

のか？なぜ本時の学習、実験があるのか伝わっていな

い。 

- III-1 B 

9 14 板書を写す時間をしっかりとっている + III-3 A 

9 33 鉄と硫黄をどう結びつけるのか？という質問から、実験

の方法をどう行うか、加熱の方法をとることを、明確にさ

せている。 

+ I-2 E 

9 53 大きい声でと促している。 + IV-1 C 

10 9 あらかじめ、説明の図を用意するなど、分かりやすくな

るよう工夫している。 

+ II-2 A 

10 22 実験の方法について、模造紙にまとめ、図を入れなが

ら、わかりやすく生徒につたえようとしている。 

+ II-2 E 

10 29 実験方法の説明を提示しわかりやすく確認 + II-2 D 

10 34 学習カードおよび掲示をつかって実験の方法を説明し

ている。 

+ II-2 B 
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10 39 実験方法を分かりやすく説明できるよう、プリントの他

に、模告紙を準備している。更に色などをつけて見や

すくしている。 

+ II-2 C 

10 56 鉄と硫黄のまぜ合わせ方や必要な薬品の量など模造

紙に色わけして、強調してある。 

+ II-2 E 

10 59 本時の実験手順をあらかじめ模造紙に記入用意して

おき、スムーズな実験説明を行っている。 

+ II-2 F 

11 49 実験方法のコツなど、わかりやすく、手順を追って説明

している。 

+ I-3 E 

12 39 反応が始まったときから、砂皿へうつす目安を要領よく

説明している。 

+ I-3 E 

12 57 反応後の物質のちがいについて、磁石へのつき方など

強調しながら説明している。 

+ I-3 E 

13 50 硫酸との反応についての方法まで、要領よく説明して

いる。 

+ I-3 E 

14 4 硫化鉄と塩酸の反応において硫化鉄は全部、使う必要

はない。硫化水素が出すぎて危険である 

- I-2 A 

14 49 ワークシートにねがい、課題を記入させることで学習に

対する意識を高めている。 

+ II-2 D 

14 44 生徒の課題を教師が指示する形になってしまってい

る。 

- III-2 A 

14 39 手順がよく、説明について、生徒がよく集中して聞いて

いる。 

+ IV-2 E 

15 14 課題をカードに記入することで、実験の目的を伝えよう

としている。 

+ I-1 B 

15 49 本時の課題を明確に板書してノートに記述させてい

る。 

+ I-1 C 

16 23 今日の実験の注意について、方法の説明とわけて、し

っかりと説明しており、わかりやすい。（ロートの使い

方、においのかぎ方、換気など） 

+ I-3 E 

16 26 実験上の注意点を確認している。 + I-3 B 

17 34 注意点をしっかり伝達している。特に、においのかぎ方

はこの実験では大切である。 

+ I-3 C 

16 49 実験の注意事項をしっかりと確認している。 + I-3 A 

17 24 実験の安全確認 + I-3 D 

18 14 細かい準備について、用意をすませており、手際がよ

い。 

+ I-3 E 

18 29 実験準備の指示が的確である。 + I-3 A 

18 52 生徒の聞く姿勢がよく、よく説明を聞き、手順について

注意深く行動しいてる。 

+ IV-2 E 

19 3 薬品の配布について、生徒に手際よく行っており、能

率がよい。 

+ I-3 E 

20 4 机間指導を行ないながら実験が円滑に進むように助言 + II-3 D 

20 18 実験によく集中しており、むだ話も少なく能率よく実験

にとりくんでいる。 

+ IV-2 E 

20 46 ガスバーナーの使い方の注意を加えている。 + I-4 E 

20 24 各グループの机間を巡り、適切なコメントを与えてい

る。 

+ II-3 C 

21 28 実験の進行状況を把握しようと、全体的にまんべんなく

行っており、注意や励ましを各生徒に声がけしている。

+ II-3 E 

21 33 机間循視をしながら実験の進度を把握しながら、適切

な助言を行っている 

+ II-3 B 

21 39 素速い動きで、実験をよく支援するよう心がけている。 + II-2 A 

23 36 生徒への援助をまめに行っている。（ロートを行って、

アルミホイルの筒に混合物を入れるなど） 

+ II-3 E 

24 41 教師が細く口を出しすぎている、失敗してもそこから子

どもは学んでいくのでありあまり教師が口を出し手を出

しすぎるのは子どもの主体性を失わせることになる。 

- III-2 F 

25 19 生徒への援助など薬品をアルミホイルの筒に入る作業

について手際よく行っている。 

+ II-3 E 

27 39 生徒の反応に、うなづきを返している。 + IV-1 C 

28 19 ガスバーナーを使う時、立って行うように指示している + I-3 A 

28 23 ガスをつかうときの注意をタイミングよく行っている。 + I-3 E 

28 49 慌てずに実験するように指示し、安全面に対して配慮

している。 

+ I-3 A 

29 0 砂皿をそばにおいておくように指示している。各班にも

れなく行っている。 

+ I-3 E 

29 40 反応について、生徒によく注目させて観察させている。 + II-3 E 

29 52 もえ方は、どうか？など結果を生徒にしっかりとらえさせ

ようとして声をかけている。 

+ III-1 E 

29 59 実験の様子・結果について親しみ深く話しかける。 + IV-1 A 

30 4 循視しながら実験のようすをまとめさせたり、結果から

分かることを導びこうとしている。 

+ III-1 B 

30 30 ガスバーナー、ボンベの不備。準備の段階で確認が必

要である。 

- II-2 E 

31 29 ガスバーナーの不調に対して素早く対応している。 + II-1 A 

32 1 反応中の混合物を砂皿へ入れるタイミングや位置など

を指示している。 

+ I-3 E 

32 41 反応の結果について、生徒に注目させるために、声が

けをしている。 

+ II-3 E 
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33 13 全体の進行状況をよく見ており、「あわてない」などの

各班への注意も細かい。 

+ II-3 E 

33 50 磁石による確認を行う。模造紙で、再度説明して確実

に行えるようにしている。 

+ II-2 E 

33 59 実験途中で、一斉に指示しているが、開始前に伝えて

あるので実験を止めないほうがよい。 

- I-3 A 

34 22 実験器具、塩酸の容器をペットボトルの廃品利用して

いる。 

+ II-2 B 

34 54 塩酸等を使うのに教師が白衣を着ていないというのは

おかしい。教師自らが薬品、実験の重みを教えるため

にも白衣を着用すべきである。 

- IV-1 F 

35 49 塩酸に硫化鉄を全て入れさせないほうがよい。硫化水

素が出すぎて危険である。 

- I-3 A 

36 7 反応前と後の物のようすを比べる指示や、各班に巡回

して、実験の進行状況をよく把握している。 

+ II-3 E 

37 32 各班の状況によって的確に指示をしている。 + II-3 E 

38 1 生徒が「なぜあったかくなる」の言葉に対して、頭に入

れておくといいよと言葉がけ、生徒の気づきをみとめて

いる。 

+ II-3, III-2 E 

38 8 塩酸との反応のようすは班全員に確認させるような工

夫が必要。一部生徒だけの理解確認とならないか？各

班に塩酸は配布して行わせたい。 

- II-3 B 

38 11 生徒の驚きを、うまく受け止めている。 + IV-1 C 

38 39 教師が操作をしすぎである。生徒に失敗してもやらせ

たほうがよい。 

- III-2 A 

39 34 教師が生徒実験に手を出しすぎではないか。危険でな

いものは目的と方法手順を伝えて、生徒にまかせた

い。 

- III-2 B 

40 9 駒込ピペットの操作が誤まった生徒に対して、指導す

べきである。 

- I-3 A 

40 22 「ここにいるだけでにおってくる」の生徒の言葉に対し

て、生徒に、においのちがいや気体の発生のようすを

気づかせようと言葉がけをしている。 

+ III-1, III-2 E 

40 54 においのかぎ方や距離をおかないとわからないなどの

指示をしている。（一方がにおいがつよいため） 

+ I-3 E 

41 39 塩酸を入れる操作を一人でやるように指示すべきであ

る。 

- I-3 A 

42 24 気体の発生は、においの両方を確認して下さいと指示

している。 

+ I-3 E 

42 44 学習カードによるまとめ。 + II-2 E 

42 29 硫化水素の確認のできた班から、反応を止めさせない

と危険である。換気の指示をすべきである。 

- I-3 A 

42 56 においについて注目している生徒の状況を把握し、説

明を補うことで定着がはかれるのでは？後のまとめで

はなく、今においについて説明したい。 

- II-3 B 

43 23 実験の結果を書く欄を設けておくことにより、後のまとめ

もしやすくなる。実験の方法も明確になる 

- II-2 B 

43 26 １ケ所に火をつけると、どうなるか、反応の特徴をおもい

ださせるよう発問している。 

+ III-2 E 

42 49 実験結課を板書でまとめる。 + II-3 D 

43 34 実験の結果を班で相談しながらまとめさせる時間を保

障してあげたい。実験の結果から考察に至る場面を生

徒個々の中で行わせたい。 

- III-3 B 

43 39 質問の答が出ないので、うまく引き出している。 + III-1 C 

43 46 反応は、赤くかがやいていたことから、「どこかで見たこ

とがないか」と問いかけ、花火のようだという答えを引き

出している。 

+ III-2 E 

44 18 生徒の言葉を使いながら、連続的に燃えるという板書

をする。 

+ III-1 E 

45 2 学習内容のまとめが生徒自身のことばとなっていない。 - III-1 B 

45 12 磁石のつき方では、どんな結果であったか、生徒に確

認している。 

+ III-2 E 

45 38 Ａ．Ｂの色のちがいに注目させている。反応した方との

比較をさせようとしている。 

+ III-2 E 

47 29 生徒に質問、塩酸が入るとどうなるか、生徒の答えをし

っかり待って確認している。 

+ III-3 E 

46 59 学習カードの穴うめ的なまとめであり、生徒の主体性を

促していない。 

- III-2 A 

47 59 教師主導型になってしまっているので、もっと班で話し

合わせたほうがよい。 

- II-1 A 

48 32 Ａ．Ｂのちがいに注目させ、はげしく泡が発生→気体の

発生を確認している。 

+ III-1 E 

49 29 臭いについて、どこかでかいだことがないか生徒に質

問。あさま山、卵のくさった臭いなどから一般化してい

る。生徒に挙手させ確認させる。 

+ III-1, III-2 E 

49 49 においを、身近なもので確認させている。 + II-3 C 

49 59 時間がなくなり、まとめがいそぎになってしまった。 - III-3 D 

50 34 「いいことを言ってくれた」生徒の発言をほめている。 + IV-1 C 

50 51 腐卵臭について、強調している。おぼえ方など。 + I-2 E 

51 24
まとめを急いでおり、強引な進め方で、硫化鉄などの言

葉を板書している。 
- III-3 E 
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52 39 
本時の実験のまとめは次回に時間をかけて行わせた

方がよい。かたづける時間も含めて、授業時間である。
- III-3 B 

53 39 

全体的に教師のリードでスムースに流れた授業であっ

た。５０分で行うのであれば、前半の部分をカットし、後

半のまとめを生徒中心に行えると更に良いと思われる。

+ II-1 C 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(4)：第二分野「天気とその変化－秋の気象調査」（JP50） 

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 54 あいさつがあってよい。生徒もしっかりけじめをつけよう

としている。 

+ IV-2 C 

0 56 起立、始めますは生徒が言うのがよいのではないか。 - IV-2 C 

1 1 学びの姿勢がとてもいいです。気持ちのよいあいさつ

で始めていました。日頃から、楽しい授業をしているか

らだと思います 

+ IV-2 B 

1 35 全員がパソコンを使えず、待っている生徒がいる。 - II-2 D 

1 59 ・「この天候で日本の上空がどのようになっているか。 ・

雲はどのへんにどうなっているか」‥‥の質問があり音

で中断されたが、この言葉の続きがなくなっていた。 ・

イメージをふくらませようとしたのだから。 ・この部分を

大切にして下さい 

- III-1 B 

2 1 どのようにどうなってますか。もっとしぼって話した方が

よい。どこにどのような分布をしていますか。 

- III-1 C 

2 16 ＰＣのトラブル多い - II-2 D 

2 21 ウインドウズの起動のときの音は、設定で消すことがで

きる。 

- II-2 A 

2 23 「音がするので中断する」とても、いい姿だと思います。

次からは、音の出る時間まで計算にいれておくといいと

思います。（事前に来た生徒から、たちあげていてもい

いのでは。） 

+ IV-2 B 

2 51 台風が近いとか、台風がどこにあるかを、興味をもって

いる生徒がたくさんいると思うのでその子たちの意見を

ひろいながらすすめると、やってみたいという気が大き

くなるのでは。 

- III-1 B 

2 57 考えること、情報収集項目を明確に伝えてる。 + I-1 E 

3 10 「よく見て、考えながら」という言葉をきいて、日頃からき

たえてあればいいのだが、何について着目すればいい

のかわかっていない生徒にもわかるように数人に見るポ

イントの確認をするといいのではないか 

- III-1 B 

3 13 データを３つとる。その理由は？ - III-1 D 

3 16 「３つのデータをプリントアウトして下さい。１つ天気図、

もう１つはひまわりの画像、そしてもう１つはどのへんで

雨がふっているかわかるレーダーアメダス合成値」はっ

きりと説明できている。 

+ I-3 C 

3 21 データで必要なものを指示している + I-3 D 

3 29 生徒が聞いているか確認をとりながら、話をすすめてい

る 

+ II-3 F 

3 35 プリントアウトした写真が黒板にはられているがもうすこ

し拡大してあると後の生徒まで見やすいのでは…カラ

ーでなくても、いいので大きい方が。 

- II-2 B 

3 51 データの図が少さすぎて、指示には不適切 - II-2 D 

4 36 生徒にプリンターの調子が悪いことを話していることか

ら、生徒を大切にしている教師の姿勢が伝わってくる。

+ IV-1 C 

4 46 ・パソコンの始動を向一にする指示 ・その後は、生徒の

自主性に任かせようとしている ・十分な時間を与えてい

る 

+ III-2, III-3 D 

5 31 手順をていねいに説明していて、わかりやすい。 + I-4 C 

5 41 ＰＣのトラブルにすぐ対処している。 + II-3 D 

5 43 一度活用しているはずなので次何をすべきかを指示で

なく、子どもが自分で考えられるようなシステムの方がよ

いのでは。例えばＢ紙にかいておくとか手順を。 

- II-2 B 

5 51 コンピュータの操作技術の指導が中心のため、その点

の評価はできるが他の観点での評価はむつかしい。

（書けない） 

+ II-1, II-2 E 

6 47 最初の操作がそれぞれ進んでいるか、確認しながらす

すめている 

+ II-3 F 

6 55 先生が一人一人を大切にしているのがよく伝わってき

ます。信頼はあついと思います。子ども同志の教えあい

も取り入れると、スピーディに流れるのではないでしょう

か 

+, - +IV-1 (- III-

2) 

B 

7 1 個別指導が行き届いている。困っている生徒も安心で

きる。 

+ II-3 C 

7 21 プリンターの予想されるトラブルを指示している + I-3 D 

7 41 最少限の情報量で、こぎみよく説明を切り上げている。

あっさりした導入でよい 

+ I-1 A 

9 1 現在の気象のようすを情報として得るためにインターネ

ットを活用しているのは有効である 

+ II-2 F 

9 17 ・プリンターの使用法のチェックをしている ・よく、生徒

の間の見回りをしている（指示をしている） 

+ II-3 D 

11 29 ここは出たかな。トラブルを起こした生徒が再び起動で

きたか確認し、指導できている。 

+ II-3 C 

13 49 子ども一人一人に対する話し方がとても親切です。 + IV-1 B 

13 59 操作上のフォローの手間が多く、本来の情報収集に時

間が有効に使えていない。 

- II-1 F 

14 21 トラブルＰＣを取りかえさせている + II-3 D 
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14 26 ハングアップしたコンピューターから、他のコンピュータ

ーへ生徒を移動させた配慮がよい 

+ II-3 A 

14 46 教師が「失礼しましたとまちがえたコメントを言ったとき

にすぐ生徒に返答しているのは大切なことである。 

+ IV-1 A 

15 1 黒が印刷されなかったホームページのプリントを「必要

です」と答える生徒は、すばらしい。 

+ IV-2 A 

16 21 台風情報のホームページで、画像を見ながら生徒と会

話をし、この先、台風の進路はどうなるかと、予想を生

徒から引き出している 

+ III-2 A 

16 31 全部印刷したら、またあとでみてね。活動が本筋からそ

れないよう上手に注意している。 

+ II-2 C 

17 3 おそいのはなぜでしょう。直接注意するのでは考えさせ

ている。 

+ IV-1 C 

17 47 どうですか、ここの調子は。絶えず、生徒に声をかけて

いる。 

+ II-3, IV-1 C 

18 21 おくときにななめにおきましたね。あらゆるトラブルに適

格にアドバイスをする力量は見事に熟知してみえる。 

+ II-3 C 

18 23 プリンタ用紙のおき方がよくないのを教師に注意された

とき「ハイ」とすなおに返事をしている。 

+ III-3 A 

19 49 机間巡視を行い、助言指導をよく行っている。 + II-3 F 

21 17 きれいなノートである。インターネットの情報からカラー

プリンターでプリントアウトした資料を畜積して記録して

いくことは見ばえもよく、意欲が高まると思われる。 

+ II-2 C 

22 23 印刷をしている人が普通紙にしていない人を４人程、

見つけて、直してみえます。もっと徹底することができな

かったのか。 

- I-3 B 

22 32 子どもが「ありがとうございます」と気軽に言える関係が

いいですね 

+ IV-2 B 

22 51 パソコン操作について教師がアドバイスをし、「ありがと

うございました」と生徒が返答し「だんだんおぼえて下さ

い」という教師のコメントの間柄がほのぼのとしている。

+ IV-1 A 

24 38 待ち時間の作業指示をしておくのはよい。 + II-1 F 

25 11 それは雲で、そこでは雨がふっている…。生徒が出し

た情報を見ながら補足説明を与えている。 

+ II-3 C 

25 21 台風の良い画像を得ている。 + II-3 D 

29 20 予備のインクは準備しておいた方がよい。 - II-2 A 

29 46 おめでとう。のりがいい、生徒とともによろこぶ教師の姿

がいい。 

+ II-2, IV-1 C 

29 53 きってはって下さいよ。ノートづくりに目を向けさせてい

る。 

+ II-2 C 

29 56 待ち時間、資料の切り貼りをするようさらに指示を加え

ている 

+ I-3 F 

30 1 ここまでインターネットをつかえる生徒なら、ワードや一

太郎にコピーアンドペースト、させて、ＨＴＭＬ形式の実

験報告書をフロッピーベースで作れるとよい。 

- II-2 A 

31 17 ホームページ印刷の際、２／２ページが白紙であった

が、教師は印刷の設定ミスだと思って、生徒に対応して

いた。 

- II-3 A 

31 19 教師と生徒の印刷されたホームページに対する会話の

やりとりの様子がよい。 

+ III-3 A 

32 36 使用するホームページをあらかじめ、いくつか用意する

ことでスムーズに生徒が情報収集の体験をすることが

できていると思われる。 

+ II-2 F 

34 19 データの画像の質問に答えている + II-3 D 

34 29 ２／２のページ印刷。大人にはあたり前のことが時とし

て、子どもには変に思うことがあることに対して、ていね

いに説明している。 

+ II-3 C 

35 51 一人の先生が指導に回るのは、むずかしい。ＴＴで行う

と良いのではないか？ 

- II-1 D 

37 46 機器のトラブルが大きい場合、ある班にかかりきりにな

ってしまう。基本操作の習得の難しさを感じる。他の班

が少し待たされてしまった。 

- II-1 F 

39 31 手なれたもんだね、ほめ方がうまい。 + II-3, IV-1 C 

39 41 データをとる最終段階の指示 + II-3 D 

39 49 教師が話しているのに、生徒はしゃべっている。次の活

動へ移る指示だから静かにきかせる。 

- IV-2 C 

39 53 終了のタイミングを考え、操作の終了のタイミングを指

示している。 

+ II-3 F 

41 57 やはり、インク切れがおこった。予備のインクは絶対必

要である。 

- II-2 A 

42 20 前にあるスクリーンを見せるために出した指示は明確

で、わかりやすい 

+ I-3 A 

42 27 作業の中断を指示し、前を向かせるなど、きちんと切り

かえの指示をしている。話を聞かせようと、努力してい

る。 

+ II-3 F 

42 31 スクリーンを全体指導に活用している。 + II-2 F 

42 41 大画面でわかりやすい。 + II-2 C 

43 41 ファイルから起動せずに、メディアプレーヤーを起動さ

せてからファイルを読みこませると画像の位置は常に一

定である。 

- II-2 A 
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44 1 生徒が「はえ～」と反応しているように動きのある画像提

示は雲の動きがわかりやすい。 

+ II-2 C 

44 14 天気図を動画で示し、天気のうつり変わりを動的に演

示している。雲の動きに注目させることができている 

+ II-2 F 

44 51 動画で日本附近の２日間の雲の動きをとらえている + II-2, III-1 D 

45 21 「西から天気がかわる」と教師が言ってしまっている。こ

れは生徒に言わせたい 

- III-1 B 

45 23 はる時間を確保より、考える時間を確保してほしい。 - III-3 B 

46 6 地球規模での雲の動きをとらえている + II-2, III-1 D 

46 34 地球全体についても動画で示し、地球レベルでも雲の

動きに特ちょうがあることを演示している。効果的。 

+ II-2 F 

46 44 資料を出してすぐ教師の説明では、子どもは考えられ

ないのでは 

- III-1 B 

47 1 ３つのタイプの雲の動きを観察。この時間に生徒に集

めさせたデータで直接関わるのは１つだけであり、他は

触れられない。次時の課題か？ 

- I-2 E 

47 13 生徒は、自ら集めた情報に対し、いつ思考し、発表し、

共有化しているのか、教師がまとめるのなら、教師のコ

ンピューターで画像だけ見せていればよい。 

- III-2, III-3 A 

47 15 プリンターの終了指示。自分の取り寄せた、データの活

用がない。 

- III-3 D 

47 51 点検表（パソコン）はとてもすばらしいアイデアである。

あとかたづけの指示もあって、環境を大切にしようという

生徒が育っている。 

+ IV-2 C 

47 53 プリンタ・パソコンの点検表を生徒につけさせるのはよ

い。 

+ IV-3 A 

47 55 ＰＣの終了点検の指示をしている + IV-3 D 

48 1 作業終了の指示を明確に行っていた。 + II-3 F 

48 12 視聴覚の取りあつかい、授業後の教師の修理が楽にな

るこのチェックカードは他のものにも利用できそうです 

+ II-2 B 

48 31 得られた資料からまず気付いた特ちょうを文で残してお

かなくてよいのだろうか、得られた資料を見比べさせる

などはどこかでまとめて行うのだろうか？ 

- III-1, III-2 F 

51 46 キーボードの整とんをして下さい。こまかいところまで指

導がいきとどいている。 

+ I-3 C 

52 51 教科係もがんばっている。 + IV-2 C 

53 55 教師が困っていてもなごやかな雰囲気がいい。 + IV-1 C 

53 59 本時の活動だけでは気象のどんな力がついたのかわ

からない。 

- I-4 C 

53 3 活動に十分な時間が与えられた。 + III-3 C 

53 7 十分にできている。教師と生徒の信頼関係、環境等は

とてもよい 

+ IV-1, IV-3 E 

53 11 ２人に１台のパソコンとプリンターはとても有効である。 + IV-3 C 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(5)：第二分野「動物のなかまとその特徴」（JP51）  

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 48 生徒のもってきた動物がタイトルに少し合わなくても否

定せず教材としている。 

+ IV-1 C 

0 52 掲示など工夫あり、整理された教室 + IV-3 D 

0 55 生徒たちと会話をしながら、持参して昆虫を確認、でき

れば、後ろの生徒たちとも会話できればよいが、時間

的にむりなのか。 

+ IV-1 B 

1 40 授業前の黙想はすばらし習慣だ。同様に開始のあいさ

つが元気で生徒の気持ちを見えることができる、気持

ちのよい開始風景だ。 

+ IV-2 E 

1 45 黙想を始業前に行うことで、心を落ちつかせて、学習に

取り組む雰囲気づくりができている。 

+ IV-2 B 

2 16 挨拶がきちんとできていてよい。 + IV-2 A 

2 20 落ち着いた授業の始まりである。 + IV-2 C 

2 23 全員が、しっかりと前を向いて挨拶しており、日頃から

の習慣となっている。他クラスからも同様な声が、２分３

０秒後に聞こえた。 

+ IV-2 B 

2 28 「もうめあてを書いてくれた」という言葉にもあるように、

本日の課題は、教師の側からの提示となっている、板

書もすでにされており、それを生かしてほしい、この時

点では不明瞭となった。 

- I-1 B 

3 13 配布物が全員にいきわたってるか気を配っている。 + II-3 C 

3 30 本時の課題を明確にしている。 + I-1 A 

3 31 しっかり通る声（ききやすい） + II-2 D 

3 32 ほとんどの生徒が昆虫を持って来ているのにおどろく。

さらに、自分の評価カードに直接「自己評価点１０」と教

師が指示しているのも、生徒がどんなことを評価されて

いるのかわかってよいと思う。カードが工夫されている。

+ IV-1, IV-2 E 

3 38 こん虫を持参していることを全員に確認している。 + I-3 C 

3 40 昆虫を持参した生徒＝関心、態度１０という図式は、関

心できない。項目的に考えると、教師が、指導要録用

に書くための評定の手助けであり、生徒が、自分の姿

を客観的に取らえ、次時に生かしていくための評価と

は、質を異する内容と思われる。 

- IV-1 B 

3 42 こん虫を持参したことで、生徒に評価が与えられる。 + IV-1 C 

3 50 評価カード、ミニテスト→日常の授業を大切にしている + I-4, II-3 D 

3 52 自己評価カード記入 + IV-1 F 

4 7 プリントによって、今日のめあてを確認しているが、な

ぜ、このような内容を行っていくのか、明確な言葉がな

く、あくまでも与えられた課題となっている。 

- I-1 B 

4 10 本日の目標の明確化 + I-1 C 

4 12 本時の課題が生徒のものになってない（教師が与えて

いる） 

- III-2 D 

4 40 前時の習学内容のポイント復習。 + I-4 C 

4 42 小テストで短時間に復習 + I-4 F 

5 0 プリントを使って既習事項の定着を図っている。 + I-4 A 

5 2 大勢の生徒が一斉に授業を受けるときの工夫として作

業プリントは大切な手段であることは理解できる。 

+ II-2 E 

5 50 既習事項を３問テストによって確認、問題が妥当である

かの吟味は別にして方法的には有効である。 

+ I-4 B 

6 37 解答のとき、挙手の習慣ができている + IV-2 C 

6 40 積極的に挙手、発言し、受け答えもしっかりしている。 + IV-2 A 

6 41 生トの反応明るく、教師の関係学習への意欲良。 + IV-2 D 

6 42 挙手の多さ、返事をして立つ生徒の素直さ、望ましい

学習形態だと思う。 

+ IV-2 E 

6 43 生徒の発言等きちんとしている。 + IV-2 F 

6 48 生徒と一緒に答え合わせする中で、学級の雰囲気が、

高まっており、すっかりと、この方法が定着していること

が伺える。 

+ IV-2 B 

8 10 今日の学習のねらいをプリントで確認、教師の思いが、

語られた。 

+ I-1 B 

8 12 本日の目標の明確化をきちんとしている。 + I-1 C 

8 30 教師の話の途中に手があがる。普段から生徒によく発

言していることがわかる。 

+ IV-2 E 

9 0 生徒本人なりの目標をもたせてスケッチさせている。 + II-2, III-2 C 

9 3 プリントの内容をしっかりとした口調で説明する。 + II-2 B 

9 5 スケッチをする意味、目的が弱い。 - I-3 D 

9 10 スケッチのポイントについて説明している。使える器具

についても。時間も指示している。 

+ I-3 A 

9 12 観察する時の最低注目する点も決めた方がよいのでは

ないか。例えば足も数とその位置とか。 

- I-3 A 

9 20 スケッチすることのポイントを上手にしぼっている。目や

口など注目する部分を明確にさせる作業プリントの活

用もよかった。 

+ I-3, II-2 E 

10 0 スケッチの時間の確保。目的、注意点など適確に指示

を出している 

+ III-3 F 
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10 23 生徒たちが、スケッチする際の注意の一つとして、昆虫

の名前や注目したい場所を記入することをつけかえて

いるが、必然性がない。概観的特徴の中から、一つ一

つの部分をみていこうとする流れができていない。 

- I-3 B 

10 35 なぜ、その部分に注目したか、など深く考えさせる工夫

必要。 

- III-2 D 

10 40 ルーペ、双眼顕微鏡などの使用など各自の目的に合

わせて使うような指示している。 

+ I-3 C 

10 44 昆虫をよく見るための道具として、ルーペや双眼実体

顕微鏡の位置を示指しており、細かな使い方について

は、前時までの中で、確認されているだけに、不必要

な説明は行っていない。 

+ I-3 B 

11 16 昆虫が動き回って、困る生徒がいることを予想し、それ

に対する手立てを構じている。 

+ I-3 B 

11 18 困ったときの対応にも気を配っている + I-3 C 

11 56 ビンから出して、実際に見ながら、スケッチすることを指

示し、細かな注意を与えている。 

+ I-3 B 

13 0 動く昆虫を眠らせる準備、教師のてぎわが良く安心して

見ていられる。 

+ II-2 E 

13 19 脱脂綿にしみこませたエーテルを袋に入れて昆虫を眠

らせている間、生徒は自席で待つことを指示しており、

生徒がエーテルを吸入しないように手立てを構じてい

る 

+ II-3 B 

13 30 個人への対応もきちんとしている。生徒への賞賛も忘

れていない（このあともずっと対応がすばらしい） 

+ II-3, IV-1 C 

13 40 表情豊か、親しみある接し方 + IV-1 D 

13 50 こういうのにかけちゃなかなかやるね、前のひきがえる

も．．．とほめている。 

+ IV-1 A 

14 50 遊んでいる子あるが、目がとどかない、スケッチの指導

にも行けない。最初に処理が必要な虫を前にもってき

て、いっしょに処理したほうがよい、（ガラスビンなどを

使うと安全性も増す）。 

- II-3 D 

15 21 いい土を入れてきたね、とほめている。 + IV-1 A 

16 25 鈴虫、てんとう虫．．．いいねえとほめている。 + IV-1 A 

18 56 薬品処置がうまくいかないときの対応をさりげなくおこな

っている 

+ II-3 C 

19 0 薬品の扱いを生徒にやらせないこともひとつ授業をス

ムーズにはこばせ、生徒の目的意識をスケッチに集中

させる意味でよかった。 

+ II-1, III-1 E 

19 58 机間指導に移る前に、机上をしっかりと片付けていって

いる。 

+ IV-3 B 

20 23 昆虫に対して、エーテルで麻酔をほどこしたことで、ス

ケッチ用の紙の近くにもってこられ、スケッチという点で

は成功している。動物としては、別問題ではあるが。 

+ I-2 B 

20 30 一人一人のスケッチの注目点を確認している + II-3 C 

20 35 どこに計目したかを．．．と指示している。 + II-3 A 

21 8 机間指導という形で、一人一人の生徒がスケッチをしっ

かりととっていけるように、あまり口出しせずに見守って

いる。 

+ II-3 B 

21 53 時間的にはあまりないことを指示することで、生徒は、

時間的な見通しをもってスケッチできた。 

+ I-3, III-3 B 

22 0 虫メガネや双眼室内顕微鏡を使う生徒が少なめだった

かもしれない。１５分という時間で機器を用いる生徒は

スケッチに至っただろうか。 

- III-3 E 

23 15 生徒が平気で昆虫を手で扱っており、平素の積み上げ

が感じられる 

+ IV-2 B 

24 20 注目する点をおさえずにあいまいなスケッチその者に

対して注意を与えるのはよい。 

+ II-3 E 

25 21 スケッチの時間あと３分、と指示している。 + I-3 A 

25 53 一本の線で．．．とスケッチの方法を指示している。 + II-3 A 

26 4 スケッチ中の援助や、やる気を出させる言葉かけがす

ばらしい。 

+ II-3 C 

29 10 いいアイディアだと励ましている。 + III-2 A 

29 19 上手に書いている、とほめている。 + III-3 A 

30 0 相互評価は交流がむずかしい。生徒に３人という具体

的な数を与えることで交流を必然化させた。 

+ I-3 E 

30 2 静かになってから、（生徒が）指示を出している。 + III-1 F 

30 10 いったん鉛筆を置いて、こっちを向く、と節度ある授業

態度が形成されるように指示している。 

+ III-1 A 

30 20 スケッチをきちんと区切り、次の活動の指示や目的を明

確化している。 

+ I-3 C 

30 22 指導しっかり通っている。（簡潔わかりやすい） + I-3 D 

30 50 特徴を文章でまとめる。他の人のまとめたものも交流を

通して．．．と適切に指示している。 

+ I-3 A 

31 8 指示的な口調ではあるが、今後の取り組みに対して、

見通しが立てられる内容である。 

+ I-3 B 

31 25 （友だちの）自分とちがった視点で調べたことをさがして

くる指示と、活動時間の指摘が適切 

+ III-2, III-3 C 

31 30 交流への目的がない、（他の子と何を比較するか、目

のちがい、口のちがいなどに注目する子もいるので

は？同じ意識でとりくんだ子同志の方が交流しやすい

- I-3, II-1 D 
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32 7 「よろしいですか、やることはわかった」という言葉から

は、「やらされている」という意味あいが、非常に強く感

じる 

- III-2 B 

32 11 単にスケッチだけでなく文章による表記も合わせて行

わせている、方法論としては成功しているが、このような

ことは、最初からやらせる必要がある。 

+ I-3 B 

33 20 文章を表現しづらい生徒は多いと思うが文章化するこ

とでイメージと知識が結びつくのである。 

+ I-2 E 

34 41 生徒一人一人が、どの昆虫のどの部分をスケッチし、

文章で述べているのか、全体像がつかみにくい。 

- II-3 B 

34 50 できるだけ多くの特徴を書くよう指示しているが着目さ

せるポイントがいくつかなくてもよいのか。 

- I-3 A 

37 0 「交流しなさい」という指示で多くの生徒が動き出す。こ

ういった授業に慣れている様子だ。やはり日常の授業

でかなりきたえらている。 

+ IV-2 E 

37 20 観察の時間を確保 + III-3 F 

37 23 友だちとの交流も大切ではあるが、スケッチや文章表

記が不十分な生徒に対する支援が、十分でない状況

の中で、次の段階へ進めさせることは、適切ではない。

- II-3 B 

37 40 他の班の人との情報交換があってよい。 + IV-2 A 

38 11 実物の昆虫がいるのに、記述されたプリントだけでの交

流が行われている。 

- II-2 B 

38 45 交流した内容を書くところが狭いので要点のみと指示

していてよい。 

+ I-3 A 

38 54 交流の場での意見を文章として、残すことは大切では

あるが、ここでは、一人一人から受けたことを個々に対

して記述させている。全体的に時間がないところで、内

容を深めるという点では活動を阻害してはいないか、テ

ンポが速い。 

- III-3 B 

41 11 昆虫の特徴を見ていこうとする中で、注目しているとこ

ろが人によって違うことに気づかせるという単純な目的

ならば、この方法は成功したといえる。 

+ II-1 B 

43 42 席りもどり教師の方を向くのにスムーズであり訓練がで

きている。 

+ IV-2 A 

44 15 「いろいろな観点でみて、昆虫の特徴、いろいろあると

わかってくれた人が多いと思いますが」で終わっている

が、今までのまとめがなされていない。 

- I-1 B 

44 30 今までの観察と名称のまとめのつながりうすい、（昆虫

のみについてまとめているが、生トは自分がもってきた

もので本当に確認できたか？こん虫以外はなかったの

- I-1 D 

か？） 

44 43 各部の名称を確認して終りとしているが折角のスケッチ

や他の人からの情報を生かしたまとめとしたいが。 

- II-2 A 

45 0 こん虫のつくりとはたらきをまとめる指示 + I-3 C 

45 0 資料、教科書の活用 + II-2 F 

45 17 昆虫のつくりをまとめましょうということで、教科書の図、

バッタが急に出てきている、今までの活動とは質の異な

る内容である。 

- I-1 B 

48 0 まとめのレベル低い、（小と同じ）中学生なりの課題をも

たせたい。 

- I-1 D 

49 0 「交流しなさい」という指示で多くの生徒が動き出す。こ

ういった授業に慣れている様子だ。やはり日常の授業

でかなりきたえらている。 

- I-2 E 

50 50 気門の役割の大切さと人とのちがいの指摘 + I-2 C 

51 4 足のついている部分について、もう一度持参している

昆虫を観察させれば済むことなのに、ここでは、もう、そ

こにはもどらず、教科書との関わりだけで進めている。

- I-2, II-2 B 

51 6 気門、空気の出し入れするところと教科書に書いてある

ことだから生徒から出てきただけであり、実際の昆虫の

観察の中で気門というものが、どのような形で生徒に認

識されているかを把握せずに進めている。 

- I-2 B 

51 8 

気門、空気の出し入れするところと教科書に書いてある

ことだから生徒から出てきただけであり、実際の昆虫の

観察の中で気門というものが、どのような形で生徒に認

識されているかを把握せずに進めている。 

- II-2 B 

51 15
気門についても見ている生徒がいればそれを生かして

発表させたい。 
- III-1 A 

51 30
足のついている場所については生徒の発表をとりあげ

ている。 
+ III-1 A 

52 11
今日の生徒たちの取り組みについて、十面を大きく評

価している。 
+ IV-1 B 

52 13
こん虫を持ってきたのでスケッチも．．．とほめていてよ

い。 
+ IV-1 A 

52 30 あとかたづけ他の指適が適切 + I-3 C 

52 46

片付けが、円滑に進められている。これは日頃から実

際観察を自発的にできるような訓練がされているため

なのか。 

+ IV-2 B 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(6)：第一分野「コイルを流れる電流のまわりの磁界」（JP88） 

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 51 授業開始から、ＯＨＰ用のスクリーンがセットされ、すぐ

に授業ができるように準備がゆきとどいている。暗幕の

準備もできている。 

+ II-1 E 

0 53 授業の準備が整っていて、生徒が、これから実験をす

るんだ、という雰囲気がよくつくられている。 

+ IV-3 F 

1 1 大きな声で授業の始まりが合図され、子どももよく応え

ている。 

+ IV-2 F 

1 6 きちっとしたあいさつ。 + IV-2 C 

1 11 前時の復習、演示しながらの説明は、よくわかり、定着

を図っている。 

+ I-4 F 

1 16 黒板の前にはりついてしゃべるのではなく、生徒のそ

ばに近づいて話している。 

+ II-1 E 

1 18 既習内容の確認 + I-4 D 

1 26 経験したことを簡単に想起している + I-4 B 

1 57 前時の復習、質問で確かめる。生徒がすぐに挙手に応

答し、それを他の生徒が拍手で認める。とてもよい人間

関係ができている。 

+ IV-2 F 

2 6 今回やることをはっきり述べている + I-1 B 

2 7 学習課題を明確に述べている。 + I-1 E 

2 8 何を調べたらいい？よく意図がわからない。 - I-1 C 

2 36 コイルのしくみをていねいに示している + I-2 E 

3 9 発言に対して拍手で評価を与える。 + IV-2 D 

3 16 友人の意見に拍手が出る + IV-2 B 

3 26 発言した生徒に対して、他の生徒が皆、拍手する。 + IV-2 E 

3 34 前時の再現、確かめ。機器を有効に活用していて、確

実な定着を図っている。 

+ I-4 F 

3 51 実物投映機を利用し、全体で確認 + II-2 D 

3 53 実物投映器を使い全体に結果（前時の復習）が分かる

よう工夫している 

+ II-2 B 

4 1 下から上へ確認させて次へ進んでいる。 + I-4 C 

4 6 プロジェクターが、効果的に使われている。 + II-2 A 

4 7 生徒全員に見やすいように、ＯＨＰ上で拡大して実験し

ている 

+ II-2 E 

4 8 ＯＨＰ上で実験し、「どうなった？」と疑問しながら、結果

を確認している 

+ II-2 E 

4 20 生徒の学習態度がよい。皆がスクリーンを注視してい

る。 

+ IV-2 A 

5 6 何回もやっているとくるってしまう思うように行かない諸

事情についてふれていて生徒が実験をするときに混乱

するのをふせいでいる。 

+ II-2 C 

6 6 実物投影器の効果的利用。 + II-2 C 

6 29 結果を、板書し、図で示して、わかりやすく説明してい

る。 

+ II-2 E 

6 31 確認されたことの板書－プレートを貼って－見やすくわ

かりやすい。 

+ II-2 F 

6 51 板書によって既習内容のポイントを確認 + II-2 D 

7 1 あらかじめ、要点をかいたプレートを準備し、板書ととも

に効果的に使用している。 

+ II-2 E 

7 6 本時の課題が板書されているが、復習の段階から掲示

しておくのはどうか？ 

- I-1 A 

7 36 ＯＨＰや自作モデルを使用して説明 + II-2 D 

7 56 わかりやすいモデルを作製し、生徒の理解を深める工

夫をしている。 

+ II-2 E 

7 57 太い塩ビ管に円板を通し、導線と磁界をモデル化。自

作の教材でよく工夫している。 

+ II-2 F 

8 4 生徒に分かりやすくするために具体物で示している。 + II-2 B 

8 6 教具が効果的に使われていた。 + II-2 A 

8 36 子どもにとっての課題なのか疑問。 - I-1 B 

8 56 塩ビ管を用いたわかりやすい説明生徒のつぶやきや

反応をとり入れて進めていて集中力を高めている。 

+ II-2 C 

9 21 本時の課題をモデルを使用して提示 + I-1 D 

9 36 課題への持っていき方がやや一方的 - I-1 C 

9 38 効果的な教具がたくさん使われているが普段から使わ

れているのか？やや疑問。 

- II-2 A 

9 40 銅線、１回巻き、数回巻き…と比カクさせ、理科を段階

的にすすめる工夫をしている。 

+ II-2 E 

10 9 生徒用の実験装置も手作りで、班の数を用意し、教師

の努力がうかがえる。 

+ II-2 E 

10 16 本時の目標を明確に示し、本時の実験が何の為のもの

かを確認している。 

+ I-1 F 

10 18 １回巻きコイル、５回巻きコイルともに、自作の、大きな

もので、生徒の理解を助けるのに役立っている。 

+ II-2 F 

10 29 ワークシートの説明 + I-3 D 

11 7 説明は、もう少しゆっくり行っても良いと思う。 - I-3 A 

11 21 銅線の先端をサンドペーパーですべてみがいてある。 + II-2 E 
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11 36 熱を持つことの注意安全面の指導 + I-3 C 

12 6 実験操置の使用方法を演示で説明 + I-3 D 

12 26 まず、実験装置の使い方を説明するため、生徒を全員

集めている。 

+ II-1 E 

12 36 演示を見る生徒の姿勢がよく、集まり方も迅速であっ

た。 

+ IV-2 A 

13 2 方位磁針の逆向きのものあり－、準備段階で、簡単に

点検できる筈、（故意にしておくのなら、授業進行中

に、上手に取扱えるもの） 

- II-2 F 

13 6 方位磁針の向きについて確かめさせる。 + I-2 C 

13 51 ショートさせないように注意している。 + I-3 E 

14 6 実験上の注意を１つ１つ的確に述べている + I-3 E 

14 37 ワークシートを用いて、実験操作を提示しているが、Ｏ

ＨＰの活用があっても良いと思う。 

- II-2 A 

14 51 実験のカダイを再度示している。 + I-1 E 

15 2 たいへんていねいな説明だが、実験開始までに時間

がかかりすぎる。（実験時間等の短縮につながりそう） 

- I-3 B 

15 6 前へ生徒を集めた説明 + II-1 C 

15 16 「ゴメン」とすなおにあやまり、さらに注意をうながしてい

る 

+ IV-1 E 

15 43 生徒の課題に対する予想や疑問を話し合う場が設定さ

れてない。 

- III-3 A 

16 21 １班ずつていねいに手渡しで装置を配り、持っていく班

を確かめている。 

+ II-1 E 

16 26 「とりにおいで」「ひと班、来てないよ」…日常、各班で使

用する器具類の置き方、班名の記入など、やや粗雑。

- IV-3 F 

17 51 方位磁針のない班あり、実験準備段階の点検不十分、

残念。 

- I-3 F 

18 21 １回巻コイルは、危険な部分がある。もう少し頑丈なつく

りとした方が良かったのでは。 

- II-2 A 

18 23 あらかじめ用意したワークシートに記入させながら、実

験させている。 

+ II-2 E 

19 6 ワークシートは、ワープロでていねいに作られている。 + II-2 E 

19 16 ワークシートを見ながら子どもたちは懸命に操作してい

るが、戸惑いも見られる。結果として、教師の説明・補

足の場面が多くなってしまっている。操作について全

体的に要点を補足すべきではないか。 

- I-3 A 

19 18 ９個でやって下さい。トラブルに対して最善をつくした

判断で対応している。 

+ I-3 C 

19 26 机間指導し、操置の使用法について確認 + II-3 D 

19 36 各班をまわり確実に実験が行える（失敗がない）ように

気をつけている。 

+ II-3 B 

19 56 生徒たちへのグループ机間指導で適格にアドバイスし

ている 

+ II-3 C 

21 6 エナメルをみがいていない班に対して、自らみがいて

やり、細かく指導している 

+ II-3 E 

21 8 エナメル線については、事前に準備しておく（皮膜をむ

いておく）と良かった。 

- II-2 A 

21 55 方位磁針の動きに対して、子どもたちから歓声が上が

っている。意欲・関心が高まっている。 

+ IV-2 A 

22 6 すべての生徒が立ち上がって実験している。 + IV-2 E 

22 46 「いいです」と生徒が自主的に工夫したことをほめてる。 + IV-1 E 

22 51 なぜ１班だけコイルの巻き方が逆なのか？ - II-2 A 

23 6 方位磁針の逆転を直す、－全員に教えないのなら、教

えた子から他の子に広めるような－工夫があるとよかっ

た。 

- III-2 F 

23 31 電源が、他の班と違うものを使用している班に対して、

自ら手伝ってセッティングしている。 

+ IV-1 E 

24 6 机間巡視して、実験上の注意、説明、援助など、きめ

細かく、とても親切 

+ II-3 F 

24 16 うまくいっていない班に指示している + II-3 E 

24 46 ワークシートがあり、結果を簡単に表現できる（時間短

縮） 

+ II-2 B 

24 51 「わからないところありませんか」と発問し、うまくいって

いない班の確認をくり返している 

+ II-3 E 

25 1 生徒が記入しやすいように、ワークシートが工夫されて

いる。 

+ II-2 A 

25 6 方位磁針のノートのしかた。と書いている生徒がいる反

面、教師がと書いている。どのような指導だったかによ

るが、一貫性のある方がよいのではないか。 

- I-4 F 

26 1 結果を、ＯＨＰシートに書かせている。 + II-2 E 

26 6 操作の順調な生徒に対して、ＴＰシートへの記入を的

確に指示している。 

+ I-3 A 

26 36 生徒の結果を教師が書くのではなく、書き方を教えた

い。 

- I-2 B 

27 14 １回巻コイルのエナメル線先端には端子等をつけてお

けば、導通不良は起こらないはずである。 

- II-2 A 

27 46 課題をさらに示している。（「どんな磁界ができているか

‥‥」） 

+ I-1 E 
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28 14 生徒のワークシートへの記入が早く、学習方法の定着

が図られている様子がうかがえる。 

+ IV-2 A 

28 17 ワークシートに記入、ＯＨＰシートに記入など、準備もよ

い。 

+ II-2 F 

28 41 終了時間を示している + I-3 E 

28 43 まとめの時間を十分とっている。 + III-3 E 

30 36 「そろそろ終われるように‥‥」と指示している + II-1 E 

31 1 遅れているグループに適切な支援がされている。 + II-3 A 

31 21 終了が遅い班に手助けしている。 + II-3 E 

31 26 実験が終わらない班を援助（もっと早く援助してもよか

ったのでは） 

+, - II-3 B 

31 56 真上からのぞいてみないとわからないよ、見る観点を示

している。 

+ II-3 C 

32 21 「コイルがどっち向いてる？」と発問している。 + III-1 E 

32 31 終えた生徒は書き込んだだけで満足しているのでは？

課題に対する考えをもっているのだろうか疑問 

- III-2 B 

33 6 あとで考えなきゃいけないあたたかく見守っている教師

の姿勢がいい 

+ IV-1 C 

34 7 １班にお願いしたい意図的指名 + III-1 C 

34 9 生徒の結果をＯＨＰで利用しながら効果的に説明が行

なわれている。 

+ III-1 A 

34 21 実験終了をつげ、「結果をカクニンしていこうと…」と、こ

れからやることを明確に述べている 

+ I-1 E 

34 36 ＯＨＰで実験結果を全体で確認 + II-2 D 

34 38 ＯＨＰの図がていねいで見やすい + II-2 E 

35 26 ２班のシートを見て全体の確認̶生徒の考えの厳密さ

と、教師の説明とのずれ、“多少のちがい”…後に十

分、補う必要あり。 

- III-1 F 

35 32 １班の結果を出すことにより、自分たちと比べられる。し

かし、多数の班の結果が表示されると類似性、きまりが

見つけやすいのでは。 

+, - III-2 B 

35 36 生徒があれという声を出している。生徒にわけを考えさ

せようとする意図が自然に感じられる。 

+ III-2 C 

35 41 自分のものと、ＯＨＰに示したものとを比べさせている + III-1 E 

36 6 ＯＨＰと同じ結果になった班を挙手させている。そして

次に、１班の結果をきき、全体に示している。 

+ II-3 E 

36 12 結果がことなっている班については、その原因を考察

させる。 

+ III-1 D 

36 34 実験結果の違いの理由を考えることは大切である。 + III-1 B 

36 36 まるで■になった班の結果について、全体に説明して

いる。（考察を深めている） 

+ III-1 E 

37 9 結果まとめを急いでいるので、実験結果の扱いがやや

押しつけ的となった。 

- III-3 A 

38 25 改めて、学習の目標を確認している。目先の実験のみ

でなく、学習の課題を常に明確にしておくことの重要さ

を徹底している。 

+ I-1 F 

38 36 課題にもどっている→課題の再確認。 + I-1 B 

38 37 再び課題を確認 + I-1 D 

38 38 「今、何をしらべようとしていたか」再度考えさせた。 + I-1 E 

39 6 課題の確認をここで行って考察へ進んでいる。 + III-1 C 

39 19 「では、この結果から考えていきたい」と示している + I-1 E 

39 31 実験の確認、全体で確認する姿勢は大切。 + I-3 F 

39 59
全員注目活動を規制させている。これもこの場では必

要である。 
+ III-1 C 

40 6 
実験結果をＯＨＰを使用し、生徒の発言をもとにまとめ

る。 
+ II-2, III-1 D 

40 30
「電流がこう流れると、磁界はどうなる？」と、問答式に

生徒と対話しながら授業をすすめている 
+ III-1 E 

41 6 Ｎ極の向きをたどっていくと考える方針を持たせている + I-2 C 

42 7 

ＴＰ上の説明では磁力線分布の立体構造がわかりにく

い。図そのもの（コイル部分）を立体的に書いておくと

良い。 

- I-2 A 

42 8 生徒の出した結果をもとに、次の話につづけている。 + I-2 B 

42 17
最もまとめで大切な点を説明する際「いいかよくみてお

けー」と強調している 
+ I-2 E 

42 46 ペンを２つおいてわかりやすくしている。 + II-2 C 

43 13

気づくことを言って下さい。ここで、生徒の考えを発言さ

せている。これまでは、先生の説明の中でつぶやかせ

ているだけであった。 

+ III-1 C 

43 21
「気づくことを言ってもらおうか」と言い、生徒の挙手を

待ち、さらに「自信をもって言おう」と励ましている 
+ III-2 E 

44 27 生徒から答えてもらう形で考察させている点がよい。 + III-1 A 

44 28
１回巻きと同じと言うなら、１回巻の図も同時に見れるよ

うに欲しい。 
- II-2 B 

44 56

「うん、うん」と発言する生徒に対してうなずきながら、

「こう流れるー」とＯＨＰ上で指摘し、生徒の発言を援助

している。 

+ IV-1 E 

45 46

１回巻きコイルと同じだが、ＴＰでは立体的な磁界分布

がわからない。生徒は暗記しておけば良いと思ってし

まわないか。 

- I-2 A 

46 29
何かの磁界と似てますね。過去の経験を想起させ、結

びつけて考えさせようという意図がある。 
+ III-2 C 
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46 36 
既習である磁石の磁界分布とコイルの磁界を比較する

ことで認識を深めている。 
+ III-1 A 

47 12 
ＯＨＰシートを２枚重ねることにより、棒磁石と電磁石の

磁界が似ていることがよく分かる。 
+ II-2 B 

47 14 
磁石の磁界と、コイルの磁界のＯＨＰを重ね合わせて、

説明していて、わかりやすい。 
+ II-2 E 

48 36 このあたりで説明は十分だと考える。話が多すぎる。 - I-2 C 

49 44 

「コイルの巻数を増やしていくと…？」つながる→「連続

的に」「重なり合って」…→やや時間に追われ、無理が

あった様子。 

- III-3 F 

50 30 

コイルと１本の導線の磁界分布との関連については、

更にフオローが必要なようである。説明を急がない方が

いいと感じた。 

- III-3 A 

50 58 わかった人を挙手させ確認している。 + II-3 E 

51 1 
わかったことの確認－挙手、２～３行で“自分のことば

で”まとめよ。－時間切れの感。次時の予告、よし。 
+ 

+ I-1(- III-

3) 
F 

51 17 
「自分のことばで２行でいいからまとめをかいてみて下

さい」と、きちんと各自にまとめさせている 
+ III-1 E 

51 53 
自分の言葉で…と言ったが、教師の話した言葉でまと

めさせたいような雰囲気がある 
- III-2 B 

52 6 
時間がオーバーしている。ノートにまとめをかく時間が

授業時間内におさまらなくなっている 
- III-3 C 

53 26 次時にやることを説明している。 + I-1 E 

53 28 あとかたづけ、ノートの指示がはっきりとしている。 + I-3 C 

53 40 
授業の終りを、全員のあいさつでできるのはとてもよ

い。 
+ IV-2 F 

53 51 ちょっと待て、あいさつへの教師のこだわりがある。 + IV-1 C 

54 6 

方位磁針をおくだけでなく、同時に鉄粉をまくことで、

磁界分布は更にわかりやすくなったはず。是非やらせ

たかった。 

- II-2 A 

54 21 はじめ、中間で、学習の課題を明確にしている。 + I-1 F 

54 26 真剣に授業に取り組む雰囲気ができている。 + IV-2 D 
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評価カードによる評価情報 

授業事例(7)：第一分野「電流とそのはたらき」（JP89） 

    

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 59 電圧計の使い方や作品などが展示してあって、環境が

よい 

+ IV-3 B 

1 2 掲示物をよく工夫し、既習事項の確認等に役立ててい

る。 

+ IV-3 C 

1 44 理科室内の豊富な掲示物。 + IV-3 A 

1 59 授業前のリラックスタイムは重要。 + IV-2 D 

2 49 板書の前に本時の学習内容を明示した方が良いので

はないか。 

- I-1 D 

3 21 一斉に読ませる必要があるのか - II-1 D 

3 26 全員で板書の文字を読み、集中度を上げるとともに本

時の課題を明らかにしている。 

+ I-1 F 

3 29 テーマをみんなで声を出して言わせるのは効果がある + IV-2 B 

3 39 生徒を集中させるためにアンケート結果を使い、さらに

挙手によって自分の立場を明らかにさせて意欲を高め

ている 

+ III-1 A 

3 59 みそ汁、シーペンのしんなど身近なものを取り扱い興

味関心を高めている。 

+ II-2 F 

4 9 材料に身近なものや意外性のある「みそ汁」などがあっ

て興味をそそる。 

+ II-1 B 

4 15 演示実験の結果を始めに予想させた。 + II-1, III-2 C 

4 29 生徒が意見を出しやすくしている。 + III-1 E 

4 34 ミソ汁は子供の興味をひいた。 + II-2 D 

4 49 実験の予想を個人で行なわせ、挙手を求めて意欲づ

けをはかっている 

+ I-1 F 

5 25 手を上げさせるのは、自分の考えをはっきりさせる点で

重要 

+ III-1 D 

6 4 エナメル線と温度計の実験。簡単でわかりやすい。 + II-1 C 

6 13 ＴＴで生徒実験の充実をはかっている。 + II-2 C 

6 19 教師の指示がはぎれがよくテンポもよいし、それに対す

る生徒の反応も早い（すぐに席を立って移動した） 

+ IV-1, IV-2 B 

6 22 教師の指示に対して、即行動がとれている + IV-2 F 

6 34 みにくい演示実験であるためもう一人の先生にビデオ

カメラをとってもらいＴＶにうつし出している、（Ｔ・Ｔの効

果的な利用） 

+ II-1, II-2 F 

6 59 単純で分かりやすい（導入） + I-2 E 

7 9 はじめに電池を使う。生トはわかりやすい。 + II-2 D 

7 36 ぜんぜんこないよ、生トの心配をなくしている。 + IV-1 D 

7 49 実験をビデオカメラで撮ってＴＶ画面で拡大して見せて

いる 

+ II-2 A 

7 51 モニターをＴＶ画面でみることができる。 + II-2 B 

8 4 「８度」から「３０度」と発言、最小目盛の１０／１まで読む

習慣が大切 

- I-4 A 

8 19 みそ汁の実験、生徒の興味を引く。 + II-2 C 

8 24 集中していて、なごやかな雰囲気である。落ちついた

雰囲気でもある。 

+ IV-1 C 

8 29 生徒と親しいやりとりをしながら授業、演示実験がすす

められている。 

+ II-1, IV-1 F 

8 32 巧みなコメントで生徒の心を引きつけている。 + IV-1 B 

8 39 良い雰囲気だ。 + IV-2 D 

9 14 電極の意味がわかっていないはずなのでかるくふれた

方が良い、又、両極に同時にさわらないよう注意が必

要。 

- I-2, I-3 D 

10 19 「触っていいよ」とみそ汁のビーカーをさわらせている、

意欲が高まる 

+ II-2 A 

10 29 演示実験でありながら、発熱している様子（ビーカー）

を実際に体感されている。 

+ II-1 F 

10 54 みそ汁での意外な反応をよく生徒にとらえさせた。 + III-1 B 

11 39 シャープペンシルのしんの実験も生徒に身近なもので

興味を引く。 

+ II-2 C 

13 7 注意を呼びかけるなら、安全ボートを用意しておいた

方が良かったのではないか。 

- II-2 D 

13 24 シャープのしんの実験、光ったのを見ただけで発熱し

た証拠にはならない。 

- I-2 C 

14 2 導入で、生トの学習意欲が向上したようだ。 + I-1 D 

14 56 はっきり指示できている。 + I-1 D 

15 9 教師の演示実験で、ほとんどの物質は発熱する、という

ことを知らせてから、本時の目標の「電圧×電流」との

関係を調べようという指示までか少し強引かとも思える

- II-1 B 

15 19 ＯＨＰなど分かりやすく工夫している。 + II-2 E 

15 22 説明にＯＨＰを使用したのは、わかりやすく、時間の短

縮にもなる。 

+ II-2 B 

15 56 ＯＨＰを活用している。説明しやすい。分かりやすい。 + II-2 C 

15 59 説明の言語、話し方、大変きれいな言葉で、はっきりし

ていて、聞きやすい。 

+ II-2 C 

16 6 ＯＨＰを利用し、実験に関する説明をしている。 + II-2 F 

16 19 教師の説明の間、生徒は全員注目して、よく聞いてい

る 

+ IV-2 B 
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16 59 ＯＨＰで実験装置の図を示して全員を集中させて説明

している。 

+ II-2 A 

17 49 １度にたくさんの説明がなされたので生徒はどの程度

わかっているだろうか。 

- I-3 B 

18 9 一斉に時間をはかる方法は、班による実験時間のばら

つきを少なくできてよい。 

+ II-1 C 

18 29 どの班が何Ｖを測定するのかが板書かなにかされてい

るとわかりやすい 

+ II-2 B 

19 9 ２回説明している（例を上げて具体的に） + I-3 E 

19 54 プリントなどの配布はもう１人の先生（Ｔ．Ｔなのか、手伝

いのみなのかは不明）が、やってくれるので、指導に集

中できる 

+ II-1 B 

20 39 実験の指示は、わかりやすく内容的にも適性である。 + I-3 D 

20 49 データのまとめ方は、十分わかっているのか心配、実

験後に説明した方が良かったのではないか。 

- I-3 D 

20 59 実験に関わる説明を、ＯＨＰ等によって、まとめて話し

ている。実験がはじまってしまうと全員に話が通らなくな

るため効果的。 

+ I-3, II-2 F 

21 12 「各班準備！」と言って、すぐに生徒が行動しはじめる

のがすばらしい 

+ IV-2 B 

21 15 生徒の動作がきびん + IV-2 E 

21 59 本時の実験用に、班ごとに材料、器具等がしっかり準

備されている。 

+ II-1 F 

22 14 生徒それぞれに混雑せずに、それぞれの分担の準備

をよくしている 

+ IV-2 B 

22 34 Ｔ、Ｔの教師とつく班を相談している。日頃の生徒づか

みが生かされている。 

+ II-3 A 

23 19 各班へのアドバイスや指示がきめこまやか + II-3 B 

23 49 生徒に準備をやらせるべき、（あまり手を出さない方が

良い） 

- II-3 E 

24 4 机間巡視、各班に注意をはらい、適確に指示してい

る。 

+ II-3 C 

24 59 生徒全員が真剣に準備にとりくんでいる + IV-2 B 

27 24 遅れている班への支援 + II-3 E 

28 19 もう一人の教師が他の班をうまくカバーし、指示を出し

てフォローしている、Ｔ・Ｔが効果的である。 

+ II-2 F 

28 21 机間巡視による回路の確認が重要、ていねいにされて

いる。 

+ II-3 D 

28 29 はじめに３Ｖを確認させ又は通電状況を確認させた方

が良い。いきなり５分間では…心配、水に一斉に入れ

て５分…とすべき。 

- I-3 D 

28 39 ていねいに確認している。 + II-3 E 

28 44 一斉に測定をはじめる前に「わからないところあります

か～？」と、最終的にチェックしている。 

+ I-3 B 

29 12 一斉に５分間というのは学習のすすめ方としてどうか？

班毎にまかせた方が良いのではないか。 

- III-2 D 

29 59 すべての班を同時にスターとさせ５分間の発熱量を測

定しようとしているが、電圧が違たり、流れない班も出て

くるので各班に、ストップウォッチを与え各班ごとに実験

をさせた方が良い 

- II-1, II-2 F 

30 24 このような班が必ず出るのでやはり、一斉に計測する意

味はない。又は、一斉に展開する前の確認が重要。 

- II-1 D 

31 59 失敗班の原因を明らかにして次回の測定への意欲を

高めている 

+ I-2 A 

32 6 電流計、電圧計の端子の接続方法が問題。 - II-2 D 

32 9 失敗した班への適確な支持。 + II-3 E 

32 13 失敗した班に、「ちょっと残念だけど次の実験で．．．」

というフォローがあった。 

+ IV-1 B 

32 19 いっしょにスタートできなかった班は、他の班のデータ

をもらうように指示。 

+ II-3 C 

33 14 机間支援の中での生徒とのやりとりに信頼関係を感じ

る 

+ II-3 A 

34 14 「はい」いきなりより５秒前くらいにカウントダウンとかくは

んを。 

- II-1 D 

34 39 「次の測定を．．．」と言う前に電源を切る指示をした方

がよかった 

- I-3 B 

35 11 この実験は温度の読み取り誤差が一番大きな誤差の

要因になる。温度計の読みや扱いをもっと重視させる

べき。 

- I-3 D 

35 59 データの計算のしかたがわからない生徒に個人的に指

導している。 

+ II-3 C 

36 9 わからない生徒にすぐに説明してしまっている。考えさ

せる時間を与えてもよいのでは 

- III-2, III-3 C 

36 44 「２゜Ｃ」では、結果は大変なことになる。２．０゜Ｃなのか

…目分量まできちんと読ませたい。 

- II-3 D 

37 9 机間巡視で、計器の読みまちがえを見つけて、グルー

プ全員にその意味を確認できた。 

+ II-3 A 

37 14 失敗した生徒への適確な支援 + II-3 E 

38 9 電圧計と電流計の区別がよくわかっていなかった生徒

がいた。説明がりゅうちょうすぎて、徹底していなかった

か？授業のペースが速すぎるか？ 

- I-2 C 
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38 39 電圧計と電流計をよみまちがえた班のデータも（Ｖ×

Ａ）の値は、あとで使用が可能だった 

- III-1 B 

38 49 データを消させない。０．３Ａの班のデータで熱量計算

の練習をさせるのも良いのでは、（この班は、水温が

何゜Ｃ上がったのでしょうなど。） 

- II-3 D 

40 2 ～あ～あ、その班は・・・ - II-3, IV-1 D 

41 9 まちがえた班に「今度は．．．．」と励ました。 + IV-1 B 

41 44 ＯＨＰシートの作業の説明を各班の代表を集めて、教

卓の所で、代表に対し一斉に指導したら良い。 

- I-3 D 

43 49 各班をまわり、計算のしかたからグラフへのプロットのし

かたをていねいに説明してまわっている。 

+ II-3 F 

44 49 生トは、プリントの記入に集中していた。（ＯＨＰシート

も）かくはんが足りないのではなかったか、ここでひと

声。 

- II-3 D 

45 19 どの班もだいたい測定ができているのは、Ｔ．Ｔの先生

の机間巡視による指導も効果を上げているから。 

+ II-3 B 

45 59 Ｔ、Ｔの教師が遅れ気味の生徒にワークシートの書き方

を教えている 

+ II-3 A 

48 39 シートを重ねるとＯＨＰで１度にプロットできるのでよい

方法といえる。 

+ II-2 B 

48 48 各班のＴＰを重ねあわせる形で実験のまとめ、結果を

出す方法として有効 

+ II-1 F 

49 24 ＯＨＰでのグラフから結論が出しやすい結果になってい

る 

+ I-2 B 

49 59 本時の評価問題は本当に回路図の直列、並列でよい

のか、飛躍があるように思う私なら、電流、電圧の値を

示し何倍の温度変化になるかを問う。 

- I-2 A 

50 14 まとめが先生の一言でまとめられてしまっている点があ

まりにもあっというまだった。 

- III-3 B 

50 27 もう少し、ていねいにまとめをした方が良い。 - I-2 E 

51 14 質問を出し思考する時間を設けている + III-3 F 

51 27 まず並列回路からの方が考えやすい。 + II-3 D 

51 54 もう少し、考える時間を与えた方が良い。 - III-1 E 

51 59 時間の関係でじっくり問題を解く時間が、短かすぎる。 - III-3 F 

52 39 この時間内に抵抗を２つつないだ時の発熱量の問題

はやや時間的に苦しいかんじがする。 

- II-1 B 

53 57 時間が来たら終わり。かたづけは・・・いつ・・・ - I-3 D 

54 12 後かたづけの時間を保障して上げる。 - II-1 E 

54 29 手際よく、きちんとスムーズな流れであった。（全体とし

て） 

+ II-1 C 

54 39 スムースに流れすぎて、生徒が考える余地がなかっ

た。（全体として） 

- III-2, III-3 C 
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 評価カードによる評価情報 

授業事例(8)：第二分野「雲ができるしくみ」（JP90） 

   

分 秒 コメント 評価 コード 評価者

0 45 「あと１０秒」との声がけ。授業を開始する準備させてい

る。 

+ IV-1 B 

1 10 あいさつがきちんと行われている。 + IV-1 F 

1 19 本日の授業の内容の確認と、前時の学習の確認。 + I-4 B 

1 26 前時の復習から入った。既習事項の定着。授業を受け

る心がまえができる。 

+ I-4 D 

1 28 前時の復習からはいるのはやめたい - I-1 A 

1 30 前時の復習、大切な用語を確認している。 + I-4 E 

1 35 前の時間の復習を行っている。 + I-3 F 

2 0 本時のねらいを明確にしている。 + I-1 C 

2 22 「どこで雲はできますか？」この発問は、導入部分なの

で、あまり深く追求させずに、した方がよいのでは。生

徒の様々な意見を取り入れている割には、授業の流れ

に生かされていない。 

- I-1 B 

2 24 「雲ってどこでできますか」必要な発問であろうか。 - I-2 E 

2 27 「雲のでき方」「雲ってどこにできますか」は、莫然として

いて難しい。質問の意味がとらえにくい。 

- I-1 F 

2 30 学習の課題が教師から与えられるのはどうか - I-1 A 

4 5 「どこでできますか」がいつの間にか、“どのようにして

できるか”の説明にすりかわってしまっている。 

- I-1 F 

4 30 実験室的に雲をつくるとはどのような意味か実験室とは

実際とは別か？ 

- I-1 A 

4 33 本時の学習課題の設定。導入の発問から、うまくつな

がっていない感じがする。 

- I-1 B 

4 36 実験室的に雲をつくるという事と、真空ということが生徒

にとって、つながっているのか疑問。 

- II-3 B 

4 40 真空ポンプを用い「空気がうすくなる→気体が膨張す

る」ことを確認している 

+ II-1 E 

5 0 どうして真空ポンプが出てくるのかの説明がなく唐突。 - I-2 F 

5 28 上空は、空気がうすいということ、を説明してしまってい

るが、実験から考察することではないのか？（本時の展

開から考えて…） 

- III-1 B 

5 45 空気がうすくなる→上空の状況ということが生徒には伝

わっていない。 

- I-1 F 

6 5 周りの空気が薄くなったらという教師の説明は科学的

でない。生徒に誤った考えを植え付けかねない 

- I-2 A 

6 40 風船がふくらむかちぢむかは、何のために行うのかの

説明が不十分。 

- I-2 F 

6 49 真空ポンプを用いて減圧した状態のふうせんの体積変

化を、演示によりたしかめている。 

+ II-2 C 

7 5 真空ポンプの演示、後の生徒は前に来させた方がよ

い。（後でも見えるかを確認していたが） 

- II-1 D 

8 5 「このようなことが自然の中でも行われている」→真空ポ

ンプのようなことととらえてしまう。 

- I-2 F 

8 24 空気が上昇すると膨張することを押さえている。 + III-1 C 

8 35 前と同様、空気が膨張することについては、実験から

導き出すことではないのか？ 

- III-1 B 

9 0 実験のやり方の説明。生徒の反応が、少ない。生徒の

中の疑問と、一致していないからではないか？ 

- I-3 B 

9 5 ペットボトル、食料保存用のポンプ等を用いて、安価な

実験器具を工夫している。 

+ II-2 D 

9 15 ペットボトルとポンプ式キャップを用いて、かん易実験

装置を自作した。 

+ II-2 C 

9 20 ４つのパターンを、あらかじめ教師が用意し、やり方ま

で説明しているのでは、もったいない。 

- II-1 F 

10 0 班実験（個人実験）できる教材を工夫している + II-2 E 

10 22 装置は良いが科学的な説明はまったく伝わっていない

のではないか 

- I-2 A 

10 30 実験のやり方を具体的に演示している。 + II-1 F 

11 16 せんこうの煙を核として用い、比較する実験が設定され

ている。 

+ II-3 C 

11 19 実験の条件にどんな意味があるのかを考える時間を与

えていない。（水、煙を入れる意味） 

- III-3 F 

12 30 フラスコ、ピストンを使って体積の膨張、圧縮を行う実験

を用見している。（２種類の教材を用いている） 

+ II-2 E 

13 25 けむりを入れたものと、入れないものとでもくらべ、煙の

粒子の必要性についても考えさせようとしている。 

+ II-2 E 

13 30 実験の方法についての質問を受けつけている。複線型

になっている。 

+ I-2 B 

13 33 説明のやり方がほとんど伝わっていないように思える - I-3 A 

13 40 実験器具が種類、数ともに十分用意されている。 - IV-3 F 

14 0 話し方のテンポがよい。 + II-2 D 

14 10 話しの間がなく、聞いている生徒がつかれるのではな

いか。 

- II-2 D 

14 25 わかりやすいワークシートをつくっている。 + II-1 D 

14 28 プリントを配ってまとめるという手法は意味のあること

か？ 

- II-1 A 
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14 45 予想を立てることなく、実験をはじめさせている。 - III-1 F 

14 47 実験で行っていることの意味・実験で何をしようとしてい

るのかわからない。 

- I-1 A 

14 49 プリントに雲のでき方について記述させているが、その

時間を確保している。 

+ III-1 B 

15 10 雲がどこにできるかを考える必要があるか？ - I-2 E 

15 20 実験の結果について、予想させている。 + III-2 C 

15 25 雲がどこにできるのかを、個々に考えてから実験に入っ

ている 

+ III-2 E 

15 30 ワークシートの問題は、実験の意味との関連性がとらえ

にくい。 

- II-2 F 

16 0 実験を行わせる前に雲がどこにできるかとその理由、を

考えさせる時間をとった。 

+ III-3 D 

17 5 ワークシートの問題が実験との直接のつながりが見え

ないため、教科書を見ようとしてしまう。 

- II-2 F 

17 10 ワークシートに記入する時間を確保している。 + III-2 F 

18 7 実験開始の指示。 + I-3 B 

19 11 中に入れる水の量を、生徒の行動からみとり、適切に

指示している。 

+ I-3 C 

19 13 生徒の実験が始まったが、説明が不十分なためか、

水、けむりの量などについて個々に同じ説明を繰り返

している。 

- I-2 B 

19 15 実験のコツを説明している。 + II-3 F 

19 30 実験の途中で指示を出している。実験前に指示を出せ

る事柄である 

- I-3 E 

19 51 注射器が破損したことで、一旦、実験をやめさせて、説

明しているが、やはり、初めにしておくべき。 

- I-3 B 

19 54 後からの指示が多い - I-3 A 

20 0 注射器破損のとき、全体に向かって注意をした。 + I-2 D 

20 3 安全上の注意事項を注目させて説明している。 + I-3 F 

20 25 生徒実験、注射器破そん、水入れすぎ、煙入れすぎな

どの生徒が続出した。はじめの実験の説明を落ちつい

て、ていねいに行った方がよかった。 

- I-3 D 

20 30 ピストンがぶつかってわれるのを防ぐゴム等入れてな

い。 

- II-2 E 

21 0 ガラスの破片を、片付けているが、先に、生徒の安全

確認、片付けをしてから再実験する方がよいのではな

いか？ 

- II-1 B 

21 11 机間指導。着目点を教えている。 + II-2 B 

21 22 引いたとき白くくもることを生徒が確認できている。 - II-2 C 

21 26 観察のポイントをもっと明確にして実験に臨むべきであ

る 

- I-3 A 

21 35 各班を回って支援している。 + II-3 F 

21 58 発生した雲が、けむりでないことを、実験で確認させて

いる。 

+ II-3 C 

22 0 線香のけむりと水滴の区別、どのように考えればいいの

か？ 

- I-2 E 

22 17 結局、教師が答えを説明していまっている。 - II-2 F 

23 5 移動を問う声に教師が反応していない。 - II-3 B 

23 20 実験の結果まで、教師が説明してしまっている。 - II-3 F 

23 46 「白くなるのは線香の煙か」という問いかけは子どもの

関心を高める。 

+ I-1 F 

24 25 個別に実験をしている。（順番制をとって）。 + III-2 C 

25 13 あらかじめ演示で見せた上で工夫させれば、子どもは

もっと考え、よく観察する。 

- II-1 F 

25 50 水滴が発生した時、生徒は、「けむり」と考えてしまう傾

向がある。それを問いなおす際に、「水蒸気？」と言っ

ているが、生徒の混乱を招く恐れがあるのではない

か？ 

- II-3 B 

26 3 せんこうの煙と雲の区別がつかない生徒に対して、空

気が圧縮されたとき消えるので煙ではないことを示し

た。 

+ II-2 D 

26 8 煙かどうか、を問題にするのであれば、そこにしぼった

発問、ワークシート、実験にすべき。 

- I-2 F 

26 50 線香の煙を入れることによって、水蒸気が現れたと考え

るのではなく線香の煙がみえたりみえなかったりすると

子ども達はとらえてしまう。このへんをどう克服するかが

課題である 

- II-3 A 

27 18 教師が、考えるプロセスを説明するのなら、全体でやっ

た方がよい。 

- III-1 F 

27 35 空気が抜けたら白くなったということは、どういうことか

と、なげかけている。 

+ III-2 C 

27 58 移動がスムーズにいっていない。やはり、初めの説明

不足か？ 

- I-3, II-1 B 

28 20 生徒は、興味を持って実験を行っている。 + IV-2 F 

29 20 実験のコツを工夫させることなく、教師が全て教えてい

るので考える余地がない。 

- III-1 F 

29 33 子ども達はよく動いている。実験の姿勢が行き届いて

いる 

+ IV-2 A 

30 45 各班を回って、生徒が結果を導き出せるようにコメント

している。 

+ II-2 F 
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30 50 教師はできるだけ子ども達に考え方を与えている + III-1 A 

30 53 机間指導で、ここでも、しろいものがでてきたときに、水

蒸気と区別しないで用いている。 

- II-3 B 

31 40 フラスコが転らないように、台をセットした装置 + II-2 F 

32 30 実験を４とおり準備して、かわりばんこに実験させた。 + II-1 D 

32 35 全ての班に、全部の種類の実験を行わせている。 + II-1 F 

33 18 教師の問いに対する、生徒の反応がよい。 + IV-2 B 

33 33 生徒から「なぜ、線香を入れたら白くなるの」の声が出

ている 

+ II-2 E 

33 37 子どもとの人間関係がうまくいっている。 + IV-2 F 

33 48 なぜせんこうを入れると白くなるのときかれて、それが問

題ですと、返して考えさせている。（ただし、むずかしい

問題であると思うが） 

+ III-1 C 

35 20 遊んでいる生徒がほとんどいない。 + IV-2 F 

37 29 実験終了指示。 + I-3 B 

37 43 生徒のプリントをまとめている様子から水蒸気と水滴を

混同していることが見うけられる。 

+ II-3 B 

38 9 黒板の文字が見えるかどうかの確認をしている。 + II-3 B 

38 20 説明のときに、きちんと注目させている。 + II-3 F 

38 31 結果を発表しあっているが、結果は物事を「…としてる」

ことであると言われるが、まさにこれは…としてみる結果

を公開しあっている。 

- III-2 A 

38 58 結果について、教師の意図する方向に子どもの発言を

ひっぱってしまうような言い方である。 

- III-2 F 

39 15 実験のまとめを行っているが、ここで一斉に、まとめるの

ではなく、ワークシートをまとめる時間を保障した方がよ

いのではないか？ 

- III-3 B 

40 0 雲のでき方のまとめ、教師が一方的に進めた感じがあ

る。（時間の関係もあるが） 

- II-3, III-3 D 

40 22 子どもとの人間関係はよい + III-3 F 

41 14 煙がない場合を実験として扱っているが、この実験の

意義は何なのだろうか あえて結果としてまとめる必要

はない 

- I-2 A 

42 37 実験結果を、簡潔にまとめている。 + II-3 C 

43 20 結局、子どもの発表がなく、全て教師がまとめてしまっ

た。 

- III-2 F 

43 55 子どもの発言を「あなたたちは気がつかなかったでしょ

うけど‥‥」としてしまっている 

- III-1 F 

44 16 膨張、圧縮と体積の大小の関係について、まとめてあ

げる方がよい 

- I-2 F 

44 25 子ども達から結果についてももっと積極的に発言を引

き出させたい。 

- III-2 A 

44 32 煙が必要であることは、生徒が気づいていることなの

で、そのまま発表させた方がよい。（煙についてはどう

考えるとでも聞けばよい） 

- III-1 C 

44 58 フラスコの中にできたのが「雲」といってよいのか確認が

ない 

- III-1 F 

45 3 結局、教師が全てを説明している。 - III-1 B 

46 7 膨張と温度については、口頭で説明しているが、実験

でたしかめたい。 

- I-2 C 

46 10 温度の話が、子どもの中では全く結びついていない。 - III-1 F 

46 35 ここでも、水蒸気と水滴の区別をしていない。 - III-1 B 

46 52 断熱膨張により、温度が下がる説明をしているが、実験

からは絶対に導き出せるものではなく、結局、教師が全

て説明してしまった。 

- III-2 B 

46 58 膨張と温度変化のつながりを説明するのがわかりにく

い 

- II-3 A 

47 17 膨張と温度について予想させてるのはよい。 + III-2 A 

47 35 この実験で、いえることは、どこまでか、を確認している + I-1 F 

48 0 煙の役割について考えさせている + III-2 E 

48 20
膨張、圧縮と温度との関係は、次時にしないと生徒が

混乱してしまう。 
- I-2 F 

48 23 子ども達の考えとして引き出させたい - III-2 A 

49 40 一気に説明しているため、無理を感じる。 - I-2 F 

50 20
この時間を通して生徒が調べた結果は、ここで初めて

ふれられている。 
- I-2 B 

50 40
煙を何のために入れたのか、は、もっと早く考えさせる

べき。 
- I-1 F 

50 56 典型的な説明型の授業である - I-2 A 

51 10 煙の説明まで、ここで行うには、少々無理がある。 - I-2 F 

51 43 ワークシートを書く時間を確保したい。 - III-3 F 

52 50 おわりのあいさつをしっかりさせようとしている。 + IV-1 F 

53 10 片づけの時間が確保されていない。 - III-3 F 

53 15 楽しそうな雰囲気である（全体として） + IV-2 D 
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付録３ 授業ビデオ分析法を活用した理科の授業研究会の進め方 

  

 

 本報告書の第2章で分析結果を報告した 8つの授業事例については，別途申込みにより貸し出

される「教師教育用授業ビデオ」（詳細は付録 4 を参照）を用いて，理科の授業研究会として活用

することが可能である。それにより，第 6 章に報告されたような教師教育上の効果が期待できる。 

 理科教師教育（教員研修講座，教員養成授業，校内授業研究会等）の担当者は，本報告書の

内容を参考に，授業ビデオを活用した授業研究会をより活性化していただければ幸いである。 

 本研究で報告された授業ビデオ分析法を活用した授業研究会は，必ずしも，本研究で分析され

た中学校理科の授業事例である必要はない。自分のあるいは他の学校で収録された授業ビデオ

を用いて，「評価カード」と「理科授業評価の観点」を用いて参加者の授業観を顕在化し，参加者

間の協調的作業によって，互いの授業観を交流させることで，研修効果が期待できる。また，理科

に限らず，他教科においても，「理科授業評価の観点」を微修正することで，効果的な授業研究会

となることが期待される。 

 貸し出される「教師教育用授業ビデオ」を用いた研究会を行う際は，第 2 章の当該授業事例の分

析結果と，付録２の当該授業事例に対する評価カードによる評価情報をコピーし，配布資料として

活用することができる。 

 オリジナルな授業ビデオを用いた研究会を行う際は，授業ビデオを視聴する前に，「授業展開

案」等の資料か授業者の解説によって，本時授業の目標と全体的な展開を把握した方がよい。 

 以下に，授業研究会で利用できる配付資料をまとめておいたので，適宜修正してご活用いただ

きたい。なお，示した時間的目安は，あくまで理想的な状況を想定したもので，実際には研修会に

割くことのできる時間はより厳しく制約されていることが多い。研究会担当者は，現実的な状況に即

して，適宜，時間設定を調整していただきたい。 
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授業ビデオ分析法を活用した理科授業研究会の進め方の例 

 

 国立教育政策研究所の「授業ビデオ研究プロジェクト」（研究代表者 小倉康）では、これまで中

学校の理科授業を全国的にビデオ収録し、その分析を通じて理科の教員研修に効果的に用いる

ための授業ビデオ活用法を開発してきた。 

 本研修会では、開発された理科授業ビデオ分析法と中学校の理科授業ビデオ事例を用いて、

研修参加者が理科の指導力を高められるよう、授業分析の実習を行う。  

 

１．理科授業ビデオの視聴と評価（約 90 分） 

 ○事前に以下を確認する。 

 ・資料１：「授業ビデオ分析の手順」 

 ・資料２：「理科授業評価の観点」 

 ・資料３：「総合評価票」 

 ・資料４：視聴する授業の特徴、理科学習指導案、理科学習シートなど 

 ・評価カード（1 枚につき 4つの評価カードが印刷された A4 用紙を 10 枚以上） 

 ○授業ビデオを視聴しながら、評価コメントを評価カードに記述する。 

 ○視聴後に、各評価カードのコメントを完成し、資料２によってコード化。次に、総合評価

票に記述。 

２．理科授業の分析（約 60 分～） 

 ○観点ごと、＋評価、－評価ごとに、全員の評価カードを整理。 

 ○観点ごとに、担当を決めて、要点をまとめる。 

 ○総合評価票については司会者がまとめる。 

 ○各自、作業結果を全体に短く報告し、評価の全体像を把握する。 

 ○視聴授業に関する既存の分析結果がある場合，それとの差異点、共通点を検討する。 

 ○視聴授業から学べる事柄について、全体で意見交換する。 

３．理科授業ビデオ分析の限界と留意点について 

ア．収録された授業は、特別に準備されたものではなく、平素の授業であること。 

イ．収録授業を教師教育に提供したことについて、授業者に敬意を払うこと。 

ウ．完全な授業は存在せず、どんな授業にも改善点とともに学ぶべき点があること。 

エ．授業の評価結果は、唯一の理想の授業像を追究しているものではないこと。 

オ．1 時間の授業のみを収録したビデオと資料に基づく授業分析の結果であること。 

カ．特定の授業法を推奨したり、批判したりするものではないこと。 
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資料 1 「授業ビデオ分析の手順」 

 

1．資料に目を通す。 

 教師質問紙と添付資料（学習指導案，教科書該当ぺ一ジ，ワークシート，参考資料等のコピーがある場

合）に目を通して，授業の概要を理解する。 

 

2．ビデオを視聴しながら「評価カード」を作成する。 

 授業ビデオを視聴しながら，授業者の指導力に関して，肯定的な評価あるいは否定的な評価を感じたら，

以下の手順で，それぞれ 1つずつの「評価カード」に書き留める。 

（1）各カードヘの記入の際，肯定的な評価に「＋」に，否定的な評価に「－」に○をつける。 

（2）肯定的あるいは否定的な評価を感じた時間をビデオから読み取り記入する。特定の時間にかかわらない

評価の場合は，空欄とする。 

（3）具体的な評価内容を「コメント」欄に記入する。 

（4）できるだけ数多く書き留めるように努める。 

 ただし，「机間指導」など同じ行為が繰り返され，まったく同じ評価コメントとなる場合は，新たな「評価

カード」は作成しない。 

 

3．「評価カード」に評価コードを付ける。 

 「理科授業評価の観点」（資料 2）を見ながら，それぞれのカードに書き留めたコメントの内容が，リスト

にある 13 の中のどの観点に最も近いかを判断し，そのコードを「評価コード」欄に記入する。2つ以上の観

点に重複する場合は，複数のコードを記入する。該当するコードが無い場合は空欄とする。 

 

４．「総合評価票」に記入する。 

 授業の総合的な評価として，「総合評価票」（資料 3）の質問項目に答える。 

 

 

 

 

   「評価カード」への記入例 
 

1.  評価  ( +    -  )  整理番号      
 
2.  時間  1  分 10 秒   3. 評価コード    I-4  
 
4.  コメント 前時に習った内容を確認して，定着を図っている  
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資料 2 「理科授業評価の観点」（〔 〕内が「評価コード」を示す） 

 

Ⅰ 教える事柄を工夫しているか 

〔Ⅰ－１〕学習課題を明らかにしているか。 

必然性のある学習課題の提示，導入での課題づくりの工夫，まとめにおける課題の明確化，

次時への予告・課題提示など 

〔Ⅰ－２〕内容の取り扱いを工夫しているか 

講義や観察実験における内容の取り扱いの工夫 

〔Ⅰ－３〕学習方法を的確に提示しているか 

全員を対象として，観察・実験の準備や実施方法，班や個別の学習方法を指示するなど 

〔Ⅰ－４〕既習事項の定着を図っているか 

前時の復習，基礎的知識・技術の確認など 

Ⅱ 効果的な授業技術を用いているかどうか 

〔Ⅱ－１〕効果的な授業形態を採っているか 

効果的な観察実験や班学習の形態，時間の使い方（無駄な時間の有無，行動の敏速さ）など 

〔Ⅱ－２〕効果的な教材・教具・メディアを用いているか 

効果的な観察実験の教材，ワークシートやノート，教科書，板書，視聴覚機器・コンピュー

タの活用，教師の声や体や教材の使い方など 

〔Ⅱ－３〕生徒の学習状況を把握しているか 

学習状況の的確な把握，班や個の学習状況に応じた助言・支援・配慮，机間支援など 

Ⅲ 生徒の活動を喚起するための工夫をしているかどうか 

〔Ⅲ－１〕思考を促すための支援をしているか 

生徒の考えを発表させたり吟味したりする工夫，集中させる工夫，思考を深めたり科学のプ

ロセスを重視させたりする工夫など 

〔Ⅲ－２〕生徒の創意や主体性を促しているか 

疑問や予想をもつことを重視する姿勢や新たな発想の励まし，生徒の主体性（積極性，自主

性，生徒間での意見交換）の促しなど 

〔Ⅲ－３〕生徒の学習時間を保障しているか 

実験，思考，作業（ノート，プリント記入），まとめ，話し合い，発表などでの十分な時間 

Ⅳ 良好な学習環境を築いているかどうか 

〔Ⅳ－１〕生徒との信頼関係を築いているか 

教師と生徒及び生徒間での親しさ，生徒の心情への配慮やよい関係づくりのための行為，教

師の人間味ある語り方や表情など 

〔Ⅳ－２〕学級づくりができているか 

学びの姿勢，子どもの役作り，学習に積極的で協力的な雰囲気など 

〔Ⅳ－３〕理科学習のための環境整備が良いか 

実験室やその他の教室，野外などでの環境面の整備の工夫や安全性への配慮 
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資料 3 「総合評価票」 

 

評価１：この授業を以下の５つの観点で，総合的に評価した場合，それぞれ，次の４段階の尺度で，最も適当

と思われる記号を丸で囲んでください。 

◎ 特に評価できる， ○ 評価できる， △ やや評価できる， × 特には評価に当たらない 

 １． 教える事柄を工夫しているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

 ２． 効果的な授業技術を用いているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

 ３． 生徒の活動を喚起するための工夫をしているかどうか （◎  ○  △  ×） 

 ４． 良好な学習環境を築いているかどうか   （◎  ○  △  ×） 

 ５． 教師の力量     （◎  ○  △  ×） 

 

評価２：この授業は，全体として，わが国でよく行われているタイプの授業（一般的）と思いますか，あるい

は，ほとんど見かけられないタイプの授業（特殊）と思いますか。次の中から，最も適当と思われる数字に○

をしてください。 

  （１．一般的， ２．やや一般的， ３．やや特殊， ４．特殊） 

 

評価３：授業者が意図した，この授業で生徒に学んでほしい主な事柄は，どの程度達成されたと思われますか。

次の４段階の尺度で，最も適当と思われる記号を丸で囲んでください。 

 ◎ 大変よく達成されたと思われる，   ○ かなり達成されたと思われる 

 △ あまり達成されなかったと思われる， × 全く達成されなかったと思われる 

        （◎  ○  △  ×） 

 

評価４：この授業での内容の取り扱いについてお伺いします。 

１． この授業の内容として最も近いものを丸で囲んでください。 

（物理  化学  生物  地学  総合的内容） 

 

２． この授業の講義や実験での内容の取り扱いについて，特に評価できる点や 

改善が望まれる点があればお書きください。 

 

   特に評価できる点    改善が望まれる点 

 

 

 

 

 

 

 

評価５：この授業に関する全般的な印象を自由にお書き下さい。 
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1. 評価（＋，　－）　　　　　ID　ビデオ　　/評価者　　/番号 　

2. 時間　　　分　　秒　　3. 評価コード　　　　  　　　　                 

コメント                                                                                                         

                                                                                                                        

                                                                                                                        

                                                                                                         　　　

1. 評価（＋，　－）　　　　　ID　ビデオ　　/評価者　　/番号 　

2. 時間　　　分　　秒　　3. 評価コード　　　　  　　　　                 

コメント                                                                                                         

                                                                                                                        

                                                                                                                        

                                                                                                         　　　

1. 評価（＋，　－）　　　　　ID　ビデオ　　/評価者　　/番号 　

2. 時間　　　分　　秒　　3. 評価コード　　　　  　　　　                 

コメント                                                                                                         

                                                                                                                        

                                                                                                                        

                                                                                                         　　　

1. 評価（＋，　－）　　　　　ID　ビデオ　　/評価者　　/番号 　

2. 時間　　　分　　秒　　3. 評価コード　　　　  　　　　                 

コメント                                                                                                         
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付録４ 教師教育用授業ビデオデータの使用申込について 

  

 

 本報告書の第 2章で分析結果を報告した 8つの授業事例を用いた授業研究会の開催を検討す

る担当者は，申込みにより「教師教育用授業ビデオデータ」を一定期間借用することができます。 

 貸し出しの対象は，教育委員会，教育センター等が主催する教員研修講座の担当者，大学等の

高等教育機関における教師教育授業の担当者，及び，国公私立の学校における校内授業研究

会の担当者です。 

 次頁の別紙に記載の使用条件を承諾の上，使用申込書を送付することで，研究の一環として，

無償でビデオデータが収録された DVD の貸与を受けることができます。準備の都合で，貸与まで

に時間のかかることがあります。 

 DVD には，コンピュータで表示する Real Media 形式のビデオデータと，管理プログラム，及び，

研究関連資料の PDF ファイルが含まれています。DVD データが読み込めるコンピュータを用いて，

研究会では，コンピュータプロジェクターで拡大投影するなどして，利用して下さい。 

 問い合わせは，以下にお願いします。 

 

 〒153-8681 東京都目黒区下目黒 6-5-22  

国立教育政策研究所 

 教育課程研究センター基礎研究部 

 総括研究官 小倉  康 

電話 (03)5721-5082  

ファックス (03)3714-7073 

電子メール ogura@nier.go.jp 
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「平成  年度教師教育用授業ビデオデータ」 

使  用  申  込  書 

 

標記ビデオデータについて，下記の使用条件を了解した上で，貸し出しを申し込みます。 

 

機関名 ：      （電話：   ） 

 

担当者名 ：          

 

所属・職 ：          

 

使用予定期間： 平成   年   月末日まで（最長で，本年度末の 3 月です。次年度以降も，

年度ごとの申込みをしてください。） 

 

使用目的：          

（簡潔にご記入ください。～の開発，～の解明，～の検討，～の改善など） 

 

使用条件 

 

 ビデオデータ（DVD）には国内で収録された中学２年生の理科授業ビデオが含まれていますが，教師

教育と研修の向上のために，収録の学校と授業者の許可を得て，教育関係者のみに公開するものです。

プライバシー侵害の問題を起こさないために，無条件に公開されるものではありません。万一，問題

が発生してしまうと，それが発端となり，今後，授業ビデオを用いた研修や教育ができなくなってし

まう恐れがありますので，細心の注意をお願いします。その上で，以下の各事項を了承して下さい。 

１．ビデオデータは，本申込書に記載された担当者が常時管理する。担当者以外の者への貸し出しや

複製，譲渡をしない。担当者の変更にあたっては，本申込書を再提出する。 

２．本申込書に記載された使用予定期間を終えた場合でも、継続的に使用する際は、新規の使用申込

書を提出することにより、引き続きビデオデータは使用できる。ただし、使用を終える場合には、ビ

デオデータを返却する。 

３．プライバシーの侵害につながる恐れのある一切の発言や行為を行わない。研修や教育にあたって

は，参加者にその旨を理解させ，学校と授業者，生徒への謝意をもってビデオを視聴する。 

４．ビデオデータの貸し出しは，研究プロジェクトの一環として行われるものである。本申込書に記

載された担当者は，ビデオデータの使用に伴って，様式１にしたがい使用報告書を作成し提出する。 

（別紙） 

送付先： 〒153-8681 東京都目黒区下目黒 6-5-22 国立教育政策研究所 

「授業ビデオ研究」プロジェクト担当  小倉  康 
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「平成  年度教師教育用授業ビデオデータ」 

使 用 報 告 書 

 

 

機関名 ：          

 

担当者名 ：          

 

所属・職 ：          

 

１．使用目的 

 

 

２．方法（使用したビデオデータの内容，実施した教育や研修プログラム，事前準備など） 

 

 

 

 

 

３．結果（実施日，参加者の人数や内訳などに加え，参加者の反応ないしは変容について記述し

てください。） 

 

 

 

 

 

 

４．考察（使用目的に照らして，ビデオデータの活用効果について記述してください。問題点や

改善点の示唆があれば合わせて記述してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

（様式１） 

（上記の項目が記載されていれば，レイアウトや分量は自由です。参加者の反応や

実施の状況がわかる補助的な資料などがあれば添付してください。） 
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わが国と諸外国における理科授業のビデオ分析とその教師教育への 
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